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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　解説










　第一章　楽園のごとき場所







　そこは森──暗い森。高い木が所ところ狭せましと生い茂しげっているため、昼間でも暗い。地表は日光不足のため、コケなどの一部の植物しか生育していない。時折虫などの動く音、風に揺ゆれる枝えだのざわめきが聞こえるくらいの静かな場所。

　そんな森を進む男がいた。

　まだ若わかい男──おそらく十八歳さいくらいだろう。まだ完全には大人になりきっていない顔立ちである。特とく徴ちようといえば、ややつりあがった鋭するどい目つきだろう。ただ、今の彼は憔しよう悴すいしきった顔をしていた。黒くろ髪かみは汗あせで重く垂たれ、目の光は疲ひ労ろうのために鈍にぶっていた。

　その上、着ている服が所々破やぶけている。暗緑色の上下を着ているのだが、肘ひじやスネ部分の生き地じが裂さけ、そこから覗のぞく肌はだは血と泥どろで汚よごれていた。

　そして何よりも彼の疲労のもとと思えるのは、彼が押おしているものだ。それは一いつ般ぱんに、フロート・バイクと呼よばれているものだった。重力場を操あやつって宙ちゆうに浮うき、かなりの高速で進む小型の乗り物である。今のそれは確たしかに男のヒザくらいの高さに浮いてはいるが、前に進んでいるのは男が押しているためである。一部のカバーが破れ、内部では配線がスパークしていた。おそらく推すい進しん機関が故こ障しようし、浮きはしても進みはしないのだろう。

　この状じよう況きようから判はん断だんするに、森の中をバイクで進んでいるうちに転てん倒とう。バイクは故障し、本人は多少の傷きずを負った──といった所か。

　彼はそこでふと立ち止まった。バイクから手を離はなすが、バイクはやはりそこに浮いたまま残っている。

　男はすぐ傍かたわらの木の根に腰こしを下ろし、ため息をつきながら腰の水すい筒とうを口へ運んだ。中の水を飲む……が、すぐに怪け訝げんな顔をする。

　水筒を逆さかさに振ふるが、水が数すう滴てき落ちてきただけだった──すでに飲み干ほしていたらしい。

「最悪だな……」

　男は一いつ層そう深くため息をつき、カラの水筒を腰に戻もどしてまたバイクを押して進む……

　そもそも、ここの所の彼はひたすらついてなかった。

　探たん索さくの任にん務むにおいて、自分の割わり当て地ち域いきというのがまた最悪だった。その地域はほとんどが深い森に覆おおわれ、探索は困こん難なんだと最初から予想できた。森の中は正せい確かくな地図もほとんどなく、未知の地──それでいて、役に立ちそうな場所が発見できる可か能のう性せいはかなり低かった。こんな場所に旧きゆう文明の断だん片ぺんが残っているはずはないし、あったとしても彼が運よくそれを発見できる保ほ証しようもない。

　何とか貴き重ちようなフロート・バイクを借り出すことができたのは幸運だったが、その後がいけない。不ふ機き嫌げんな気持ちを紛まぎらわすため、調子にのってスピードを出したら、いきなり森が切れて断だん崖がいにダイブしてしまった。必死に操そう縦じゆうして何とか落ちるのは防ふせげたが、ムリな運転のためバイクは転倒。その上食料と地図、コンパスの類たぐいをガケに落としてしまった。

　いつまでもそこで恨うらみがましくガケを見下ろしていてもしょうがなかった。切り立ったガケはどう考えても、ちょっとやそっとで降おりられそうには見えない。落ちた荷物は諦あきらめ、戻るしかなかった。

　だが森の中はどこも似にたような景色のため、道に迷まようのにそう時間はかからなかった。

　水も大部分は他の荷物と一いつ緒しよにガケ下だ。小さい水筒を腰につけておいたのはよかったが、それももうない。

　状況は絶ぜつ望ぼう的だった。

　せめて重い荷物であるバイクは棄すててしまいたいが、それもできない。もし乗り捨てて、助かったりしたら──貴重なバイクを失った責せき任にんを取らされる可能性が高い。そうなれば、たとえ助かっても一生強きよう制せい重労働に酷こく使しされることになる。だから、バイクを棄てていくわけにはいかなかった。

「俺おれはこんなとこで終わらんぞ。くたばってたまるか」

　自らを鼓こ舞ぶするように呟つぶやき、痛いたむ足を無理やり動かしながら道なき道を進んだ。

　しかし、彼はここまで、バイクで丸一日ほど走ってきた。バイクで一日かかる距きよ離りを徒歩で、しかも重い荷物を持ってでは、いったいどれくらいかかるだろう。しかも、食料と水はもうないのだ。何より、道も方向もわからない。

　と、男は転んだ。いきなり足首が痛み出し、歩けなくなってしまったのだ。

　男は顔をゆがめつつ、ズボンとクツ下をめくって足首を見る──赤くはれ上がっていた。やはりくじいていたらしい。ここまで無理やり歩いてきたが、もう限げん界かいだ。ズキズキする痛みはこれ以上、男の歩みを許ゆるしてくれそうになかった。

　男はそばにバイクを浮かばせたまま、大きめの木に寄よりかかって呟く。

「無様だな。俺も結局、こんな所でゴミみたいにくたばるのか……」

　無む論ろん男も、死の覚かく悟ごができていないわけではなかった。探索とは常つねに命の危き険けんが付きまとうものだ。何人もの仲間が同じ任務についているが、だいたい一月に二、三人の割わり合あいで戻ってこない者も出てくる。そこに自分が決して含ふくまれないという保証は、どこにもなかった。

　でも、実じつ際さい死に直面しているとなると、やはり恐きよう怖ふがこみ上げてきた。こんな所で朽くち果てるしかない運命の不ふ条じよう理りさを罵ののしりたくなってきた。

「ちっ、大体なんだ。こんな見み込こみのない地域を割り当てやがって、それで俺は死ぬんだぞ！　ここで死んだらハーブのクソジジイんとこに化けて出てやる。怨おん念ねんをこめて、七代先まで祟たたってやる。一日中付きまとって、耳元でヒワイな言葉を叫さけんでやる！」

　と、男は司令官である老人の食えない顔を思い出し、思いつく限かぎりの悪あく態たいをついた。

「大体、死ぬにしたって死に方がある！　俺だって一いち応おう兵士なんだ！　バケモンとかと戦ってくたばるんなら少しは納なつ得とくできる！　だが、こんなとこで餓が死ししてくなんてのは納得できん！」

　誰だれに向かって文もん句くを言っているのか、男は上を見て拳こぶしを突つき出す──上にはうっそうとした木の枝えだと葉が見えるだけで、空は片へん鱗りんも見えない。

　と、その時、何かが男に近づいてきた。木の陰かげ、奥おくの方から何者かがゆっくり近づいてくる気配を感じたのだ。

　この森──いや、郡ぐん都との外には、凶きよう暴ぼうな野生動物が多く生息する。激げき変へんした地球環かん境きよう。その異い常じようで過か酷こくな環境に多くの生物は死に絶たえたが、一部の生命体は適てき応おうした。より強きよう靭じんな肉体と、獰どう猛もうな性せい格かくを併あわせ持つことによって……そういった動物は異常環境適応種と命名されている。ただ彼を含む多くの一いつ般ぱん市民の間では、単にバケモノと呼よぶのが一般的であった。

　食料が少ないのはバケモノたちにとっても同様だ。だから、バケモノは人間を見れば必ず襲おそってくる。連中にしてみれば、人間はご馳ち走そうなのだろう。それで命を失ったと思われる仲間たちを、男は何人も知っていた。そして、だからこそ人々は恐おそれを込めて奴やつらをバケモノなどと呼んでいるのだ。

　自分にも同じ運命が迫せまっている──男はそう悟さとると、急に慌あわてて言った。

「冗じよう談だんきついな。確たしかにバケモノと戦って死ぬ覚かく悟ごはあるって言ったが、だからってそんな願いはかなえなくていいんだ！　どうせかなえてくれるなら、俺の命を助けてくれ！」

　と、男は神──あるいは、不ふ条じよう理りな運命に対して文句をつけた。

　だがそれも空むなしく、気配は段だん々だん近づいてくる。次し第だいに足音も聞こえ出した。音が大きくなってくる。

　男はふと、傍かたわらの木に気づいた。その木の幹みきがえぐられているのだ。何か鋭するどい刃は物もので何回も切ったような跡あとだ──おそらくは、大型生物のマーキングの跡。跡から判はん断だんすると、相当大きなバケモノ、その上鋭いツメをもっているようだ。そいつのナワバリに入り込んでいたらしい。

　男は舌した打うちしつつ、腰こしにさした銃じゆうを抜ぬいた。一応護ご身しん用に持ってきたグロック63だ。極限まで小型化されたオートマチックピストルは使い勝手がいいものの、コンシールドのために小口径だ。銃の腕うでには多少の自信がある男も、小口径銃ではバケモノを倒たおす事は難むずかしいとわかっている。全ぜん弾だん急所に撃うち込んだとしても、驚きよう異い的な生命力を誇ほこるバケモノが死ぬ保ほ証しようはない。むしろ怒いかりを増ぞう加かさせるだけかもしれない。

　それでも、武ぶ器きがあるということが多少なりとも男を落ち着かせた。木の幹に背せ中なかを押し付けつつ、目の位置に銃を構かまえて息を潜ひそめる。その目つきは鋭くなり、気配は辺りの木に溶とけ込むようにして消えていく……

　迫る足音はいよいよそばまで来ている。自分とは、背中の木を通してちょうど反対側に来ているようだ。とにかく、勝負は一いつ瞬しゆんで決まる。素す早ばやく転がり出たら、躊ちゆう躇ちよせずに相手の頭に全弾を撃ちこむのだ。助かる道はそれ以外にない。

　男はそう覚悟を決め、いよいよ飛び出ようとしたその時、近づいてくるそれの声を聞いた。

「誰だれかー、いるのー？」

　その場の張はり詰つめた雰ふん囲い気きに、あまりに場ば違ちがいな声。その声に、一瞬男の力が抜ける。

　それでも体は直前までしようとしていたことを忠ちゆう実じつに再さい現げんした。身を低くしつつ木の幹から転がり出、相手に向けて銃を構えたのだ。ただし、引き金を引くのだけはなんとか抑おさえる事ができた。

「うわっ！」

　と、声の主は誰もいないと思っていた所からいきなり跳とび出てきた男に驚おどろいて声を出した。

　男は銃を構えつつ、声の主を見てこちらも驚く──それは、子こ供どもだった。歳としはせいぜい十を越こえた程てい度ど。若わか草くさ色をした長ズボンに、薄うす茶ちや色のシャツと青い上着を着た子供──それが先ほどから接せつ近きんしていたものであった。

　男は意外な接近者に驚きつつも、警けい戒かいを緩ゆるめはしなかった。第一、こんな所で子供に出会うはずがないのだ。

「あー、ビックリした。お兄さん、いるんならそう言ってよぉ。僕ぼくおどろいちゃった」

　と、銃を突つきつけられているというのに子供は無む邪じや気きに言う。そもそも、銃の存そん在ざいに全く気付いてないようだ。

　男は地面にしゃがみ込んで銃を構えたまま、低い声で言った。

「……お前は誰だ、ここで何をしている？」

「いやー、でもお兄さんすごいね。いるって、全然わからなかった。動物みたいだよね。お兄さん外から来たの？　だったら、何か面おも白しろい話してよ。外の事知ってるんでしょ？」

　と、子供は無邪気に聞いてくる。その声が気にさわって、男は声を荒あらげて怒ど鳴なる。

「質しつ問もんに答えろ、ガキ！　お前は誰だ！　どこから来た！」

　いきなり怒鳴られて子供はビクッと身をすくめた。

「な、何？　怒おこってるの？　何か怒らすようなこと言った？　ならゴメンね。僕、ジーンって言うんだ。村から来たんだよ」

　その答えを聞き、男は片かたマユを上げた。子供の言葉に気になる単語があったのだ。

「ねぇ、お兄さん。ごめんね。何やったのか知らないけど、許ゆるしてくれる？」

　不安そうな顔をしながら子供──ジーンが近づく。男は銃を向けながら怒鳴った。

「動くな！　撃つぞ」

「打つ？　なぐるの、それで？　固そうだから痛いたいかもしれないけど、無理だよ。間が離はなれてるし、僕足速いから」

　と、銃を向けられているのに的外れなことを言うジーン。

「バカ。銃を撃つって言ってるんだ！」

「じゅう？　何それ？　お兄さんが手にもっているそれ？」

　しげしげと男の手元を見てくるジーン。その様子を見て、男は緊きん迫ぱく感がそぎとられたような気がした──ジーンはあまりに無邪気すぎるのだ。

　警戒しても無意味だとようやく悟さとった男は、銃を腰に戻もどしながら言う。

「小こ僧ぞう、銃を知らないのか？」

「知らない。何なの？」

　その質問に答える気はなかったので、男はジーンに別の質問をした。

「お前、村とか言ったな？　近くに住んでいるのか？」

「うん、結けつ構こう近くだよ。ウェストリーって言うんだ」

「お前はここで何をしてたんだ？」

「森のそばで遊んでたら、誰かの声が聞こえたから見にきたんだ。お兄さんの声だったんだね」

　どうやら、先ほどの罵ののしり声が届とどいたらしい。多少大声だったとは言え、声が届く範はん囲いも限かぎりがある。ジーンの言うウェストリーという所は、ここからそれほど離れていないようだ。

「お兄さん、さっきからなんで座すわったままなの？」

　と、言いながらジーンは近づいてくる。

「あっ、もしかしてケガしてるの？」

「少しな」

　ジーンは眉まゆ根ねを寄よせた。その表ひよう情じようは見ている方が痛々しくなりそうなほど悲しげなものだった。本心から男の事を心配しているらしい。

「大変だね。歩けないの？」

「無理すれば少しくらい歩ける」

「じゃぁさ、すぐそこだから僕の家まで来てよ。姉さんに頼たのめば、傷きずの手当てしてもらえるから」

　その言葉に、男は笑った。無む論ろんジーンには見えない所で、唇くちびるを吊つり上げてほくそ笑えんだのだ──どうやら、自分の運も満まん更ざらでもなかったらしいと。

「立てる？　手伝おうか、えっと……名前、何て言うの？」

　その質問に、無表情になるよう努める男は素そっ気けなく答えた。

「クリトフだ」

「へぇ、クリトフさんかぁ……僕はジーンだよ」

「さっき聞いた」

「あれ？　そうだっけ？」

　と、ジーンは照れくさげに笑った。本当に、無邪気な少年である。見ているこっちが心配になるくらい警戒心がない。もっとも、クリトフにとっては都合がいいのだが……

「えっと、手を貸かして」

　と、ジーンがクリトフの手を両手でつかんで満身の力で引き起こしてくれた。クリトフは極力ジーンに力をかけないよう苦心しながら、何とか立ち上がる。だが、足の痛みはひどく片かた足あしでなくては立っていられない。仕方なく体を木の幹みきに預あずけて支ささえた。

「ジーン。その辺に木の枝えだはないか？」

「枝？　どうして？」

「杖つえがわりに使うんだ」

「あっ、そっか。クリトフさん、頭いーね」

　単たん純じゆんなことに感心するジーンは、素す直なおに地面の上を探さがす。程ほどなくして手ごろな長さと太さを持つ枝を持ってきてくれた。

「はい、クリトフさん」

　クリトフは無言のまま枝を受け取り、それで体を支えながら歩いてみた……悪くない。無論足の痛みはそのままだが、少々の距きよ離りを歩く程てい度どなら我が慢まんできそうだった。

「ジーン、悪いが俺の荷物を持ってくれないか？」

「いいよ、どれ？」

「こいつだ」

　と、クリトフは浮ういたままのフロート・バイクを指差した。

「へぇ、これクリトフさんのなの？　すごい、浮いてる！　なんで！　羽もないのになんで浮いてるの！」

　と、ジーンが驚きよう嘆たんの声を上げている。銃じゆうも知らないような子こ供どもだ。フロート・バイクなど、夢ゆめにも見たことがないだろう。

「そいつは乗り物だ。悪いが、そいつを押おしていってくれないか？」

「う、うん。わかった」

　そしてクリトフたちは森の中を進んだ。クリトフはジーンの見つけた枝を、杖がわりにしながらよたよたと進む。

　ジーンの方は、バイクを押してクリトフを先せん導どうしている。もともと宙に浮いているので動き出しさえすれば、あとは慣かん性せいの力で前進するから子供の力でも運べるのだ──多少身長が足りないのを気にしなければ。

「お前の村は、まだか？」

「もうすぐ」

　という言葉のとおり、やがて森が途と切ぎれて開けた場所に出た。

　その光景を見た瞬しゆん間かん、クリトフは思わずポカンとしてしまった。

　そこには、ジーンの言葉通りの村があった──空は青々と澄すみ、暖かな日差しが辺りを照らす。森の間にあるはずなのに、かなりの広さがある場所。そこには全部で数十軒けんの木もく造ぞうの家が点々と建ちならんでいる。家々の間かん隔かくは広く、その間には広々とした畑がある。青々とした野菜がある所もあれば、もう収しゆう穫かくが終わって耕たがやした土が顔をのぞかせているような所もある。

　はるか向こうの方──さくに囲まれた所で草を食はんでいるのは牛だろうか？　隣となりにも別種らしき動物がいてそっちの方はクリトフの知ち識しきにはないのだが、それはどう見ても家か畜ちくだ。この村には家畜がいるのだ。

　それだけではない。奥おくの方でキラキラと光を反はん射しやしている所、あれは湖だ。水すい源げんまでもあんな近くにある！

「どう、クリトフさん。外から見たら小さいかもしれないけど、いい所だよ、ここは」

「あ、あぁ。そうだな。なかなかよさそうだ」

　と、クリトフは返事をするが──内心では別のことを考えていた。

　何な故ぜこのような村がこんな所に？　これだけ広くて目立つ場所を、仲間は何故今まで見つけられなかったんだ？　作物がこの村では育つのか？　一体何がどうなっている、自分は夢でも見ているのか？

　心の中に浮かぶのは様々な疑ぎ問もん符ふ。だが、どの問題もそう簡かん単たんに答えが出るとは思えなかった。ならば考えたところで仕方がない。現げん実じつ主しゆ義ぎ者しやであるクリトフは考えるのを後回しにし、先に動いて様子を探さぐることにした。

「まぁ、いいさ。それで、お前の家はどこだ？」

「うん、すぐそこだよ」

　と、村の中でも一番外れ付近にある小さな家をさす。やはり木造、板いた葺ぶきで平屋の家屋だ。大きさはせいぜい四、五人が暮くらせるくらい。庭先には白く、清せい潔けつなシーツが干ほしてあった。

　ゴールが見えてきたということで、自然クリトフの歩みにも力がこもった。杖をつきながら力を振ふり絞しぼり、何とかそこまで辿たどり着く。

　ジーンはバイクを玄げん関かん先に置き、先に立って扉とびらを開けた。

「姉さーん、どこ？」

「あら、もう帰ってきたの、早かったわね」

　と、物静かな声が奥から聞こえてきた。続いて家の奥からエプロンの裾すそで手をふきながら出てきたのは、若わかい娘むすめであった。ジーンの姉だというのだから若くて当然だ。大体クリトフと同年ねん齢れいだろうか？　若じやつ干かん背せが低めなため、もう少し若く見える。

　服は飾かざり気がなく質しつ素そだが、着ている本人はなかなか整った顔立ちの持ち主だ。目は薄うすい茶色で大きく、鼻はな筋すじも通っていて相当な美人の部類である。現に、それを見たクリトフは一瞬痛いたみを忘わすれて見とれてしまったほどだ。他の特とく徴ちようとしては、肩かたまである亜あ麻ま色いろの髪かみを茜あかね色のリボンで一本に束ねている。

　ジーンの姉はふと、戸口に立つ見知らぬ男の存そん在ざいに目を留めた。弟にやんわり尋たずねる。

「あら、ジーン。こちらの方はどなた？」

「あのさ、外からきた人。森の中で見つけたんだけど、足をケガしてるらしいからうちに来てもらったの」

「そうですか。それは大変でしたね、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　と、娘は尋ねながらクリトフに近づく。彼女は軽くクリトフの全身を見て、ふと一点で視し線せんを止めた。

　何かと思ってクリトフは娘の視線の先をたどる──クリトフの腰こしにさした銃に、その視線は向けられていた。

　警けい戒かい心を持たれたか、とクリトフは心の中で軽く舌した打うちした。だが、今さら後こう悔かいしてももう遅い。しかたがない、後はなるようにしかならない、とクリトフは覚かく悟ごを決めた。

　だが娘はあっさりと視線を外し、家の奥へと進みだした。

「どうぞ来てください。ケガの手当てをします。ジーン。あなたは外から水をくんできて」

「はーい」

　ジーンは壁かべ際ぎわにあった木のバケツを持って外へ出て行った。せっかく意い気き込ごんでいたのに拍ひよう子し抜ぬけしたものの、クリトフは黙だまったまま娘の後をついていった。娘は家の一番奥にある部屋の中へとクリトフを導みちびいた。

　その部屋の家具は大小二個このタンスにイスも二脚きやく、テーブルが一つだけと少なめだった。部屋の印象はやはり質素な感じだが、小さな部屋ながらも掃そう除じは行き届とどいており、清潔感に溢あふれていた。

　その部屋のイスにクリトフは座すわらされた。ようやく落ち着いて座れることに彼は安あん堵どのため息をもらした。

　そこでズボンをヒザ上までめくり、クツとクツ下を脱ぬいで足首を剥むき出しにする。その患かん部ぶをしげしげと娘が覗のぞき込んできた。ジッと見つめられてクリトフは少し気き恥はずかしいものを感じたが、まさかそんな事を口に出すわけにもいかず、じっと押し黙っていた。

「はれてますね」

　言いながら、娘むすめはクリトフの足首に軽く触さわる。とたん、ピクリと震ふるえた。

「痛いたみますか？」

「あぁ。足首をひねったらしい」

「歩けるみたいですから、たぶん捻ねん挫ざでしょうね」

　言いながら娘はそばのタンスから木箱を取り出した。おそらくは薬箱だろう。

「水くんできたよ」

　と、ちょうどジーンが両手でバケツをかかえて戻もどってきた。

「ありがとう。後はいいから、外で遊んでらっしゃい」

「いーよ。僕ぼくも手伝うから」

「いいから、遊んでらっしゃい」

　と、娘は少し口調を強くして言う。ジーンは姉のその口調に押され、スゴスゴと出て行った。娘のその態たい度どに、物静かな雰ふん囲い気きと不ふ釣つり合いなものをクリトフは感じた。が、やはり黙ったまま様子を見ることにした。まだ口出しする段だん階かいではない。

　娘は布ぬのをバケツの中の水に浸ひたし、軽くしぼって患部にあててきた。冷たい感覚がクリトフの皮ひ膚ふに染しみ渡り、心ここ地ちよさを感じさせる。

　足首はそのままにし、娘はヒザ付近の擦すり傷きずを別の布で拭ふき、傷口の泥どろを落とし始めた。そして箱から取り出した乳白色の液えき体たいを、その傷口に垂たらした。軽い痛みをクリトフは感じたが、無む表ひよう情じように娘の作業を眺ながめた。

　娘はヒザにその液体を塗ぬった後、クリトフに服のそでをめくらせて、肘ひじと手の平にあった擦り傷にも同じ処しよ置ちをした。

「傷口は消毒しましたから、化か膿のうしないはずです。血は止まってますし、もう大丈夫でしょう」

　言いながら、再ふたたび足首に戻る。布を再び水につけて冷やし、また足首にあてながら言う。

「痛みはひきましたか？」

「少しな」

　実じつ際さい、捻挫の痛みは多少おさまった程てい度どで、まだだいぶ痛んだ。

「少しひどいみたいですね」

　と、赤いはれを見ながら娘は言う。

「捻挫をした後、無理をして歩いたからひどくなったんです」

「仕方なかった。あの場に留とどまるわけにもいかなかったんでな」

　軽く肩かたをすくめながらクリトフは答えるが、娘はそんな彼の顔を見ようとしなかった。

「別に、責せめているわけではありませんから」

　言いつつ、今度は箱から小さな壺つぼを取り出し、中に入っていた緑色のドロリとしたものを足首に塗りだした。青あお臭くさい匂においが漂ただよってくる。それが何か、クリトフはわからなかったが娘の様子から薬の類たぐいだろうと察しをつけた。

　全体的に薄うすくそれを塗り伸のばした後、娘は清せい潔けつな包帯を足首に巻まきつけた。

「一いち応おう治ち療りようはすみました。何もなければ二、三日ほどで痛いたみも消えるでしょう」

「あぁ、感かん謝しやする」

　心持ち痛みも和やわらいだ足首を眺めた後、クリトフは礼を言った。

「感謝される事ではありません。ケガをした人を手当てするのは当然ですから……ケガをしている人には言いにくいんですが、できれば早めにここから出て行ってもらえませんか？　あなたにも家はあるんでしょう？」

　そっけない口調で娘が言い出した。やはり警けい戒かいされていたか、と舌打ちしつつクリトフは言葉を選びながら話し出した。

「……随ずい分ぶんつれない言葉だな、娘さん」

「あなたには、あまり長い間ここにいて欲ほしくないんです」

「やれやれ、嫌きらわれたもんだな。何かあんたの嫌いやがることでも俺おれはしたか？」

「それです」
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　と、娘はクリトフの腰こしを指差す。ホルスターに納おさまっているグロックだ。

　クリトフは目を開き、さも驚おどろいた、という表情を浮うかべながら言った。

「銃じゆうを知っているのか？　ジーンは知らなかったみたいだがな」

「この村に、武ぶ器きはありません。ですから私もくわしくは知りません。でも、それが人を傷きずつけるものだという事はわかります。そういったものをもっている人に、長なが居いして欲しくありません」

「まったく、随分嫌われたもんだな」

　クリトフは銃を抜ぬき、片かた手てでそれを弄もてあそびながら言った。

「言っとくが、こいつは護ご身しん用だ。この辺りも物ぶつ騒そうだからな。何もあんたらに使うつもりじゃない」

「どうでしょう？　この辺りに身を守らなくてはいけないような、危あぶない人はいません」

「ま、人はいなくてもバケモノがいるだろ」

「バケモノとは何です？」

「何って……あれだ、異い常じよう環かん境きよう適てき応おう種しゆのことだ。とにかく、人を襲おそうケダモノのことさ。そこの森にだって何種類かいるだろう？」

「森の動物の事ですか？　あなたは動物たちをそれで傷つけるのですか？」

　娘むすめがマユを吊つり上げて言う。どうやら怒おこらせてしまったらしい、とクリトフにもわかった。

「オイオイ、そう怖こわい顔をするな。奴やつらの方が襲ってくるから、反はん撃げきするだけだ。奴らが何もしなければ、俺だって何もしやしない」

「それはあなたの方が間ま違ちがっています」

　娘はキッパリと言い切った。その有う無むを言わさぬ口調に、クリトフはカチンときた。

「どこがだよ、どこが間違っていると言うんだ！」

「あなたみたいに武器をもって森に入れば、動物たちだって不安になって襲いかかってきます。武器をもっているあなたが悪いのです。乱らん暴ぼうな気持ちは捨すてて静かに森に入れば、動物たちも出てきません」

「たいしたお嬢じようさんだ。よくそんな事が言えるな」

　クリトフは鼻で笑った。彼にとって娘の言葉はただの空くう論ろんであった。

「それなら何だ？　武器を持っていなかったおかげで今まで食い殺されてきた俺の仲間はどうなる？　俺たちを食うことが、動物流のあいさつなのか？」

「それはたぶん、その人たちが動物のことを考えず、彼らを怒らせる事をしたからです」

　はっきり言い放つ娘。そして決然とした視し線せんをクリトフに向けてきた。クリトフもその視線を真まっ直すぐ受け止め、逆ぎやくに睨にらみかえす。

　しばしの睨みあい──やがて、クリトフのほうが先に視線をそらし、立ち上がった。

「わかった。そこまで言うなら、言われた通り出て行こう」

「お帰りはあちらです」

　娘は静かに扉とびらを指差す。クリトフはそれ以上言わず、無事な方の足だけで跳とんで出口へ向かった。

　玄げん関かんに立てかけておいた木の棒ぼうの杖つえを持ち、外に出る。娘はクリトフを見送ろうともしなかった。

　苛いら立だちながらクリトフが外に出ると、浮いたフロート・バイクのそばにジーンが座すわっていた。クリトフが出てくるのを見たジーンは立ち上がり、汚よごれたズボンのお尻しりをはたいて近づいてくる。

「ねぇ、どうしたの？　姉さんと何か話してたけど、ケンカしたの？」

「ま、そうだな。どうやらお前の姉さんに嫌われたらしい」

　肩かたをすくめながら答える。

「ゴメンね。今日の姉さん、何だか変だよ。いつもはもっと優やさしいんだよ。本当はクリトフさん、うちに泊とめてあげたかったんだけどさ……」

「あの様子では無理みたいだな」

「だよね。ほんと、どうしたんだろ……」

　そういうジーンの様子は本当に悲しげで、無ぶ愛あい想そうなクリトフでも思わず慰なぐさめてやりたいような気分になってしまった。それでクリトフはフォローの言葉を口にする。

「気にするな。ケガの手当てはしてもらえたから、一応感かん謝しやしている」

　言いながらクリトフはバイクの損そん傷しよう部分を眺ながめる──中で数すう箇か所しよスパークしているのは配線が切れたためだろう。ざっと見た感じは、そこまでひどい損傷ではなさそうだった。

「ねぇ、これからどうするの？」

「さぁな、とにかく帰らないとな」

「どこへ？」

「郡ぐん都とだ。俺の、故こ郷きようさ」

「どうやって帰るの？」

「歩いて帰れる距きよ離りじゃない。何とかこいつを修しゆう理りするしかない」

「そう言えば、これ何なの？　ずっと浮かんでるけど、フーセンの仲間？」

「フロート・バイクだ」

「それって何なの？」

　しつこく聞いてくるので、面めん倒どうに思いながらも答えてやった。

「今こいつは浮いているだけだけどな、直せば人を乗せて走るんだ。人が走るのよりもずっと速くな。これを直さないと、俺は帰れないんだ」

「どうやって直すの？　直せるの？」

「道具と少しのパーツがあれば何とかなりそうだな……」

　と、その時、クリトフの腹はらが鳴った。

「…………」

「クリトフさん、おなか減へってるの？」

「…………」

「減ってるんでしょ」

「……まぁ、そうなるな。一日近く食ってないんだ」

「何か食べ物持ってきて上げようか？」

　クリトフはジーンを少し振ふり返り、また視線をバイクに戻もどして言った。

「お前の姉さんは嫌いやがるだろうな」

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。僕つまみ食いが得意なんだ。クリトフさん、あそこの木の陰かげにいて。誰だれかに見つかったら面倒だからね」

　それだけ言うと、ジーンは家の中に入っていった。クリトフは頭を少しかいた後、バイクを片かた手てで押おしながら、言われた木の陰に入っていく。

　クリトフは木に寄よりかかって座り、村の様子をしげしげと観察してみた──家々はどこも大きな畑をもっており、皆みなが畑を耕たがやしたり種をまいたり収しゆう穫かくをすすめたりしている。どうやらこの村は完全な農のう耕こうで生活をしているらしい──それがクリトフにはどうしても信じられなかった。彼は雑ざつ草そうくらいしか育たないやせた土しか見た事がないし、作物があんなに十じゆう分ぶんに育つほど水や肥ひ料りようがある所も知らなかった。この村は、彼にとって全すべてが異い質しつだった。

　だが、細かい事はどうでもいい。結果が重要なのだ。ここには作物が育つ肥こえた土があり、家か畜ちくなど生の肉があり、水すい源げんが近くにある──それだけあれば十分だった、彼の目的──探たん索さくには。

　クリトフの正体は兵士だ。兵士というのは、郡都の警けい備び機き構こうの構成員というのがちょうどいいだろう。治安維い持じや、外がい敵てきの侵しん略りやくから郡都を守るのが主な役目である。クリトフはその中でも数少ない上等兵の身分だった。出身は貧ひん民みん層そうだが、身体能のう力りよくが飛びぬけて優すぐれていたため市長に抜ばつ擢てきされ、この歳としでそこまで出世できたのだ。

　そして兵士の役目の中には探索というものがある。これは危き険けんな郡都の外に自ら進んででて、他の郡都の様子を探さぐったり、未探索の土地に行って文明の残ざん滓しが残ってないかを探さがす任にん務むである。

　もっとも、探索はかなり危険が伴う。外は地図にかかれてない部分も多く、急きゆう激げきな気象変動やバケモノの襲しゆう撃げきなど、不安要よう素そは多い。それでもクリトフがこの任務を進んで引き受けたのは、見返りが大きいからだ。つまりハイリスク・ハイリターンなのである。

　そして今、クリトフはこのウェストリーを発見した。この際さい細かい理り屈くつは抜ぬきにして考えれば、ここは外の世界とは違ちがって安全に暮くらせる理り想そう郷きようなのだ。暖あたたかな天気が続き、水は豊ほう富ふ、作物も育つ天国のような場所。おまけに住人は武ぶ器きもろくに知らない連中ばかり。街に戻って報ほう告こくすれば、クリトフの出世は間違いなかった。これほどの場所を発見したのだから、たっぷりと褒ほう美びがもらえるはずだ。そうなれば、貧民街の連中に少しはマシな飯を食わせてやることができる。それに、この場所への優ゆう先せん的な移い住じゆう権けんも得られるはずだ。

　ただ一つ気になる事は──郡都に報告すれば、郡都はすぐさま大量の兵士をここに送り込こんで力ずくで制せい圧あつするということだ。こんな時代だから他人を思いやる余よ裕ゆうなどない。いい場所があるのなら、そこにいる連中を追い出して独どく占せんするというのが一いつ般ぱん的な考え方なのである。

　だが、悩なやむ事はない。郡都の人口はすでに自給の限界を超えた。貧民街では毎日餓が死し者が出ている。屋根の下で眠ねむる事ができず、路上で凍とう死しする者も跡を絶たたない。クリトフは自分の育った場所の仲間たちのためにも、この場所を報告する義ぎ務むがあった。

　クリトフはもう一度ゆっくりと村を眺ながめながら、薄うすく笑った。

「ククク……娘むすめの言っていたとおり、武器はなさそうだな」

　兵士として訓練をつんだクリトフにはわかる。畑を耕している人々はみな本物の農民だ。クワやスキは持ちなれているかもしれないが、銃じゆうなどは一度も持った事のないような連中しかいない。何しろ、ジーンのような子こ供どもは銃の存そん在ざいすら知らなかったのだ。

「……どうやら神様というのも、満まん更ざら不公平でもないらしい。今までの不運のツケがようやく回ってきたか。ふふふ……」

　と、その時ジーンがやってきた。腹はらを抱かかえてトコトコ走ってくるのが視し界かいの端はしに入る。クリトフは慌あわてて笑えみを消し、怪あやしまれないよう最初の無む表ひよう情じような顔に戻もどった。

　ジーンは一度立ち止まって辺りをうかがった後、木の陰にいるクリトフの所へ来た。

「はい、ごはん持って来たよ」

　と、抱えた腹、シャツの裏うら側がわから袋ふくろと壺つぼを取り出し、クリトフに渡わたしてきた。

　クリトフが袋を開けてみると、中にはパンが二つに、チーズとハムの切れ端が入っていた。

「ほほぅ」

「なんとかそれだけ持ってこれたんだ。姉さんの目をごまかしながらだから、今はそれくらいしかムリだよ」

「いや、構かまわんさ」

　クリトフはパンを一つ手にとり、しげしげと眺めた後、おもむろにかぶりついた。

　口の中に小麦の香かおりとほのかな甘あまみ、そしてしっとりとした食感が広がった。その感覚に驚おどろきつつ、クリトフはしっかりと咀そ嚼しやくして飲み込んだ。

「フーム……」

「どうかしたの？」

「いや、なかなか美う味まいな、これ」

「でしょ？　今朝焼いた奴やつだからね。焼きたてならもっと美お味いしいけど……」

「お前の家じゃぁ、自分の所でパンを焼くのか？」

「そりゃそうだよ。当たり前でしょ。クリトフさんの家は違うの？」

「……俺のとこじゃぁ、パンなんてものはほとんど食えないのさ」

「なんで？」

「まぁ、待て。先に食ってから教えてやる」

　クリトフは言い、再ふたたび食事に戻もどった。口に入れたものを、ジーンがあきれるくらいじっくり咀嚼してから飲み込み、時間をかけて食事を続ける。

「よくかむね」

「腹が減へっているからな、こうやって嚙かめば、なんとなくたっぷり食ったような気がする」

「僕ぼくはあまり変わらない気がするけど……」

「ま、所しよ詮せん気休めだがな。それに、こんな生の食事は久ひさしぶりなんでな、そうガツガツ食うわけにもいかん」

「フーン……大変なんだね」

　とりあえずジーンはそう言ったが、クリトフの言葉を完全に理り解かいできたわけではなさそうだ。ただなんとなく雰ふん囲い気きに合わせてそう言っただけのようである

　クリトフもそのことは気にせず、そのまましっかりと嚙み続けて食事を終えた。

「ノドかわいたでしょ」

　と、ジーンは一いつ緒しよにもって来た素す焼やきの壺を手て渡わたしてきた。開けてみると、中には白い液えき体たいが入っている。

「なんだ、これは」

「牛乳。知らないの？」

「いや、聞いたことはある。牛の母乳だな」

　クリトフは壺に直ちよく接せつ口をつけ、ノドをならしながら飲んだ。初めて味わう牛乳のほのかな甘味と草の香りを存分に楽しむことができた。

「やれやれ、ありがとよ。おかげで助かった」

　と、壺を返しながらクリトフは言う。

「ヘヘヘヘ、別にいいよ。でさ……」

　何か言いかけたジーンを無視し、クリトフはバイクに向かった。

「さて、修しゆう理りをしないとな」

「あっ……もぉ。まぁ、いいか」

　クリトフはバイクのコンソールをいじり、浮ういていたバイクを地におろした。それから外がい殻かくのカウルを丁てい寧ねいに外し、損そん傷しよう部ぶを剥むき出しにする。ジーンはそばの手ごろな石に腰こしをおろし、クリトフの作業をジッと見ていた。

「フーム……思ったよりパーツが少ないな。直せるかな？」

　クリトフはバイクの後部にセットされた修理具と損傷部を見み比くらべながらつぶやく。

「直せないの？」

「やってみないとわからん」

　とりあえず、工具を持ったクリトフは作業に取り掛かかった……そのまま損傷部と格かく闘とうすること三十分足らず。

「あぁ……こりゃ、無理だ」

　とうとうクリトフは工具を投げて、その場に寝ね転ころんだ。律りち儀ぎにずっとそばで見ていたジーンが意外そうな顔でたずねてくる。

「直さないの？」

「俺おれじゃ無理みたいだ。こういうのは専せん門もんの修理兵の仕事さ。俺はそういう訓練は受けてないんだ……だいいち、パーツがない。五号プラグが折れているから交こう換かんしないといけないのに、手持ちには十二号しかないんだ」

「直らないの？」

「絶ぜつ対たいそうだってわけでもない。太さが違ちがうだけだから、元のバルブのとこのパーツを自作して太さをムリヤリ合わせれば走れるはずだ……でも、それには時間がかかる。長なが丁ちよう場ばだからな、今慌あわてたって、すぐにはできん」

「じゃぁ、しばらくいるんだね？」

「そうなるな」

「やった、じゃぁさ、お願いがあるんだけど」

　寝そべったままクリトフはジーンに片かた目めを向けた。どうもさっきから様子が変だと思ったら、やはり含ふくむものがあったようだ。まぁ構かまうまい、無む邪じや気きな子こ供どもの願いなど大したものでもないだろうし──それに探たん索さくの任にん務むを成功させるまで、できるだけ怪あやしまれないようにしなくてはならない。村の住人であるジーンと仲良くしておけば決して損はしないはずだ、と一いつ瞬しゆんのうちにクリトフは頭の中で損得勘かん定じようのそろばんをはじいた。

　そして今の考えなど露つゆほども表ひよう情じようには出さず、クリトフはきわめて静かに言った。

「……言ってみろ。俺にできることなら聞いてやる」

「あのさ、話をしてくれない？」

「話？　なんの？」

　予想もしなかったジーンの言葉に怪け訝げんな顔をするクリトフ。

「外のこと、僕知りたいんだ。それとさ、大昔の、人がいっぱいいた時代の話とかしてほしいの。外の人なら知ってるんでしょ？　村の人は、みんなあまり知らないからさ」

「……まぁな。知らないわけでもない」

「じゃぁさ、話して」

　実じつ際さい、そんな話をするくらいクリトフには造ぞう作さもないことであった。だから少年の望みを叶かなえてやることにやぶさかでない。

　だがそこでクリトフの頭の中で妙みよう案あんがひらめいた。せっかくのチャンスなのだ。ジーンの願いを聞いてやりつつも、この少年をとことん利用してやろうとクリトフは考えた。

「……そうだな、お前が俺の頼たのみを聞いてくれるってなら構わんぞ」

「え？　なに？」

　きょとんとして尋たずねるジーン。クリトフはそんな少年を安心させるよう、軽く笑みを作りながら言ってやった。

「なに、たいしたことではない。お前が聞きたいっていう話なら、たっぷり話してやる。でもその代わり、俺も数日はここにいなくちゃならん。その間、さっきみたいにちょこちょこ食料を持ってきてくれないか？　それが条じよう件けんだ」

「なーんだ、そんなことか。ウン、いいよ」

「商しよう談だん成立だな」

　クリトフは無む傷きずの左足で勢いきおいをつけて起き上がった。どうやら、うまく丸め込めたらしい。所しよ詮せん田舎いなかの無知な子供など、だますのは簡かん単たんだ。これで数日分の食料は確かく保ほできたわけである。自分の話わ術じゆつの首しゆ尾びにほくそ笑むクリトフ──無む論ろん、顔にはださないが。

「ま、さし当たってはヒマだから、ちょっとばかり話してやる。どんな話がいいんだ？」

「昔の話。大昔の、人がいっぱいいた頃の話。僕それが一番好き」

「いいだろう、話してやる」

　クリトフは両手を頭の後ろで組んで木に寄りかかりながら、静かに語り出した。

「昔の話だ。昔の──お前のジイさんのジイさんの、そのまたジイさんのジイさんの……遠い先せん祖ぞが生きていたような大昔だ。その頃ころ人間は、そこら中にあふれていたらしい」

「何人くらい？」

「俺が聞いた話じゃぁ、百億ってとこだ」

「それ、何人？」

　クリトフはため息をついた。どうやらこの少年、大きな数の数え方を知らないらしい。

「……お前、数を数えられるか？」

「うん、五百までなら」

「……百を百倍の百倍の百倍の百倍くらいした数さ」

「すっごく多いんだね」

「あぁ、お前には想そう像ぞうもできないくらいな……とにかく、その頃の人間は、今よりはるかに優すぐれていた。雲に届とどくくらいでっかい建物をそこら中に建てて、夜でも真っ昼間みたいに明るくて、空も自由に飛べたって話だ」

「どうやって？」

「お前には考えつかない方法でだ……ジーン。お前話が聞きたいなら、いちいち話のコシを折るな。黙だまって聞け」

「ごめんなさい」

「とにかく、その頃の人間は文明の絶ぜつ頂ちよう期きを迎むかえた。だが、絶頂に達するとともに文明は崩ほう壊かいした──人間は増ふえすぎたんだ。その上人間は戦いあった。理由は聞くな、俺だってよく知らない。まぁ、食料とか領りよう土どの奪うばい合いだろうがな……そのうち事じ故こがおきた。俺たちはその事故を〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉と呼よんでいる。それで人間は大おお勢ぜいが死んでしまった」

「どれくらい？」

「お前には想像もつかないくらいな……生き残ったのは、数千万くらいっていうから、千人に一人くらいしか生き残れなかったんだ。千人ってのは、五百の二倍だぞ」

「大変なんだね」

「そのとおりだ。で、生き残った人間はなんとか生き抜ぬこうとした。必死になって残った文明の断だん片ぺんをかき集めて、郡ぐん都とっていう大きな共同体を作ってそこで暮くらし始めたのさ。でも、生き残るのは簡かん単たんじゃなかった」

「どうして？」

「今から言うところだ──昔はな、天気は安定していたらしい。でも、例の〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉のおかげで異い常じよう気象になったんだよ。半そででも暑いような天気が続いたかと思ったら、次の週に雪が降ふり出すような天気だ。そのおかげで作物は育たなくなった。人間は昔の機械を使って合成食を作り、それを食って何とか生き続けた」

「……それで？」

「人間も多く死んだが、それ以外の生き物も多く死んだ。かろうじて生き残った動物は、苛か酷こくな環かん境きように適てき応おうしただけあって、どれも凶きよう暴ぼうで獰どう猛もうな奴やつらだ。異常環境適応種って奴らだが、俺たちはバケモノって呼んでる。たいがい体は丈じよう夫ぶな鱗うろこで覆おおわれているか、もしくは固い筋きん肉にくがガチガチにしまっているかのどっちかだ。力も片手で大岩を砕くだくくらいある。オマケに連中ときたら、人間を見かけたら襲おそってきて食おうとするのさ」

「……そんな動物がいるの？」

「いるんだよ。見た感じこの村は無む縁えんらしいが、俺たちのいた郡都にはいる。すばしっこい奴は、郡都の外がい壁へきを乗り越こえて俺たちを食いに来るのさ。兵士が駆かけつける頃ころには、奴らは二、三人を食い殺してトンズラだ。ま、貧ひん民みん街がいが襲われたって、兵士は滅めつ多たに来やしないけどな」

「……クリトフさんの故こ郷きようって、どんなとこ？」

「……どこにでもあるようなとこさ。文明の残ざん滓しは上じよう層そう部ぶの人間が握にぎっていて、貧民はそのオコボレにすがって生きてくしかない、どこにでもあるような郡都だ……」

　と、クリトフは遠い目をした。本人にその自覚はないが、昔を思い出しつつ話を続ける。

「吹ふきっさらしの小屋に住んでるから、雪が降れば年とし寄よりやガキは凍とう死しする。飯は、配給になってる合成食。それも、とんでもない味のな。二、三個こ食ったら吐はき気けがしてくるような味だが、皆みなそれを奪い合ったりする。水もそうだ。配給される水を浄じよう水すい器きにかけて飲むが、表面に油が浮ういて変な味のする水しか出てこない。それでも皆競きそい合って飲む。病気になっても、薬がない。赤ん坊ぼうは半分が死んでいく……こことは、大おお違ちがいさ」

　その話の内ない容ようは完全にジーンの理り解かいの範はん疇ちゆう外だった。だが暗い雰ふん囲い気きで話すクリトフの様子から、内容の重さだけは伝わったようである。神しん妙みような顔でうなずきながらジーンは答えた。

「外って大変なんだね」

「あぁ、お前には想そう像ぞうできないくらいな」

「僕外って行ったことないけどさ、こことはだいぶ違うよね」

「そうだな。ま、お前に同どう情じようされる事じゃない……実じつ際さい、同情してる余よ裕ゆうなんてそのうちなくなるしな……」

「何が？」

「なんでもないさ、なんでもな……とにかく、人間ってのはそうやって、〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の後は必死に生きぬいてるのさ。世界中に郡都は何個もあるらしいが、互たがいの行き来はほとんどないから詳くわしくは知らん。皆自分が生き残るので精せい一いつ杯ぱいなんだ。ま、貧民の生活はどこも一いつ緒しよらしいが……それで、上層部の連中は他の郡都が持ってる文明の欠片かけらを奪おうと画かく策さくしているが、力ずくで奪うにしたって、相手がヤケになってそれに火をつけたらおしまいだからな。郡都同士が戦いあうのは滅多にない……ま、危あぶない均きん衡こう状じよう態たいさ。そんな中を人間は今暮らしてる。それが俺の知っている話さ」

　クリトフはそう締しめくくった。ジーンはその話を聞き終わってしばらく考え込こんでいたが、やがて口を開いた。

「外ってさ、なんでこの村とそんなに違うの？」

「それは俺が聞きたい。それどころか、この村の方が異常だ。何で作物が育つ？　俺たちのとこじゃぁ、土地はやせ細って雑ざつ草そうだって枯かれるんだぞ。天気だって、暑い日と寒い日がメチャクチャだ。ここはどうなんだ？」

「ん？　天気はね、毎日だいたい暖あたたかいよ。たまに雨が降ふるけどね」

「気象が根本的に違うのか？……それに、この辺りにバケモノはこないんだな？」

「森の動物でしょ？　滅多にこないし、人を食べる動物なんて見た事ないよ」

「水も飲めるんだな？」

「泉いずみの水は冷たくておいしいよ」

　聞けば聞くほど信じられなかった。だが、実際村は自分の目の前にある。ここまできたら、クリトフも信じるしかなかった。細かい理り屈くつはおいておいて、ここは素す晴ばらしい場所だ。言葉どおり、天国みたいな場所なのだ。生の食事に水、温おん暖だんな気候。それは郡都の多くの人間を救ってくれることだろう……この村人の犠ぎ牲せいと引き換かえにして。

「……あのさ、僕ぼく考えたんだけど……」

　と、黙だまり込んだクリトフにジーンがおずおずと声をかけてきた。後ろ暗い考えをしていたクリトフはビクリと顔を上げ、努めて平静を装よそおいながら聞き返す。

「どうした？」

「あのね、ジェンガルさんに言えば、その浮いていた機械、直してもらえるかも……」

　と、故こ障しよう中ちゆうのフロート・バイクを指差す。クリトフはその話におもわず身を乗り出した。

「本当か、バイクを直せるのか？」

「ジェンガルさん、すっごく器用なんだ。壊こわれた荷車とか、折れたクワとかすぐ直してくれるよ」

「……あのな、ジーン。こいつは、器用な田舎いなか者ものがちょっとやそっといじったって、どうしようもないんだよ」

「だいじょうぶだよ。ジェンガルさんって、クリトフさんみたいに外から来た人なんだよ」

　その言葉に、クリトフはピクリと反はん応のうした。

「外ってことは、この村以外のとこから来たってことだな？」

「うん。何年も前に来て、それ以来ずっと住んでるの。変わった人だけど、僕とは仲がいいから頼たのんであげるよ。あの人も外のこと、いろいろ教えてくれるんだ……クリトフさんの話とは少し違ちがったけど」

　どうやら、少し問題が出てきたようだった。ここにはクリトフ以外にも郡都から来たものがいるらしい。そいつがこれからの任にん務むの障しよう害がいになる可か能のう性せいは十分に考えられる。その者に関して調べてみる必要がありそうだった。

「……興きよう味み深いな。そいつのところへ案内してくれないか？」

「うん、いいよ」

　ジーンはすぐに快かい諾だくした。何の疑うたがいも抱いだかぬ無む邪じや気きな笑えみと共に。

　ジーンが先に立って歩くのを、クリトフは杖つえをつきながらついていく。

「さっきの機械、置いたままでいいの？」

「キーは抜ぬいてある。あぁ見えて、重さは一五〇キロあるからな。問題ないだろう」

　そこで、クリトフは思い出したように腰こしのグロックに手を伸のばした。これのためにジーンの姉には警けい戒かい心を持たれたのだ。こんな村では護ご身しんの必要はなさそうだし、持っていてもそこまで利り益えきはなさそうだ。それに、これから会う者に警戒心を抱かせないためにも、銃じゆうは隠かくしておいたほうがよさそうだ。

　とりあえず、上着の内ポケットに入れておいた。コンシールドだから目立たない。グロックは引き金に指をかけない限かぎりセフティが外れないので、暴ぼう発はつの心配はないだろう。

　そして二人は村の中央を通る土が剥むき出しの道を進んでいった。長い時間をかけて人が踏ふみ固めた道らしくしっかりとしており、危あぶない小石なども見当たらない。

　道の脇わきの畑では農作業に従じゆう事じしている村人たちを何人も見かけた。彼らと視し線せんが合うたびにジーンは軽く挨あい拶さつをしていく。

「よぉ、ジーンでねえか」

　と声をかけてきたのは、白い布ぬのを顔の周りに巻まいてクワを振ふっていた中年の男だ。

「今日は、おじさん」

「んぁ？　そっちの男ぁ、誰だれだべ？」

「ちょっとね、お客さんなんだ」

「そうだべか。あんた、ゆっくりしてきな。この村ぁ、いいとこだべ」

　と、男がいかにも田舎者っぽい喋しやべり方をするので、クリトフは少し笑ってしまった。

「ハハ、あぁ、親切にありがとよ」

　と言うと、その男はそれ以上クリトフを気にせず、鼻歌混じりで畑仕事に戻もどった。基き本ほん的に人を疑うことを知らないのだ。警戒心のけの字も見当たらなかった。

　ジーンは、今度は道ですれ違おうとした男に呼よび止められた。三十がらみの男で、泥どろに汚よごれたシャツとズボンをつけていた。

「おぉ、ジーンか。今年の調子、どうだった？」

「ウーン、今年はね、麦のできがいいって姉さん喜んでた。毎日パンがおいしいよ」

「あぁ、おめえのとこのパンは美う味めぇからな。うちのカカァも言ってる」

「ハハハ、いつでも来てね。姉さんいつもパンを焼きすぎるから、うちじゃぁ食べきれないんだ」

「あぁ、モチロンだ。このまえ美味ぇハムができたからよ、今度持ってってやるよ」

「ありがとう」

　軽く挨拶をしてジーンは男と別れた。その後ろをついていきながら、クリトフは低くうなる。

「ウーム……」

「どうかしたの？」

「いやなに。こういう世界もあるんだな」

「何が？」

「こういう平和な世界ってものもあるという事だ。俺おれには新しん鮮せんだな」

「そんなに珍めずらしい？　当たり前の事じゃない」

「それを当たり前と言えるお前がうらやましいな」

　クリトフは心からそう思った。同時に嫉しつ妬と心も少し頭をもたげてくるのも感じた。が、その感かん情じようは抑おさえて隠しておく。今はまだ、自分の本ほん性しようを知られるわけにはいかないのだ。もうしばらくは、善ぜん人にんのふりをしなくてはならない。

　そんな感じで会話をしながら進んで行くと、ジーンが村の中央を指差した。

「あそこだよ。あそこの木の下にジェンガルさんはいるんだ」

　ジーンの指す先は辺りより少し小高く土が盛もり上がっている所で、一本の大きな木が生えた場所だった。

　木は、実じつ際さい大きかった。高さもその辺の家より高いが、枝えだぶりも立りつ派ぱだった。横に大きく枝が広がっていて、横よこ幅はばと高さが同じくらいある。枝には濃こい緑をした葉が生おい茂しげり、木の大部分を緑に染そめている。

　近づくにつれ、クリトフの耳に口笛が聞こえてきた。やや高めの音階で、遠くまで響ひびくような印象を受ける曲だった。聞いたことはない曲だが、どこか落ち着く感じがする。

　やがて木の下の木こ陰かげに寝ねそべっている男の姿すがたが確かく認にんできるようになった。口笛の主だ。

　見た感じその男はヒョロリと痩やせているが、背せは高いようだった。一八〇センチを軽く超こえているだろう。やや薄うす汚よごれた服ふく装そうだが、不ふ潔けつな感じはしなかった。両手を頭の後ろで組み、長い両足を組んだ体たい勢せいで寝そべったまま、静かに口笛を吹ふいている。

　だが、一つ異い様ようだったのは、男の周りに十羽ほどの鳥がいるということだ。男の体に数羽がとまり、周囲の地面にも、男を中心に円を描えがくように鳥が並ならんでいた。鳥たちは上を向いて鳴き声を発しているが、その声は男の口笛に合わせているようで、見事なハーモニーを醸かもしだしていた。

　ごく小さな丘のようになっているその場所へ、ジーンとクリトフは進んでいく。

　と、ある程てい度どの距きよ離りまで二人が近づくと鳥たちは鳴くのを止め、こちらを向いた。途と端たん、鳥は一いつ斉せいに飛び立っていき、後には口笛を吹く男だけが残った。

　男は口笛を止め、首を持ち上げて近づいてくる二人に目を向けてくる。

「今日は、ジェンガルさん」

「やぁ、ジーン君か。今日は一人じゃないんだね」

　という男の声は低いものだった。クリトフはそこで初めて男の顔を見ることができた。

　赤みがかった短めの茶ちや髪ぱつが木こ漏もれ日を反はん射しやして光っている。切れ長の目に細ほそ面おもての顔で、思っていたより歳をとっているようだ。クリトフよりだいぶ年上で、三十近いかもしれない。アゴには無ぶ精しようヒゲが生えている。

　男は寝たままクリトフに視し線せんを向け、上から下までをざっと見た。

「……外から来た人だね」

　と、軽く言う。一目でわかるという事は、この男は村人を全員知っているのだろう。人数の少なそうな村だから、不思議な事ではない。

「君が来たおかげで鳥たちは帰ってしまったよ」

　寝そべったまま言う男。クリトフは、男が何を言っているのか理り解かいできなかった。

「俺が来たせい？　どういう意味だ、それは？」

「君のように殺気を放はなつ人が来れば、みんな恐こわがって逃にげてしまうよ」

　男の言葉は、クリトフにとって意外だった。怪あやしまれぬよう、殺気は放たないようにしていたというのに。

「驚おどろいているようだね。心にやましいものがある人は、どんなに上手に隠かくしてもやはりわかるものだよ」

「心外だな。俺にやましいものがあるって言うのか？」

「そうだね、例えば君の左ひだり胸むねの内ポケットとかね」

　クリトフは今度こそ、本心から驚いた。男が自分を見たのはほんの数秒だったはず。その程度の時間で、この男はクリトフが隠し持っているグロックに気づいたのだ。

　どうやらこの男、見た目と違ちがってひどく食えない奴やつらしい──そう考え直し、クリトフは気を引きしめる事にした。

「まぁいい。外から来たんだから、それも無理のないことだ。歓かん迎げいするよ」

　言いながら、男はようやく起き上がった。何の予よ備び動作もなしに、腹ふつ筋きんの力だけで起き上がったのだ。あまりに自然な動作なのでジーンは気付かなかったが、クリトフはそれだけで目の前の男が相当体を鍛きたえているとわかった。動きにスキがない。

「君の願いは何？」

　男は出し抜ぬけにそう言ってきた。思わず間抜けな返答をするクリトフ。

「は？　何のことだ」

「あっ、クリトフさん。ジェンガルさんって変わり者だから、気にしないで」

「心外だね、ジーン君。まぁ、否ひ定ていはできないけど……それで、君だよ、君。名前はクリトフというんだね？　僕の名はジェンガルだが、もうご存ぞん知じだね？」

「あぁ、一いち応おうな」

「それで、君は何を望むのかな？」

「望みって……」

　質しつ問もんの意図がわからずにクリトフが戸と惑まどっていると、ジェンガルは軽くうなずきながら言った。

「フム、もしかして、君は空くう腹ふくではないかな？」

「あぁ、確たしかにな」

「クリトフさん、さっき食べたばかりなのに……」

「あれじゃぁ、少し足りないんだ」

「そうだね、客人に何も出さないのでは失礼だから、ご馳ち走そうしよう」

　言いながらジェンガルは立ち上がると、木の幹みきのそばに立った。そのまま何気ない動作で幹を軽くなぐる。

　横手に出したジェンガルの左ひだり腕うでに、上から緑色の果実が落ちてきた。ちょうど手の平に落ちたそれをキャッチ。そのまま右手でもう一回幹をなぐり、右手を素す早ばやく横に出すと、やはり同じように緑の果実が落ちてきた。

「ほら、ジーン君」

「ありがとう」

　ジェンガルはジーンにその果実を放ほうる。ジーンはそれを受け取ると、喜んでそれに齧かじりついた。

「君にも」

　と、クリトフには直ちよく接せつ手渡してきた。クリトフは怪け訝げんな顔をしつつ受け取ってみる。

　クリトフがどうしようかとそれを眺ながめていると、男はもう一度幹をなぐって果実を落とすと、座すわって自分でも食べだした。

「食べないの、クリトフさん？」

　実を持ったままのクリトフにジーンがたずねてくる。

「気にしなくていいよ、クリトフ君。生の果くだ物ものを食べた事がないのかい？　それは皮も食べられる。丸齧りすればいい。中心に種があるから、それだけは食べないように」

　クリトフは言われたとおり、それに齧りついてみた。思っていたよりも柔やわらかく、簡かん単たんに嚙かみ切れた。そして今まで経けい験けんした事のない味わいが広がる──それは甘あま酸ずっぱい果か汁じゆうがタップリとつまっていて、果肉の歯ざわり、ノド越ごしも心ここ地ちよい素晴らしいものだった。ジェンガルの言ったとおり今まで生の果物を食べた事はないが、初めて食べたこれは果物の中でも相当美う味まいものだということはすぐにわかった。

　しばらく木こ陰かげに三人の咀そ嚼しやくする音が響ひびく……半分ほど食べたクリトフは、ふと見上げ──驚おどろいた。今手に持っている果実がどこにも見当たらないのだ。上には葉をつけただけの太い枝しか見当たらない。

「なぁ、ジェンガルさん」

「呼よび捨すてで構かまわないよ、クリトフ君」

「わかった。それで、ジェンガル。この実、どこから落ちてきたんだ？」

「木に決まっているだろう？　空から落ちてくるはずないんだから」

「しかし、どこにもこんな実は見当たらないぞ」

「そうだね。じゃぁこれが最後だったんだね」

　あっさりジェンガルは答え、自分の実をまた齧り出した。クリトフはそれ以上聞かなかったが、納なつ得とくはしていなかった。

　何よりおかしいのは、ジェンガルが木をなぐった事だ。彼もこういった果か樹じゆを見るのは初めてだが、あんな軽くなぐったくらいで実は落ちるものなのだろうか？　それに、あんなに都合よくジェンガルの手の平に落ちてくるのも妙みようだ。なにかこの男には不ふ可か解かいな所がある──クリトフはさらに警けい戒かいを強めた。

「言ったでしょ？　ジェンガルさんって変わっているけど、すごい人なんだよ」

「あぁ、確かにそうだな」

　それ以上聞いても得られるものはなさそうだったので、クリトフは関心を手の中の実に戻もどすことにした──そのままクリトフはしっかり咀嚼して食べたので、食べ終えたのは最後になってしまった。他の二人と同様、最後に残った種と芯しんをその辺に投げ捨てる。

「満足かい？　それともまだいるかい？」

「……さっきと言ってる事が違ちがうぞ。もう最後だったんじゃないのか？」

「この木に頼たのめば、後一つくらいはくれるだろう」

　クリトフには何の事だかさっぱりわからなかった。その様子を見て、ジェンガルは飄ひよう飄ひようとした表ひよう情じようでクリトフに聞いてくる。

「君には木の声が聞こえないのかい？」

「……聞こえないといけないものなのか？」

「僕ぼく聞こえないよ」

　ジーンがあっさり言う。味方を得たことでクリトフは少し気が楽になった。

「それで、どうなんだ？」

「……残念だね。僕以外の人には誰だれにも聞こえないんだね」

「世間では、そういうのを一いつ般ぱん的に幻げん聴ちようというぞ」

　こいつ、かなり危あぶなくないか？　と、クリトフは別の意味で警戒心を強めた。

「足りないんなら、さっき僕がやったようにやってごらん。木が許ゆるしてくれるなら、もう一個こくらいくれるよ」

　全然信じてなかったが、一いち応おうジェンガルが言う通りにやってみることにした。多少はクリトフにも好こう奇き心しんがある。

　先ほどのジェンガルと同じく木のそばに立つと、クリトフは短く息を吐はきながら拳こぶしを幹みきに打ち込こんだ。

　──鈍にぶい音が響く。そこそこ力を入れてなぐったのだが、太い幹はビクともしない。そして果実どころか、葉っぱ一いち枚まい落ちてこなかった。

「おい、ジェンガル。やっぱりお前の方が間違ってたようだな」

　と、勝ち誇ほこったような声でクリトフは言った。

「ヤレヤレ、困こまった人だ。木にお願いするのに、そんな力ちから任まかせになぐる人がいるかい。今木があげた悲鳴は、村中に響いたよ」

「俺には何も聞こえなかったな」

「僕もぉ」

　ジェンガルは肩かたをすくめ、首を振ふりながらため息を吐つく。

「やれやれ……しかたないね。僕がやってあげよう」

　ジェンガルは立ち上がるとクリトフのそばに行き、木の幹みきに手を当てた。そのまま目を閉とじ、しばし黙もつ考こうするようにあごをひく……数度うなずくジェンガル。その姿すがたは本当に木と心を交かわしているようだ──無む論ろん、クリトフはそんなことを認みとめようとは思わないが。

「……やはりだいぶ怒おこっている。君が思いっきりなぐるから、かなり気を悪くしているよ」

「木なんかに痛いたみがあるのか？」

「随ずい分ぶんな言い草じゃないか。それじゃあ、君は木に意思があるとは思わないんだね？」

「まぁな。少なくとも、人間と同じ感情があるとは思えない。そこいらの虫ケラと同程てい度どの意い識しきくらいなら、木にだってあるかもしれないけどな」

　それを聞き、ジェンガルは木に当てた手に意識を集中するように、再ふたたび目を閉じた……やがて、ゆっくりまぶたを上げて言う。

「木も譲じよう歩ほすると言っているよ。このまま君にバカにされたままだとシャクらしいからね。君がさっきなぐったことを一言謝あやまれば許してくれるそうだ」

　クリトフは疑うたがわしげに目を細め、目の前の怪あやしい男と木を眺ながめた。

「どうしたんだい？　木に意い思しがないって思うんなら恐おそれることはないだろう？　それとも恐こわいかい？」

「バカをいえ、なんで俺おれが怖こわがらないといけない」

「じゃぁ、やってみな。だまされたと思って」

　クリトフはしばし悩なやんだ後、不ふ承しよう不ぶ承しよう言われた通りにすることにした。そうしないと話が前に進みそうになかったからだ。無論心の中では、ジェンガルの言葉など露つゆほども信じてない。

「あぁ、俺が悪かった。なぐってすまないな。謝るから許してくれ」

　と投げやりに言って頭を下げるクリトフ──その瞬しゆん間かん、クリトフの頭に何かが激げき突とつした。

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきで目の前に火花が見えたクリトフは、頭をさすりながら前を見て──硬こう直ちよくした。目の前の地面には先ほど食べたのと同じ緑色の果実が転がっていたのだ。今クリトフの後頭部に当たったのは間ま違ちがいなくそれだった。

　慌あわてて見上げるが、やはり枝えだのどこにもその果実の姿は見当たらなかった。

「……どうなっている？」

「わかったかい？　木にも意思があるのさ」

「偶ぐう然ぜんだ、偶然に決まっている……」

　ブツブツ言いながらもクリトフは目の前の果実を拾い上げ、泥どろを払はらってモサモサと食べ始めた。疑ぎ問もんは疑問だが、食しよく欲よくはそれと別なのだ。

　そして果実のおかげで腹はらもふくれてくると、次し第だいに気分も穏おだやかになった。癪しやくではあるが、木の意い思しも少しくらいなら認みとめてもいいような気分になってきた。

「……まぁいい。この木の意思と、実が美う味まいという事実は別問題だ。美味けりゃいい」

「やれやれ、現げん実じつ的だね、君は……それで、君たちは僕に何か用があるのかな？」

「あっ、そうなんだよ。クリトフさんの乗り物を直して欲ほしいんだ」

　と、本来の目的を思い出したジーンがあわてたように言う。ジェンガルはその言葉を聞き、マユをひそめた。

「乗り物？」

「フロート・バイクだ。反重力浮ふ遊ゆう装そう置ちは大だい丈じよう夫ぶなんだが、推すい進しん機関が壊こわれたらしい」

「ふーん……ま、実じつ際さいに見てみないと直せるか答えようがないね。バイクはどこだい？」

「村はずれに止めてある」

「じゃ、そこに行ってみよう」

　というわけで、一同はバイクのもとへ移い動どうした。

　木の陰かげに置かれたバイクのそば、ジェンガルは座すわり込んで内部を覗のぞき込んでみる。

「どうだ、わかるか？」

「ウーン……細々と壊れているね。応おう急きゆう処しよ置ちならできるけど……」

「走るんならそれでいいぞ」

　希望のありそうな言葉だったので、クリトフも自然意気込んで言う。

「でも……街まで帰るんじゃ、無理だね。応急処置はあくまで応急。多分、ここから街まで半分も行かないうちにまた止まるよ。そうなれば、君はまた立ち往おう生じようさ。帰りたいなら完全に直さないとね」

「やはりそうか」

　自分でもそう思っていたが、他人にもそう言われると少し気が重くなった。郡ぐん都とへの帰き還かんが遅おくれるとなにかと面めん倒どうなのだ。上司連中からは文もん句くを言われるし、何らかの処しよ罰ばつを受ける場合もある……でもまぁ、今回に限かぎって言えばこんな理り想そう郷きようを発見したのだから、それを土産みやげに持って帰れば大丈夫であろう。

「……ざっと見た感じ、プラグの交こう換かんは必ひつ須すだね。予よ備びパーツは？」

「そこにあるだけだ」

　ジェンガルに言われ、そばの小さな箱を指差す。中に工具とパーツが入っているものだ。

　箱の中をしばらく漁あさり、ジェンガルは顔を上げた。

「ヒドイね。劣れつ化かしたパーツだらけじゃないか。工具だって、もう少し手入れしなよ。こんな工具使っていたらパーツに傷きずがつくよ」

「うるさいな。機械の類たぐいは軍に入るまで触さわった事もなかったんだから、手入れなど知らん。パーツだって、郡都に残ってるのはロクなのがない」

「郡都は相変わらずみたいだね。文明は全すべて上じよう層そう部ぶが独どく占せんか……ハーブさんは何をしているんだか……」

「……あんた、俺と同じ郡都から来たのか？」

　クリトフは目を細めてジェンガルを見た。それに対し、ジェンガルは今までと変わらぬ飄ひよう々ひようとした様子で返す。

「何でそう思うんだい？」

「うちの市長がハーブだって、なんで知ってるんだ？」

「別に、市長は郡都の最高権けん力りよく者しやだ。他の郡都の事だからって、市長の名前くらい知っててもおかしくないだろ」

　平然と言うジェンガル。だがクリトフはそんな言葉ではごまかされなかった。そもそも郡都同士に交流はほとんどない。互たがいが牽けん制せいしあっているため、よその郡都の情じよう報ほうが入ること自体まれなのだ。仮かりに入ってきたにしても、それを知ることができるのは上層にいる一部の人間だけのはずだ。ジェンガルの言葉は明らかに不自然だった。






[image: ]






　クリトフの勘かんでは、この男も自分と同じ郡都の出身らしく思えた──確かく証しようはないが。

　だがそうだとすると、少し面倒なことになりそうだった。同じ郡都ならば軍の性せい質しつもわかっているだろうし、クリトフが隠かくし持っていた銃じゆうを一目で見て取った洞どう察さつ力なら、クリトフが兵士であることもすでに気づいているだろう。そうなれば、クリトフが探たん索さくの末ここに来て、この村のことをやがて郡都に報ほう告こくするという事までわかっているはずだ。この村に完全に住み着いているらしいこの男が今いまさら郡都に戻もどるとも思えないから、クリトフの正体と目的を村中の人間に言いふらす可か能のう性せいが高い。そうなれば、いかに平和な村人といえどクリトフを簡かん単たんに村の外へは出さないだろう。

　今のところジェンガルに怪あやしいそぶりはないが、気を抜ぬくわけにはいかなかった。いっそ口くち封ふうじに殺してしまうか、と冷れい徹てつな考えをクリトフはめぐらしたが、下手に騒さわぎを起こすのもまずい。とりあえずしばらくはそばで様子を見て、誰かに少しでも漏もらすそぶりがあれば、その時は躊躇ためらわずに実力行使に出ることとした。

　まぁいいさ、とクリトフは心の中でつぶやいた。この村は結局自分に発見されたのだ。後は自分が郡都に戻って報告するだけ。そうすれば大量の兵士がこの場所に送り込まれ、どれだけ村人が抵てい抗こうしようとあっというまに占せん拠きよしてしまえる。郡都の裏うら切ぎり者一匹ぴきなど、恐おそれるほどのものではない。

「……で、バイクの事だけど」

　ジェンガルの言葉に、クリトフの意い識しきも現げん実じつに戻る。心のうちの暗い考えを悟さとられぬよう、いつもの無表情な仮か面めんをつけてクリトフは答えた。

「あぁ、どうなんだ？」

「ま、僕がここに来た時に持ってきた荷物の中に、予備パーツがある。あそこにプラグもあったはずだから、それで直るよ。でも、修しゆう理り個か所しよが多いから二、三日はかかるよ」

「それじゃぁ、直してくれるんだな？」

「まぁね、ここのとこヒマだったから、やってあげるよ」

　ジェンガルの言葉は大助かりだった。もしクリトフが自力で修理しようとすれば、おそらく数週間はかかったはずだからだ。

　だが同時に、不ふ審しんな所もある。クリトフが郡都に帰れば何をするか、郡都出身のジェンガルにはわかっているはずだ。それなのにあっさり修理を申し出るとは、どうも胡う散さん臭くさい……だが、ジェンガルの今の言葉にウソはなさそうだった。ジェンガルは本当に善ぜん意いから申し出ているようにしか見えない。子こ供どもの頃から生死の堺を何度もさまよい、人間関係の荒あら波なみにもまれて育ったクリトフは人のウソを見抜く目に自信を持っていた。その彼の目から見てもジェンガルに怪しいそぶりはない──だが油ゆ断だんはできないな、とクリトフは用心を怠おこたらない事に決めた。彼とて自分の力を過か信しんはしていない。相手のほうがクリトフよりも一いち枚まい上うわ手てなだけかもしれないのだ。

　とにかく、直してくれるというのならば直してもらおうではないか。その間にちょっとでも怪しいそぶりを見せれば、その場であの世に送ってやる。これからこの村を全ぜん滅めつさせようというのだ、今さら裏切り者一人の始末にためらう理由などあるはずもなかった。

「じゃ、後は僕ぼくに任まかせたまえ」

　と、ジェンガルはクリトフの心のうちなど知らず、笑えみを浮うかべて自分の胸むねをたたいた。

「俺も手伝おう」

　とクリトフも申し出る。そばで監かん視しをしたいがための申し出だが、それはあっさり断ことわられてしまった。

「いいよ、細かい作業だから、一人のほうが早い。それに、君は修理しているうちに足のケガを治しな。せっかく修理が終わっても、ペダルが踏ふめなかったら意味がないからね」

　確たしかにもっともな意見だが、逆ぎやくに筋すじが通り過すぎていて言い訳わけがましく思える。この男はもしや、自分を遠ざけるのが目的ではないだろうか？　それでこんなことを言って、自分の見てない隙すきに村人連中にいいふらすのでは……

　だめだ、とそこまで考えてクリトフは緊きん張ちようを少し弱めた。いくらなんでも、少々疑ぎ心しん暗あん鬼き過ぎる。気を抜けないのは当然だが、こうやって全すべてを疑うたがって見ていては逆にいざというときの行動が遅おくれてしまう。疑いはあっさり人の目に覆おおいをつけてしまうことがあるのだ。警けい戒かいは必要だが、それも度を過ぎれば問題だ。

「……わかった、じゃぁ頼たのむぞ」

　とりあえずはそう答えておいた。むろん、あまり離はなれてない所からジェンガルの様子はうかがっておくつもりでの答えである。

「よかったね、クリトフさん」

　ジーンが人ひと懐なつこい笑みを浮かべて言う。二人の会話の内ない容ようはあまり理り解かいしてなかったが、雰ふん囲い気きから上う手まくいったのだと悟さとったのだ。

　その純じゆん粋すいな笑みを見て、クリトフは心のうちで嗤わらった。いい気なものだ。これが直れば、自分たちの人生が終わるとも知らずに……

「じゃ、ちょっと僕の寝ね床どこまでこいつを運ぶよ。あそこの方が落ち着く」

　ジェンガルが立ち上がってハンドルに手をかけながら言う。

「寝床？」

「さっきの木の下さ。キーをかして」

　クリトフは無言でキーを放ほうる。ジェンガルはキーをろくに見ず、軽く片かた手てを上げただけでしっかりキャッチした。

「じゃ、これは預あずかっておくよ」

「あぁ、頼むぞ」

　ジェンガルは一人で壊こわれたフロート・バイクを押おしていき、やがて姿すがたが見えなくなった。

「さてと、二、三日の間何しとくかな……」

「なにするの、クリトフさん？」

「さぁな。ま、あの男が乗り逃にげしないとも限かぎらないし、そばで見み張はっているのが……」

「ジェンガルさんはそんな人じゃないよ！」

　と、ジーンが頰ほおを膨ふくらませて言う。顔を赤くし、本気で怒おこっているようだ。クリトフは慌あわてて優やさしい口調で言う。

「万が一の事だ。実じつ際さいそうなるっていうわけじゃないさ」

「当たり前だよ。だいたい、この村にドロボウなんていないんだからさ」

　まだムスッとして言うジーン。

　マズイな、とクリトフは心で舌した打うちした。村に滞たい在ざいする間、ジーンにはいろいろやらせようと思っていたから、ヘソを曲げられたら困こまる。何か手を打たねば。

「なぁ、ジーン。また何か話をしてやろうか？　お前の好きな話を」

「本当？」

　途と端たん、目を輝かがやかせるジーン。やはり単たん純じゆんな子こ供どもだな、とクリトフは心のうちで嘲あざ笑わらう。

「それじゃ、始めるぞ。昔の話だ、その頃の世界には三つの大国があって……」

　クリトフはジーンの喜びそうな話をそのままたっぷりと語ってやった。




　そこは村の中央、大たい樹じゆの根元。そこに座すわり込こむ人ひと影かげは無む論ろんジェンガル。彼は目の前に置いたフロート・バイクの故こ障しよう部分と一心不ふ乱らんに格かく闘とうしていた。他人であるクリトフの頼みに対し、ここまで真しん剣けんになるとはこのジェンガルという男、見かけより律りち儀ぎな性せい格かくをしているらしい。

　ジェンガルのそばには工具とパーツ類が取りやすい位置に並ならべられており、手て馴なれた雰囲気が漂ただよっている。鼻歌交じりに作業を続けているので、実際得意なのだろう。

　やや古びた箱──ジェンガルがこの村にくる時もってきたもの──からパーツを幾いくつか取り出して損そん傷しよう部分と見み比くらべつつ、ジェンガルはブツブツつぶやく。

「まったく、よくこんな状じよう態たいで今まで走ってこれたものだね──導どう電でん機関は完全にお釈しや迦かか。これは修しゆう理りのしようがないから丸ごと交こう換かんして……バッテリーも期き限げん切れじゃないか。電でん解かい液えきを入れ替かえてごまかすしかないね。サーボも劣れつ化かが激はげしすぎ。こっちはシャフトを交換……じゃダメだ。ピッチ数があわない。ウーン、面めん倒どうだけどギアでピッチ数を下げて無理やり合わせるしかないか。こっちはコネクタがつぶれているのか。予よ備びパーツは……なし。だいたい三〇ピンの特とく殊しゆコネクタなんて予備があるはずないよね。これは三四ピンを四ピン分切り詰つめればいいか。えっと、でも二〇ピンめはバイパスが違ちがうから、ちょっと細工をして……」

　と、専せん門もん用語が混まじった言葉からもわかるとおり、バイクの故障は、クリトフが壊した部分より劣化している部分のほうが圧あつ倒とう的に多かった。だがジェンガルは手馴れた様子で次々とパーツをはずし、入れ替えていく。郡都の人間でも機械の構こう造ぞうを熟じゆく知ちしているのは、ごく一部の特殊な人間だけである。この様子から判はん断だんすると、ジェンガルはその一部の人間らしかった。

「一番問題のプラグは……よし、虎とらの子の三号プラグに取り替えてあげるとしよう。ほんと、感かん謝しやしてほしいね、こんな貴き重ちようなパーツを使ってあげるんだから……」

　てきぱきと作業を進めるジェンガルだが、そこで急に手を止めて顔を上げた。ちょうどその時、天空から一羽の小鳥がバイクのシートに舞まい降おりてきたのだ。

　その鳥の大きさは手の平に乗るくらい。ただ体の割わりに翼つばさは長く、広げると小鳥の体長の倍以上になるだろう。体毛は空のように真っ青、ただし腹はらだけは雪のように白い。スマートな体をしており、目の輝きには一種の知性すらうかがえる不思議な雰ふん囲い気きの鳥だ。

　この鳥は先ほどクリトフたちが来るまで、ジェンガルの周りで鳴いていた鳥たちの一羽だ。そして今も、先ほどと同じよく通る声で鳴き出した。それに対し、ジェンガルは相づちをうちながら話しかける。

「やぁ、君か。どうかしたのかい」

　旧きゆう知ちの親友に対してするような口調で彼は言った。その言葉に答えるように鳥はまた鳴く。一人と一羽はそのまま会話（？）を続けていった。

「……あぁ、さっきの彼かい？　気になるんだね。大だい丈じよう夫ぶ。悪人じゃないさ。外の世界じゃ、彼みたいなのは善ぜん人にんの部類だよ……え？　あぁ、そうだね。彼が郡都に戻もどれば、結果は君の考えるとおりだろうね。彼らにとって……いや、誰だれにとってもこの村は理り想そう郷きようだから……ん？　それがわかってて、何な故ぜこれを直すのか？　彼は困っているし、何より彼のことが気になるからね……そうだね。確たしかに彼は裏うら切ぎるかもしれない。でも、この村には正しい心をもった者しか来る事はできない。彼の心は多少ひねくれているが、それは今まで真まっ直すぐな心を表ひよう現げんする機会に恵めぐまれなかっただけさ。彼の行く末は、この村の生活で何を感じ取るかで決まる」

　鳥はその言葉を聞き、心配そうにいっそう高く鳴いた。そこでジェンガルはチラリと自分の手の平を見た。その後すぐ視し線せんを前に戻し、小鳥の目を見つめながら言う。

「わかっているよ……責せき任にんは僕が取る。もし彼が歪ゆがんだ心をもったまま、最悪の事じ態たいになったならば……僕はこの手で村を守る。僕は村を守るためなら何も厭いとわない。たとえ彼をこの手にかけることになったとしてもね」

　ジェンガルは拳の開かい閉へいを数回繰くり返し、ポツリと言う。

「確かに彼は強い。あの歳としで彼は上等兵だ。でも、もし彼が僕の予想の倍くらい強かったとしても……僕の能のう力りよくは一いつ瞬しゆんで彼を倒たおしてしまうだろう」

　その答えを聞き、鳥は鳴かないまま悲しげに首を振ふった。ジェンガルは鳥から視線をはずし、再ふたたび作業に没ぼつ頭とうし始めた。でも最後に一つだけ付け加える。

「そうなるのは僕も望んでないけど……こればっかりはね、彼の選せん択たくしだいさ」





　第二章　想おもいの揺ゆれる場所







　そこは村のはずれ、木に寄よりかかったまま話を続けていたクリトフはふと空を見上げた。するとだいぶ茜あかね色に染そまっている事に気付いた。気づかぬうちに結構時間がたっていたようだった。はじめはすぐ切り上げるつもりだったが、ジーンにせがまれるとつい断ことわりきれずに話し続けてしまったのだ。自分もまだ甘あまいな、とクリトフは心の中で苦く笑しようした。

「……夕方か。今日はこれくらいにしとくか」

「え、どうして？　もっとやってよ」

「まぁ待て。一度に話してもおもしろくないだろう？　続きはまた明日な」

「えぇー、どうしてもぉ？」

　物足りなさそうな顔でクリトフにすりより、せがむジーン。こういう態たい度どだけ見ると、外見よりもだいぶ幼おさなく見える。クリトフはなんだか、弟ができたような気分だった。

「まぁ、なんだ……帰りが遅おそいとまずいんじゃないか？」

「あっ、そうだね。戻らないと。僕、姉さんの手伝いあるんだ」

「そうだろう。早く戻ったほうがいいぞ」

　やっと終われる口実を見つけてほっとするクリトフ。だが、同時に少し名残なごり惜おしさを感じる自分がいることを、クリトフは否ひ定ていできなかった。

「あっ、もちろん後でクリトフさんのごはんも持ってくるから」

「あ、あぁ、そうだな。頼たのむぞ」

　ジーンの言葉で現実に戻され、慌ててうなずくクリトフ。

「じゃぁ、また後でね」

　ジーンは元気よく言い、そのまま駆かけて家へ戻っていった。

　村のはずれなため、辺りに人ひと影かげはない。にぎやかだったジーンが消えたことで、一いち抹まつの寂せき寥りよう感を覚えるクリトフ……だが、すぐに首を振って否定する。

「フッ、何をバカなことを。あんなガキ、どうせもうすぐくたばるってのにな……」

　クリトフはそのままごろりと地面に寝ね転ころがった。足のケガのため、あまり動き回る事はできないからだ。

　そう、自分はこの村に感かん情じよう移い入にゆうをするわけにはいかないのだ……情が移うつれば後がつらいのはわかりきったことだ。だからこそ、クリトフはこの村に来て以来無表情で無ぶ愛あい想そうな仮か面めんをつけているのだ──まぁ、無愛想なのは元からだが。

　しかし──クリトフの胸むねに、先ほどのジーンの屈くつ託たくのない笑え顔がおが浮うかんできた。クリトフの本ほん性しようなど露つゆ知らず、何の警けい戒かい心もないまま自分を慕したうジーン。自分とは大おお違ちがいだ、とクリトフは子こ供どもの頃を思い出した。

　自分は──孤こ児じだった。飢き饉きんで親は餓が死しし、孤児院で育てられたがすぐにそこも飛び出した。そして盗とう賊ぞくの真ま似ね事ごとをして日々の糧かてを稼かせいでいた。力ずくで物を奪うばう日々。昔から力の強かったクリトフは周囲のリーダー的存そん在ざいへとすぐに祭り上げられ、求められるままにその仕事を黙もく々もくとこなした。クリトフの指し示じは的てき確かくで、裕ゆう福ふくな市民や配給所を狙ねらう強ごう奪だつ計画はたいがい成功した。

　あの頃を思えば、今さら罪ざい悪あく感に苦しむ必要などなかった。確たしかに無む垢くな村人に罪つみはない。だが、このウェストリーという場所はクリトフたちに必要なのだ。だから自分たちは、この場所を奪おうとする。なぜなら、そうせねば死んでしまうからだ。

「フンッ、村人め。せいぜい今のうちに、平和をかみ締しめるがいいさ」

　クリトフはそう笑ったが、どうもしっくりこなかった。そのことに気づいたクリトフは──驚きよう愕がくした。今いまさらながらに、村を襲おそう事を躊ちゆう躇ちよしている自分がいると気づいたのだ。

「バカな！　いつから俺おれはそんなに甘くなったのだ」

　自分自身を叱しつ咤たするように叫さけび、頰ほおをたたいた。意い識しきははっきりしたが、それは逆ぎやくに心の迷まよいを再さい認にん識しきさせる結果となった。

「チクショウめ、俺はどうなってるんだ！　なんでこんな事で悩なやまなきゃいけないんだ！」

　答えは決まっているはずなのに、葛かつ藤とうはいつまでも消えない。赤の他人の村人より、郡ぐん都との人間を優ゆう先せんするのは当然のことだ。どこに迷う必要があるのだ。ただ冷れい徹てつに、冷れい酷こくに、ありのままを郡都に報ほう告こくするだけでいいのだ。そうすれば、後は他の兵士たちがこの地を制せい圧あつしてくれる。簡かん単たんなことだ。

　だが、それができない──己おのれへの自じ己こ嫌けん悪おがいよいよ最高潮ちように達してきた。そんな気分を紛まぎらわせるべく、クリトフは木にもたれかかったまま空を見上げた。枝えだの間から見える紺こん色いろの空には、早くも星が瞬またたき始めていた。

　ただ──星の輝かがやきが時折霞かすんで見えるのが不思議だった。




　そこは家。ジーンが姉と二人で暮くらす、小さな家。家は小さいが、ジーンは満足していた。何な故ぜなら、いつも自分を大切にしてくれる姉がいるからだ。

「アリス姉さん、ただいまぁ」

　と、大きく言いながらジーンは中に入った。クリトフと別れて真っ直ぐ帰ってきたが、できるだけ早く戻もどらねばならない。きっと彼も空くう腹ふくだろうから。

　それと、クリトフさんってよく食べるみたいだから、今度は多めに持ってってあげないと……と、細かな気き遣づかいをするジーン。根っからお人よしな性せい格かくをしているのだ。

「お帰りなさい、ジーン」

　奥おくのほうから姉──アリスの声が聞こえてきた。聞きなれたよく通る美しい声だ。この声はジーンにとって、アリスの美しい亜あ麻ま色いろの髪かみに並ならぶ自じ慢まんだった。

　奥のほうにいるということは、ちょうど食事の用意をしているのだろう。美お味いしそうな匂においが漂ただよっているところからも間違いない。

　奥の台所をのぞいてみると、果たして、アリスはかまどの前に立ち、シチュー鍋なべを木サジでかき混まぜているところだった。匂いからしてクリームシチューだ。アリスの得意料理であるそれは野菜がたっぷり入っていて甘あまく、ジーンも大好きだった。

「ちょうどいいわ。手を洗あらったら、食器を並べておいてちょうだい」

「はーい」

　自分の好物が夕食にでるとわかり、ジーンは上じよう機き嫌げんに返事をした。アリスに言われたとおり、洗せん面めん器きに水を張はって手を洗う。本当はうがいもしろと言われているが、面めん倒どうだからサボってしまった。どうせ初夏の時期にカゼなんてひくはずないから、大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ジーンはアリスと二人分の食器を用意しつつ、こっそり食料庫にも近づいていった。用意しておいた麻あさ袋ぶくろの中に、パンやサラミ等を適てき当とうに詰つめていく。

　その袋は戸と棚だなの陰かげに隠かくし、アリスに怪あやしまれないよう食器並べを再開した。後で外に出る機会があるはずだから、その時クリトフに持っていけばいいだろう。

「そういえば、ジーン。あの人はどうしたの？」

「あの人？」

「ほら、あなたがさっき連れてきた、足をくじいていた人よ」

　クリトフのことだ。アリスの顔は、背せ中なか越ごしのためジーンからは見えない。ただ、その口調はいつもより少し固い気がする。本当のことを正直に話すのははばかられた。それでジーンは適当にごまかすことにした。

「あっと、そのね……僕ぼくもよく知らないけど、帰っていったみたい」

「そう……あのケガで、そんなに動けるはずないのに」

　と、少し心配げにつぶやくアリス。それを聞いてジーンはおもわず言ってしまった。

「そう思うんなら、なんでクリトフさんを追い出したりしたの！」

「ジーン」

　アリスは静かに振ふり返り、弟の顔を真っ直ぐ見つめた。

「な、なに」

　それだけで、心優やさしいジーンは自分が悪かったかと思ってしまう。

「……ジーン。人に親切にするのはいい事だわ。それはわかるわね？」

「う、うん」

　それはいつもジーンが姉に教わっていることだ。

「だからね、私はあの人のケガも治ち療りようしてあげたわ。でもダメ。ダメなのよ。それ以上、私は何もできない……いえ、何もしなかったの」

「なんで？　クリトフさんは悪い人じゃないよ！　いい人だよ！」

「やっぱり、ジーン。あの人とずっと一いつ緒しよにいたのね」

　確かく信しんのこもったアリスの言葉に、ジーンはおもわず身を引いてしまった。なんとなくまずそうだったので、つい否ひ定ていしてしまった。

「違ちがうよ！」

「ジーン……さっき、お友達が来たわよ。あなたが約束の場所に来ないって」

「あっ！」

　クリトフとの時間が楽しかったおかげで、忘わすれていたのだ。それ以上ごまかしようもなく、黙だまりこくるジーン。

「……いい、ジーン？　確たしかにあの人は、そんなに悪い人じゃないかもしれないわ。昼間は、私が少し言いすぎただけだから……でもね、だからこそあの人にはあまり関かかわってはいけないわ」

「なんで？」

「……私が、臆おく病びようだからよ」

　と、アリスは悲しげにまぶたを閉とじた。

「どういう事？」

「それは……あの人が、外から来た人だからよ。私たちとは、住む世界が違うの」

　そう、クリトフとアリスたちとでは考え方が違いすぎる。昼間少し言葉を交かわしただけでも、すぐ思考の違いから口こう論ろんになってしまった。クリトフは悪人ではないかもしれないが、関わり続ければこれから先なにか不幸が起こるかもしれない。

「でも……」

「いい、ジーン？　あの人には関わっちゃダメよ」

「……だ、大丈夫だよ。さっき、クリトフさん帰っちゃったから」

　と、ジーンはまたもウソをついた。ウソつきの心理として、一度ウソをついてしまうと歯止めがきかないのだ。

「本当ね？」

「うん」

　勢いきおいよく言い切るジーン。アリスはそれを見て、フッと表ひよう情じようをやわらかくした。

「ごめんなさい、ジーン。私も少しきつすぎたようね」

「ううん、大丈夫だよ」

「さ、食事の準じゆん備びに戻もどりましょう」

　そうして二人はまた準備に取りかかる。アリスは鍋の前に立ち、ジーンはテーブルを拭ふいて食器を並ならべていく。

　アリスにはクリトフの事を隠かくしてしまったが、それは仕方がないとジーンは思っていた。先ほどのアリスの言葉からして、こうした方が正せい解かいであるのは明白だろう。

　ただ、その分食事を持っていくにはますます細心の注意が必要だ。アリスに気づかれないように持っていくのは至し難なんの業わざに近かった。でも、クリトフのためにがんばろうと、ジーンは心の中で決心する。

　ジーンは何気ない様子で姉に言った。

「水が残り少なかったから、僕くんでくるよ」

「あら、そうだったかしら？　ならお願いね」

　うまく外に出る口実を作ることに成功した。心の中で舌したを出し、ジーンは袋ふくろをシャツの下に素す早ばやく隠して扉とびらへ向かう。ジーンは腹はらを押おさえつつ、手にバケツを持って外に出た。

　しばらく家の中にいる間に外はだいぶ暗くなっていた。西の空がわずかに赤く染そまるのみで、森の中は視し界かいが悪かった。でも少し見み渡わたしたらクリトフはすぐに見つかった。

「クリトフさーん、おまたせぇ」

　というジーンの言葉で木に寄よりかかって座すわっていた人ひと影かげがびくりと起き上がった。なにか考え事をしていたらしく、心持ち動どう揺ようした口調で答えるクリトフ。

「あぁ、ありがとな」

　ただ、当然ながらクリトフの動揺などに、ジーンはまったく気づかなかった。それどころかジーンは変わらぬ無む邪じや気きな笑え顔がおで袋をクリトフに差し出した。

「こっそり持ってきたよ。はい、これ」

「うむ、ありがとよ」

「やっぱり。こういう事だったのね、ジーン」

　と、そこで第三者の声が響ひびく。ジーンは思わず身をすくめ、クリトフはハッと身み構がまえた。普ふ段だんのクリトフなら接せつ近きん者しやの気配にすぐ気づいていたはずだが、悩なやむ所が多く注意が散さん漫まんになっていて気づかなかったのだ。

　そして二人の視し線せんの先に立つ人影は、一人の女じよ性せい──アリスだった。

「ね、姉さん……」

　と、ジーンは姉に見み咎とがめられてシュンと小さくなる。

「様子がおかしかったから、つけてきたのよ」

「そ、そのね、姉さん」

　しどろもどろのジーン。この状じよう態たいではまともな言い訳わけすらできないだろう。

「……ジーン。あなた、私の言った事を守れないの？　その人に近づいてはいけないと言ったでしょ」

　マユを吊つり上げて怒おこるアリス。でも、元々整った可愛かわいらしい顔立ちなので迫はく力りよくは乏とぼしい。それでも、ジーンには効こう果かがあったらしく、見ていてかわいそうなほど身を縮ちぢませている。

「ごめんなさい。でも、僕……」

「いいんだ」

　ジーンを遮さえぎるようにしてクリトフは言った。

「悪かったな。お前の弟を口車に乗せて飯を持ってこさせたのは俺おれだよ」

「え？　クリトフさん、違ちがうよ。僕が好きで……」

　何か言おうとするジーンを遮って黙だまらせ、クリトフは木に寄りかかりながら続ける。

「そうだよ。お前の弟は人を疑うたがう事を知らないからな。そそのかして、ちょっくら使わせてもらったのさ。今回の事は、人を信用するなっていういい教訓にでもするんだな」

「…………」

　アリスは何も言わず、黙ってクリトフの言葉を聞く。クリトフは悪役っぽい笑みを浮うかべながら、木に手をかけて立ち上がった。

　そのままクリトフは後ろを向いて杖つえをつきながら進みだす。

「ま、お前に見つかったんじゃ仕方ないな。悪者は、退たい散さんするさ」

　片かた手てをヒラヒラさせ、そのまま立ち去ろうとするクリトフ。その背せ中なかに声がかけられた。

「待ってください」

「ん？」

　振ふり返るとアリスが駆かけ寄ってきて、ジーンが持っていた袋を差し出してくる。

「お腹なかが減へっているのではありませんか？」

「……ふん、あいにく、さっきジーンに持ってこさせた食い物のおかげで満まん腹ぷくさ」

　その時、絶ぜつ妙みようのタイミングでクリトフの腹はらが鳴った。表ひよう情じように出さぬよう努めるも、顔が赤くなるクリトフ。

「と、とにかく腹は減ってない！」

「本当に？」

　興きよう味み深ぶかそうな目で見てくるアリス。薄うす茶ちや色の目で見つめられたクリトフは、気き恥はずかしさから視線をそらしてしまう。そして、ヤケになったように叫さけんだ。

「あぁ、本当は空腹だよ、悪かったな」

「そうですか……そうですよね」

　アリスは言い、差し出していた袋を下げてクルリと後ろを向く。

「姉さぁん。クリトフさんにご飯あげようよ、いいでしょ」

　ジーンの言葉にアリスはすげなく答えた。

「ダメよ。これを渡わたすわけにはいかないわ」

　優やさしい姉らしからぬ冷たい言葉に、ジーンは衝しよう撃げきを受けた。そのまましばらく硬こう直ちよくしたあと、大声で叫ぶ。

「姉さんのバカ！　人でなし！　人にやさしくしろっていつも言ってるのに、なんで……」

　そこから先は言葉にならず、しゃくりあげる。必死に涙なみだをこらえるジーンの姿すがたは実に痛いたましい。

　アリスはそんな弟を振り返り、優しく微ほほ笑えみながら涙を拭ふいてやった。

「やさしい子ね、あなたは……ほら、男の子が泣かないの」

「だって……だって……」

「…………」

　クリトフはそんな姉弟きようだいの姿を無表情という仮か面めんをつけたまましばし眺ながめた後、静かにそこから離はなれることとした。

　その時、彼の背中にアリスの言葉が投げかけられた。

「そう言えば、今日はご飯を作りすぎたような気がします。私とジーンだけでは絶対に余あまりますね。誰だれかお腹をすかせた方がいらっしゃれば、一いつ緒しよに食しよく卓たくを囲む事にしましょう」

　これはアリスの独ひとり言のはずである。だが、その割わりに大声でアリスは言った。まるで、その場にいる誰かにもよく聞こえるように……

「姉さん！　じゃぁ、クリトフさんも一緒でいいの？」

「えぇ。ちょうどお腹をすかせた方がいらっしゃるようだし、一緒に夕食にしましょう」

　クリトフはその言葉を聴きき、頰ほおをかいた。なんだか、理由もなく気き恥はずかしい。

「それに、我わが家の美お味いしい食事をこんな味気ない場所で食べさせるわけにはいきませんから。できたての温かいものをうちでご馳ち走そうします」

「やったね、クリトフさん」

「……あぁ、そうだな」

　とりあえずはそう答えた。だが、そこでクリトフの天邪鬼あまのじやく気き質しつがカマをもたげてきた。だいいち、先ほどあれだけ大おお見み得えを切ったのだ。今いまさらのこのこ食事をもらいにいくなど、格かつ好こう悪すぎる。

「あいにくだが、そんな施ほどこしを受ける謂いわれは……」

「ほら、クリトフさん。早く早く」

　まさに喜色満面、という様子のジーンがクリトフの手を引いてきた。急なことだったため、片かた足あしがまだうまく動かせないクリトフはバランスを崩くずしかける。

「うおっ、待て、ジーン！　そんなに引くな」

「あ、ごめんなさい」

　と立ち止まるジーン。クリトフは杖を使って体を支ささえつつ、頭かぶりを振ふって言った。

「あのな、ジーン。悪いが、俺おれは行くわけには……」

「え？　なに？」

　ジーンが無邪気に振り向いた。その笑え顔がおは本当に無む垢くなもので、さすがのクリトフもその笑顔を壊こわすことははばかられた……それで結局こう言ってしまった。

「なんでもない。じゃ、行くか」

「うん」

　嬉うれしそうなジーンを見ながら、クリトフは心の中でつぶやく──自分は何をやっているのだろう？　こんなガキや小こ娘むすめなんかにいいように丸め込こまれて……

「私は先に戻もどって準じゆん備びをしますから、後からゆっくり来てください。ジーンは、案内をして差し上げて」

「はーい」

　と、アリスは一足先に行き、クリトフは片足を引きずりながらジーンと一緒にゆっくりいく事になった。

「ねぇ、クリトフさん」

　歩きながらジーンが振ふり返って話しかけてきた。

「なんだ」

「さっきはありがとうね」

「何がだ？」

「ほら、姉さんに見つかった時、僕ぼくがご飯持ってきた事、かばおうとして悪い人のふりしたんでしょ？」

　そう言えばそういう事もあったな、とクリトフは他ひ人と事ごとのように思い出した。だが当然のことだが、その事をあっさり認みとめるクリトフではない。

「……覚えてないな、そんな事。なにかの勘かん違ちがいじゃないのか」

　むすっとした表ひよう情じようでいうクリトフ。その顔を見て、ジーンは何が嬉しいのか、一いつ層そう笑みを深めて言った。

「素す直なおじゃないなぁ、クリトフさん」

「おい。子こ供どものうちからそういう口の利き方をするな。鼻につくぞ」

「ごめんごめん」

　無邪気に笑うジーンを見ながら、クリトフはさっきの事を思い出した。

　先ほどのジーンの姉の言葉──あれはクリトフを気き遣づかって、わざわざ回りくどい言い方をしたに違いない。そんな事はクリトフにもわかっている。わかっていながら、見え透すいた気遣いに反発することなくついてきてしまったのは……

「俺おれもまだまだ甘あまいな」

　と苦く笑しようした。

　そして、そんな事を喋しやべっているうちにジーンの家の前に到とう着ちやくした。二人はそのまま連れ立って中に入った。




　そこは食しよく卓たく。玄げん関かんから入ってすぐのそこは、普ふ段だんは姉弟きようだい二人しか使わないためテーブルにイスは二脚きやくしかない。今はクリトフのため、来客用のイスが足されている。

　木のテーブルの上には湯気の立つ料理の載のった皿が並ならべられていた。天てん井じようから下げられたランプはそれほど明るくなかったが、この村ののんびりとした雰ふん囲い気きにはよくあったものだった。

「さぁ、席についてください」

　と、奥おくから鍋なべを抱かかえて持ってきたアリスはそれをテーブルの中央に置き、自分もエプロンを外して席につく。クリトフとジーンもそれにならった。

　美う味まそうな匂においの料理を見て、クリトフは食しよく欲よくをそそられた。木のサジに手を伸のばし、さっそくシチューにありつこうとする──が、その手をアリスが抑おさえてきた。

「……なんだ、その手は？」

「まだです。食事の前には感かん謝しやの祈いのりをしなければ」

　そう言い、娘は目の前で手を合わせて静かに目を閉とじる。

「大自然を司つかさどる精せい霊れい様。本日のお恵めぐみに感謝いたします」

　見ると、ジーンも同じように合がつ掌しようしている。バカらしいと思いつつも、逆さからったらせっかくの食事にありつけなくなると思ったクリトフはしぶしぶ同じように合掌した。黙もく禱とうはそのまま十秒ほど続く。

「……さぁ、いただきましょう」

　その言葉を待っていたようにクリトフは手を伸ばし、今度こそシチューを口にした。

　それは肉と野菜を煮に込こんだ素そ朴ぼくなものだったが、クリトフにとっては今まで口にしたどんなものよりも美味だった。初めて口にする自然の食物の深い味わいと、アリスの料理の腕うでの相乗効こう果かの醸かもし出す見事な調和の世界がそこにあった。クリトフはただただシチューを飲み込む作業に没ぼつ頭とうした。

「お代わりを注ぎましょうか？」

「あぁ、頼たのむ」

　食欲旺おう盛せいなクリトフにあっけに取られながらも、アリスは丁てい寧ねいに給きゆう仕じをした。

「まだあるから、お好きなだけどうぞ」

　クリトフは軽くうなずき、手て渡わたされた皿の征せい服ふくにとりかかった。

　──小一時間後、それまで一心不ふ乱らんに食べていたクリトフもようやく食器を置き、ナプキンで口元を拭ぬぐった。

「フゥ、食べた食べた」

　そのまま食後の茶を飲み、ようやく満足した気分だった。

「美お味いしそうに食べていただけて、作った私も嬉うれしいです」

　と、アリスの方も心底嬉しそうに言う。

「あぁ、確たしかにな。かなり美う味まかった」

　と、正直に言うクリトフ。無ぶ愛あい想そうな彼にとって、これは最大級の賛さん辞じである。

「じゃ、これ持ってくよ」

　クリトフが空にした皿を手て際ぎわよく重ね、ジーンが奥に運んでいった。少年には家事手伝いの習しゆう慣かんがしっかり染しみ込んでいるようだ。

　そこでクリトフはある事に気づき、懐ふところから小さな袋ふくろを出してアリスの前に置いた。

「なんですか、これは？」

「礼だ」

　クリトフが袋を逆さにして軽く振ふると、中から豆ほどの大きさの粒つぶが数すう個こ転がり出た。それはキラキラと光を反はん射しやする、黄金こがね色の粒である。

「金だ。純じゆん度どはそんなに高くないが、まぁまぁの価か値ちがある。俺の気持ちだ」

　貨か幣へい経けい済ざいの破は綻たんしたこの世界において、経済活動は基き本ほん的に物々交こう換かんで成り立っている。郡都の外へ出る兵士の場合、他の郡都の人間との交こう渉しように備そなえて貴き金きん属ぞく類を持ち歩くのが常つねであった。

「……いいえ、いりません」

　静かに、だがきっぱりとアリスは言い、金をクリトフの方に押おし戻もどした。

「いいから、受け取ってくれ。遠えん慮りよはいらん」

「いえ、この村ではこのようなものなど、ほとんど価値がありません。綺き麗れいな粒ではありますが、もっと綺麗で大きな石がありますから、こういったものは子こ供どもでも欲ほしがらないと思います」

　確かに、単たん純じゆんな農のう耕こう生活を営いとなむ素そ朴ぼくな村である。ここにも貨幣などないし、貴金属類に対する価値観も存そん在ざいしないのだ。

「そうなのか？」

「えぇ。でも外の人にとっては大切なものなのでしょう？　ですから、それは結けつ構こうです」

　だがそうだとしても、このまま金を返されたのではクリトフの気がすまない。

「いや、大したものじゃないんなら、気軽に受け取っておいてくれ。これは俺の気持ちなんだ。受け取った後はこいつを捨すてようとどうしようと勝手にするがいい。でも、取りあえず受け取るだけ受け取ってくれ」

「いえ、ですから、私は当然の事をしただけです。それがどんなものであれ、当たり前の事に対して報ほう酬しゆうを受け取るわけにはいきません」

「だが、それでは俺の気がすまん。借りを作るのは好きじゃないんだ」

「そういうものの考え方は止めてください。世の中人を助けるのは、空に太陽があるのと同じくらい当然の事です。借りなどと負い目を感じるのは、心が浅ましいのです」

「なんだと！」

　と、お礼の話がいつの間にか口こう論ろんにまで発はつ展てんしている。アリスがガンコな事はすでにわかっていたはずなのに、クリトフもつい大人おとな気げなくカッとなって言い返してしまう。

「ゴタゴタ細かい理り屈くつはいいんだ！　とにかく受け取れ！」

「結構です」

　と、頑かたくなに金をクリトフに押し返す娘むすめ。ここまで来ると完全な意地の張はり合いである。

「どうしたの、大きな声を出して？」

　と、奥おくからジーンが出てくる。アリスより先にジーンの存在に気づいたクリトフは、食しよく卓たくの上の金を摘つまんで素す早ばやく動き、無理やりジーンの手にそれを握にぎらせた。

「ジーン。何も言わずにとっとけ」

「え？　な、何、これ？」

「あっ、ちょっとあなた。そういう事は困こまります！」

「うるさい！　とにかく、こいつで貸かし借りなしだ。じゃあな！」

　クリトフは壁かべに立てかけておいた杖つえがわりの棒ぼうを摑つかみ、片かた足あしをケガしているとは思えないほどの速さでジーンの家を後にした。

　そのまましばらく小走りで進み、後ろを振り返って追ってこないことを確かく認にんしたクリトフはようやく足を止めた。

「やれやれ、本当に強ごう情じような娘だな。どうも、あぁいう女は苦手だ」

　と独りごち、杖をつきながらゆっくりと歩き出す。辺りはもう完全な夜だが、空には無数の星が出ているため暗くて困る事はない。他の家もちょうど食事時らしく、村全体に何ともいえないいい匂においが漂ただよっている。

　そんな中をしばらく歩いた後、クリトフは急に立ち止まってマユを顰ひそめた。

「しまったな……あのままいけば、ジーンの家に寝ね床どこも確かく保ほできていたはずなのに……失敗だった」

　自分から飛び出した手前、今さらノコノコ戻もどるわけにもいかない。野宿に慣なれていないわけではないが、寝ね袋ぶくろ一式は谷底だ。今夜は地べたに直ちよく接せつ寝なくてはならない。

「……まぁ、腹はらがふくれただけで十分か。あんまりゼイタクばかりも言ってられん」

　仕方なく、今夜寝る場所を探さがしてあてもなく村をぶらつくクリトフ。農村だけあって、昼間はそれなりに人のいた村も、夜に出歩く人ひと影かげは全くない。クリトフが一人トボトボ歩く影だけが寂さびしげに動くだけだ。

　ふと、クリトフは顔を上げた。傍かたわらの家から子こ供どもの楽しげな笑い声と、大人が何かを言う声が聞こえてきたのだ。家族の団だん欒らんの声だろうが、そんなものを実じつ際さい耳にするのは生まれて初めてだった。

「家族、か……」

　少し寂しげにつぶやいた後、クリトフはまた歩き出す。

「そんなもの、俺おれは初めから知らん。知らないものなど、欲ほしがるものではないさ……それに、そんな幸せも俺が郡ぐん都とに戻るまでだ。せいぜい今のうちに楽しんでおけよ」

　と、唇くちびるの端を上げて悪者のように笑おうとするクリトフ。だが、どうもスッキリしないものが心の中に引っかかっている。

　心の奥にできた奇き妙みようなしこり──クリトフは首を振り、それを自分の中からしめ出そうとした。だがそうしようとすればするほど、そのしこりは余よ計けい気にかかるようになってきた。

　首を振りながら歩いていると、いつの間にか見覚えのある場所にきていた。村の中央、大樹である。昼間はここでジェンガルと出会ったが、さすがにこの時間は……

「おや、クリトフ君かい。今こん晩ばんは」

　と、木の陰から聞き覚えのある声がしてきた。杖をつきながら木を回ると、木の陰に昼間と同じような感じでジェンガルが寝そべっていた。

「お前……」

「今夜はどうしたんだい？　何か用？」

　クリトフが聞こうとしたことを先に言われてしまった。

「あ、あぁ、俺は……星が綺き麗れいだからな、夜風にあたりながら散歩さ」

　ジーンの家を飛び出したいきさつを話す気にもなれず、適てき当とうに答える。もっとも、行くあてもないのだから散歩と言っても完全に間違っているわけではない。

「おやおや、郡都の人にしては風流心を持っているね」

　と、ジェンガルは寝たまま言う。気のせいか、その片かた目めが暗くら闇やみで光ったように思えた。その光は、クリトフの心の底まで射い抜ぬくような光だった──この男相手では隠かくし事も意味がないな、と悟さとったクリトフは、正直に言う事にする。

「ま、本当の所は、寝床がないもんでね。ブラブラしてただけさ」

「そうかい。それは残念だね」

　飄ひよう々ひようとした態たい度どは相変わらずで、ジェンガルはやはり寝た姿し勢せいのまま言う。

「なら、今夜はここで寝るといい」

「……まぁ、野宿以外に道はないな」

　足のケガのため、自分で思っていたよりも体が疲つかれていた。とりあえず、クリトフはその場に座すわり込こんでみる。

「……なぁ、ジェンガル。あんたも野宿か？」

「あぁ、まぁね」

「どうしてだ？　この村に住んで、長いんだろう？　家はないのか？」

「ん？　寝床が恋こいしくなる時もあるけど、そういう時はどこかの納な屋やのワラの中で寝る。でも、基き本ほん的に僕ぼくはここで寝るね」

「どうして？」

「じゃぁ逆ぎやくに聞くけど、なんで人間には家が必要なんだい？」

　いきなりの質しつ問もんにクリトフは戸と惑まどったが、マジメに考えてみる。

「そりゃぁ……暑さ、寒さから身を守ったり、雨をよけたりするためだろう」

「まぁ、そうだね。でも、あいにくこの村はほぼ一年中暖かい。冬はごく短いし、その冬の期間でもこの木の根元の地面は温かいんだ。雨も土ど砂しや降ぶりなんて滅めつ多たにないし、少々の雨は枝えだと葉が防ふせいでくれる。僕には家が必要とは思えないから、ここで寝るのさ」

「なるほどねぇ……不ぶ精しよう者の言い訳わけにも聞こえるが」

「そう思うならそう思いな」

　さすがに機き嫌げんを悪くしたか、ジェンガルはプイとそっぽを向いた。

「それはそうと、バイクはどうなった？」

「そこだよ」

　ジェンガルが指差す先、夜よ闇やみの中にボンヤリと浮うかぶ影は間違いなくクリトフのフロート・バイクだ。今は全体にあるハッチが開け広げられ、明らかに整せい備び中とわかる。見た感じ、半日足らずのうちに結けつ構こう進んでいるようだ。ジェンガルのことを疑うたがっていたクリトフだが、真ま面じ目めに修しゆう理りをしてくれていたようなので胸むねをなでおろした。

「まだかかるのか？」

「二、三日はね。劣れつ化かが激はげしすぎるんだよ。郡都の整備兵はろくなのがいないようだね」

　愚ぐ痴ちるように言うジェンガル。だが、そんなことをクリトフに言ってもしかたがない。クリトフは警けい備びに所しよ属ぞくのため、機械類とはほとんど無む縁えんなのだ。

「もっと急げないのか？　俺にもできる事があれば今のうちにやっておくが……」

「この村じゃぁね、慌あわてるなんていう考え方はないのさ。日の出と共に起きて、日の入りと共に眠る……は言いすぎだけど、夜ランプをつけてまで起きている家はほとんどない。だから僕らも、続きは明日にして今夜は寝ねよう」

「しかし、俺おれは急いでいるんだ」

「郷ごうに入っては郷に従したがえ」

　ジェンガルは寝たままクリトフを指差してきた。その仕草と言葉に妙みような説得力を感じ、クリトフはそれ以上文もん句くを言わない事にした。そもそも直してもらえるだけでもありがたいのだから、これ以上ゼイタクも言えない。

「さ、わかったら君も寝な。朝は早いよ。夕食は済すませたよね？」

「あぁ」

　他にやる事もないので、クリトフは大人しくその言葉に従った。それに、ここで寝ればジェンガルを監かん視しする事もできる。もし夜中に変なそぶりを見せれば、返り討うちにしてやる──と心の内で考えるクリトフ。

　そして実際に寝てみると、背せ中なかの地面がほんのり温かい気がした。鼻をくすぐる夜風は程ほどよい温度で、確たしかにこのまま寝ても健康に問題はなさそうだった。

　疲れが溜たまっていたクリトフがまぶたを閉とじると、そのまま意い識しきが闇の奥おくへと沈しずんでいく……やがて、夜闇に紛まぎれて二つの規き則そく正しい寝息が聞こえ始めた。




　そこはジーンの家。クリトフの去った後のそこは静まりかえっていた。いつもならば姉弟きようだいの温かな談話の絶えない室内も、今夜に限かぎっては違った。

　常つねならば、寡か黙もくな性せい質しつながらもアリスはこういった夜のひと時にジーンにいろいろ語りかけてくれていた。だがクリトフが逃にげるように去っていった後、今夜のアリスは妙に不機嫌にふさぎこんでいた。ジーンが何を話しかけても黙だまっており、逆に黙っていなさいと怒おこりだす始末だ。

　今、二人はイスに座すわって向かい合っていた。ジーンのほうはぷらぷらと足を揺ゆらして座っているだけだが、アリスは繕つくろい物をしていた。ランプの明かりだけでは十分な明るさがあるとは言えないので、彼女は先ほどから何度も目が疲つかれたと瞬まばたきを繰くり返している。

「ねぇ、姉さん。疲れたんなら寝たら」

「…………」

「姉さんったら」

「あなたのほうこそ寝なさい、ジーン。もう遅おそいわよ」

　手を動かしたまま、アリスはジーンの顔を見ずに言った。その態度には、さすがのジーンもカチンときたようだった。

「ねぇ、姉さん。いったい何があったの！　何を怒ってるの！」

「……別に、何も怒ってないわ」

「ウソだよ。姉さん、さっきから黙ってるじゃない。いつもなら何か話をしてくれるのに……ねぇ、なんで！」

「……あなたには、関係のない事よ」

「関係あるよ、クリトフさんのことでしょ！」

　その問いに、アリスは何も答えない。だが、答えないことがこの場合は肯こう定ていになる。

「クリトフさんと、何があったの！　クリトフさん、外に出てったきり戻もどってこないじゃない。クリトフさん、寝る所がなくて困こまってるよ。僕呼よんでくる！」

「やめなさい、ジーン」

　そこで初めてアリスは顔を上げた。その顔は眉まゆ根ねを寄よせ、怒っているかのように目を細めたものだった。

「なんで！　クリトフさん困ってるよ、絶ぜつ対たい。なんで助けてあげちゃいけないの！」

「さっきも言ったでしょう、ジーン。あの人にあまり関かかわりあってはいけないわ」

「なんで？　わかんないよ、姉さん。クリトフさん、すっごくいい人だよ。姉さんだって知ってるでしょ！　なのになんでそんな意地悪するの？　わけわかんないよ」

　知らず、ジーンは涙なみだを流していた。わからずやな姉が悔くやしくて、涙があふれてくる。

「……ジーン。思い出しなさい。お姉ちゃんが、今まで間違った事を言ったことが一度でもあった？　全部正しかったでしょ？　だから、今回も私の言うことを聞いて……」

「ウソだ！」

　ジーンは大声で怒鳴った。もう限げん界かいだった、我が慢まんできない。

「ウソだ！　姉さん、間違ったこと、言ったじゃないか！　昔、ウソついたじゃないか！」

「まぁ、私がいつそんなことをしたっていうの！」

　アリスの声もつられて大きくなる。だが、続くジーンの言葉にアリスはハッとなった。

「昔、父さんと母さんが死んじゃった時、姉さん言ったじゃないか！　父さんたちはちょっと遠くへ行っただけで、僕がいい子にしてたらまた会えるって！　だから僕信じていい子になったのに、戻ってこなかったじゃないか！」

「！…………」

「今ならわかるよ、父さんたちは雲の上のすごい遠くへ行っちゃったから、二度と会えないって。でもさ、その事を知ったとき、僕……僕、すごく悲しかったんだから！」

　堰せきを切ったように涙が流れ落ちていった。今まで何年も我慢して溜ため込んできたであろう涙がジーンの顔と、足元の床ゆかを濡ぬらした。

「僕ぼくすごく傷きずついたんだからね!!」

「ジーン……」

「もう、姉さんなんて嫌きらいだ！　顔も見たくない！」

　涙をぬぐいながらジーンは駆かけ出し、自分の部屋に飛び込んでいった。

「ジーン……」

「うるさい！　どっかいってよ、姉さん！」

　何度呼びかけても否ひ定ていの言葉しか返ってこない。それ以上何を言っても無む駄だだと悟さとり、アリスはその場を離はなれた。

　なんだか、どっと疲つかれた気がしてきた。今日はこれ以上繕つくろい物をする気になれない。続きは明日にして、自分も眠ねむることにした。

　アリスはジーンの部屋の隣となりにある自室に入り、ため息をつきながらエプロンをはずした。丁てい寧ねいにたたんでイスにかける辺り、几き帳ちよう面めんな彼女の性せい格かくが如によ実じつに出ている。

　そのまま服を脱ぬいで洗せん濯たく物ものの籠かごに入れておく。薄うす暗ぐらい部屋の中、アリスの若わかく瑞みず々みずしい肌はだが浮うかび上がった。木も綿めんの簡かん素そな下着に包まれた彼女の裸ら体たいは手足がすらりと長く伸のび、女性としての体のラインも美しく形成されていた。男であれば誰だれもが息を呑のむほどの美しさだ。だが、近づいてみると多少いびつな観が否いなめないのも事実であった。厳きびしい農作業に従じゆう事じする彼女の体は、同年代の少女に比くらべて筋きん肉にく質しつなのだ。
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　彼女はそのまま寝ね間ま着きに着き替がえ、きっちり整えられたベッドに腰こしを下ろした。首を振りながら再び重いため息をつき、机つくえのランプを消す……だが、まだとても眠れるような気分ではなかった。

　部屋に一つだけある窓まどからは星明かりが部屋に入ってくる。窓から夜よ闇やみに包まれた村の様子を眺ながめていると、先ほどのジーンの言葉が思い出された。

　──姉さん、ウソついたじゃないか

　ウソをついた当の本人は忘わすれていた。だがつかれたほうは憶おぼえていた。心を痛いため、決して癒いやされることのない傷を内に秘ひめたままはっきりと……

　それは六年前のことだ。父も母も死んだ。ある日突とつ然ぜん、いきなりの死だった。自分が憶えているのは、村人一同が悲しげな顔でうちにやってきたこと。そして言いにくげに、両親の死を告げた事……

　気が狂くるう一歩手前の状じよう態たいで、アリスは駆け出した。父母の姿すがたを一目でも見たかった……が、それは叶かなえられなかった。父母はすでに棺ひつぎに入れられ、外からは何も見ることができなかったのだ。

　後で聞いた話だが、父母は農作業中にわか雨に襲おそわれ、木こ陰かげで雨宿りをしていたらしい。その木に落らく雷らいがあり、死んだのだ。人が駆けつけたときには木が炎上しており、二人とも炭になってすでに息はなかった。

　消し炭のごとく真っ黒な二人の遺い体たいは、とても人に──ましてや、幼おさない子こ供どもに見せられるものではない。そう判はん断だんした周りの大人が手早く棺に二人の遺体を収おさめ、人目に触ふれないようにしたのだ。

　その日、アリスは両親の棺に顔を押おし付けて、一晩ばん中泣いていた。幼いジーンは死の意味が理り解かいできず、きょとんとしているだけだった。

　翌よく日じつの葬そう式しきでも、アリスは終始無言でいた。さすがに一晩中泣いたおかげで、涙なみだは涸かれ果てていた。暗い顔のまま無言で告別式が終わるのを待っていた。

　ただ、葬式もいよいよ最後、埋まい葬そうの段だん階かいで問題が起きた。どこにも両親の姿が見えないことに不安を感じたジーンが泣き出したのだ。周囲の大人がいくらあやしてもジーンは泣き止やまなかった。父と母を求めて、ひたすら泣きじゃくっていた。

　弟のそんな姿を見て、アリスは決心したのだ。涙を振り払い、精せい一いつ杯ぱい優やさしい笑顔で弟を抱だいてあげながら、あの言葉を言ったのだ──お父さんとお母さんはちょっと遠くへ出かけただけよ。心配しないで。ジーンがいい子にしていれば、またちゃんと会えるから。

　村人がいくらあやしても泣き止まなかったジーンだが、姉のその力強い言葉は効きいた。アリスの胸むねの中で涙をぬぐい、嬉うれしそうに一回うなずいたのだ。

　そして、その時儚はかなげな弟の笑顔を見下ろしながら、決心したのだ。自分はジーンを絶ぜつ対たいに守ってみせる。自分の力できっと一人前に育ててみせると……

　村中の人が、二人を引き取ると申し出てきてくれた。でも、アリスはその全すべてを断ことわったのだ。両親との思い出の詰つまったこの家を去ることはできなかった……どんな説得にも首を振らないアリスに、村人たちも根負けしてそれを認みとめてくれた。

　二人だけの生活は大変だった。農作業も、両親がしてくれていた分を子供のアリスがせねばならなかった。家事も山ほどあった。近所の人が毎日手伝いに来てくれたが、それに頼たよりすぎるわけにもいかない。アリスは必死に働き、何とか自分とジーンの二人で仕事をまかなうことができるようになったら、手伝いは全て断った。他の村人もみな、自分のところの仕事で大変なのだ。いつまでも頼るわけにはいかない。

　そう、自分はあの時仮か面めんをつけたのだ。ジーンを一人で育てると決めたあの日から、アリスは大人の仮面をつけた。決して涙を流さず、自力で生き抜いていくと決心したのだ。

　ただ、それが……その決心が、あの人を見ていると揺ゆらぐ。あのクリトフを見ていると……知らないうちに惹ひかれていってしまう。あの人に近づきたくなってしまう。あの人の優しさを自分も感じてみたくなってしまう。

　理由はわかっていた。クリトフと初対面の時にも感じた思い──彼は死んだ父に似にていたのだ。顔立ちだけではない。寡か黙もくで始終気き難むずかしい顔をしていながら、その実内面に優しさを抱かかえている性格まで似ていた。

　だから──アリスはクリトフに近づくのを恐おそれた。何な故ぜなら、彼は外の人だからだ。いつの日か、必ず彼は外へ帰っていく。外が彼の故郷ふるさとなのだから、それが当然のことだ。そうなった時、きっと自分は今までの自分を保たもっていられないだろう。大好きな人と別れる苦しみをもう一度味わえば、自分は二度と立ち直れなくなってしまうかもしれない。だから、クリトフと関かかわらないように努めたのだ。別れても心が痛いたまぬよう、距きよ離りを置いておいたのだ。

　しかし、人の想おもいは複ふく雑ざつだ。これほどの事をしても、彼に惹かれる自分を止めることはできなかった。夕食後の反発は、そんな想いの裏うら返がえしだった。

「本当、最低な女ね、私……」

　全ては自分の都合なのだ。自分が傷つきたくないから子供のように反発して、結果として何の罪つみもないクリトフやジーンに不ふ快かいな思いをさせてしまった。そして自分も、そんな事をしてまで自分を守ろうとしたのに、結局はこうして心を痛めている。馬ば鹿かみたいだ。自分がたまらなく矮わい小しような存そん在ざいに思えてくる……

　彼女は思考をそこでうちきり、ベッドに横たわった。まったく眠くなかったが、眠らねば明日つらいだろう。なんとしてでも眠らねば。

　そして窓から星空を見上げて、ふとアリスは思った──クリトフも、村のどこかで同じ星空を見ているのだろうかと。




　そこは──どこなのだか、クリトフにはわからなかった。そこは、何かの研究所のような場所だった。無む機き質しつな雰ふん囲い気きの漂ただよう、白い大きな部屋には様々な機械が並ならべられ、どれもが駆く動どう音を鳴らしながら稼か動どうしていた。

　そして部屋には何本もの柱があった。柱は直径二メートルほどのガラス製せいのもので、内部は空くう洞どうになっていた。その中には、人間が入っていた。

　彼らは皆みな、年とし端はもいかぬような少年だった。誰もがくすんだ金きん髪ぱつに青い目を持つティーンだった。彼らは柱の中に入れられ、体中に何かのチューブをつけられ、裸はだかで浮ういていた。柱の中には何かの液えき体たいが満たされているらしいが、中の少年たちは息ができなくて苦しんでいるわけではなさそうだった。いや、苦しんでいた。

　誰もが水中でもがき苦しんでいた。だが、窒ちつ息そくしているわけではない。窒息すれば苦しいのは当然だが、彼らの苦しみようは明らかに異い常じようだった。

　皆が皆、必死に水中でもがき苦しんでいた。あるものは、白目に網あみのように走る赤い毛細血管を浮うき彫ぼりにさせた眼がん球きゆうを、半ば以上飛び出させるまでに目を見開いていた。あるものは苦しさのあまり必死の形相で舌したを嚙かみ切ってしまおうと口を動かすが、それを防ふせぐためにあらかじめつけられた轡くつわのおかげでそれは叶かなわない。彼はついに自らの歯を嚙み砕くだき、水中に赤い帯のように血が流れた。

　また別のものは、人間の体の柔じゆう軟なん性せいを根底から無む視ししようというかのように体を弓なりにそらせ、顔中から泡あわを出しながら踊おどっていた。

　さらに別のものは、必死にそこから出ようとガラスの壁かべを叩たたき続けている。だが、動きを拘こう束そくするべく手足につけられた枷かせのせいで動けない。そこを無理に動いているため、少年の手足は傷だらけで溶よう液えきの中が赤く染そまっていた。

　そんな部屋の中、ガラスの柱の外にいる人間は平然としていた。白衣を着た老ろう若にやく男なん女によがそろっており、もがき苦しむ少年たちの様子を淡たん々たんと見ながら、時折手にしたボードとモニタに映うつし出された数すう値ちを見み比くらべ、何かを書き込こんでいく。

　場面が変わった。今度は何もない場所だった。本当に何もなかった。見み渡わたす限かぎり、全方向に地平線が見えた。

　そこは暗かった。空には暗雲が立ち込めており、光がない──いや、時折とどろく雷らい鳴めいが赤い閃せん光こうと轟ごう音おんを周囲に振りまいていた。天てん候こうは嵐あらし。まさしくそう表ひよう現げんするにふさわしい、土石混じりの豪ごう雨うであった。

　何もない荒こう野やのようなその場所は、豪雨のおかげで一面がぬかるみ、泥どろの大たい河ががいく本も流れ、深い谷だか地じ割われだかわからない裂さけ目に呑み込まれていく──そんな場所だ。

　そこに人ひと影かげがあった。地面にしゃがみこんだ二つの人影。それは金髪碧へき眼がんの、先ほど柱の水すい槽そうの中で苦しんでいた少年だった。

　ただ、一人の少年はぬかるみの中に体を半分以上埋うずめ、力なく倒たおれていた。もう一人の少年が倒れた少年を必死に抱かかえている。二人はボロキレのような服をまとっているが、むき出しになった腕うでには数字が書かれてあった。三一〇に三一一と。

　二人の少年は驚おどろくほど顔がそっくりだった。双ふた子ごであろうか、その顔立ちはまさしく瓜うり二つ……と、倒れている少年が血を吐はいた。そのまま彼は激はげしく咳せき込み、体を慄おののかせながら震ふるえる手を、自分を支ささえるもう一人の少年に伸のばし──果てた。力尽つきたかのように泥に落ちる腕。

　そして次の瞬しゆん間かん、残った少年は、笑った。天を仰あおぎ、雨も気にせずに瞬まばたきもしないで目を見開いたまま、嗤わらった。激しい雨音にかき消されることなく、その笑い声は何も無い荒野をどこまでも響ひびいていった。

　血走った目から流れる液体には雨以外のものも混じっていた。泣きながら嗤う少年の笑みは、何か狂きよう気きじみて歪ゆがんだものがあった。

　また場面が変わった。今度はクリトフにもなじみの光景だった。郡ぐん都とだ。一面の荒野にいきなりそびえる壁かべ。その壁の中こそが人間の最後の砦とりで、郡都だ。

　だが、壁のすぐ内側の場所は貧ひん民みん街がいだ。街中が貧民であふれていた。いや、それはさらにひどかった。街中に死体があふれかえっていたのだ。

　どうやら疫えき病びようがはやったらしい。衛えい生せい設せつ備びのない貧民街では珍めずらしくないことだった。街の路地裏には死体が積み重なり、あまりにも多い死体は腐ふ敗はいして大量のハエが発生していた。倒れた死体がどれも白いのは、大量の蠢うごめくウジが表面を覆おおっているためだ。建物という建物が黒いのは、ハエに埋め尽くされているためだ。

　そして道の上にはまだ息のある病人が倒れ込んでいた。何も敷しかず、むき出しの地面に横たわった病人たち。体中に妙みような斑はん点てんや、ただれが浮うき出ていた。妙にむくんだ顔は誰もが二目と見れぬほど醜みにくく変形し、洟はな水みずと耳みみ汁じるが絶たえず流れ出ていた。誰もが死んだように横たわったままで、血の混じった下げ痢りを垂たれ流していた。地じ獄ごく絵図だった。

　中には、生きたまま体の表面にウジがわいてしまったものもいた。彼は時折面めん倒どうげに体を振ってウジを散らすが、それももうどうでもいいようで、始終ぐったりして体をウジに食らわれるがままにしていた。

「もうたくさんだ、やめてくれ！」

　と、クリトフは自らの叫さけびで目覚めた。時じ刻こくは、木々の向こう側に朝日が半ばまで昇のぼっているくらいだ。目に映うつる光景はすがすがしいが、寝ね起おきは最悪だった。服は寝ね汗あせでぐっしょり湿しめっていて、動どう悸きが激しく、息が切れた。

「やぁ、お目覚めかい」

　横を見ると、木に寄よりかかって座すわるジェンガルが、初めて会った時と同じ口笛を吹ふいていた。そしてやはりジェンガルの周囲や肩かたには多くの鳥たちが集まり、口笛にあわせてさえずりを奏かなでている。

「よく眠ねむれたかい？　魘うなされてたようだけど……」

「あぁ……内ない容ようはあまり覚えてないが、悪あく夢むだった」

「夢見が悪かったなら、顔を洗あらってさっぱりしな。向こうの方に川があるよ」

　と言われても、クリトフにはあまりぴんとこなかった。郡都では水は貴き重ちよう品なので洗せん顔がんの習しゆう慣かんがほとんどないためだ。

「ま、いいから顔を洗ってきてごらん」

　そこまで言うなら、という思いでクリトフは腰こしをあげた。

　下り坂の向こうに消えるクリトフの背せを眺ながめた後、ジェンガルは背はい後ごの大たい樹じゆを見上げた。

「君の仕し業わざだね」

　その時風がそよと吹き、枝えだが揺ゆれた。その様はあたかも木がジェンガルの言葉に応こたえたようだった。

　その反はん応のうをつまらなそうに見たジェンガルは、小さく独りごちた。

「ま、君のやることにあまり口出しはしないつもりだけど……彼に古いにしえの記き憶おくを見せたりしてどうする気だい。本気で彼に、全すべてを背せ負おわせる気かい」

　その言葉に、木は答えない。当然だ。木は木。口もないのに答えられるはずがない。

　だがジェンガルはその様が気に入らなかったのか、前を見たまま起き上がってその場を去っていった。

　──一方のクリトフは、ジェンガルに言われた方向に進んで小川に突つき当たっていた。村のそばにある湖を水すい源げんとした小さな川だが、大人でも飛び越こえるのは難むずかしいくらいの幅はばがある。川面かわもは朝日を浴びてキラキラと輝かがやき、少し角度を変えれば澄すんだ水のおかげで川底までのぞく事ができる。

　手を伸ばしてその水に触ふれてみると、かなり冷たい事がわかった。これも自然の恩おん恵けいなのだろう。寝ている間に多少寝汗をかいたようなので、それくらいの冷たさの方が気持ちよさそうだった。

　両手で水を掬すくい取り、勢いきおいよく顔に叩たたきつけるようにして洗う──初めての朝の洗顔は、かなり快かい適てきだった。悪夢の後味の悪さまで流れ落ちるようだった。

　洗顔が終わり、濡ぬれたままの顔ではなんだったので袖そでで軽く顔を拭ふく──タオルがないので仕方ない。新たな習慣によって生まれた爽そう快かい感により、クリトフは気分よく伸びをした。目に染しみる朝日がすがすがしい。最悪な寝起きの気分は、完全に払ふつ拭しよくされた。

「顔は洗ったようだね」

　と、ジェンガルがのんびりとした足取りでやってきた。手には何か、土で汚よごれた物体を持っている。クリトフの興きよう味みはその物体に向けられた。

「そいつはなんだ？」

「朝食」

　クリトフの鼻先に差し出されたそれは、土で汚れた、なにやら赤い植物のようだった。

「ほぅ、生の飯だな」

「あぁ、取れたての新しん鮮せんな野菜さ」

　ジェンガルは大人の片かた腕うでほどある野菜の一本をクリトフに渡わたし、自分も彼の隣に腰を下ろした。

「どこからこんなもの持ってきたんだ？」

「ん？　むこうのゲンドーさんとこの畑からもらってきた」

「いいのか、勝手に？」

「今年は採とれすぎて困こまってるって言ってたから、僕ぼくらが食べるのを手伝ってあげればちょうどいいだろう？」

　都合のいい理り屈くつだが、否ひ定ていする理由も見つからなかったので反はん論ろんはしない。何より貴き重ちような生の食事を得るチャンスなのだ。せっかくのチャンスをふいにすることはない。

「で、どうやって食えばいいんだ？」

「こうやって、洗って土を落とすんだ」

　と、川の中にその野菜をつけて手でこすって洗う。清流に泥どろが混じって濁にごり、ほどなくみずみずしい赤色をした野菜の表面があらわとなった。クリトフも同じように洗う。

「それで？」

「そのまま食べればいいのさ。何せ新鮮だからさ、皮まで食べられるよ」

　と、ジェンガルは無む造ぞう作さにその野菜にかじりつく。パリッという小気味よい音と共に、野菜の一部はジェンガルの口の中に吸すい込まれた。クリトフも同じくかじってみる。

　口の中に土の柔やわらかい匂においと、野菜が持つ甘あま味みの強い汁しるがあふれ返ってきた。初めて体験する味だ。

「美う味まい！　さすが生の食事だな」

「ま、生野菜ってこともあるけど、この村の野菜は特に美お味いしいんだよ」

「そうか。まぁ、何はともかく美味い」

　と言い、クリトフはその野菜を胃い袋ぶくろに詰つめ込む事に熱中し始める。そんなクリトフを優やさしい眼まな差ざしで見つめるジェンガルは、穏おだやかな口調で語りだした。

「僕はさぁ、郡都を離れて人間らしい生活とは何かをずっと考えていたんだ。そして一つの結論がこれさ。太陽と共に起きて、小川のせせらぎで身を清め、採とれたての新鮮な野菜を口にする──かつて、大昔はこうするのが当然の時代もあったんだよ。まったく、何てすがすがしい気分なんだと思わないかい？　郡都にいたんじゃ、絶ぜつ対たいわからない感覚だよ」

　クリトフはそんなジェンガルの説教など気にせずに、相変わらずのマイペースで野菜をしっかり咀そ嚼しやくしていた。

「……君は僕の話を聞いていたかい？」

「ん？　あぁ、もちろん。この村の野菜は特別美味いんだろう」

「……もういいよ。君は好きなだけ食べな」

　言うだけ無む駄だとわかったようで、ジェンガルはため息と共にそう言った。言われるまでもなく、クリトフはそうしている。

「あと、葉っぱは少し青あお臭くさいから残してもいいけど、食べられるよ。栄養もあるし、僕は好きだな」

「あぁ、わかった」

　その後、結局クリトフは葉まで残さず綺き麗れいに平らげた。一本だけとはいえ、大きめの野菜だったのでだいぶ満まん腹ぷくだ。

「ふぅ、食った食った」

「じゃ、僕は行くよ」

　と、クリトフの食事が終わるまで待っていたジェンガルが立ち上がる。

「どこへ行くんだ？」

「君のバイクを直すのさ。当たり前だろう？」

「あぁ、そうだったな。感かん謝しやする。俺おれも手伝おう」

「一人で十分さ。それに、君は機械にあまり詳くわしくないんだろう？」

「まぁ、そうだな」

「君は、足のケガを治すのに専せん念ねんしな。痛いたみがひいたら、リハビリをすればいい」

「じゃ、そうさせてもらおう」

「それじゃあね。僕はいつもの所にいるから、用があるなら来な」

　ジェンガルは片手を振りながら去っていく。クリトフは急に一人になった。

「さて……ああは言ったものの、いまいち不安だな」

　何しろ、ジェンガルに対する警けい戒かい心はまだ消えたわけではないのだ。正直言って、あの男の飄ひよう々ひようとした態たい度どは疑うたがわしいことこの上ない。だが、逆ぎやくに彼のそばにいる自分が油ゆ断だんしきっているのも事実だった。そのようなことは初めてだった。

「俺もこの村に感化されて、平和ボケか？」

　まぁいい。ジェンガルも今の所妙なそぶりはない。ならば、そっとしておいても問題なかろう。

「さて、となるとやる事もないな……少しぶらつくか」

　多少は足を動かした方が治りも早い。杖つえをつきつつ村の中を散歩する事にする。

　日の出からまだそれほど時間はたっていないというのに、村人のほとんどは起きて畑仕事に精せいを出していた。老人から子こ供どもまで、ほぼ村民全員が額ひたいに汗あせしている。

「フム……村人は働き者が多いな。これなら追い出さなくても、労働力として使えるな」

　と、クリトフが誰だれに言うでもなくつぶやいたその時、彼を呼ぶ声が聞こえてきた。

「クリトフさーん」

　ふと見ると、手を振りながら元気よくジーンがこちらに駆かけてくる所だった。

「おはよう、クリトフさん」

「あぁ。朝が早いな、ジーン」

「そう？　みんなこの時間には起きるよ」

　時刻は、太陽がようやく完全に昇のぼったくらい。夏場なので日の出は早いから、クリトフの感覚ではかなりの早起きに思える。でも、この村ではそれが当然らしい。

「クリトフさん、昨日の夜はどうしたの？　ゴメンね。本当は僕の家に泊とまってもらおうと思ったのに……」

　と、今まで嬉うれしそうだったジーンの笑え顔がおがたちまちしぼみ、悲しそうにゆがんでうつむいてしまった。相変わらず純じゆん粋すいな少年は、まだそのような事を気にしていたらしい。クリトフはフッと笑い、ジーンの頭をポンポンと軽く叩たたいてやった。

「別に、お前が謝あやまる事じゃない」

　素そっ気ない口調だが、その言葉の裏にはジーンを気き遣づかうクリトフの想おもいが隠かくれていた。

「お前が悪いわけじゃぁないし、もちろんお前の姉あね貴きが悪いわけでもない。悪いのは俺さ。いきなり押おしかけた俺のほうが厄やつ介かい者ものだ」

「でも、クリトフさんケガしてるんだし……」

　クリトフはもう一度ジーンの頭を叩き、その言葉の続きを押しとどめた。

「とにかく、お前が気にする事じゃないし、俺も気にしてない。昨日はジェンガルの世話になったから、何も問題ない。そうだろう？」

「クリトフさんがそう言うなら」

　と言い、ジーンは人当たりのいい笑みを浮うかべた。先ほどまでの悲しそうな顔がウソのようだ。本当に、感情の起き伏ふくが激はげしい子である。もっとも、それだけ素す直なおに表ひよう情じようをだせるというのは、クリトフにとってうらやましいものだった。

「ジーン、何をしているの……あら」

　と、二人が話している場に現あらわれたのはアリスだ。動きやすい麻あさ製せいの服ふく装そうは早くも汗で濡ぬれていて、頭には麦むぎ藁わら帽ぼう子しをかぶっている。彼女も畑仕事の真っ最中だったらしい。

　彼女はクリトフの姿すがたを認みとめると、少しだけマユをひそめて頭を下げた。

「どうも、おはようございます」

「あぁ、おはよう」

　二人は一いち応おうあいさつを交かわしたが、互たがいの態度はよそよそしいものだった。昨日あのような別れ方をしては、まぁ仕方のないことだろう。

　と、クリトフの足に何かが絡からみついた。見下ろすと、ジーンがクリトフの足にしがみつき、身を縮ちぢこまらせていた。あたかも、姉の視し線せんから隠かくれるように──それでいて顔だけはクリトフの腰こし付近から横に出し、チラチラとアリスの様子を窺うかがっている。

「どうしたんだ、ジーン？」

「ジーン、何をしているの。そちら様に迷めい惑わくでしょ。早く離はなれなさい」

「…………」

　語気を荒あらくして言うアリスに対し、ジーンはますますクリトフの陰かげに隠れる……その様子から、姉弟きようだいゲンカだろうと容よう易いに想そう像ぞうできた。

　それと同時に、クリトフにはわかってしまった。普ふ段だんあれだけ素直なジーンが姉とケンカをするというのは、滅めつ多たにあることではないだろう。このタイミングでケンカをするということは、十中八九クリトフが原げん因いんに違ちがいあるまい。

　それで多少の責せき任にんを感じたクリトフはこう言った。

「まぁ、そう言うな。別に俺は気にしてないから……」

「いえ、これは弟と私の家族の問題です。申し訳わけありませんが、あまり口出ししないでください」

　そう言われては、反はん論ろんのしようがなかった。しかし今日のアリスは昨日にもまして機き嫌げんが悪そうだ。口調は今にもクリトフに嚙かみつかんばかりである。これは触さわらぬ神に祟たたりなしだな、とクリトフも逆さからうのはやめた。

　ただ、そこでアリスが上着のポケットに手を入れた。

「それと、昨日のこれ、お返しします」

　と、娘はポケットから金の粒つぶを取り出した。どうやら、クリトフに会ったら返そうと思って持ち歩いていたようだ。マメな性せい格かくである。

「あんたもしつこいな」

「私は見返りを期待したわけではないので、このようなものをもらう謂いわれがありません」

「……わかった。俺も譲じよう歩ほしよう」

　言いながらクリトフは金を数個受け取り、アリスの手の平に一粒だけ残す。

「せめてこれだけでも受け取ってもらえないか？　俺の、ほんの気持ちだ。これくらいならいいだろう？」

「……わかりました。気持ちとして受け取りましょう」

　なんとかそれで交こう渉しようは成立したようだ。クリトフもようやく胸むねをなでおろす事ができる。

「ほら、ジーン。いつまでそこにいるの」

　と、相変わらずクリトフの陰に隠れているジーンに向かってアリスが呼びかける。だが、ジーンは黙だまったまま動こうとしない。

「…………」

　仕方がないな、とクリトフはため息をつきながら思った。原げん因いんは自分にあるのだから、一ひと肌はだ脱ぬいでやるとするか。

「おい、ジーン。いったいどうしたっていうんだ。お前の姉さんが呼んでるぞ」

「…………」

「男がこそこそ隠れるのは感心せんな。何があったかは知らないが、隠れるのはやめたらどうだ？」

「そうよ、ジーン。そちらの方も迷惑だそうよ。いいかげんに……」

　アリスの言葉にまた身を隠すジーン。クリトフは片手を振ってアリスを遮さえぎった。アリスも自分が原因でジーンが離れていると感じたので、大人しく押し黙った。

「ほら、ジーン。いったいどうした？　姉貴とケンカしたのか？」

「……うん」

　ようやく答えてくれた。小さな声と共にかすかにうなずいたのだ。

「そいつはいかんな。家族とケンカをするのは、まぁ仕方がないことだ。どんなに仲がいい人間も衝しよう突とつする事はある。だが、そうやって意地はってケンカし続けるのは無意味だ。それどころか最悪だな。家族は人間の寄よる辺べとなるものなのに、拒きよ絶ぜつし続ければそれはお前が孤こ立りつする事になるぞ。そうなればお前に未来はない」

　クリトフの物言いは小こ難むずかしく、ジーンにはあまりその意味がわからなかった。でも、クリトフの言わんとする所は少年にもなんとなくわかった。

「さぁ、わかったらさっさと姉貴に謝あやまれ。どうせ、お前の方が間違ってるんだ」

「違うよ、姉さんが悪いんだ！」

　クリトフはそんなジーンの反はん応のうも心得ている、という様子でうなずいてみせた。

「あぁ、そうだろうな。だが、そうだとしてもお前は謝らないといけない」

「なんで？　姉さんが悪いんだよ。姉さんが、クリトフさんのことを……」

　そこまで言った所で、ジーンの目から涙なみだがあふれた。今まで我が慢まんしていたものがまたこみ上げてきた。そしてそれ以上は嗚お咽えつにまぎれて、言葉にならなかった。

「いいか、ジーン。よく聞け」

　クリトフは地面にしゃがんでジーンと視し線せんの高さを合わせながら言った。

「お前たちのケンカの原因は、だいたいわかった。俺が原因なんだな？」

「……うん、姉さんが……姉さんが……」

「あぁ、それはもうわかった。そしてお前が姉貴とケンカをしたのは、俺をかばってくれたからなんだな？」

　ジーンはコクリとうなずく。

「ありがとう」

「え？」

　あまりにもあっさりと口から出たクリトフの感かん謝しやの言葉に、ジーンは一いつ瞬しゆんキョトンとしてしまった。

「お前がかばってくれた事は、とても嬉うれしい。すごくな。だから礼を言う。ありがとう、ジーン。だから……もう十分だ。姉貴に謝れ」

「なんで？」

「お前の姉貴の気持ちも、わかってやれ。俺は所しよ詮せんよそ者だ。俺を信用できないっていうお前の姉貴の気持ちは、わかる。だから姉貴はお前の事を心配して、言ったんだろう。それが多少きつい言い方だったのかもしれないが、それくらい赦ゆるしてやれ。姉貴がお前を心配してるって事は、わかっているだろう？」

「……うん」

「ほら、なら謝るんだ。お前が謝れば、全すべて丸く収おさまるんだ。姉貴だってきっと自分が悪いと思っているけど、格かつ好こう悪くて謝れないだけだ。だから、今回はお前が譲じよう歩ほしてやれ。できるだろう？」

「……うん、クリトフさん」

　と、最後にジーンは明るい表ひよう情じようで強くうなずいた。

「よし、いい子だ」

　クリトフはそんなジーンの頭を思わず強くなでてしまった。

「痛いたいよ、クリトフさん」

「おっと、悪い」

　ジーンは袖そでで涙を拭ふくと、クリトフの方を見上げた。

「クリトフさん、ありがとう。それで、ごめんね」

「謝るのは、俺じゃないだろう？」

「うん」

　ジーンはトテトテという擬ぎ態たい語がつきそうな歩き方でアリスに近づき、頭を下げた。

「姉さん、昨日はごめんなさい。僕ぼくが悪かったよ、許ゆるして」

　アリスはその弟の姿すがたを見て目を見開いて驚おどろき──数秒後、目を細めて言った。

「いいえ、ジーン。悪いのは私の方よ、私の方こそごめんなさいね」

「姉さん！」

　ジーンが言い、姉の腰こしに抱だきついた。アリスの方もそのジーンを優やさしく微ほほ笑えみながら受け入れ、頭を片かた手てでなでてやっている。

　その姉弟きようだいの様子を見て、自分の役目は終わったことをクリトフは悟さとった。そしてこれ以上この場にとどまり続けるほど、彼は野や暮ぼな男ではない。

　クリトフはできるだけ足音を立てないように、気配を断ちながらそっとその場を離れた。しばらく進んで振り返ると、姉弟の姿はもう木陰に隠れて見えなくなっていた。それを確かく認にんすると、なんだか疲つかれにも似にたような思いが心の底からわいてきた。いいことをしたという思いと、それと正反対の思いの双そう方ほうが。

「俺おれは何をしてるんだ……」

　気分が悪くなって地面につばをはき捨すてた。無む論ろんその程てい度どで気分が晴れるわけもないが。

　本当に、自分の行動が信じられなかった。何な故ぜあの姉弟の仲を取り持ってしまったのだ？　どうせ遠くないうちに二人の顔も絶ぜつ望ぼうにゆがむ結果となるのに、どうしてこのようなことをするのだ？　できるだけ村人には関わらないと決めたばかりなのに……

「あぁ、本当、いやになるな。つくづく自分って奴やつが」

　思い起こしてみれば、昔からそうだった。昔からクリトフという男は無ぶ愛あい想そうで、人と隔へだたりをもって接せつしている。郡ぐん都とで仲間とつるんでいたときもそうだった。だが、そのくせ完全に非ひ情じようにはなりきれなかった。いざとなったらおせっかい焼きで、倒たおれている人間を見たら手を差し出してしまう。あの時も──

　そう、あの時もそうだった。クリトフが郡都で盗とう賊ぞくまがいの暮くらしをしていた頃、獲え物ものとして襲おそった老ろう爺やがいた。服ふく装そうからかなり裕ゆう福ふくな上級市民だとわかった。有り金を巻まき上げた後、仲間は殺せと言ったが、命いのち乞ごいをする老人を見てクリトフは助けてやれと仲間に指し示じを出した。だが血の気の多い仲間が先走って、老人の背はい後ごで鉄パイプを振りかぶった。クリトフは制止の言葉を叫さけびながら、老人とその仲間の間に身を滑すべり込こませた。

　だがその瞬しゆん間かん、クリトフは弾はじき飛ばされた。何が起きたのか皆かい目もく見当もつかなかった。気づいた時には、仲間が全員倒されていた。みな一様に倒れたまま失神していた。

　そしてその中央で、先ほどまで命乞いに暮くれていた老人は軽く手をはたきながら立っていた。状じよう況きようから見て、その老人が自分たちを返り討うちにしたのだとわかった。

『あなたの助けは無用でしたが、一いち応おう礼は言っておきます。ですが、相手を見み極きわめる眼がん力りき程度は養わねば、長生きはできませんよ』

　微び笑しようと共に言うその老人に、クリトフは恐きよう怖ふを感じた。それは異い質しつな、理り解かいのできないものへの恐怖だった。

『ですが、あの状況でわたしをかばうとは何とお人よしな……おや、あなた……そうですね。いいことを思いつきました』

　老人は手を打ち、さも名案といった顔で続けた。

『わたしの名はハーブ。この郡都の市長です。あなたには興きよう味みがわきました……あなた、うちの軍で働きませんか？　うまく口をきいてあげましょう』

　突とつ然ぜんの誘さそいに、クリトフは困こん惑わくするだけだった。

『破は格かくの待たい遇ぐうですよ。それに、こんな危き険けんな盗とう賊ぞくまがいの仕事をするより儲もうけはいいはずです。あなたがそれなりに努力をして結果を出すようなら、わたしもここにいるあなたの仲間を養うにたる報ほう酬しゆうをさしあげましょう』

　クリトフの返事は決まっていた。目の前の相変わらず笑ったままの老人の青い目を見ながら、うなずいたのだ──そう、これがクリトフの軍に入った理由。ハーブの口ききにクリトフ自身の努力の結果上等兵まで出世できた。

　この出来事でも明らかなように、クリトフは昔から優やさしい、周囲の者が言うには甘あまい性格だった。悪あく党とうになりきれず、中ちゆう途と半はん端ぱに悪ぶる自分がいつもいた。その性格はどうしても変へん革かくできず、そのまま現在に至いたっている。

「……あぁ、もうやめだやめだ。悩なやんだってどうしようもない」

　そうつぶやき、余よ計けいな事は全て頭から締しめ出した。済すんだ事を悩んだって仕方がないのだ、結局は。

　道を歩きながら横を見ると、柵さくで囲まれた畑で親子らしき二人が作物の間に座すわり込んで草取りをしているのが見えた。早朝とはいえ、季節は夏だ。すでに気温も上じよう昇しようし、二人は額ひたいに汗あせを浮うかべながらも一心不ふ乱らんに草を取っている。

　その様子を見ているうちに、クリトフは胸むねの奥おくに何かが膨ふくらんでくるような感覚を覚えた。頭の中に浮かんできたのはジーンと、アリスのイメージだった。

　考えてみれば、まだ成人しきってない姉と弟、二人だけの家族だった。両親の姿は見えなかったし、昨日入った家の中にも二人以外のものが生活している気配はなかった。多分、両親はすでに他界しているのだろう。この村がどうかは知らないが、両親が死んでいる子こ供どもなど郡ぐん都とでは珍めずらしくない。実じつ際さい、クリトフ自身がそうだった。

　この村は基き本ほん的に善ぜん人にんばかりのようだから、おそらくは周りが手助けをしてくれているだろう。だが、それにしても二人にはそれなりの苦労があったに違いない。

　そのことに気づくと、クリトフは何だか胸が押おさえつけられるような思いに捕とらわれた。

「必死に生活している姉弟きようだいの暮くらしを、俺は壊こわそうとしている……」

　何気なくつぶやき、そして自分が口にした言葉に気づくとクリトフは愕がく然ぜんとした。

「バカな。俺は何を言っているんだ……」

　そう、何も悩む事ではないのだ。確たしかにあの二人には世話になったが、結局は赤の他人。郡ぐん都とには、子供の頃ころから苦労を共にし、明日食べるものにも困こん窮こゆうしている人々がいるのだ。そんな人々を救うため、この村の事を郡都に報ほう告こくする義ぎ務むがクリトフにはあるのだ。万一邪じや魔まな村人が殺される事になろうと、死んだ彼らより多くの郡都の人間が助かるのだ。数の上で、クリトフのやろうとしている事は正しいはずだ。

　そう、自分は正しい。間ま違ちがってない。赤の他人と家族同然の人々。どっちを選ぶべきか迷まよう事はない。迷うべき事ではない……なのになぜ自分の胸はこんなに苦しいのだろう？

　クリトフはいまだかつて体験した事のないその感覚を紛まぎらわそうと、近くにあった木に自分の頭を打ち付けた。そのまま何回も叩たたきつけ、痛いたみでその苦しさを何とかごまかす。

　少し息切れをしつつクリトフは自分の行動を止め、その場に座りこんだ。額に手を当てると、少し切れて血が出ている。でも、そのおかげで何とか迷いは消えたようだ。

　そう、自分はもう迷わない、迷ってはいけないのだ。郡都の人間のため、彼はこの村の住人を切り捨すてる。それこそが使命なのだ。

　新たにそう決心すると同時、クリトフは急に眠ねむ気けを感じた。今日は早起きだったし、足のケガも全ぜん快かいしていないから疲れが溜たまっている。どうせやる事もないのだから、少し眠ねむる事にしよう。

　クリトフはそのまま木に寄りかかりつつ目を閉とじ、寝ね息いきをたて始めた……




　そこは夢む幻げん──クリトフはまたも夢ゆめを見た。

　クリトフ自身は覚えてないが、以前見たのと同じ研究所だった。水すい槽そうの中の金きん髪ぱつの少年たちは、相も変わらず苦しみ続けていた。その周囲の白衣の連中も、相変わらず淡たん々たんと記録をつけていた。

　水槽の中の少年には腕に刻こく印いんがあった。ナンバーが打ってあるのだ。二〇〇番台後半の数が多かった。

　苦しむ少年たち。だが、一人だけ違ちがった。三一〇と、数少ない三〇〇番台の少年は整然としていた。体中につけられたチューブやコードも気にせず、水中で目を閉じて平然としていた。白衣の連中は驚きよう愕がくの表情と共に、その少年の周囲に集中していた。

　やがて、水中の少年がゆっくりと、碧へき眼がんをあらわにした……

　場面が変わった。そこはビル街だった。雲にも届とどかんばかりの建けん築ちく群ぐん。空は見たこともないほど青々と晴れ渡わたり、クリトフの知らない機械が空を飛んでいた。

　その空の一点。そこに変化が生じた。そこに小さな人ひと影かげが映ったかと思ったら、次の瞬しゆん間かん羽が現あらわれた。

　それは翼つばさだった。巨きよ大だいな翼だ。鳥のように、小さな羽が無数に合わさってできた翼。だが、その大きさは異い常じようだ。雲をかすめるほどのタワーすらも、その翼の前では枯かれ木程てい度どにしか見えなかった。羽一枚が、大の大人五人分くらいの長さがあるのだ。そんな羽が何百枚、何千枚と集まって翼を形成していた。今や、その翼によってできた影で周囲一帯が夜のように暗くなった。

　そしてもう一つ。翼は黒かった。闇やみのように黒い──いや、そのような表現では表しきれないような黒さだった。禍まが々まがしさを持った漆しつ黒こく。輝かがやきを赦ゆるさぬドス黒さがそこにあった。

　と、その翼が光を帯びた。圧あつ倒とう的な光量だ。一転、辺りは光に飲み込まれ、明るすぎて何も見えなくなった。その光はどこか神こう々ごうしさをもっていて、それでいて人間を畏い怖ふさせるものも秘ひめていた。

　そして、光が爆ばく発はつした。一気に広まった光は、世界を飲み込んだ。

　光の中、全ては灰かい燼じんに帰す……あれだけ巨大だった高こう層そう群は、一瞬で砂すなのように崩くずれ落ち、消え去った。街にいた人間も然しかり。体の表面から順に、あっという間にきらめく粒りゆう子しへと崩れ、虚こ空くうへ消え去っていった。

　それが世界中で同時に起きた。全てが消えた。全てが滅ほろんだ。老ろう若にやく男なん女によわけ隔へだてなく、死神の刃やいばは迫せまった。崩れる己おのれの体を呆ぼう然ぜんと見る者。必死に逃にげようとするが、足が崩れてその場に倒れた者。狂くるったように笑い出す者。泣き叫ぶ者──様々いた。全員の運命は等しかった。みな等しく滅んだ。

　全てが、全人類が、全文明が、地球の表面全てが等しく消しよう滅めつしていく……

　クリトフはそこで、飛び起きた。相変わらずの最悪な寝起きだ。疲れを取るために寝たはずが、逆に疲れたような思いだ。

　周囲を見渡すと、太陽が中天で輝いていた。だいたい数時間ほど眠ったようだった。

「今のは……」

　見た事もない光景だった。ぼんやりとしか記き憶おくに残ってないが、妙に生々しい夢だった。

　あの見た事もないビル群は、かつて人が最さい盛せい期きを誇ほこった頃の光景だろうか。だとしたら、あの光景は……

「……〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉なのか？」

　だが、だとしたらあれは何なのだ。世界が滅んだ元げん凶きよう、あの禍まが々まがしいまでに黒い、巨大な翼は。いったい、〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉とは何なのだ。

〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉──それは一千年前に起きた大事じ故こ。人類と文明を滅ぼし、地球環かん境きようをも歪ゆがめた惨さん事じ。今やその詳しよう細さいを知る者は、いない。いくら悩なやもうと、クリトフだけで答えが見つかるとは思えなかった。考えるだけ無む駄だだ。

「……まぁいい。体がなまらないうちに、少し運動をしておくか」

　つぶやくと、クリトフは顔を上げて森の奥おくへと進んでいった。




　そこは村の中央。木の下でクリトフのバイクを直していたジェンガルはふと顔を上げた。いつの間にか、バイクの上には昨日と同じ青い鳥がとまっている。ジェンガルはその鳥に、まるで友人と話すような気軽な感覚で声をかけた。

「やぁ、今日は早いね……え？　あぁ、昨日の彼かい」

　座すわっていたジェンガルは立ち上がり、軽く伸のびをしつつ右の方に視し線せんを向けた。その方向は、ちょうど眠ねむりについたクリトフがいる場所をまっすぐ捉とらえている。だが、当然ここからではクリトフの姿すがたなど見えない。距きよ離りも離はなれているし、間に幾いくつか遮しや蔽へい物ぶつもある。だが不思議なことに、ジェンガルは正せい確かくにクリトフの位置を捉えていた。

「そう、彼は今悩んでいる。彼は選せん択たくしなければならない。彼には二つの選択肢しがあるけど、そのどちらを選んでも彼は後こう悔かいする事になる。だが、それは乗り切らねばならない試練だ。彼がいったいどちらを選び、そして何をするかが全すべての未来を決定する──未来が天国になるも地じ獄ごくになるも彼しだい。僕らは、それを見守る事しかできない」

　ジェンガルの言葉を聞いた鳥は上を向き、一声高い声で鳴いた。それは聞く者の心を引き寄せる声だったが、その原げん因いんは声に込こめられた悲しみのためである。

　ただ残念なのは、その声を耳にしたのはジェンガルだけであり、彼自身はただ真まっ直すぐクリトフのいる方を見ているだけだったという事だろう。そばに誰だれかがいれば、きっとその声の深い悲しみに魅み了りようされる事となっただろうから。





　第三章　還かえるべき場所







　そこは村の外れ。少し森に入った人ひと気けのない場所。そこにクリトフはいた。昼ひる寝ねから目覚めた彼はすぐにこの場所へ来たのだ。

　木々の間の少し開けた場所に真っ直ぐ立ち、両りよう腕うでを腰こしに当て、息を短く吐はいて呼こ吸きゆうを整えている。

　そのまま自然な動作で足を前後に引きつつ腰を落とし、突つきを左右交こう互ごに連続で出しながら前進。止まると、今度は大きく伸び上がるようにして立ち、そのまま右足を高く、頭の上まで上げ、そのままの体たい勢せいで上体だけを横よこ倒だおしにする。そして、足だけが別の生き物のように変へん幻げん自じ在ざいに曲がりながら、四方八方へと真っ直ぐ伸のびる。その一連の動きは研とぎ澄すまされた刃やいばのごとく鋭するどく、洗せん練れんされ、芸げい術じゆつ品ひんのように美しかった。

　そして最後、初めと同じ体勢に戻もどったクリトフは息を整え、ゆっくりと目を開けた。

「……足の負ふ傷しようは経けい過か良好。もう杖つえなしで大だい丈じよう夫ぶだな」

　と、右足を見下ろしながら言う。正直な気持ちで言うと、若じやつ干かんまだ痛いたみが残っており、今の動きでも多少遅おくれが出ていた。でも、いつもそばに杖になる棒ぼうがあるとは限かぎらない。杖がなくても動けるなら、使わないほうがいい。そのほうがかえって回かい復ふくが早いということも経けい験けん上わかっている。

「それに体の各部関節、内ない臓ぞうも異い状じようなし。これなら、バイクさえ直ればすぐ出発できるな」

　満足しながら付け足すクリトフ。どんな時でも万ばん全ぜんに近い状じよう態たいを保たもつのが兵士の務つとめだ。

「さてと……杖なしでも問題ないよう、今のうちに歩き回るか」

　今まで杖に使っていた棒はその場に捨すて、二本の足でしっかり歩いて進むクリトフ。その歩調は泰たい然ぜんとしており、昨日のひどい捻ねん挫ざがウソのようである。この回復の早さにはクリトフ自身の体力もさることながら、ジーンの家でつけた薬の効こう果かもあるだろう。

　時じ刻こくは、もう太陽が頭上にかかるかという頃。思ったより時間がたっていたようだ。昨日はトレーニングを欠いたので、今日多めにしたためである。強い日差しが照りつける中を、大して汗あせもかかずにクリトフは進む。外の異常気象に体が慣なれているため、暑さにも寒さにも強いのだ。

　クリトフが道を歩いていると、すぐ横の畑の柵さくに寄りかかっていた男が声をかけてきた。土と汗で汚よごれた作業着に麦ワラ帽ぼう子しをかぶった、いかにも農民然とした三十過ぎの男だ。

「よぉ、兄ちゃんちょっと待ちな」

「ん？」

　見覚えのない顔である。だが相手は親しげな様子でクリトフに語りかけてくる。

「あんたが外から来た人だな？」

「あぁ。よく知ってるな」

「なに。こんな小さな村じゃ、ウワサが広まんのもはやいさ」

　男は笑いながら、首にかけたタオルで汗を拭ふきつつ言う。

「それでよぉ、兄ちゃん。昼メシ食ったか？」

「？　いや。食べてないが」

「ならちょうどいい。これ食いな」

　と、男は自分の足元に置いてあった籐とう編あみのカゴをクリトフに差し出した。上に布ぬのがかかっているので中身はわからないが、会話の内ない容ようからして食料であると容よう易いに想そう像ぞうできる。

「これは？」

「なに、うちのかかぁはよ、いっつもメシを多く作りやがんだ。オレはそんなにいらねぇってのにな。ま、そんなわけだから遠えん慮りよしねぇで食いな」

　口調はややぞんざいだが、その分押おしつけがましさの全くない態たい度どだ。

「しかし、こんなものをもらう謂いわれはない」

「いいから、若わかいもんは細けぇ事を気にすんな」

「しかし俺おれの気が収おさまらん。何か対たい価かを……」

　と、今朝方アリスから返された金を取り出そうとポケットを探さぐるクリトフ。それを見た男はクリトフの肩かたをつかみ、無理やり方向転てん換かんさせて背せ中なかを押し出した。農作業をしているだけあって、力が強い。

「いいんだいいんだ、気にすんな。大したもんじゃねぇよ。聞いた話じゃ、ケガしてんだろ？　何も考えないでたっぷり食って、早く治すんだぞ。じゃぁな。腹はら減へったらいつでもウチ来い」

　と、強ごう引いんにクリトフを送り出す、名も知らぬ男。クリトフは少しあっけにとられつつ、カゴを抱かかえたままトボトボと前に進む。断ことわるタイミングを完全に逃のがしてしまった。

　そもそも、食料を分けてもらうという事自体がクリトフにとっては信じられなかった。郡ぐん都とでは万年食しよく料りよう不足。貧ひん民みん街がいにいたクリトフたちには配給の食料すらもなかなか回ってこなかった。どこも似にたような状じよう況きようだから、食料は自分一人で食べるものだ。他ひ人とに分ける余よ裕ゆうなど誰にもない。

　だから、クリトフにとって食料は奪うばうものだった。配給所や、力の弱いものから腕ずくで奪った不ま味ずい合成食をむさぼり食って、何とか飢うえをしのいできたのだ。そうでもしなくては、とっくの昔に餓が死ししていただろう。

　だからこそ、クリトフには手て渡わたされた食料が奇き妙みように思えた。さっきの男とは初対面だ。今まで会った事は一度もないし、今でも名前すらわからない関係だ。別にクリトフが空腹で困こまっていたわけでもない。そんな相手にこうもあっさりと食料を渡すなど、クリトフの常じよう識しきでは理り解かい不ふ能のうだった。

「……とてつもないお人よし、という事か？」

　そういうことで納なつ得とくしようとしたが、首を傾かしげてしまう。確かに人のよさそうな男だったが、あの男が特別人がいいというわけではなさそうだ。他の村人を見ていると、あの男はごく普ふ通つうのレベルのように思える。そう、他の村人を見ていると……

「お、兄ちゃん見かけん顔だな。まぁ、にぎり飯でも食いな」

「ウチの野菜で作った煮に物ものだ。ついでに食べなよ」

「お菓か子し焼いたけど、あんたにもあげるよ」

「お茶飲むかい？」

「若いうちは肉がいいだろ？　ちょうど焼いたんだ。一番美う味まいとこ持ってけ」

「湖で魚捕とったんだ。新しん鮮せんな上に焼き立てだから旨うまいぞ」

「甘あまいものは……」

　……と、少し道を歩いただけでクリトフは両手でも持ちきれないほどの食料を手にいれる事となった。

　自分もたいがい人がいいとよく言われたが、ここの村人はそれ以上に人がいい奴がそろっているらしい──クリトフはそう納得したが、同時に妙な気分にもなってきた。

　──俺はこの後この村の平和をぶち壊こわすってのに、村人とこんな仲良くしていいのか？

　朝と同じ思いがまたわき上がってくるクリトフ。当然いいわけがない。頭かぶりを振ふって、その思いを打ち消す──この食料は、向こうが勝手に渡してきただけだ。自分から頼たのんだわけじゃない。ここで優やさしくされたからといって、郡都への報ほう告こくを思いとどまる理由にはならない……ならないはずだ。

　なにはともあれ、さし当たっての問題はこの大量の食料をどうするかという事である。気温も高いので、残しては悪くなりそうだ。いつまでも持ち歩くわけにはいかないし、やはりみんな食べるしかないだろう。量は多いが、食べきれないほどの量ではない。

　クリトフは適てき当とうな木こ陰かげに腰こしを下ろし、傍かたわらに食料の山を築きずいてその山の征せい服ふくに乗り出す事にした。

「クリトフさーん」

　と、聞き覚えのある声が響ひびいてくる。無む論ろん、声の主はジーンだ。手を振りながら駆かけ寄ってくる。

「あのさ、クリトフさん。ご飯まだなら、一いつ緒しよにどうかって姉さんが言って……」

　と言いかけ、ジーンはクリトフの横にある山に気づいて押し黙だまった。クリトフは相変わらずしっかり咀そ嚼しやくしながら食事を続けていたが、黙り込んだジーンの存そん在ざいにようやく気づく。

「なんだ、ジーン。何か用か？」

「え？　あ、その……な、何でもないよ。ははははは……」

「そうか？　言いたい事があるんじゃないのか？」

「もういいよ。じゃぁ、僕ぼく行かなくちゃ」

「あぁ、ジーン。何か食べたいものはないか？　俺一人で食べるには少し多いからな。好きなの持っていっていいぞ」

「いいよいいよ。じゃぁね」

　と言いながらも、笑え顔がおを絶たやさずにジーンは去っていく。

「何しに来たんだ、あいつ？」

「それに気づかないとは、意外と鈍どん感かんだね。その上残ざん酷こくな事を言う」

「オワッ!!」

　と、クリトフは突とつ然ぜんの言葉に驚おどろき、変な叫さけびをあげた。振り返ると、すぐ後ろにジェンガルが木に寄りそうようにして立っていた。

「なんだい、人を幽ゆう霊れいみたいに。失しつ敬けいだね」

　と、長身のため自然見下ろすような体勢から言うジェンガル。口元が笑っているので口で言うほど怒おこっているわけではないようだ。だが、やはりその表情はとらえどころのない感じがした。

　こんな背はい後ごにいたのに気づかなかった。やはりこの男只ただ者ものではない、と心のうちでクリトフはつぶやいた。

「それで、ジェンガル。あんた何でここにいる？」

「何、君が大量に食料を得たってみんなから聞いて、オコボレにあずかろうと思ってね」

　と言いつつ、食料の山から握にぎりメシをとって勝手に食べるジェンガル。飄ひよう々ひようとして悪びれた様子がない。もっとも、クリトフもその程てい度どの事で咎とがめるほど度量は狭せまくないが。

「モグモグ……時間帯を考えれば、ジーン君は君を食事に誘さそいに来たんだろうね」

「ジーンが？」

「まぁそうだろう。それで来てみれば君はもう食事中だったから、落らく胆たんしたのさ。そして、アリス君になんて言おうかと悩なやみながら帰っていった、と言ったところだね」

「アリス？　人の名か？」

「なんだ、知らないのかい？　ジーン君のお姉さん」

「あぁ……そういえば、まだ名前聞いてなかった」

　今さらのように手を叩たたくクリトフ。

「ヤレヤレ、女じよ性せいの名前をまだ尋たずねていないとは、奥おく手てだねぇ」

「大きなお世話だ。だいたい、そこで何であの娘むすめの名前が出てくる！」

「そんな事もわからないのかい？　君はみかけより朴ぼく念ねん仁じんだね」

「お前にそんな事を言われる筋すじ合あいはない！」

　と、さすがにムッときて声を荒あらげるクリトフ。ジェンガルはやはり曖あい昧まいな笑みを浮うかべたまま続ける。

「食事に誘うのは、多分アリス君の考えさ。ジーン君は言うまでもないだろうが、アリス君も君に好意を抱いだいている」

「なんだって？　あの娘が？」

「まぁ、アリス君は気立てのいい娘だからね。君の事が放ほうっておけないのさ。そして今はまだいいが、このままいけば君に好意以上のものを寄せるかもしれない。どうする？」

「……考えすぎだ。むしろ、嫌きらわれていると思うぞ、俺おれは」

「どうだろう？　人の本心が行動にそのまま表れるとは限かぎらないだろう、君のようにね？」

　クリトフの心しん臓ぞうが大きく跳はねた。今のジェンガルの言葉はあたかも、クリトフの胸むねのうちを見み透すかしたようなものだったからだ──だがその動どう揺ようを表情には出さず、クリトフは精せい一いつ杯ぱい興きよう味みなさげな様子で答えた。

「さぁな。それにそうだとしても、俺には関係ないさ」

　わざとぶっきらぼうに答え、串くしにさした肉にかじりつくクリトフ。

「そうだね。君は外の人。彼女はこの村の人。君たちは本来無関係であるべき関係だ。だが、君は関かかわってしまった。関わった以上、君は選せん択たくせねばならない」

「何が言いたいんだ？」

「簡かん単たんな事さ。君ももう気づいているだろう？　選択は二つさ。君も僕のようになるかい？　それとも、やはり帰るかい？」

「俺は……答えるまでもないな」

「まぁ、時間はもう少しある。その間悩なやむんだね」

　去りかけにジェンガルは握り飯を一つとり、長い足で大おお股またに歩いていった。

「君が正しい選択をする事を祈いのっているよ」

　ジェンガルの言う事はいまいち理解できない。でも、何な故ぜか胸の奥に残った。

　──いや、理解できてないわけではない。ジェンガルの言う選択から逃にげているだけだ。

　そう、クリトフも選択が何を意味するのかわかっていた。郡ぐん都とか村か。さらに突つき詰つめれば、この村の事を報ほう告こくすべきかどうかという選択だ。

「……悩むべき事じゃない。悩んでは、いけないんだ」

　自分に言い聞かせるようにつぶやくクリトフ。

「えぇい、気が滅め入いってきた。少しぶらつくか」

　大量にあった食料も、ジェンガルが話しながらだいぶ食べていったおかげでほとんどなくなった。クリトフもだいぶ満まん腹ぷくだ。腹ごなしも兼かねて、散歩に行く事にした。

「ん？　そういえば、ジーンはよかったのかな？」

　唐とう突とつに思い出した。食事に誘いに来てくれたらしいが、無む下げに断ったも同然の態たい度どで接せつしてしまった。悪い事をしたな……そこまで考え、頭を大きく振ふってうめく。

「クソ。またか。またなんで俺がこの村の奴やつの事で悩まなけりゃいけないんだ！　気にしないと、決めたばかりなのに！」

　ジーンも村ももうたくさんだ。クリトフは気を紛まぎらわすための散歩を続けた。

　昼下がりののどかな村。強い日差しを浴び、青々とした葉が畑で見事に並ならんでいる。食事を終えた村人は早くもクワを握にぎり、土を耕たがやしている。平和な農村の午後だ。

「……クッ、最近の俺はどうかしている。昨日会ったばかりの赤の他人どもじゃないか。それがなんだっていうんだ！」

　歩きながら声を出し、頭を掻かき毟むしるクリトフ。

「兄ちゃん、悩み事かえ？」

　と、近くの畑から白いひげを生やした老ろう爺やが話しかけてきた。かなりの年配に見えるが、元気に暑い中を畑仕事をしているようだ。

「なんでもない。気にしないでくれ」

「そうかえ。ならええんじゃが、何かあったら何でもワシ等に言いんさい。お前さんは、もうこの村の一員みたいなもんじゃからのぉ」

「一員？　この俺が？」

　クリトフはハッとしながら振り返り、その老爺に近寄る。

「俺が一員だって？　冗じよう談だんだろ。俺は昨日この村に、それも偶ぐう然ぜん来ただけの赤の他人だぞ」

「じゃが、お前さんは一晩ばん泊とまった。ワシらと同じ飯を食った。それで十分、この村の住人じゃ。なーんも気兼ねする事はない。好きなだけおればいい。お前さん一人を食わせるくらいの余力、この村にゃ十分ある」

「…………」

「じゃ、ワシは畑仕事に戻もどるでな。またな、兄ちゃん」

　老爺は年のわりに太い腕でクワをしっかり握り、また振ふりおろし始めた。

「俺が、一員か……まったく、お人よしにもほどがあるな。自分たちを殺す男を一員なんてな。バカらしすぎて笑っちまうぜ、はっはっはっはっは……」

　だが、その笑いは自分でも不思議なほど力がこもっていなかった。

「アハハハハ、そっちいったぞ」

「よし、任まかせろ」

「バカ、こっちだ！」

「やらせるか!!」

「いけいけぇ！」

　と、どこからか子こ供どもの歓かん声せいが聞こえてきた。顔を上げると、少し行った所に空き地がある。そこで子供が十人ほど集まり、ボールを蹴けって遊んでいる。よく見ると、その中にはジーンもいた。ジーンと同じくらいの歳としから、五歳さいくらいの小さな子供まで幅はばはだいぶある。でも、全員が仲良く楽しそうに遊んでいた。

「子供、か……郡都じゃ、こんな光景見た事ないな」

　郡都では子供にも朝から晩まで仕事がある。子供でさえ働かねば、その日の食料が手に入らないのだ。まして、住じゆう宅たく難なんの郡都では子供が遊べる空き地など皆かい無むだ。

「……ん？　あれは……」

　ふと見上げ、クリトフはマユをひそめた。その空き地へ繫つながる道の一つが坂道になっている。結けつ構こう急な上り坂だ。

　今。その坂を大きな荷車が登っていた。燃ねん料りよう用か、太い薪たきぎを何本も積んでロープで荷車に固定し、その荷車を白黒斑まだらの牛が引いている。クリトフも見るのは初めての家か畜ちくだ。牛の首につながれたヒモはすぐ横を歩く老爺が握っている──そんな状態だ。

「危あぶないな。下に子供がいる時にあんな坂道を通る事ないだろうに……」

「あっ、クリトフさーん!!」

　と、遊んでいたジーンがこちらに気づき、手を振ってきた。

「どうしたのー？　もしかして暇ひま？　なら一いつ緒しよに遊ばない？　今日人数が少ないんだー」

　と、大声で呼よんでくるジーン。元気な様子だ。食事の件けんを気にしているかと思ったが、取り越こし苦労だったらしい。

「やれやれ、うるさい奴だ、仕方ないな……わかったわかった。付き合って欲ほしいんだろ？　なら一緒に……」

　その瞬しゆん間かん、事じ件けんは起こった。

　坂道を登っていた荷車、それと牛とを繫いでいた部分の金具が折れてしまったのだ。傾かたむく荷車。牛の方も驚おどろき、後ろに引き戻されないようふんばった。荷車は重い荷物を積んでいるのだから、その重みでかろうじて残っていた無事な方の金具も全部外れてしまった。

　結果、荷車は坂道を逆ぎやく走そうし始めた。横にいた老爺は驚いて止めようとするが、年寄り一人の力ではどうしようもない。

　いち早くそれに気づいたのはクリトフだ。子供たちはみな遊びに夢む中ちゆうで気づいてない。あわてて怒ど鳴なるクリトフ。

「ジーン！　危ない！　逃にげろ!!」

「え？　何。よく聞こえない」

　クリトフは叫さけびながら走るが、ジーンは耳に手を当てるだけだ。

「バカ！　後ろだ！　気づけ！　早く逃げろ！」

「え？　後ろ？」

　そこで振り返り、遅おくればせながら荷車に気づくジーン。坂道をだいぶ走った荷車はかなり加速している。あたかも子供たちを押おしつぶさんと迫せまる怪かい物ぶつに見えた。

「た、大変だ。み、みんな逃げろぉぉ!!」

　叫びながら自分も駆かけ出すジーン。一緒に遊んでいた子供たちも、事じ態たいに気付いて顔を青くし、クモの子を散らすように逃げ出す。

「危ないぃぃ！」

「逃げろぉぉぉ！」

　とか叫びながら逃げ回るのはご愛あい嬌きよう。ただ、所しよ詮せんは子供。坂道の真下から真まっ直すぐ、坂道の延長線上に逃げ出す者もいる。

「アホか！　そっちに逃げたら荷車が来るだろうが！　横に逃げろ！」

　クリトフが叫ぶと、それが聞こえたか、その子供たちは横に曲がって逃げていく。

　ただ一人、一番小さな三歳くらいの女の子は転んでしまった。それも、よりによって坂の真下で。女の子は転んだ痛いたみで泣き出してしまい、その場から動こうとしない。

「おい！　泣いてるヒマあったら逃げろ!!」

　と叫ぶが、女の子は泣き止やもうともしなかった。必死に駆けるクリトフだが、いかんせん距きよ離りがありすぎる。このままでは間に合いそうになかった。

「ほら、しっかりして。泣かないで、お願いだから」

　と、ジーンが年長者らしくその女の子に駆け寄った。だが、この状じよう況きようでその行動は正しいとは言えない。

「アホか、ジーン！　お前まで巻まき込こまれるだろうが！　逃げろ!!」

　だが、荷車はもうかなり加速している。クリトフも足の痛みがまだ残っているため、思ったより速く走れない。もう間に合わない。

「チッ、仕方ない。ここから狙ねらえるか？」

　クリトフは懐ふところから銃じゆうを抜ぬき、片かた膝ひざ立だちの体たい勢せいになって両腕でしっかりと構えた。距離はギリギリで有ゆう効こう射しや程てい。ただ目標が高速で動くため当たるか不安だが、失敗は赦ゆるされない。

「……一撃げきで車輪軸じくを撃うちぬけば、車輪が片かた方ほう吹ふっ飛んで進路が大きく曲がるはず……」

　だが、その車輪軸はそうとう小さい的だ。その上加速して高速回転しているので、当たっても弾はじかれやすい。射撃にはかなり自信のあるクリトフも、成功するかは賭かけだ。だが、何としてでも成功させねばならなかった。

　狙いを一秒でつけるとクリトフは息を止め、立て続けに引き金を引き、弾だん倉そうにあった弾たまを全すべて撃った。グロックは小口径なため、反動が小さくて連射がしやすい。

　そして、クリトフの狙いは見事に的中した。大きな破は裂れつ音おんと共に荷車の左側の車輪が弾けとび、荷車が大きく傾いたのだ。

「やったぞ！」

　と、思わずクリトフも喜んだ。が、次の瞬間誰だれも予想しなかった事態が起きた。

　大きく傾いた荷車だが、ちょうどそこに石が落ちていたのだ。傾いた車体がその石につまずいた。結果、荷車の巨体が大きくバウンドし、宙ちゆうへ舞まい上がった。

「畜生!!　オイッ、ジーン[image: ]　早く逃げろぉぉ!!」

　クリトフは毒づいてグロックを投げ捨すて、再ふたたび駆け出した。宙に跳とんだ荷車は放物線を描えがきながら落下し始めたが、その落下地点がドンピシャでジーンのいる所と重なっている。女の子はいまだ泣きじゃくるばかりで、ジーンはジーンで落ちてくる荷車に目を丸くして硬こう直ちよくしている。このままでは荷車に押しつぶされて大怪け我が、最悪の場合死ぬ可か能のう性せいもある。

　必死に走りながらも、クリトフは心の中で冷静に状況を分ぶん析せきしていた──だめだ、間に合わない。この速度ではギリギリで間に合わない。せめて足の痛みさえなければ……

　その時、フッとクリトフの体が軽くなった。足の痛みが消えたのだ。原げん因いんは何だかわからないが、とにかく運がいい。クリトフは走る速度を上げた……が、心の中ではあまり楽観的になれなかった。

　──まだ遅おそい。二人の子こ供どもを抱かかえて逃げるほどの時間的余よ裕ゆうはない。二人を突き飛ばすか……だが、待て。何な故ぜ自分があんなガキのために命を懸かけねばならない？　自分はもう十分助けようと努力したではないか。これで助けられなかったとしても、それはそれで仕方ない。誰も自分を責せめられないはずだ。そう、あんな子供を相手に命をはる必要なんてない。必要は……
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「何て事言ってられるか！」

　短く叫さけび、クリトフは猛もうダッシュで二人の元へ駆かけつけた。荷車はもはや目前。二人を突き飛ばした場合、二人は助かっても残るクリトフは無事ではすまない。

　クリトフは滑すべり込むようにして、二人の前に躍おどり出た。その動きはあまりにも速かったため、そばで見ていたジーンにはクリトフが瞬間移い動どうしたかのように見えた。

「ク、クリトフさん……」

　クリトフは真っ直ぐ立ち、目前の荷車にしっかり視し線せんを固定。手を大きく振りながら、右足を高らかに上げて横に振り下ろした。

「セェィッ!!」

　短い気合。同時、クリトフの上じよう段だん回し蹴げりは見事荷車のど真ん中に決まった。荷車はそのまま真横へとベクトルを変え、地面に激げき突とつ。一回バウンドした後、勢いきおいよく地面を転がり、やがてバラバラに壊こわれてようやく勢いは止まった。辺りには大量の木もく片へんが散さん乱らんする。

　荷車を蹴り飛ばしたクリトフはそのまま荷車に背を向け、手を広げてジーンと女の子をかばった。荷車から落ちた薪たきぎが二本クリトフの背に当たったが、子供には当たってない。

　全ては一瞬の出来事。場を沈ちん黙もくが支配する──やがて、逃げた子供たちが近づいてきた。

「ジーン、ミーシャ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ケガないか？」

「しっかりしろよ」

「う、うん、僕ぼくは平気。ミーシャも大丈夫みたい」

　言いながらジーンは立ち上がり、命の恩おん人じんを見上げた。

「クリトフさん、ありがとう。本当に、ありがとう」

「……別に、大した事はしていない。気にするな」

　憧しよう憬けいの光を宿した輝かがやく目で見られ、少し照れたクリトフは顔をほんのり赤めて真横を向いた。

「に、兄さん大丈夫じゃったか！　子供は？」

　と、荷車の持ち主の老ろう爺やが血相を変えてやってきた。遅い登場に思えるが、老人の足を考えればこれでもすぐ駆けつけてきたのだろう。

「あぁ、ジイさんよ。ガキが遊んでる所のそばを、あんなもん持っていくのは危あぶないんじゃないのか？」

「いやはや、面目ない。すまんかった。で、ケガはないか？　すぐに手当てを……」

「フンッ、なんともないよ。まぁ、荷車壊して悪かったな。弁べん償しようを……」

「バカな事を言うな。あんなもんどうでもいいんじゃ。子供たちや兄さんにケガがなければいいんじゃ。で、本当にケガはないのか？」

「僕は平気だけど、ミーシャが転んで擦すりむいてる」

　さっきまで泣きじゃくっていた女の子も落ち着いたか、涙なみだ目めで声は出さないでしゃくりあげながら立っている。その膝ひざは軽く擦りむけ、血と泥どろで汚よごれていた。

「おぉ、化か膿のうしたら大変じゃ。すぐ手当てをせんとな」

　と、老爺は女の子の手を取る。

「兄さんは、本当にいいのか？」

「あぁ、いいから、さっさとその娘むすめを手当てしてやれ」

　面めん倒どうくさげにクリトフは手を振る。老爺は女の子を引いて、何回か後ろを見ながら去っていった。牛もゆっくりとその後をついていく。

「やれやれだな、全く……」

「ジーンッ!!」

　と、黄色い叫び声が聞こえた。振り返れば、アリスが駆け寄ってくる所だった。

　それに辺りを見渡してみれば、いつの間にかヤジ馬が集まっていた。狭せまい村だから、誰かがアリスにも事じ件けんの事を伝えたのだろう。

「ジーン、大丈夫なの？　荷車の下した敷じきになったって聞いて来たけど、ケガは？」

　ウワサには尾おひれがつくものである。今回の場合も然しかり。

「大丈夫だよ。クリトフさんが助けてくれた」

　アリスはそこで初めて気づいたように、そばに立つクリトフを見上げた。実じつ際さい、気が動転して弟以外眼がん中ちゆうになかったのだろう。

「それはどうも、ありがとうございました。弟の危ない所を助けていただいたそうで……」

「別に、あんたには世話になってるからな。その礼代わりと思ってくれればいい。気にすることはない」

「クリトフさんね、すごいんだよ。あの大きな荷車、落ちてきたのを蹴り返したんだ。荷車がふっ飛んだんだよ」

「何ですって？」

　弟の無む邪じや気きな感かん嘆たんの声に、アリスはマユをひそめた。壊れた荷車の残ざん骸がいを見ればわかるが、荷車は大型で、載のせていた薪もかなりの量だ。重さは軽く一〇〇キロを超こえていただろう。数一〇〇キロ近くあったかもしれない。それをクリトフは一撃で蹴り飛ばしたのだ。人間業わざとは思えない。

「……あなたは大丈夫ですか？　ケガはありませんか？」

「ん？　あぁ、別に大した事はないさ」

　肩かたをすくめるクリトフ。だがクリトフは、額ひたいに浮うき出る冷や汗あせを隠かくすのに必死だった。そしてカンの鋭するどいアリスは、クリトフの不自然な様子に疑うたがいを強めたらしい。

「……少し、歩いていただけませんか？」

　アリスは言う。クリトフはそれを聞き、たじろいだ。

　なにを隠そう、荷車を蹴けった反動が足に思いっきり返ってきたため、とてつもなく痛いたむのだ。どう考えても骨こつ折せつしている。平然と立っているよう見せかけているが、実際は左足だけで立って、右足は体重をかけないようにしているのだ。

　だが、この場で足のケガを言いたくはなかった。言えばこの娘は、気にするだろう。下へ手たな気き遣づかいなどされたくなかったので、何とかごまかそうと頭をめぐらせた。

「……おい、ジーン。その辺から棒ぼうを持ってきてくれ。杖つえを忘わすれた」

「朝見た限かぎりでは、杖はそこまで必要ではなかったようですが？」

　アリスの鋭い追つい及きゆう。クリトフは冷や汗を掻かきながら、何とか場をごまかそうと考えた。

「あー……つまりだ、多少足の痛みが強くなって……」

「エッ、大変。クリトフさん、やっぱりケガしていたの！」

　ジーンがしゃがみ込こんでクリトフの足に軽く触ふれた。最悪だ、とクリトフが思うと同時、激痛が全身を走った。

「グアッ!!」

　叫び、クリトフはバランスを崩くずしてその場に倒れた。そばにいたジーンはビックリした様子でクリトフを覗のぞき込む。

「ど、どうしたのクリトフさん！」

「これは……」

「折れてるね、どうも」

　と、ジェンガルが言う。この長身の男はいつの間にか、そばからクリトフを見下ろしていたのだ。

「お前はどっから湧わき出た！」

　と倒れたまま、いきなり割わり込んできたジェンガルに怒ど鳴なるクリトフ。

「人をウジ虫みたいに言わないで欲ほしいね」

　言いながらクリトフの靴くつを脱ぬがせるジェンガル。痛さに叫び声を上げるクリトフだが、ジェンガルは気にしない。

　露あらわになったクリトフの右足は、足首を中心に全体が赤くはれていた。

「ウーン……複ふく雑ざつ骨折だろうね。無茶しすぎだよ、あんなものを蹴るなんて」

「うるさい！　それ以外にどうしろって言うんだ！」

「まぁ、他に道がなかったのは事実だろうけどね」

「あ、あの……」

　アリスが倒れたクリトフのそばにしゃがみ込み、顔を覗き込んできた。視し線せんをそらすクリトフ。

「うちの弟のせいでこんな大ケガまでさせてしまって、本当に申し訳ありません」

　と、アリスは本心からすまなそうに頭を下げてくる。クリトフはむず痒がゆいものを感じ、顔を赤らめながら言った。

「……さっきも言ったが、気にするんじゃない。これは俺おれが好きで動いて、ケガしたんだ。自分の責せき任にんだからな」

「でも……」

「ほら、話は後にしたまえ。まずは、ケガの手当てをしないとね」

　ジェンガルが二人の間に割り込んでくる。

「そうですね。では、とりあえずうちに運んでください。治るまで、うちで看かん病びようします」

　アリスが決意を込めた口調で言う。アリスのガンコなところを知っているクリトフは、それ以上断ことわる事を諦あきらめ、大人しくすることにした。

「わかった、少し厄やつ介かいになる」

「決まりだね、行くよ」

　クリトフを助け起こしたジェンガルは肩を貸かし、クリトフを支ささえながら歩き出す。背が高いので、自然ジェンガルが前かがみの体勢になる。クリトフは右足がほとんど動かせないので、片足跳とびに近い動きで前に進んだ。

「それにしても、よくジーン君を助けたね。君には見み捨すてるという選せん択たく肢しもあったけど」

「当然の事をしただけさ」

「ともあれ、君は正しい選択を行った。もし君が見捨てる方を選んでいれば……僕がジーン君を助けていた」

「何？　お前、そばにいたのか？」

「いや、いつもの場所にいたさ」

「なら、助けようがないじゃないか」

「細かい事は気にしない。ともかく、君は今の所正しい選択をしている。もし見捨てたりしていれば、君自身無事ではすまなかっただろうからね」

「……どういう事だ？」

「さぁね。もう過すぎたことはいいじゃないか。とにかく、選択の期限はもうすぐだ。君も覚かく悟ごを決めるんだね」

　やはり謎なぞの言葉を言うジェンガル。その後、ジーンとアリスの家につくまでクリトフが何を尋たずねても、ジェンガルは答えようとしなかった。




　そこは家。アリスたちの家。その奥おくの部屋にあるベッドに今クリトフは寝ねかされていた。右足は固く包帯が巻まかれ、天てん井じようから吊つり下げられている。

　結局、クリトフの右足は全治三ヶ月の複雑骨折だった。そして医者などいない村なため、治ち療りようをどうするかという事が問題だった。クリトフ自身は一通りの応おう急きゆう手当ての仕方を学んでいたし、骨ほね接つぎにも自信はあった。だがさすがに麻ま酔すいもなしに自分で自分の足を接ぐのは不安がある。最終的に、ジェンガルがやる事となった。

「本当に大だい丈じよう夫ぶか？」

　クリトフが疑うたがわしげに言うと、ジェンガルはにやりと笑った。

「大丈夫さ。こう見えても、一時期医者を目指した事もあるんだよ」

「目指すだけなら誰だれでもできるだろうよ」

「ほら、いいから行くよ。息を止めて。吐はいて、吸すって」

　手早くジェンガルがクリトフの足を引っ張って骨を接ぐ。鈍にぶい痛いたみがクリトフを襲おそったが、それもすぐに治まった。ジェンガルの腕うではなかなかのものだったようだ。

「後は漆しつ喰くいで固めておくよ、安静にね」

「あぁ、ありがとうよ」

　ともかくそうして治療は終わった。クリトフは自分が寝る部屋を見回してみた。やはり家具の少ない部屋は、小さな棚たなが一つにイスが一脚きやく、そしてベッドしかない。部屋はやはり丁てい寧ねいに片づけられて清せい潔けつ感にあふれていたが、人が使っている気配が感じられなかった。おそらくは、この家のどこにもいないジーンたちの親の部屋なのだろう、とクリトフは見当をつけた。

　そして吊り下げられた自分の右足に視線を戻す。ジェンガルの腕が良かったおかげで、骨折の痛みはだいぶ和やわらいでいる。

「……三ヶ月か」

「どうやら、帰るのがまた延のびるようだね」

「あぁ、まったく。どう報ほう告こくすりゃあいいんだよ」

「果たして、帰る必要があるのかな？」

「何が言いたい？」

「別に」

　適てき当とうにはぐらかしてくるジェンガル。狭せまい部屋の中、二人の睨にらみ合いが続く……と、その沈ちん黙もくを破やぶるように高い声が響ひびいた。声と言っても人間のものではない。窓まどから鳥が入ってきたのだ。ジェンガルと会話（？）をしていた例の青い小鳥だ。

　鳥は一回鳴きながら旋せん回かいし、やがてクリトフの肩に止まった。意外に鋭するどいつめを鳥が持っていたため、クリトフは軽い痛みを肩に感じた。

「なんだ、こいつは？」

「おや、どうやら君が心配でお見み舞まいに来たらしいよ」

「なんでこんな鳥が俺の心配をするんだよ」

「君が子こ供どもをかばったからさ。この村に住むものをかばえば、君はもうこの村の一員さ。この鳥も、村の仲間である君を心配しているんだよ」

　村の一員──その一言が、何な故ぜかクリトフの胸むねの中で何度も響いた。

「……悪い冗じよう談だんはよせ。俺はこの村とは、無関係さ」

「それはどうだろう？　君がどう思おうと、もはや君は関かかわってしまった。そして周りは君を受け入れている。もう君は逃にげられない」

「お前は、本当に何を考えているんだ？」

「まだ君に話すべき段だん階かいじゃないね」

　またも睨み合い。と、そこでクリトフの肩の小鳥が飛び、クリトフの足に止まった。

「痛っ！　何をする」

　その小さな衝しよう撃げきでも今のクリトフにとっては辛つらいものだったが、鳥はそのままクリトフの足に嘴くちばしを近づけ、ゆっくりと足の上を歩き出した。その行動は、クリトフの足を労いたわってなでているようにも見える。

「おや、どうやら彼は君を治すつもりらしい」

「治す？　バカバカしい」

「そうでもないよ。君はこの村の名を知っているかな？」

「……忘わすれたな」

「ウェストリー。覚えておきな。ここは世界の願いの集つどう場所。願えば、それがいつかは叶かなう場所だ」

「そいつは夢ゆめみたいな話だな」

「君も願ってごらん、騙だまされたと思って」

　それに対し、クリトフは鼻先で軽く笑った。

「バカバカしい。何故俺が」

「まぁいいよ。明日になれば、イヤでもわかる」

　そしてジェンガルは立ち上がり、部屋の出口に向かう。

「何はともあれ、選せん択たくの事は忘れないように。それじゃぁね、お大事に」

　ジェンガルはそのまま去っていった。小鳥もそれに続くように窓から出て行く。

　少し寂さびしくなったな、と心のうちで思うと、入れ違ちがいになるようにアリスとジーンが入ってきた。

「クリトフさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ジーンは目を潤うるませ、自分がケガをしているような様子で尋たずねてくる。そんなジーンを見て、クリトフは軽く笑って答えてやった。

「大丈夫だ。大したケガじゃない。すぐに治るから、お前が気にすることはない」

「本当？」

「あぁ、だから泣くな。男はな、よほどの理由がない限かぎり他人に涙なみだを見せてはいかん」

「うん、わかった」

　明るい表ひよう情じようを浮かべるジーン。相変わらず素す直なおな性せい格かくだ。猫ねこの目のようにころころ表情が変わる。クリトフはそんなジーンを、愛あい嬌きようがあって可愛かわいらしいとその時思った。

　弟と入れ替かわるようにして、アリスが話しかけてくる。

「この度たびは、うちの弟が大変お世話になりました。感かん謝しやの言葉もありません」

「……そういう堅かた苦くるしい言い方はよしてくれ。息が詰つまる。気にせず、自然体でいてくれ」

「……そうですか。とにかく、弟を助けていただいてありがとうございます。ジーンも」

「ありがとう、クリトフさん」

「気にしないでくれ。あんたらには世話になってるからな、これでおあいこさ」

「とりあえず私にできる事はありませんが、ケガが治るまではうちでゆっくりしてください。できる限りの事はしますから」

「やった、クリトフさん、うちに泊とまるの！」

「これ、ジーン。ケガをしたのに、喜ぶ人がいますか」

「ご、ごめんなさい」

　小さくなるジーン。その姉弟きようだいの様子を見て、クリトフには自然と笑みが浮かんできた。

「ハハハ」

「あっ、笑うなんてひどい」

「そうそう、お腹なかが減へりませんか？　スープを作ってきたんですけど」

　と、アリスがまだ湯気の立つ皿を載のせたお盆ぼんを差し出してきた。そういえば、何だかんだでもう時じ刻こくは夕方。クリトフも小こ腹ばらがすいてきた所だ。今まではケガのごたごたで空くう腹ふくを感じなかったのだ。

「悪いな」

「いえ、気になさらないでください」

　と言いながらアリスはベッドのそばのイスに座すわり、自分でスプーンを握にぎった。その時点で、クリトフは少しイヤな予感がしてきた。

「どうぞ」

　クリトフの予想通り、アリスはスプーンでスープをすくい、そのスプーンを差し出してきた。どうやらクリトフにこうやって食べさせる気らしい。

「いや……自分で食べられる」

「最初は安静にしていないといけません」

　真ま面じ目めな顔で言うアリス。こうなると彼女はガンコだということをすでにクリトフは知っていた。

「しかし……手は無事だ」

「大事にするに越こした事はありません。遠えん慮りよしないでください」

　恥はずかしいんだ、と思うものの、それを口に出すと余よ計けい恥ずかしいので黙だまり込こむクリトフ。頭の中で必死に状じよう況きようを打開する案をめぐらせてみる。

「だが……ジーンが見ているぞ」

　部屋に一いつ緒しよにいたジーンは姉とクリトフの様子を興きよう味み深ぶかそうに眺ながめていた。

「ジーン。人の食事をじろじろ見るものではありません。あなたは外にいなさい」

「ええ、でも……」

「いいから」

　と、ジーンは名残なごり惜おしそうにしながら部屋から出て行く。

　かくして、クリトフの最後の砦とりではなくなったのだった。もう断ことわる口実もない。覚かく悟ごを決めてスープを飲むしかない。

「では、いただく」

「はい」

　アリスがクリトフの口にスープを注ぐ。手て馴なれた手つきでクリトフもスープが飲みやすかった。スープをこぼさず、それでいて手早く口元までスプーンを運ぶ動作は事じ務む的にも思えるが、よく見ると相手への配はい慮りよで溢あふれている。クリトフも自然、食が進んだ。

「そういえば」

　食事を続けながらアリスが言う。

「名前、まだ聞いてませんね」

「ん？」

「あなたの名前です。私はアリスと言います。呼よび捨すててくださって結構です。あなたは？」

　言われてみれば、お互たがい自じ己こ紹しよう介かいをしていない。会って一日以上たつのに、変な話だ。

「あぁ、俺おれはクリトフ……ジーンから聞いてないのか？」

「一いち応おう聞きましたが、こういうことは本人同士がやる事に意味があるのです」

　もっともな意見だ。生き真面目な性せい格かくをしたアリスらしいと言えばアリスらしい。

「あぁ、それじゃぁ、少し厄やつ介かいになる、アリス」

「えぇ、どうぞゆっくりしてください、クリトフさん」

　お互い、ゆっくりと微ほほ笑えんだ。

　この瞬しゆん間かん、クリトフは足をケガしているにもかかわらず、かなりの幸福を感じていた。

　そして食事を終えると、クリトフはまぶたが重くなるのを感じた。

「……悪い、少し眠ねむくなってきた」

「疲つかれているのでしょう。ゆっくり休んでください」

「あぁ、そうさせてもらう」

　クリトフはそのままベッドの上で力を抜ぬき、やがて静かに寝ね息いきを立て始めた……




　そこは、クリトフの部屋。その夜の事だ。クリトフは静かに眠っていた。だが、強きよう烈れつなかゆみに目を覚ました。どうも骨折をした右足がかゆいのだ。アカがたまるには早すぎるし、原げん因いんは不明だ。しかし、無む性しようにかゆくてガマンできない。手を伸のばし、足を揺ゆらさないようにしながら軽くかく。だが、漆しつ喰くいで固めた足にその刺し激げきが届とどくはずもない。結果、かゆみとずっと戦い続けたため、ほとんど眠ったようではなかった。

　そしてようやくウトウトしかけた頃ころ、物音に目を覚ました。

　体を起こすと、窓まどの外にジェンガルがいた。時じ刻こくはまだ日もでていない早朝。人の家を訪ほう問もんする時間ではない。

「どうしたんだ、こんな時間に」

「お邪じや魔まするよ」

　窓を開けると、勝手に入り込んでくるジェンガル。この男の厚あつかましいところは今まで何度か見てきたが、さすがに今回は今までの中でも飛び切りだ。クリトフは呆あきれはてて止める気にもならなかった。

「お前さんは早朝ケガ人の安あん眠みんを妨ぼう害がいする趣しゆ味みがあるのか？」

　クリトフの皮肉を無む視しし、ジェンガルはクリトフの足を見た。

「足の様子はどうだい？　まだ痛いたむかね？」

「ん？　痛みはだいぶ引いたような……」

　そこでいきなりジェンガルはクリトフの足を叩たたいた。突とつ然ぜんの行こう為いゆえ、まったく身み構がまえていなかったクリトフは反はん射しや的に怒ど鳴なった。

「何をする……ん？　痛くないぞ」

「どうやら、もういいようだね」

　ジェンガルはつるされたクリトフの足を抜き、床ゆかにゆっくり降おろした。

「立ってごらん」

「バカ言え。複ふく雑ざつ骨こつ折せつだぞ。杖つえがないと……」

「いいから、やってごらん」

　ジェンガルの有う無むを言わさぬ様子に圧おされ、ゆっくり立ち上がるクリトフ。

「……む？　立てた……」

「もういいようだね。痛くないだろう？　君の足は完治した」

「バ、バカな」

　クリトフは数歩歩いてみる。だが足は全く痛まず、真っ直ぐ歩くことができた。軽く跳とんでみても問題ない。骨折の痛みなど、影かげも形もなくなっていた。

「よし、行くよ」

「待てよ、どういうことだ！」

「昨日言ったろう？　この村では、あらゆる望みが叶かなうのさ」

「だからと言って、複雑骨折がたったの一晩ばんで治るのか！」

「治ったものは仕方ないだろう？」

「グッ……」

　そう返されてはクリトフも答えようがない。

「とにかく、ここはそういう場所なんだ。そう割わり切らないとやっていけないよ」

「……信じられないが、どうやら本当らしいな」

　嫌いや々いやながらもクリトフは頷うなずいた。

「ほら、わかったら行くよ」

「どこへだ？」

「バイク、直したよ。出発するんだろう？」




　そこは村の外れ、辺りは暗く、人ひと気けはない。そこにフロート・バイクにまたがったクリトフと、ジェンガルがいた。クリトフの足のギプスはもうない。本当に完治したのだ。

「よく直ったな」

　これはバイクの修しゆう理りについてのセリフだ。

「ま、あれくらいならどうって事ないよ。多分郡ぐん都とまで大だい丈じよう夫ぶなはずさ。かなり手を加えたから、以前より速く走れるかもね」

「いろいろ世話になったな」

「あぁ、でもあわただしい出発になったね」

「誰だれのせいだよ。こんな早朝に人を叩き起こして」

「だって、君の足が治っているのを周りに説明するの、面めん倒どうだろ？　それに……別れは必要ないだろう？」

「……あぁ、近いうちに、また戻もどってくる」

「選せん択たくは、したのかい？」

「多分な」

「その選択が正しければ、未来は正しい方向へ進むはずだ」

「相変わらずよくわからんことをいう奴やつだな」

　その時、高い鳴き声とともに暗い空から青い小鳥が舞まい降おりてきた。そのままクリトフの肩かたに着地する。

「なんだ、お前？」

「どうやら、彼もお別れに来たようだね」

　数回寂さびしそうな声で鳴く小鳥。

「そんな声だすな。俺はまた戻ってくるよ」

　そう言うと、鳥はその言葉がわかったかのようにうなずいた。小鳥は最後にもう一度鳴き、ジェンガルの肩に飛び移うつった。

「クリトフ君、これを」

　とジェンガルが小さな袋ふくろを差し出してきた。

「軽食さ。途と中ちゆうで食べるといい」

「あぁ、ありがたくもらっておく」

　と、クリトフはその袋を荷物入れに押おし込んでおいた。

「じゃぁ、行くんだね？」

「あぁ、これから先どうするにせよ、郡都へ一度は帰らないといかん」

　言いつつ、クリトフはフロート・バイクを始動させた。一メートルほど宙ちゆうに浮うき上がるバイク。

「それじゃあな、ジェンガル。いろいろ世話になった。ジーンとアリスあての手紙、渡わたしておいてくれ」

「あぁ、確たしかに引き受けた」

　と、先ほどクリトフが大急ぎで書いた手紙を握にぎってみせるジェンガル。

「しばしの別れだ、あばよ」

　そして、静かな発進音のわりにかなりの高速でクリトフの乗ったバイクは木々の間へと消えていった。

　消えていった方角をしばらく見つめる一人と一羽。

「行ってしまったね……あぁ、もちろん彼は帰ってくるよ。どっちを選択するにせよね。でも、彼なら心配はいらないようだ。彼はもう決心している。何が正しいか、ちゃんとわかっているはずだ」

　それを聞き、小鳥は嬉うれしそうに一声鳴いた。

　時刻は早朝。ちょうど森の奥おくに太陽の頭が見え始める時だった。




　暗い森の中をクリトフはバイクで走っていた。だが速度は遅おそめで、クリトフ自身は何かを探さがすように視し線せんを四方にさまよわせていた。

　やがてクリトフは、唐とう突とつにバイクを止めた。目当てのものを見つけたためだった。

　バイクはその場に置いておき、そばの木に近づく──その木の表面は鋭するどい刃は物もので何度も切りつけたようにはがれていた。そう、それは大型の動物──異い常じよう環かん境きよう適てき応おう種しゆ──のマーキングの跡あとだ。そこは、クリトフたちが呼ぶところのバケモノのナワバリである。

　クリトフは油ゆ断だんなく身構えつつ、グロックを視線の高さで構えて進んでいく──やがて、クリトフの方に近づいてくる気配を感じ取った。大きなものの動く足音と、荒あらい息の音も次し第だいに大きくなってくる。

　そして、それは現れた。

　それは、かつての時代にクマと呼ばれたものが変化した動物だった。だが、実じつ際さいのクマとは似にても似つかない生物に成り果てていた。

　クリトフの三倍はある巨きよ軀くは恐おそろしさというよりおぞましさに溢あふれていた。体中の筋きん肉にくが奇き妙みように歪ゆがみ、ねじくれあい、膨ぼう張ちようし、凝こり固まった結果、奇妙なこぶだらけのユークリッドの幾き何か学がくを無む視ししたかのように醜しゆう悪あくで奇き怪かいな像ぞうを成していた。極きよく端たんに短い腕うでには、腕の数倍の長さがある灰はい色と紫むらさきに彩いろどられたツメが飾かざられていた。何より全身を覆おおうその体毛は、縮ちぢれ放題で四方八方、一組として同じ方向を向いているように見えなかった。乾かわききったその体毛は太さがミミズほどもあり、バケモノの異形をさらに異様たらしめていた。

　クリトフは漂ただよう悪あく臭しゆうに吐はき気をこらえながら舌した打うちをした。

「チッ、一番凶きよう暴ぼうなグリズリー型かよ」

　クリトフは目の前のバケモノから視線を外さず、逆ぎやくに睨にらみつけた。すでに勝負は始まっているのだ。視線を外せば、その瞬しゆん間かんに相手は襲おそってくる。問題はないはずだ。銃じゆう弾だんもまだ予よ備びがあるし、体調も万ばん全ぜんだ。バケモノ相手とは言え、負けるはずはない──クリトフはそう確かく信しんしていた。

　だが、バケモノの背はい後ごからクリトフのその予想を崩くずすものが出てきた……それは、もう一匹ぴきのバケモノ、同型のグリズリーだ。二匹は擦すり寄よるようにして立つと、同時にクリトフの事を見下ろしてきた。

「クッ、つがいだったのか」

　毒づいても、もう遅い。二匹のバケモノは凶悪な眼まな差ざしでクリトフを睨みつつ、警けい戒かいの唸うなり声を上げだした。

　最悪だ。ただでさえ手て強ごわいグリズリーを二匹も相手にしなくてはならない。しかもつがいときた。この分だと、近くの巣に子こ供どもがいるかもしれない。子供を守ろうとする動物はとにかく強い。それはバケモノも同じだ。逃にげた方がいいかもしれないが、今さら目の前の二匹が見み逃のがしてくれるとは思えない。背中を見せた瞬間にあの世行きになるのがオチだ。

「……上等だ。なめるなよ、このバケモノめっ!!」

　叫びながらクリトフはグロックを構え、引き金を引いた。同時にバケモノ二匹も動き、雄お叫たけびを上げながらクリトフにツメを振り下ろしてくる。クリトフは後ろに跳とんで躱かわすが、すぐ横にあった木がバケモノの一撃であっさりとへし折られた。恐ろしいまでのパワーだ。かすっただけでも内ない臓ぞう破は裂れつは間ま違ちがいないだろう。

　かくして、戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされたのだった。




　そこは郡ぐん都と──かつての〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉により数十億以上の犠ぎ牲せいを払はらった人類。その人類の生き残りが数百万規き模ぼで集まり、かろうじて残った文明の残ざん滓しにすがって生きている生活共同体の総そう称しようである。

　そこも、そうした郡都の一つだった。ただ一つ特とく徴ちようを言えば、周辺で最大の規模を誇ほこっているという事だろう。保ほ持じしている文明の量が多いためであるが、それでもやはり人口爆ばく発はつは抑おさえられなかった。貧ひん民みん街がいでは人があふれ、毎日餓が死し者しやが出る始末だ。

　そしてその郡都の中央に巨きよ大だいなタワーが立っていた。郡都の全すべてを管理する中ちゆう枢すうタワー。この郡都を動かす全ての機き能のうが集中し、文明を握った一握りの上じよう層そうの人物がいる中ちゆう心しん地ち。

　そのタワーの最上階に、その男はいた。名はハーブ。肩書きはこの郡都の市長──すなわち、郡都の最高権けん力りよく者しやだ。

　彼はすでに初老に差しかかっていた。頭はほとんど禿はげ上がり、顔には無数のしわが刻きざまれている。だがそれでも、その青い目に宿った光は衰おとろえていない。強い意い志しをもった光が灯ともっている。

　ハーブは自室の立りつ派ぱな机つくえに座すわり、報ほう告こくの書類に目を通していた。何しろ、やる事は山ほどある。人口過か密みつの問題は常時あるし、食料合成機の調子が悪いのも最近の悩なやみの一つだ。

　そんな彼の部屋をノックする音がある。

「入ってください、鍵かぎは開いてます」

　と、丁てい寧ねいな口調で答えた。彼は相手が部下でも誰だれであってもそのような口調なのだ。

「失礼します。外へ探たん索さくに出ておりましたクリトフ上等兵が帰き還かんし、是ぜ非ひ直ちよく接せつ報告したいと申しております」

「クリトフ君？　ここ二、三日行方ゆくえ不明と聞いていましたが、戻ってきたのですか？」

「はい、無む傷きずではありませんでしたが」

「フム、彼ほどの人物がそこまで言うのなら何かあったのでしょう。よろしい、会います。通してください」

「ハッ」

　と、その伝令の兵士は一礼をして部屋から出て行った。ただ、彼の顔が始終蒼あおざめていたのが少し気がかりだが──ハーブは気にしない事にした。部下の健康管理まで自分の仕事には含ふくまれていない。

「クリトフ君……ですか。フム……」

　ハーブはクリトフを買っていた。並なみ外はずれた能力がある上に頭も切れる。だから彼自らが貧民であるクリトフを上等兵まで取り立ててやったのだ。

「もっとも、取り立てたのはそれだけの理由ではありませんがね」

　その時部屋の扉とびらがノックされた。

「クリトフ上等兵です」

「入ってください」

　扉が開き、クリトフが入ってきた。

「クリトフ上等兵、ただ今帰還しました」

　ハーブは市長という役やく職しよくにつくだけあって、肝きもも据すわっている。たいていの事には驚おどろかないと自負していた。

　だが、そのハーブでさえ今のクリトフの姿すがたには息を呑のんだ。普ふ段だんから笑え顔がおのまま表ひよう情じようを変えないハーブだが、この時ばかりは思わず眉まゆを動かしてしまったほどだ。

　入ってきたクリトフは、まさに満身創そう痍い。服はほとんどボロキレと化しており、全身が血と泥どろで汚よごれている。杖つえを突つきながらかろうじて入ってきたが、その脚あしはどう見ても人間の関節稼か動どう可能範はん囲い外に曲がっていた。顔も泥だらけな上、頰ほおが大きく裂さけて白いブヨブヨした肉が傷口から見え隠かくれしている。彼が歩いてきた跡あとには血の筋すじができていた。もはや、立っている事すら不思議な状じよう態たいだった。

　しかしクリトフのその目。その目の輝かがやきだけは強かった。何かの目的を持ち、それを果たすための決意を秘ひめた目──ハーブと同じ輝きを持つ目だ。ハーブもその点には気を惹ひかれた。

「……報ほう告こくを聞きましょう」

　ハーブも動どう揺ようを抑えてそれだけ言うのがやっとだった。クリトフは重じゆう傷しようで傾かたむいた体を杖で必死に支ささえつつ、それでもはきはきした口調で言う。

「ハッ、自分はかねてより謎なぞの地ち域いきであった南西地域、区分八六の森林地帯へ探索に向かいました。結けつ論ろんを先に述のべますと、森の奥おくはバケモノ──異い常じよう環かん境きよう適てき応おう種しゆの一大生息地となっており、大変危き険けんな場所である事が判はん明めいしました。詳しよう細さいは自分が書いた報告書を参照してください。自分は十匹以上の異常環境適応種に襲われて重傷をおったため、帰還が遅れました」

　そしてクリトフは今までひきずって来たものを前に出した。

「これがその証しよう拠こです」

　それは、生首であった。グリズリー型のバケモノの生首だ。片かた目めはつぶれて血まみれの状態だが、その形相は子供なら泣き出してしまうくらい恐ろしいものであった。しかも大きさは、クリトフでも両腕で抱かかえねばもてないほどのものだった。

　首の傷口からは薄うす茶ちや色の頸けい骨こつが顔を覗のぞかせており、その切せつ断だん面めんからナイフで力任まかせに切り取ってきたものと見て取れた。

　これがクリトフの死し闘とうの証拠──こんなものを突き出されては、さすがのハーブもその報告は認みとめざるを得なかった。

「話はわかりました。任にん務むご苦労様です」

　と、ハーブは額ひたいの汗あせをふきつつ言った。その表情には、いつも彼が浮うかべている笑みが張はり付いている。初めの驚きさえ通り過すぎれば、彼は普ふ段だんの調子を取り戻す事ができた。

「えぇー……あなたの報告は大変貴き重ちようなものです。そのような危険地帯があるとは今まで誰だれも気づいていませんでした。今後あの地域は第一級警けい戒かい地域に認にん定ていし、誰も近づかないようにしましょう」

「ハッ、自分もそれが最さい善ぜんだと思います」

　心持ち、意い気き込ごんで言うクリトフ。その言葉が彼の思おも惑わく通りのものだったからだ。

「そして、それだけの調査を行ったあなたの功こう績せきはかなり高いものと評ひよう価かしましょう。君には特別ボーナスとして食料三月分、さらに特別休きゆう暇かと医い療りよう施し設せつ使用の優ゆう先せん権けんを与あたえます。しっかりそのケガを療りよう養ようしてください」

　そのボーナスについては、クリトフも予想外の成果だった。それどころか、破は格かくの厚こう遇ぐうと考えていい。それはこの市長がそれだけクリトフを買っているという事でもある。

　ただし、気を緩ゆるめるわけにはいかない。ハーブは決して優やさしさゆえに言っているのではない。それはあくまで損そん得とく勘かん定じよう──クリトフの利用価か値ちがまだあるゆえの、厚遇なのだ。クリトフに価値がなくなれば、この男はあっさり彼を捨てるだろう。市長とはそういう人物なのだ。ここ数年の付き合いで、クリトフはその事をいやというほど感じていた。

　だからこそ、今回の報告の真相を知られるわけにはいかなかった。クリトフは怪あやしまれないよう、努めて無表情を装いながら答えようとした。

「ハッ、有り難がとうござい……」

　と敬けい礼れいしかけたクリトフだったが、そこでついに力尽つきてその場に倒れ、動かなくなった。任務を果たしたとたん安心し、失神したのである。
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「おやおや、大変です。誰か、すぐに彼を医い務む室へ」

　と、本当に慌あわてているのか疑うたがわしい口調でハーブは兵士を二人ほど呼び、倒れたクリトフを運ばせた。

　一人残ったハーブは机つくえの上で手を組み、しばし考えるように目を閉とじた。

「……クリトフ君の報告は実に興きよう味み深い。彼も上う手まく働いてくれたようですね。あの森は前々から臭くさいと思っていたのです……今まで誰も知らなかった森の奥おくで、彼は何を見たか……まったくもって興味深い。今度、入念に調ちよう査さする必要がありますね」

　ハーブは意味深な笑みを口元に浮うかべた。




　そこは医務室。この郡ぐん都とにあるものでは最大規き模ぼの医務室だった。かつて栄えた文明の作った医療機械があり、不治の病やまい以外の病気は全て治せると言われている。そこにクリトフは担かつぎ込まれた。

　クリトフは優先権が与えられているのですぐに集中治療が受ける事ができた。この医務室を使える者は特別な許きよ可かを得た者だけだ。貧ひん民みんなどの下か層そう庶しよ民みんは病気になっても診みてもらえない。治らない病気ならばのたれ死ぬしか貧民に未来はないのだ。

　現に今、この医務室を使っている者はクリトフ一人だった。クリトフはすぐさま培ばい養よう液の水槽に入れられ、そこで傷口をあらかた塞ふさいだ。溶よう液えきにつかるのは初めての体験だったが、気分は良くなかった。溶液から酸さん素その供きよう給きゆうがあるとはいえ、肺はいの中まで液体が浸しん透とうしてくるというのは気分のいいものではない。クリトフはぼんやりとした意い識しきの下で、もう二度とこんな治療は受けたくないと思った。

　さらにその後も様々な処しよ置ちがほどこされ、ミイラのように包帯を巻かれた後ようやくベッドに寝かされて治療は終わった。ナノマシンによる擬ぎ似じ皮ひ膚ふが人体と一体化するまでは包帯が取れないそうだ。

　ベッドに寝て天てん井じようを眺ながめ、クリトフはニヤリと笑った。

「どうやら、上手くいったようだな」

　そう、これであの村に近づく者はいないはずだ、クリトフの計算どおりに。これだけの大ケガをしたカイもあったというもの、全ては丸く収まった。

　その時、クリトフの病室がノックされた。クリトフ自身は天てん涯がい孤こ独どくな身のうえ、人づきあいの苦手な性せい格かくのため友人もほとんどいない。この中ちゆう枢すうタワーは入ること自体に許可が必要なので、貧民街の知り合いではないはずだ。そうなると、見み舞まいに来るような人物はいないはずだが？

「ワシだよ、クリトフ」

「あぁ、ジイさんか。入っていい」

　と、入ってきたのは整えられた白髪しらがの老人だった。白髪からしてかなりの年配なのだろうが、腰こしは真まっ直すぐのびて動きも素す早ばやく、とても若わか々わかしい老人だった。

「少し邪じや魔まするぞ」

　という老人。名はケリーという。つい先程までクリトフの治療をしていた医者だ。そしてクリトフとは旧きゆう知ちの仲でもある。

　ケリーは医者として確たしかな地位を持っているが、自分の地位に固こ執しゆうする他の上層部と違い、一いつ般ぱん市民にも親しく接せつする人物として有名である。私し財ざいをなげうって貧民街で無む償しようの治療も行っている。その関係でクリトフも子供の頃ころから世話になっており、気軽にジイさんと呼ぶほどの仲にまでなっている。昔貧民街でクリトフが無茶をやっていた頃、よく治療してもらったものだった。

「で、何の用だ？　治療は終わりだろう」

「あぁ、それはもういい。お前さんと少し話したくてな」

　と言い、ケリーは勿もつ体たいをつけるようにしばし黙だまり込む。

「なんだよ、言いたい事があるなら早く言え」

「……正直に言ってくれんか、クリトフ」

「やぶから棒ぼうになんだ？　何が言いたい？」

「お前さんとは昔からの付き合いだ。お前さんが乳ち飲のみ子の頃からワシは面めん倒どうを見てきた。ワシはお前さんの事を実の孫のように思っている」

「だから、なんだよいきなり。はっきり言え」

「だから、ワシにだけは正直に言ってくれんか？　他には誰もおらん。聞き耳を立てているものもおらん。ワシは誰にも言わん。それはワシの名めい誉よにかけて誓ちかう。だから、教えてくれ。お前さん、外で何があった？」

「悪いがジイさん、俺おれにはあんたの言いたい事がさっぱりわからん」

　ケリーは黙って小さな紙かみ袋ぶくろを差し出した。その紙袋を逆さかさにすると、中からパンが転がり出てきた。

「お前さんの荷物の奥に入っておった」

　クリトフの顔色が変わった。そう言えば出発の時、ジェンガルが軽食と言って手渡してきた袋があった。その後のゴタゴタに気をとられて今まで忘わすれていた。

「まぁ、安心せい。この事を知っとるのは、今のところワシだけだ。ワシがたまたまお前の荷物のチェックをしたからの。感かん謝しやせい」

「…………」

「これは、生の食事だな？　こんなもの、ワシでも食った事はない。他の郡都でもそうだろう。今の時代、作物がまともに育つはずがない。なのに、お前さんはこいつをどこで手に入れた？」

「……知らないな、忘れた」

　それだけ言い、クリトフは横を向いた。下ヘ手タなウソで誤ご魔ま化かせる相手ではない。白しらをきる以外道はない。

「それにお前さんのケガ。そいつは自分でつけたものだな」

　クリトフは横を向いたまま息を呑のんだ。

「確かにいくつかは恐おそろしい力で引き裂さかれた傷だ。でもそれは一部。お前さんの体の傷の多くは自分で自分を傷つけたものだ」

「……何な故ぜわかった？」

「ワシを誰だと思っとる。仮かりにも医者だ。傷を見れば誰がつけた傷かはすぐわかる。お前さんの傷は、自分でつけたものだ。無む意い識しきにかばって浅い角度でついとった」

　そのとおりだ。バケモノの生息地というウソに信しん憑ぴよう性せいを持たせるため、クリトフは実じつ際さいバケモノと戦ってワザと傷ついた。だが、二匹ひきのグリズリー型を倒して血まみれになった自分を見てみると、予想したより傷が少なかったのだ。そこで急きゆう遽きよ自ら傷を作ったというわけである。

「安心せい。この事はまだ誰にも言っておらん。でものぉ、理由を話してくれんか？　お前さん、いったい何を見つけたんだ？　ワシにだけはのう、教えてくれんか？　お前さんが見つけたものは、危き険けんなものかもしれん。お前さんがこのまま何も言わないなら、ワシはこの郡ぐん都とを危き険けんに巻まき込まんために報ほう告こくせねばならん。だから、のぉ」

　それっきり黙り込むケリー。その沈ちん黙もくに圧おされ、クリトフは観念した。もはや誤魔化しきれない。それに、このケリーにならば話してもいいという思いもある。子供の頃からの付き合いだ。ケリーが口の堅かたい、信用できる人物である事はよく知っている。

　そして、クリトフは一部始終を話した。森の奥に見つけた、この世のものとは思えない理り想そう郷きようのような村。豊ゆたかな食料、平和な村人。そこで数日暮くらし、そして郡都にはウソの報告をしてしまった事も……

　全すべての話を聞いたケリーはアゴに手を当て、大きくうなった。

「ウーム……信じられん。あの森は今までも何人かが行ったが、何もなかったはずだ」

「そいつらの探たん索さくは完全ではなかった。だから俺は森の最さい奥おうまで行ってみたんだ」

「あぁ、普ふ通つうなら信じられんが、証しよう拠こがある以上本当なのだろう」

　と、パンを見ながらケリーは言う。

「ジイさん、頼たのむ。この事は……」

「わかっとる、わかっとるよ。ワシは誰にも言わん……だが、お前さんはこれからどうする気だ？」

「ん？」

「お前さんは郡都にウソの報告をした。これは裏うら切ぎり行こう為いだ。このまま終わらす気か？」

「俺は……」

　ケリーにそう言われ、クリトフは今さらながら自分の奥に押おし込こめていた罪ざい悪あく感を思い出した。

「わかっとる。お前さんのした事は間ま違ちがってはいない。犠ぎ牲せいの上に立つ幸福など無意味だからな。だからワシは誰にも言わんし、お前さんを責せめる気もない。しかし、お前さんの性格からして、郡都を裏切った自分自身を赦ゆるす事ができるかの？」

「俺は……もう、ここにいる事はできない」

　クリトフは搾しぼり出すように言った。自分にはもはやその資し格かくがないのだ。

「そう言うと思ったわい。まぁこれからどうするにせよ、まずはケガを治すんだな。安心せい、どうなろうとワシはお前さんの味方だ。お前さんの悪いようにはせん。また来る」

　と言い、ケリーはゆっくりと病室から出て行った。

「俺はもうここにいる事はできない。郡都の外でくたばるか、ジェンガルのように村に住み着くか……どっちにすべきかな」

　それは実際難むずかしい選せん択たくだった。心しん境きようとしては、当然村に戻りたい。アリスやジーンにもう一度会いたい。だが、自分はすでに穢けがれすぎている。清らかな村の住民には、自分はふさわしくないのだ。

「……だめだな、よくわからん」

　包帯の下の、再さい生せいしたばかりの皮膚が痒かゆくなってきた。治りかけの証拠だ。一いつ刻こくも早く完治させるため、クリトフは一ひと眠ねむりすることにした。




　そこは部屋。郡都の上級官かん吏り専せん用ようの官かん舎しやの部屋。ケリーの住む一室であった。その大きさは八メートル四方の部屋が全部で三つ。住じゆう宅たく難なんの郡都でこの広さは贅ぜい沢たくの一言で表しきれるものではない。郡都の中ちゆう枢すうを握にぎる一部の人間のみに許ゆるされた特権だった。

　クリトフが郡都に帰き還かんして、すでに一週間近くの時が流れていた。

　ケリーはそこで一人、カルテに目を通していた。妻つまを亡なくして以来ずっと一人で暮くらしている。そのためにその部屋は広すぎた。彼は三部屋のうちの一室しか普ふ段だんは使っていない。その部屋でさえも、ともすれば空くう虚きよに思えてしまうほど家具が少なかった。

　時刻は夜半、ケリーのその部屋にノックの音が響ひびいた。

　その音にケリーは驚おどろいて振り向いた。ケリーのその部屋に来るには、まず玄げん関かんを通らねばならないはずだ。玄関は施せ錠じようしておいたため、ケリーの許しがない限かぎり入れないはず。それ以前に、この官舎に入れるのも特別な許きよ可かを得た上層部の人間だけのはずだ。上層部に、こんな時間にケリーの自室を訪おとずれるほど親しい人物はいない。

「誰だれだ？」

　ケリーは驚きつつも、そう言った。その誰何すいかの声に答え、扉とびらの向こうから声がした。

「俺だ、ジイさん」

「クリトフか？」

　ケリーは驚きつつも、胸むねをなでおろした。どうやら賊ぞくの類たぐいではなかったらしい。

「こんな時間にどうした？　それ以前にお前さん、どうやってここに入った。お前さんのＩＤでは、ここに入る資格はないはず」

「……どうしてもあんたと話がしたくて、無理やり入った。外がい壁へきをよじ登ってな」

　ケリーはそれを聞いて驚くよりも呆あきれた。確たしかにその手段ならば入れる。何しろここは地上十五階だ。ベランダも足場も何もないこの建物は、窓まどに対人センサーの類がない。こんな高さの窓によじ登る人間など皆かい無むだからだ。そう、並なみ外はずれた腕わん力りよくと体力の持ち主である、クリトフを除のぞいて。

「まぁ、とにかく入れ、クリトフ。よっぽどの話なんだな」

　それほど強ごう引いんな手段で来たのだから、クリトフの話の重要さも窺うかがい知れた。

「いや、このままでいい」

　扉の向こうから返ってきた声は冷たく、そっけなかった。もともと無ぶ愛あい想そうな男だが、いつにも増まして声が冷たい。よほど緊きん迫ぱくした内ない容ようなのか、とケリーも気を引き締しめた。

「そう言うな、ワシとお前さんの仲じゃないか。遠えん慮りよはいらん」

「遠慮じゃない……あんたと顔をあわせると、別れがつらくなる」

「別れ、だと？　どういう……いや、そういう事か。やはりな」

　ケリーはクリトフの言葉を、むしろ納なつ得とくできた。そういう男なのだ、クリトフは。妙みようなところで生き真ま面じ目めなこの男は、郡ぐん都とへの裏うら切ぎりを働いた以上遠からぬうちに去るだろうとは思っていた。ただ、ケリーの予想以上にこの日は早かった。クリトフはつい今朝方退たい院いんしたばかりだ。まだ激はげしい動きは控ひかえる時期である。

「……俺は明日、探たん索さくの任にんに出る。そのまま郡都には戻らないつもりだ」

「お前さん、行くあてはあるのか。例のウェストリーという村に行くのか」

「…………」

「まさか、お前さん、死にに行く気では……」

「あばよ、ジイさん。今まで世話になった。少ないが、俺の全財ざい産さんをおいていく。貧民街の連中に、配ってくれ」

「待ってくれ、クリトフ！」

　ケリーはあわてて扉を開けた。だが──そこには誰もいなかった。ただ、床ゆかに見み慣なれないカバンが一つ置いてあった。それがつい今しがたまで人がいた唯ゆい一いつの証あかしだった。

　ケリーはそのカバンをつかみ、玄関から外の廊ろう下かへ飛び出した。だが、レンガ模も様ようのその場所に人ひと影かげはなかった。ただ右みぎ端はしにある窓が大きく開け放たれ、郡都の濁にごった黒雲が流れる夜空が顔を覗のぞかせていた。

　ケリーは頭を数回振った後、複ふく雑ざつな思いをため息とともに吐はいた。

　そして開いたままの窓を閉しめ、手にしたカバンの中身を検あらためた。中身は食料の配給券だった。それが数十枚つづりで入っている。貨か幣へいのないこの時代、それは最も価か値ちのあるものであった。これだけの量を貯ためるのに、クリトフがどれだけの苦労をしてきたのか想そう像ぞうもつかない。

　ケリーは星明かり一つすらない昏くらい夜空を見上げ、低くつぶやいた。

「クリトフよ……お前が決めた道なら、それを進むがいい。お前には自由の翼つばさがあるのだからな。その翼を広げるには、この郡都はちと狭せますぎる……だが、決して、決して己おのが翼を自ら手た折おるようなマネだけはするでないぞ」

　その言葉が郡都を離はなれようとしている若わか者ものの元に届とどく日は訪れなかった。




　そこは村、ウェストリー。その中央にある巨きよ木ぼくの下、木こ陰かげでいつものようにジェンガルは寝ね転ころがっている。そしてその隣となりにはジーンが座すわっていた。だが、いつもはにぎやかなジーンもここ一週間ばかりは静かだ。ボンヤリと宙ちゆうを見てため息をつくばかりである。

「……ハァ、クリトフさん……」

「そんなに彼の事が気になるかい？」

「だって、あんなケガなのに出て行くんだもん」

「まぁ、ケガの心配はしなくていいと思うけどね」

「なんで？」

「細かく説明すると長くなるから省くけど、とにかく心配はいらないんだよ」

「クリトフさん、大だい丈じよう夫ぶかな？」

「ちゃんと手紙があったんだろう？」

「うん、必ず戻もどるから、心配しないでくれだって。でも、姉さんもすごく心配していたよ。大丈夫かな？　また道に迷まよってないかな？」

「ハハハ、君に心配されるようでは彼も終わりだね」

「笑い事じゃないよ！」

　珍めずらしく大きな声を出すジーン。

「おっと、ごめんよ。確かにそうだね。今のは僕ぼくが悪かった」

「あーあ、クリトフさん……」

　そして、ジーンはその日何十回目かのため息をつく。そこでふと、顔を上げた。

「あれ、何か音が聞こえない？」

「ん？　そうかい？」

「ほら、変な音。何だかうるさい音だね」

「おや、これはエンジンの音だね……行こうか、ジーン君？」

「どこへ？」

「決まっているだろう。お出で迎むかえさ」

　ジェンガルはニヤリと笑った。

　──その数分後、村の真ん中を血相を変えたジーンが駆かけていく。何事かと思った村人がジーンを呼び止めるが、彼は見向きもしないで一目散に自分の家へ飛び込んだ。

「ねねねねねね、姉さーん!!」

「どうしたのジーン、騒そう々ぞうしいわよ。ご近所迷めい惑わくでしょ」

　と、部屋の掃そう除じをしていたアリスが弟を窘たしなめる。

「大変なんだよ、姉さん」

「何が大変なの？」

「帰ってきたんだよ!!」

　その一言だけで、アリスには十分だった。手に持っていた布ふ巾きんをその場に置き、アリスは外へ駆け出す──が、出た瞬しゆん間かん、入ろうとする人ひと影かげにぶつかって尻しり餅もちをついてしまった。

「いたたた……すいません、急いでいたもので……」

　と謝あやまるアリスの鼻先に手が差し出された。そこでようやくアリスは、目の前の人物が誰かという事に気付く。そう、自分が待ち望んでいた人物である事に……

「すまないな、前に注意していなかった俺おれが悪い」

　そう言いながら、その人物はアリスを助け起こした。

「……まぁ、そのなんだ……帰ってきたよ」

「お帰りなさい、クリトフさん」

　アリスは涙なみだが流れそうになるのをこらえ、そう微ほほ笑えんで言った。

「足のケガは？」

「あぁ、郡ぐん都とで治したからもう大丈夫だ」

　と、その場で軽く飛び跳はねてみるクリトフ。

「よく戻ってきてくださって……」

「……あぁ」

　クリトフの顔はだが、アリスと対照的に渋じゆう面めんのままだった。それでアリスの方も彼が内心に抱かかえる重い葛かつ藤とうの存そん在ざいに気づき、押おし黙だまった。

　沈ちん黙もくがその場を支し配はいした。再さい会かいの感動的な場面であるはずが、正反対の決別の場面のようだった。

　だがやがて決心をつけたか、クリトフが口を開いた。

「俺は……」

「やぁ、どうしたんだい、暗い顔をして。せっかくのご帰き還かんなんだから、明るく行こうよ！」

　ジェンガルが割わり込こんできた。この厚こう顔がんな男は長身を屈かがめて部屋の中に進しん入にゆうしてきたかと思うと、妙みようなハイテンションでクリトフの肩かたに手を回した。クリトフは顔をしかめて苦々しげに言う。

「お前な、人がせっかく……」

「まぁ、いいからいいから。せっかくのめでたい再会だ、盛せい大だいに祝わないとね、じゃ、アリス君。彼は借りてくよ」

「え？　その……」

　有う無むを言わさぬ態たい度どで強ごう引いんにクリトフをジェンガルは連れ出した。その痩そう身しんのどこにそんな力があるのかと思うほどの怪かい力りきで、クリトフでさえも抵てい抗こうできなかった。

「痛いたいな、お前は。いったい、俺に何の恨うらみがあるんだ！」

　ジェンガルの手を振ふり払はらって怒ど鳴なるクリトフに対し、痩身の男は軽く肩をすくめた。

「やれやれ、何を言う気だったかは知らないけど、あの様子を見る限かぎりじゃろくな内ない容ようじゃなかっただろうからね。彼女を悲しませないように気を回してあげたのに、感かん謝しやしてほしいよ」

　人の邪じや魔まをしておいてその言い草はなんだ、とクリトフは腹はらを立てた。もともとの不ふ機き嫌げんがさらに大きく膨ぼう張ちようしてきた。

「いいか、ジェンガル。俺は……」

「言わなくてもいいよ、クリトフ君。君のことだ、この村を守るために郡都にウソの報ほう告こくをした、それで結果裏うら切ぎってしまった、自分は救いがたい背はい徳とく者しやだ、とか、どうせそんな風になやんでいるんだろ」

「違う！　俺は……」

　図星だった。それ故ゆえクリトフは否ひ定ていの言葉の続きが言えなかった。相変わらずジェンガルという男は、普ふ段だん飄ひよう々ひようとしていながらこういう時だけはカンが鋭するどかった。

「ま、君の気持ちもわからないでもないけど……僕に言わせれば、何でそんなつまんないことを悩んでいるんだって感じだね」

「つまらないだと？　俺がどんな思いでここに来たか、わかっているのか！」

「わかる、なんておこがましいことをいう気はないよ。でも、君はまだ見えてないようだね」

　ジェンガルは背後を振り仰あおいだ。そこには村が、ウェストリーの変わらぬ風景が広がっていた。明るい陽光の下、青々とした畑や牧場の広がる牧歌的風景と、そこに暮くらす村人の姿すがたが。

「君が守ったのはこの村、ウェストリーなんだよ。その素す晴ばらしさの意味がわからないのかい？　世界に唯ただ一つの理り想そう郷きようであるこの村の豊ゆたかな自然を、平和を君は守ったんだよ。それ以上に大切なことがあると思うのかい？」

「だが俺は……」

「さらに、君はこの村に住む人を、ひいては彼らから得た信しん頼らいを守ったとも言えるんだよ」

「信頼だと？　この俺が？」

「そうだよ。君は人の信頼の価か値ちがどれだけ尊とうといか、わかってるのかい？」

　クリトフはジェンガルに何か反はん論ろんしようとした。だが、開いた口からはつむぐべき言葉が出てこなかった。言いたい事はあるのに、それを言葉に変へん換かんする事ができなかった。

「クリトフさーん」

　その二人の所に聞き覚えのある声が聞こえてきた。振り向けば、ジーンだった。無邪気な少年は大きなカゴを抱かかえ、満面の笑えみとともによたよたと近づいてきた。

「クリトフさん、お帰りなさい。帰ってきてくれたんだね」

「ジーン……それはなんだ」

　ジーンの持つカゴには、泥どろだらけの野菜が山となって積まれていた。その重さで彼がよろけるほどの量だった。

「村のみんなに、クリトフさんが帰ったって伝えたらお祝いだってくれたんだ。みんな、後で来るって言ってたよ」

「なんだと？」

　まただった。クリトフは、この村のそういったところが理り解かいできなかった。何な故ぜ誰だれも彼もが、会ってたいした間もない自分に対してこのような振ふる舞まいをするのだ。

「わからないのかい？」

　ジェンガルが全すべてを悟さとったかのような、それでいて慈じ悲ひを帯びた顔で語りかけてきた。

「それが君の守った、人からの信頼というものなんだよ。この世で何より価値のある宝たからさ」

「…………」

　今度こそクリトフは押し黙った。もはや言うべき言葉はどこにも見つからなかった。それはすなわち、クリトフの負けだった。だが不ふ快かいではなく、むしろ誇ほこらしさが感じられるまでに爽そう快かいだった。

「ねぇクリトフさん。今度はもうどこにも行かないよね、ずっと一いつ緒しよだよね？」

　笑みとともに尋たずねてくるジーン。だがクリトフは気づいた。少年の瞳ひとみの奥おくには、かすかな不安、怯おびえとも言える色の光が宿っている事に。

　クリトフの返事は決まっていた。少年の頭を力強く撫なでながらその返答を言った。

「無む論ろんだ。二度と、もう二度とお前のそばを離はなれたりしないさ」

「やった！」

　ジーンはその場で飛び跳はね、全身で喜びを表現した。その様子を笑みとともに眺ながめていたクリトフに、ジェンガルがささやいてきた。

「やれやれ、丸く収おさまったようだね。僕も一安心だよ」

　もはや彼には先ほどまでの真ま面じ目めな態たい度どは影かげも形も残っていなかった。いつもと変わらぬ飄々とした、あの曖あい昧まいな笑みだけがそこにはあった。

　ジェンガルはクリトフの耳にそっとささやいた。

「君が黙って郡ぐん都とに戻もどった後、アリス君とジーン君がどんな様子だったか想そう像ぞうできるかい？　この世の終わりが来たってあそこまではならないだろうって程ほどの落ち込みようだったんだから……そんな二人を慰なぐさめるのは僕なんだよ。面めん倒どうな仕事を増ふやさないでくれて、助かったよ」

「ジェンガル。お前って奴やつは……」

「ははは、ま、気にしない気にしない。全ては結果次し第だいさ」

　これだ、この男はこうなのだ。最後は結局自分勝手な理由なのだ。クリトフはそのジェンガルの態度に今度こそ呆あきれかえった。先ほどの彼の言葉に感動しかけた自分が馬ば鹿からしくなってきた。

「ほら、早く行ってあげなよ。君を一番待っていた人が、いるんじゃないかい？」

　言われてはっと気づいたクリトフは、背はい後ごを振り返った。先ほど後にしたジーンとアリスの家。その玄げん関かんには、一人立ち尽つくす人影がここからでも確かく認にんできた。

「いかん、忘わすれていた。急ぐぞ」

「あっ、待ってよ！」

　クリトフはジーンを連れ、大急ぎで駆け戻った。そして先ほどからずっと待っていてくれたアリスに、出会った時と同じ言葉をかけた。

「アリス。その、なんだ……ただいま。帰ってきたよ、今度こそ、本当に」

「クリトフさん……お帰りなさい」

　彼女はそれ以上何も言わなかった。ただ全てを包み込むくらいに優やさしく、温あたたかい笑みをもって彼を迎むかえ入れてくれたのだった。クリトフにはそれで十分、いや、それが最上の宝物に思えた。

　──そんな様子を最後まで見つめていたジェンガルはふっと表情を和やわらげ、静かにその場を離れた。

「やれやれ。どうやら、上う手まくまとまったみたいだね」

　そのジェンガルの肩かたに、舞い降りてきた青い小鳥が止まった。いつもと同じ調子でジェンガルは語りかけた。

「あぁ、問題ないよ。全てはうまくいったようだ。クリトフ君は正しい選せん択たくをなし、そして自分の道を見つけた。後は、彼らに任まかせよう」

　小鳥は嬉うれしそうに囀さえずった。そしてジェンガルは太陽の輝かがやく空を見上げ、一言付け加えた。

「後は……僕ぼく自身の問題だろうからね」




　そこは街の中央、中ちゆう枢すうタワー。ハーブは自室で部下からの報ほう告こくを読んでいた。

「……つまり、クリトフ君はすでに一週間も音信不通、消息不明なのですね？」

「ハッ、探たん索さくに出発し、連れん絡らくが途と絶だえております。残念ながら、すでにクリトフ上等兵の生せい存ぞんは絶ぜつ望ぼう的てきです……それで、事後処しよ理りはいかがしましょう？」

「彼は天てん涯がい孤こ独どくでしたね。遺い族ぞくへの処しよ置ちは必要ありません。とりあえず二階級特進後、慰い霊れい社しやに弔とむらいなさい」

「その通りにいたします。それでは、失礼します」

　と、一人残ったハーブはアゴに手を当てて低くうなった。

「フ、ククククク……クリトフ君。まさかあなたはこの程てい度どで終わってしまう存在なのですか？　否いな。そんなはずはないはずです。ようやく、ようやく針はりに反はん応のうがあったようですね。あなたを取り立ててあげたかいがあったというものです」

　そうつぶやくハーブの口元には、抑おさえきれない愉ゆ悦えつと、嫉しつ妬とと憎ぞう悪おの混まざった歪ゆがんだ笑みが浮うかんでいた。





　第四章　過すごしてゆく場所







　そこは村、ウェストリー。クリトフが戻もどってきて数日が過ぎようとしていた。

「アリス。畑、耕たがやし終わったぞ」

　と、クリトフは汗あせを拭ふきながら泥どろに汚よごれた鍬くわを置いた。

「え？　もう終わったんですか？　まだお昼にもなっていませんよ」

「あぁ、終わった」

　クリトフが指差す先には真新しい土が顔をのぞかせる、柵さくに囲まれた畑があった。村の中では小さめの畑とはいえ、それでも数ヘクタールはあるだろう。それを半日もかけずに耕してしまったクリトフはやはり並なみ外はずれた腕わん力りよくと体力の持ち主である。

「すごいんだよ、クリトフさん。どんどん耕していってさ、まるで魔ま法ほうみたいだったよ」

　と、ジーンが興こう奮ふんした面おも持もちで言う。

「それで、後はどうすればいい？」

「今日は一日中かかると思ったから、何も用意してないんです。すいません、急いで種を用意しますね」

「あぁ、わかった」

「……でも、お疲つかれでしょう。その前にお昼にしましょう」

「俺おれのことなら気にしなくていいぞ。特に疲れてないからな」

「いえ、もう時間ですから」

「やったー、お昼」

　実じつ際さいクリトフはそれほど疲れていなかった。郡ぐん都とで受けた訓練のほうがよほどつらかったくらいだ。ただ、持ちなれない鍬を振り回したおかげで少々マメができていたが、気にするほどではない。

　でも、お昼だと喜んでいるジーンを見ると、その喜びを先さき延のばしにすることもあるまいと思い直した。大人しく昼食をとることにする。

　その日も昼食は畑のそばで、アリスたちと三人そろってとった。メニューはアリスお手て製せいのサンドイッチ。シンプルなつくりだが、何度食べても飽あきない味だった。

「ふむ、さすがに美う味まいな」

「でしょ、姉さんのサンドイッチ、最高なんだから」

「まったくだ」

「そんな。そこまで大げさなものではありませんよ」

　ほほえましい昼のひと時だ。クリトフは今、かなりの幸福を感じていた。

「そういえば」

　アリスがポツリとつぶやく。

「はたから見れば、私たちって夫ふう婦ふに見えますかね」

「ん？　なんだって？」

「いえ、なんでもありません」

　アリスはあわてて視し線せんをそらし、クリトフの分のお茶を水すい筒とうから注いだ。

　一方のクリトフは──実はアリスのつぶやきは聞こえていたのだが、気き恥はずかしさを隠かくすためにわざと聞き返したのだった。

　実際、アリスと二人でいれば新しん婚こんに見えなくもないだろう。ジーンはさすがに大きすぎて二人の子こ供どもには見えないが、アリスと顔立ちが比ひ較かく的似にているので姉弟きようだいと傍はた目めからでも気づくことだろう。

　クリトフは今の自分の状じよう況きようを心の内で反はん芻すうしてみた。

　クリトフは初め、ジェンガルと同じく野宿をして暮くらそうと思った。だが、家を出ようとすればアリスとジーンが引き止めてくるので、なし崩くずし的に居い候そうろう状態が続いているのだ。

　その副産物というか──クリトフが自然にアリスの家に戻もどって、自然に住み着いたということで、どうも周囲の村人はクリトフとアリスの二人を夫婦と認にん識しきしているようなのだ。先ほどのアリスの言葉はそこから来たものである。

　クリトフとしてはその噂うわさを肯こう定ていする気はないが、否ひ定ていする気もなかった。まぁその問題は、時間がたてば何とかなると楽観している。

　そしてクリトフも村民となった以上、働かねばならない。何より、アリスたちが必死に働いているのに自分だけのんびりしているわけにもいかない。そこでこうやって日夜、畑仕事や家事手伝いに精せいを出しているのである。幸いクリトフは体力だけは有り余あまっているので、男手のないアリスたちにとっては大助かりだった。

「ふぅ、美味かった。ご馳ち走そう様」

「はい、お粗そ末まつ様でした」

　アリスは手早くバスケットとシートを片かたづけた。さすが手て馴なれたものだ。

「で、午後はどうすればいいんだ？」

「そうでしたね。畑に種まきをするんですが……それは私がやります。クリトフさんには、別の仕事をお願いしていいですか？」

「なんだ？」

「洗せん濯たくです。川で洗あらい物をしてきてください」

「洗濯？　種まきのほうがつらいんじゃないのか？　そっちを俺がやろう」

「いえ、違ちがいます。ご存ぞんじないかもしれないけど、洗濯は力仕事なんですよ。そっちをお願いできませんか？」

　そう言われては、クリトフもそれ以上反はん論ろんできなかった。

「洗濯物は入り口の所にまとめておきましたから、お願いします。ジーン、クリトフさんのお手伝いをなさい」

「はーい、わかったよ」

　口の周りをなめていたジーンが元気よく返事をする。

「そっちが一人になるんじゃないか？」

「種まきくらいなら、一人で十分です。洗濯、お願いしますね」

　にっこり微ほほ笑えむアリス。その笑顔の美しさにはクリトフも一いつ瞬しゆん我われを忘わすれてしまうほどのものがあったが、さすがにそんなことは口に出して言えない。押し黙だまってしまう。

　ともかく、仕事は決まった。クリトフとジーンは洗濯物の詰つまった大きな袋ふくろを手に、川へと進んでいった。その袋はかなりの大きさと重さがあり、ジーンには荷が重い。自然、クリトフが担かついで一人で運ぶ形となった。その後ろをジーンがついてくるのだが、この少年は妙みように楽しそうに笑っている。どうやら、クリトフと一いつ緒しよにいるだけで嬉うれしいらしい。

　洗濯は川原かわらでやる。湖からのびた川のほとり、木の足場が設せつ置ちされ、それが共同の洗い場となっているのだ。その日はたまたま他の人ひと影かげがなく、ガランとしていた。今さらながら思い出したが、クリトフは川での洗濯方法など知らなかった。

「洗濯ってどうやるんだ、洗せん剤ざいはないのか？」

「洗剤？　なにそれ？」

　逆ぎやくに聞き返され、クリトフのほうが困こん惑わくしてしまった。洗剤もないのに洗濯などできるのだろうか？

　しかし、文明と呼よべるものがほとんどないこの村の中で、洗剤などという化学物ぶつ質しつを期待したほうが無茶だったかもしれない。それでもクリトフはわかりやすく説明をした。

「洗剤っていうのは……白い粉で、水に溶とかしてこすると泡あわが出るんだ。その泡を布ぬのにつけてこすると、布の汚よごれが落ちて綺麗になるって寸すん法ぽうだ」

「へぇ、外には便利なものがあるんだね」

　素す直なおに感心するジーン。どうやら、洗剤を本当に知らないらしい。

「洗剤がないなら、どうやって洗濯するんだ？」

「あのね、まず洗濯物を、こっちの袋に入れるの」

　と、別の小さい布の袋に洗せん濯たく物ものを移うつすジーン。小さいといっても幼よう児じくらいすっぽり入れそうな大きさで、丈じよう夫ぶそうな袋だ。

「で、一緒に石も入れるの」

　と、川原に転がっている玉たま砂じや利りを一緒に袋に入れるジーン。

「で、後は口をしっかりと持って持ち上げて、川に思いっきり叩たたきつけるの」

　言いながら、実じつ際さいにそうするジーン。勢いきおいよく水面に叩きつけられた袋のおかげで辺りに水が飛び散り、二人を濡ぬらした。

「これを繰くり返すの。そうしたらキレイになるんだ」

「ホゥ、初めて聞くやり方だ」

　というより、郡ぐん都とで育ったクリトフとしてはそれだけで本当に洗濯ができるのか、はなはだ疑ぎ問もんだった。

　ジーンは何度も袋を水に叩きつけているが、水を吸すった袋はだいぶ重そうだ。実際、ジーンは額ひたいに汗あせを浮うかべて体を動かしている。子こ供どもにはかなりの重労働である。

「ジーン、代わろう。力仕事は任まかせておけ」

「なら、悪いけど、お願い」

　と、少し息を切らしたジーンから袋を受け取る。クリトフはそのまま袋をしっかり握にぎり、力いっぱい水面に叩きつけた。ジーンの時とは比くらべものにならないほど大量の水みず飛沫しぶきが辺りに飛び散る。

「ワッ、すごい。さすがクリトフさん」

「なに、これくらい朝飯前だ」

　そのまま一〇分も叩き続けただろうか。もういいとジーンが止めてきたので袋の中を見ると、確たしかに服はキレイになっていた。見た目よりだいぶ効こう果かがあるようだ。

「じゃぁ、残りもやろう」

　と、持ってきた残りの洗濯物も袋に詰めるジーン。

「クリトフさん、お願い」

「あぁ、わかった」

　そして再ふたたびクリトフは袋を振ふり回す。洗濯をしながら、クリトフはジーンに話しかけた。

「なぁ、今までこれをお前一人でやっていたのか？」

「ん？　洗濯は姉さんと交こう代たいで。それがどうかしたの？」

「いや……俺ならいいが、女子供にはだいぶきついぞ」

「うん、洗濯は大変だよ。僕ぼくは力弱いから何回も小分けでやらないとできないからね、時間がかかったよ」

「男手がないと大変だな」

　取り留とめのない会話をしながらも、手は休めずに激はげしく何度も叩きつける。アリスの言っていたとおり、これはかなりの力仕事だ。朝畑を耕たがやした身としては、さすがに腕うでの疲ひ労ろうも溜たまってきた気がする。

　そのままクリトフの額にも汗がビッシリと浮かび上がる頃ころ、ようやく洗濯は終わった。洗濯物の量が多かったため、結けつ構こう時間がかかってしまった。だがそれでも、クリトフの並外れた腕力のおかげで予定よりかなり早く終わったのだ。

「後は、水を絞しぼっておしまい」

　木の台の上に袋をおき、靴くつを脱ぬいだジーンが上にのって洗濯物を踏ふんで水を絞る。力がなくてもこうすれば楽に脱だつ水すいができるのだ。クリトフも手伝い、じきに脱水も終わった。

「じゃぁ、帰ろう」

「あぁ、そうだな」

　シワだらけの洗濯物をまとめ、家路につく二人。道すがらクリトフは口を開いた。

「ジーン、洗濯ってのはみんなこのやり方なのか？」

「そーだよ。外はどうやってるのか知らないけど、村じゃあみんなこうやるよ」

「そうか。それは……大変だな」

　としか、クリトフは言えなかった。

　実際にやってみればわかるが、確かにこのやり方でも服は綺麗になる。だが、洗せん剤ざいを使った場合に比くらべると汚れの落ちは悪いし、力が必要で手間もかかる。あまり実用的なやり方とは思えなかった。やはり洗濯には洗剤くらい欲ほしい。

　だが、その事をジーンに言っても仕方がない。何しろジーンは洗剤自体を知らないのだ。いくら口で説明した所で、それがどんなに詳しよう細さいな説明でも、実物を見たことがない者に物事を伝えることは困こん難なんだ。

「ほら、こうやってシワを伸のばしながら干ほすんだよ」

　と、家に帰った二人は庭で洗濯物を干す作業に移っていた。ジーンは子供ながらも手て馴なれた手つきで洗濯物を振ってシワを伸ばし、次々と木のハンガーにかけて干していく。

「へぇ、上う手まいもんだな」

「そうでもないよ、コツがあるんだ」

　二人はしゃべりながら干していった……が、慣れない作業のおかげでクリトフはジーンの半分くらいしか干すことができなかった。やはりこういった力のいらない作業では経けい験けんの差が出てしまう。

「あら、思ったよりも早かったですね」

　と、洗濯物干しが終わる頃、アリスが畑から戻もどってきた。作業着の裾すそが泥で汚れている。彼女の仕事も終わったようだ。

「種まきは、終わったのか？」

「はい、おかげさまで、予定より早く終わりました。ありがとうございます」

　にっこり微ほほ笑えんで言うアリス。

「私はこれから夕食の支し度たくをします」

「じゃ、僕ちょっと遊んでくるね」

「早めに戻ってきなさい……クリトフさんも、夕食までゆっくりしていてください」

「じゃぁ、そうさせてもらう」

　クリトフはそう頷うなずき、ちょっと散歩に行ってくると告げて出かけた。

　一人になって思い返されるのは、先ほどの洗濯のことだ。自然、心の中の思いが口から出てきた。

「……何とか洗剤は手に入らないかな？」

　思いついたら行動あるのみ、というのがクリトフの信しん条じようである。何とか洗剤を手に入れようと決心した。

　とは言ってみても、具体的にどうすればいいのかという計画があるわけでもない。が、クリトフにはあてがあった。そう、こういう時にこそ頼たよりになる男がいるではないか……いや、正せい確かくに言えば、こういう時にしか役に立たない、あのとらえどころのない変人が。

　クリトフはその変人に会うため、村の中央へ向かった。そして中央の大樹の下には、いつもの通りジェンガルが座すわっていた。今日は小鳥たちにエサの穀こく物もつを与あたえているところだったようだ。

　クリトフが近づいても、以前のように小鳥たちは逃にげ出さない。ジェンガルはこれを、クリトフが村の一員と受け入れられたためと説明したが、クリトフは一いつ笑しように付した。何をわけのわからないことを相変わらず……だが鳥たちが逃げないでクリトフのそばにもいるというこの状じよう況きよう自じ体たいは、なかなか気分がいいというのがクリトフの本音だった。

　話を戻す。クリトフの接せつ近きんに気づいたジェンガルは軽く顔を上げてきた。

「やぁ、今日は何の用だい？」

「あぁ、実は……」

「へぇ、そうかい。アリス君との新しん婚こん生活が上手くいってないのか」

「誰だれもそんな事は言ってない！　だいたい、俺おれたちがいつ結婚した！」

「ま、そうだよね。結婚は違うか」

「そうだ」

「事実婚というべきかな」

　クリトフはこの男に反はん論ろんするだけ無む駄だということを今さらながらに思い出した。

「冗じよう談だんだよ」

　ジェンガルの悪ふざけにもだいぶ慣れたが、完全に受け入れる事はまだできない。クリトフも根は真ま面じ目めなのだ。

　と、そのクリトフの肩かたに青い小鳥が止まった。いつもの鳥だ。小鳥は嬉うれしそうに一声鳴く。どうもクリトフの肩がお気に入りらしく、最近は決まって肩に止まってくるのだ。

　クリトフは小鳥にアイコンタクトであいさつをした後、ジェンガルに先さきほどの洗せん濯たくの件けんを話してみた。

「……と、いうわけだ」

「フーン……で、僕にどうして欲ほしいの？」

「洗せん剤ざいが欲しいんだ。女子こ供どもにあんな洗濯のやり方は辛つらいだろう。せめて洗剤があればだいぶ楽に洗濯もできるはずだ。お前さんなら持ってるんじゃないかと思ってな」

「洗剤ねぇ……残念だけど、ないよ。薬品の類たぐいは僕も手持ちが少ないし」

「ないなら、作れないか？　簡かん単たんにできるだろう」

　以前バイクをあっさり修しゆう理りしたジェンガルの腕前ならありえる話だった。普ふ段だんの会話でも時折博学な所が垣かい間ま見みえるので、郡ぐん都とにいた頃この男はそれなりの教育を受けていたようだ。

「そうだね……石せつ鹼けんは油が主原料だけど、最低でも苛か性せいソーダがいるよ。残念だけど、手持ちの薬品にはないね」

「何とかならないのか？」

「難むずかしいなぁ……」

　ジェンガルが腕うでを組んで首をかしげると、クリトフの肩の小鳥がひときわ高く鳴いた。

「どうした？　今忙いそがしいから、静かにしろ」

「待ちたまえ、クリトフ君……なんでも、彼に心当たりがあるそうだ」

「こいつに？」

　マジマジと小鳥を見ると、小鳥は黒い目でクリトフを見つめ返し、軽く首を曲げて可愛かわいらしく鳴いた。ジェンガルはその言葉を通つう訳やく（？）してきた。

「そう、洗剤がある場所を知っているって」

「洗剤って……そこらへんに転がってるものか？」

「さぁ。何はともあれ、行ってみたらわかるよ」

　小鳥は肩から飛び立ち、ついて来い、と言わんばかりに背はい後ごを振ふり返りながらゆっくり飛び出した。クリトフたちも半信半はん疑ぎながらその後に続いた。

「なんだか、森の奥おくに行くようだぞ」

「まぁ、ついて行ってみようじゃないか」

「しかし大だい丈じよう夫ぶか、本当に？」

「大丈夫さ。何度も言うけど、この村ではあらゆる願いが叶かなうのさ。信じてみなよ」

　クリトフは無論信じてなどいなかったが、ここで引き返すというのも中ちゆう途と半はん端ぱな気がしたので黙だまって進む事にした。

　やがて、鳥はある岩の上に降おりた。大きさはクリトフが数人ほど集まってうずくまったくらいの岩だ。

「この岩がどうかしたのか？」

　尋たずねると、小鳥は言葉がわかるかのように首を振って頷うなずき、嘴くちばしで岩を何度も指し示しめす。

「この岩が洗剤と関係あるのかい？」

　小鳥はさらに頷き、岩の横手にある穴あなを嘴で指した。その穴は岩にポッカリと開いたもので、大きさは大人の腕が通るくらいだ。

「この穴に何かあるのかい？」

　頷く小鳥。クリトフはなんだかよくわからないが、とりあえず穴を覗のぞき込こんでみた。

「……ん？　底の方に何か溜たまっているな」

　その穴は入ってすぐの所で下に折れ曲がっており、その部分に何か柔やわらかいものが溜まっているようだった。

　手を入れ、指でそれを触ふれてみる。ドロリとしたそれは不気味な感かん触しよくだったが、正体を摑つかむために少量を掬すくい取ってみた。

「これは……まさか」

　薄うすく茶色がかった乳にゆう白はく色しよくの物体。指先でそれを潰つぶしてみると、ヌルリとした感触が得られる。

「石鹼だね」

　ジェンガルがつぶやく。ジェンガルのほうは両手でそれをこすり合わせ、手全体に泡あわを広げている。その泡立ち方は間ま違ちがいようがない、クリトフも郡都で使っていた石鹼だ。

「石鹼？　間違いないのか？」

「多分ね。これは珍めずらしい。よく知っていたね」

　誉ほめられた小鳥は誇ほこらしげに胸むねを張はり、嬉しそうに一声鳴いた。

「でも、何でこんな所に石鹼があるんだ」

「そうだね。偶ぐう然ぜんが重なってできたんだろうけど……」

　ジェンガルはしげしげとその岩を観察して言う。

「この岩は石せつ灰かいを含ふくんでいるようだね。それでこの穴の中に小動物の死体が溜まったんだろう。その動物の脂し肪ぼう分と石灰が化学反はん応のうを起こして鹼けん化かし、石せつ鹼けんができたんだろうね」

「へぇ、そうなのか……ん？」

　納なつ得とくしかけたクリトフだが、気になる単語があったのに気づいた──死体？

　ジェンガルは岩の洞ほらに手を深く突つっ込んで何かを探さぐりだした。

「えっと……あぁ、あった。底の方に沈しずんでいた」

　と、あるものを取り出してクリトフの目の前に差し出してくる──それは、何か小動物の頭ず蓋がい骨こつだった。

「骨ほねがあったよ。これを見る限かぎりでは、ネズミの死体が溜まってできたようだね」

　クリトフは自分の手に残っていた石鹼を思いっきり投げ捨すて、手を木にこすりつけて石鹼を拭ぬぐった。手がかえって汚よごれたような気分だった──この男や鳥の言うことに少しでも期待した自分がバカだった。

「何してるんだい。これは間違いなく石鹼だよ。僕らに馴な染じみのある形をしてないだけさ。性せい質しつに問題はないから、洗せん濯たくに使えば綺麗になるよ。よかったじゃないか」

「お前は不気味じゃないのか！」

「別に。野ネズミは町ネズミと違って不ふ潔けつじゃないよ」

　そういう問題か、とクリトフは思ったが、この男に言っても無む駄だなようなので黙っておく事にした。

「ほら、見てごらん」

　と、ジェンガルは自分の服の袖そでをその石鹼でこすってみた。

「汚れが落ちるだろう？　問題ないよ」

　言いつつ、ジェンガルはどこに持っていたのか、袋ふくろを取り出して岩の洞に溜まっている石鹼を素す手でですくい取り、袋へ詰つめ替かえ始めた。

「おい、本気で使う気かよ！」

「君が言い出したんじゃないか。それで結果として石鹼が手に入ったのに、なんでまたそんな不ふ機き嫌げんなんだい？」

「チッ、わかったよ、納得すればいいんだろう、納得すれば」

「結けつ構こう結構」

　本心ではあまり気乗りしなかったが、それでも石鹼の実物が手に入ったことは嬉うれしい。クリトフもそれで我が慢まんすることにして、ジェンガルの作業を手伝い始めた。

「おい、ネズミの骨を一いつ緒しよにすくうな！　まぜるんじゃない！　ばれるだろうが！」
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「細かい男だね、君も」

「お前が無む頓とん着ちやくすぎるんだ！　ネズミの死体だってばれたら、誰だれも使わないだろ！」

「え？　僕ぼくらで使うんじゃないのかい？」

「違う。村中に配って、もっと楽に洗濯できるようにするんだ」

「僕も少し……」

「普ふ段だんから薄うす汚よごれてるお前は、石鹼なんていらんだろう！」

「……僕は悲しいよ、クリトフ君」

　ジェンガルの恨うらみがましい視し線せんは無視し、クリトフはさっさと袋を抱かかえて村へ戻っていった。あの男は外見どおり年長者らしい意見を言うことも多いが、たまに子こ供どもっぽい態たい度どをとることもある。相変わらずつかみ所のない男だ。

　とにかく村に石鹼を持ち帰り、家々を一軒けん一軒回って村人に使い方を教えて配ってみた。

　その翌よく日じつ──初めて石鹼を使った村人たちは驚おどろき、そしてその効こう果かに大喜びをした。大して力を使わなくとも洗濯ができるようになったのだから、その進歩は大きい。人々は誰もがクリトフに感かん謝しやした。

　村人たちはこぞって作り方を教えてくれ、どこにある、等という質しつ問もんをクリトフに浴びせたが、無む論ろんクリトフは断だん固ことしてそれに答えようとしなかったのである。




　そこは郡ぐん都との中ちゆう枢すうタワー。その自室でハーブは部下からの報ほう告こくを受けていた。

「ホゥ、つまりフロート・バイクに奇き妙みような痕こん跡せきがある、というわけですか？」

「その通りであります」

　と、軍服を着た男は直立不動の体たい勢せいのままハーブに言う。これを見る限かぎり、よく規き律りつのいき渡った軍隊のようだ。

「三八号車の内部に破は損そんの形跡があり、修しゆう理りした跡あともありました」

「フム、ですがそれは単に、最後にそのバイクを使った者が自力で直した跡ではないのですか？　バイクももう古いものばかりでいつ故こ障しようしてもおかしくありません。とりたてて奇妙には思えませんが」

　穏おだやかに言うハーブ。言葉は丁てい寧ねいでも、歳とし相そう応おうの貫かん禄ろくが相手にはひしひしと伝わっていた。実じつ際さいその兵士は慣なれない市長への報告で、額ひたいに汗あせを浮うかべている。

「ハッ、奇妙と言いますのは、その修理した部分の部品に三号プラグが使われていた事であります」

「三号？……それはたしか……」

「説明いたしますと、三号プラグはエネルギー伝達効こう率りつが極きわめて高く、またほとんどの機種に対する互ご換かん性があることから超ちよう高性能のパーツに分類されているものです。ですが、あの〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉によってその多くは失われ、わずかに残っていたサンプルも我わが郡都では十年以上昔になくなっております。間違っても、一いつ般ぱん兵士が修理に使えるほど単たん純じゆんな部品ではありません」

「なるほど、それは確たしかに妙な話ですね……それで、そのバイクを最後に使ったのは誰なのですか？」

「記録では、クリトフ上等兵となっております」

「クリトフ君が？」

　目を細めて言うハーブ。心なしか、その目が一いつ瞬しゆん光ったようだった。

「先日重じゆう傷しようを負った時、クリトフ上等兵が乗っていたのがそれであります。本日整せい備びの時に整備兵が発見したのです。ご存知のとおり、クリトフ上等兵は現げん在ざい消息を絶たっておりますので、プラグの出所の調ちよう査さは暗あん礁しように乗り上げました」

「そうですか、なるほどなるほど、クリトフ君がね……」

　しきりに何度も頷うなずくハーブ。あたかもその様子は一人で何かに納なつ得とくしているようだった。

「……あの、ハーブ市長？」

「あぁ、すいません。考え込んでしまいました。もう下がって結けつ構こうです」

「はっ、失礼します」

「待ってください。それともう一つ……近々外で大規き模ぼな探たん索さくを行います。兵士の準じゆん備びをすすめてください」

「は、はっ。了りよう解かいしました」

　奇妙な命令に兵士は一瞬首を傾かしげたが、すぐに敬けい礼れいをして部屋を出て行った。

　部屋に残ったハーブはゆっくりと立ち上がり、窓まどから曇どん天てんを見上げてつぶやいた。

「……三号プラグは、もうこの郡都にすらありません。ましてや他よ所その郡都にあるはずがありません。それを持っている可か能のう性せいがある唯ゆい一いつのものと言えば、間違いありません……ジェンガル君。あなたですね」

　虚こ空くうに問うハーブ。当然いらえは無い。だが、ハーブはしきりに頷きながら続ける。

「なるほどなるほど、ジェンガル君。やはり君は死んでなどいなかったのですね。まだ生きていると言うのですね。この不毛な大地のどこかにコソコソとわたしから隠かくれながら」

　静かな口調。だが、その言葉の奥おくには必死に隠されたハーブの感情が見え隠れしていた。その感情とは──歓かん喜き。長い間探さがし求めていたものをようやく見つけた慶よろこび。そしてそれに勝まさるとも劣おとらない、嫉しつ妬とと憎ぞう悪おだ。

「クリトフ君。あなたは彼に出会ったのですね。さすがはクリトフ君、わたしが見み込こんだだけのことはあります。期待通り、いや、期待以上の働きをしてくれました……おそらく、クリトフ君はジェンガル君と一緒にいるはずです。あの二人が引き合わされたのもまた、必然と言えましょう。わたしが彼に惹ひかれたのと同じようにね」

　ハーブはゆっくりと、上を見ていた視し線せんを下におろしていく。彼がいる高い塔とうの下、郡都の家々がならんでいるのが見える。塔のそばは上流階級の住じゆう宅たく地ち。立りつ派ぱな家いえ並なみが揃そろっている。だが、外に行けば行くほど家は小さく、みすぼらしくなっていき、外がい延えん部に至いたっては路上で生活している人々が大おお勢ぜいいる。貧ひん民みんたちだ。

　貧民たちが必死に生き、うごめく様をしばらく眺ながめた後、ハーブは言った。

「この世界には救いが必要です。この混こん沌とんに満ちた世界には……そして、混沌を終わらせることができるのは大いなる終末の力のみ……それにはジェンガル君、あなたの力が必要なのですよ。感動の再さい会かいの日も、そう遠くはないことでしょう、フフフフ……」

　ハーブの低くくぐもった含ふくみ笑いを聞いたものは誰だれもいない。ただ、郡都の暗い空へと吸すい込まれていくだけだった。




　そこはウェストリー。クリトフが村の住人となってから、すでに一週間が過すぎていた。クリトフもようやく村の生活に慣なれてきた頃ころだ。

　村のはずれを流れる清流。現げん在ざい、そこは喧けん騒そうに満ちていた。上は十五、下は三歳さいくらいまでの子こ供どもが総そう勢ぜいで十数人ほど、川で泳いでいるのだ。子供たちはみな思い思いに泳いだり、水を掛かけ合ったりと気持ちよさそうに水遊びに興きようじている。

　そしてそんな様子を、クリトフは川のほとりの岩に腰こし掛かけて眺めていた。ただ眺めているといっても静観しているわけではない。彼は常つねに監かん視しの目を光らせ、時に危き険けん行こう為いに走りかける子供に注意の声を張はり上げていた。

　そのクリトフ自身も現在は上半身裸はだかで、下半身には黒の短パン状の水着をつけた状じよう態たいなのだ。こうして子供たちの監視役をしているが、せがまれれば彼らの遊びにクリトフも付き合ってやっていた。無論遊んでいる間も注意を怠おこたることはないが……無ぶ愛あい想そうな態たい度どとは裏うら腹はらに、意外と面めん倒どう見みはいいのである。これは郡都にいた頃、盗とう賊ぞく団だんのリーダーとして仲間の面倒をよく見ていたという過か去こからくるものである。

　何なに故ゆえにクリトフがこのようなことをしているのかというと──それは無論、頼たのまれたからである。村人に何度も要よう請せいされれば新入りという立場のクリトフが断ことわれるはずもなく、引き受けたのだ。

　初夏の気候は日中の気温をかなり高めるため、誰もが川で泳ぎたがる。清水をたたえた小川の水はどんなに暑い日でも冷たく清らかなので、とても心ここ地ちよいのだ。

　子供たちもここのところ午後の遊び場はこの小川である。だがさすがに子供だけを泳がせるのは危あぶないので、誰か大人の付き添そいが必要である。そこで白羽の矢を立てられたのが、若わかくて子供とのコミュニケーションが得意で、体力があり、暇ひまだったクリトフというわけである。クリトフは普ふ段だんからジーンと一緒に村の子供の相手をしているので、子供の受けがいいのだ。無論これは、身を挺ていして子供を荷馬車から救った例の事じ件けんの影えい響きようもある。

　一つ付け加えると、クリトフは暇だから引き受けたのだが、それはクリトフが仕事をしていないというわけではない。クリトフとて、他の村人たちと同等の仕事がある。ただ彼の場合、持ち前の並なみ外はずれた体力と腕わん力りよくで、常じよう人じんの半分程てい度どの時間で終わらせるので、午後は比ひ較かく的暇になるのだ。断だんじて、仕事の量が少ないとかいうわけではない。

　子供たちの様子を横目で見ながら、クリトフは少し一休みして川の深い所にいき、力を抜ぬいて流れに体を預あずけた。水の冷たさがクリトフの全身に染しみ渡わたり、朝からの疲つかれと汗あせを流していってくれる……

　クリトフとて、毎日額に汗して働く身だ。炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じ、畑仕事、子供の相手……やる事はいくらでもある。しかも季節は夏。それだけ動き回ればかなりの汗をかく。

　当然体を洗あらわなくては、汗あせ臭くさくてとてもやっていけない。そしてこの村の場合、体を洗うのはこの川ということになっているのだ。だから川には木もく製せいの小さな桟さん橋ばしもどきの台や、簡かん易い式の脱だつ衣い所じよも設せつ置ちされている。

　クリトフは太陽の傾かたむきがだいぶ西よりになったのを見て、頃ころ合あいを計る。

「よし、お前たち時間だ。上がって体を拭ふいて着き替がえろ」

「えぇー、もう」

　子供たちからは不平の声が上がるが、クリトフはそんな彼らを無理やり追い立てる。

「文もん句くを言うな。もうすぐ交代の時間だぞ」

　村の浴場とも言うべきこの場所は、時間によって入る者が違う。一番初めはこのように子供が入り、夕方前くらいの時間で女じよ性せいたちと交代。そして最後に汗と泥どろで最も汚よごれた男性が入ることになる。クリトフの場合は子供たちと一緒なので、後から入る必要はない。

「ほら、さっさと着替えろ。お前らの母親にまた文句を言われるぞ」

「うわー、それはやだなー」

「わかったら、早くしろ」

　もたもたと名残なごり惜おしげな子供たちをせっついて、手早く着替えさせる。

「ほら、夏だからって、濡ぬれたままだと風か邪ぜひくぞ。ほら、まだ髪かみが濡れてるだろ」

　クリトフの腰くらいしかない男子の正面に座すわり込み、タオルで力強く拭いてやる。

「いたい、いたいよ、クリトフ兄ちゃん」

「いやなら、今度から自分でしっかり拭け」

　子供の文句など耳を貸かさず、クリトフはしっかりと髪の水気をぬぐいとってやった。

　子供たちの着替えが完かん了りようして移い動どうしようというころに、入れ替わるように村の女性陣じんがやってきた。これからは女性の時間だ。この時間帯にこの川に近づく男は、問答無用で変態の烙らく印いんを押おされてしまう。川のそばには身を隠かくすような場所もほとんどないため、近づけばほぼ確かく実じつにばれてしまうのだ。

「おや、クリトフさん。子こ供どもの相手ありがとよ」

　と、すれ違う子供の母親たちがクリトフに頭を下げていく。村の女性陣というのは大部分が年配で、九割わり方が三み十そ路じもとっくに過すぎたという面々だ。それ故ゆえ村の男たちは、あんなバアさんどもの裸はだかなど見たくもない、と口をそろえて言う。唯ゆい一いつの例外ともいうべきはアリスで、彼女はこの村の華はななのだ。

　女性陣の中にはアリスも混まざっていたので、軽く会え釈しやくをしてすれ違った。別に今話さなくても、家に帰ればいくらでも話せる。

　そしてそのまま子供たちは自分の家に分かれて帰っていった。ジーンと二人で村はずれの我わが家へ向かう途と中ちゆう、クリトフはふと思うことがあった。

　川で沐もく浴よくをするのは気持ちいい。それは認みとめる。夏の暑さに川の水の冷たさは最さい適てきだ。だが……たまには風ふ呂ろにでも入って体を休めたいものだった。暑い夏だが、こういう時に温かいお湯につかるのも気持ちがいいものだとクリトフは思い出したのだ。

　だが、気になることがある。この村には、風呂らしき設せつ備びがどこにもないようなのだ。いったいどうなっているのか……

「なぁジーン。尋たずねるが、風呂はないのか？」

「フロ？　なぁに、それ。夜飛ぶ鳥？」

「それはフクロウ……風呂っていうのは、体の汚れをとるための設備だ」

「よくわかんないけど、体なら今川で洗ったじゃない」

「あぁ。だが、冬はどうしている？」

「冬？　冬もあそこで洗うよ」

　予想外の反はん応のうだ。どうやら、この村には湯船につかって体を洗う習しゆう慣かんがないらしい。

「……冬は寒いだろう」

「うん。だからみんな、ちゃっちゃとやるよ。でも、冬なんて短いからね。この村は一年中暖あたたかいから」

　そうだった、温おん暖だんなこの村の気候ならば、あまり風呂は必要ないかもしれない。

「でも、冬に雨が降ふったらどうする？」

「そのときは入らないよ。さすがに風邪ひいちゃうから」

　どうやら、ジーンは風呂というものをまったく知らないようだ。それはどうもさびしいというか、不ふ憫びんというか……クリトフは複ふく雑ざつな気持ちになった。

　確たしかにこの村ならば、川でその用事は十分事足りるのかもしれない。でも、それとは別のよさが風呂にはあるとクリトフは思った。温かい湯に浸つかったときの、あの体の疲れが染しみ出るような、至し福ふくの快かい感かんが……実じつ際さいの風呂に入ってみれば、そのよさも村人たちに伝わるだろう……そう考えたクリトフは、決心した。手始めに、子供たちに風呂のよさを教えてやろうと。

　その翌よく日じつ、川へ泳ぎに行く前にクリトフはジーンに宣せん言げんした。

「よし、ジーン。今日は風呂というものを教えてやるぞ」

「へぇ……で、フロって、どういうの？」

「わかりやすく言うと、水のかわりに湯の中に入って体を温めるのさ」

「えぇー、熱そうだよ」

　と、ジーンはあまり乗り気ではなさそうだ。でも、クリトフはジーンの反応は気にしないで川原かわらへ向かう。

　時じ刻こくは昼下がり。午前中しっかり働いて、体の疲れもちょうどいいかげん。こんな状じよう態たいで風呂に入れば最高だろう。状じよう況きようは整っている。

　ただジーンには偉えらそうに言ったクリトフだが、実はあまり具体的な風呂の用意は考えていなかった。郡ぐん都とで水は貴き重ちようなので、貧ひん民みんは一週間に一度くらいしか風呂に入れない──それも、何十人もが入って濁にごった湯を使いまわすのだ──だからクリトフ自身あまり風呂に入った記き憶おくがないが、それでも入った時は体が芯しんから温まり、心までリラックスした気分になったと思う。あの時の快感を、村のみんなにも知ってもらいたい──その純じゆん粋すいな思いが、クリトフの行動の原動力なのだ。

　とりあえずあまり難むずかしい事は考えず、一番単たん純じゆんな風呂を作ればいいとクリトフは思っていた。上をくりぬいたドラム缶かんに水を張はって、下から強火で熱して湯を沸わかして作るのだ。そのまま入ればドラム缶の底は熱いので、木の板を底に沈しずめて入る──クリトフ自身も何回か入ったことのある、いわゆる五ご右衛え門もん風呂という奴やつだ。手間を考えると、それが一番実用的だろう。

「なぁ、ジーン。どっかにドラム缶ないか？」

「なぁに、それ？」

「…………」

　そこで初めてクリトフは自分の計画の穴あなに気づいた。この農村には、外の世界で言う『文明の残ざん滓し』というものがない。当然、ガソリンも石油もない。燃ねん料りようが必要な物自体がないからだ。そんな村に、ドラム缶などあるはずがない。

　たしかに今の今まで気付かなかったのは迂う闊かつだった。気が急せいて、頭が回らなかったのだ。だがそれくらいであきらめるクリトフではなかった。

「なら、どっかに大きなナベみたいなものはないか？」

「ナベ？　うちのシチューナベじゃだめなの？」

「それじゃぁ小さい。人が入れるくらいの大きさの、金きん属ぞくの入れ物はないか？」

「えぇ、人が入れるの？　……そんなのないよ、どこにも」

　計画が暗あん礁しように乗り上げた……が、クリトフはあきらめる気にはなれなかった。まだ全すべての手がダメだったわけではない。そう、まだ、あの男がいるではないか。こうして行き詰づまった時の相談相手が……とは言っても、つい先日洗せん剤ざいの件けんで押しかけたばかりなので行きにくかったが……

　向かった先は当然村の中央の木。そこのいつもの位置に痩そう身しんの男は寝ねていた。

「風ふ呂ろ？　君もよくよく細かい男だね」

　と、クリトフの話を聞いたジェンガルは開口一番そう言った。さすがに郡都出身のジェンガルは、風呂を知っていたようだ。

「この村は一年中暖かいから、体を洗うのは川で十分なんだよ。僕ぼくもそれで問題ないと思うし、無理に風呂なんて……」

「しかし、風呂には風呂のよさがある。俺おれはそれを子供に教えてやりたいんだ」

「……わかったよ。君がそこまで熱心に言うなら手伝うよ……でも、この村にドラム缶はないよ」

　と、どうやらジェンガルもクリトフと同じことを考えたらしい。やはり計画頓とん挫ざの危き機きは回かい避ひ不ふ能のうなのだろうか。

「そう、そこが問題だ、ジェンガル。何とか他のもので代用できないか？」

「ウーン……人が入れるくらいの大きさの釜かま……あるわけないし……よし、わかった。僕が用意しよう」

「できるのか？」

「あぁ、心当たりがある。風呂桶おけは僕が用意するから、君は川原で焚たき火を用意しておいて。できるだけの強火だよ」

「よし、わかった」

　やはりジェンガルは頼たよりになるな、と思いつつクリトフは川原へ戻る。でも何だか、村に来てから頼りきりだな──そう思わないでもなかったが、今は気にしないことにする。そのうち何か礼をすればいいだろう。

　気を取り直し、川原でジェンガルに言われた焚き火の準備をしておく。手て際ぎわよく薪たきぎを組み、中心に燃もえ口となるワラを詰つめ込こんだ。

　そんなクリトフの周りを、泳ぎ疲れた子こ供どもたちが囲んでいる。何か面おも白しろい事があるらしい、と聞いてとりあえず集まっているのだ。一同を代表して、ジーンが尋たずねて来る。

「クリトフさん、これからどうするの？」

「ちょっと待て。ジェンガルがもうすぐ来るから」

　クリトフは火打石を数回打ってワラに火をつけた──郡都から持ってきたライターもあったが、村での生活に早く慣れるためにも村の道具を積極的に使うようにしているのだ。

　実じつ際さいもう手て馴なれたもので、火はやがて薪に燃え移うつり、景気よく炎ほのおを上げ始めた。

　そしてそれに合わせたかのようなタイミングでジェンガルはやってきた。

「やぁ、準備はいいようだね」

「こっちはな。そっちは？」

「あぁ、持って来たよ」

　と、ジェンガルは頭の上に抱かかえていたものを下に降おろした──それは、見た目は木の箱だった。木の木目も新しい直方体の箱で、大人の男でも体を伸のばして入れるくらいの大きさがあった。その内側をクリトフは確かく認にんしたが、きっちり目め張ばりがしてあるので水を入れても漏もれることはないだろう。

「よくこんなものを見つけたな」

「あぁ、ちょっとね」

　と、曖あい昧まいな返事をするジェンガル。クリトフはしげしげとその木もく製せいの箱を見ながら……ふと思い至いたった。

「……なぁ、気のせいか……これは棺かん桶おけに見えるんだが……」

「さぁ、早くお湯をはろう」

「話をごまかすな！　返事をしろ！」

　だがジェンガルは完全に無む視ししてクリトフの方を見ようともしない。クリトフは仕方なく、ため息をついてあきらめた──まぁ、新しいものだから、仮かりに棺桶だったとしても何か不都合があるわけでもないだろう。

「しかし……木の桶か。面めん倒どうだな」

「どうしてだい？」

「湯を別に沸わかさないといけないだろう。俺は大きな釜かまみたいなものを使って風呂を作ろうと思ったんだが……」

「でも、その形だと入るのにコツがいるだろう？　子供が初めて入ったら火傷やけどするだろうしね」

　確たしかに昔ドラム缶風呂に入った時、クリトフもうっかり内うち壁かべに触さわって背せ中なかを火傷した経けい験けんがあった。

「こっちの形のほうが入りやすいよ。それに、簡かん単たんにお湯を沸かす方法なんていくらでもあるよ」

「どうするんだ？」

「まぁ細かい説明は後にして、これに水をはるよ」

「水？　はってどうする。木の桶じゃ、下から熱しても燃えるだけだぞ」

「いいからいいから」

　と、ジェンガルは持ってきたバケツをクリトフに手渡してくる。何を考えているのかわからないが、大人しくクリトフは川から水を汲くみ、木の桶との間の往おう復ふくを開始した。子供たちは興きよう味み津しん々しんに成り行きを眺ながめている。

　ジェンガルは焚たき火の様子を眺め、時折り火ひ箸ばしでつつくだけだ。バケツは一つしかないので、クリトフが一人で重労働をやっている事になる。言い出しっぺの自分がやるのは仕方ないかもしれないが、それでも多少不ふ愉ゆ快かいだった。

　──こっちは働いて疲れているんだ。普ふ段だんヒマなジェンガルがやればいいじゃないか。

　とクリトフは思ったが、子供たちの手前もあるので大人気ない言葉は引っ込め、黙もく々もくと作業を続けた。

　そしてクリトフが全身汗みずくになる頃ころ、桶にはちょうどいい具合に水がはられた。

「終わったぞ」

「あぁ、ご苦労様」

「今考えたら……桶をもっと川に寄よせれば、こんなに疲れなくても良かったのでは？」

「そうだね」

「知ってて黙だまってたな！」

「これ以上川に寄せたら、砂じや利りで桶が不安定になるんだよ」

「チッ、ああ言えばこう言う男だ……それで、これからどうするんだ？」

「沸かすんだよ、この水をね」

「どうやって？」

「こうやるのさ」

　と、ジェンガルは焚き火の中から真っ黒な塊かたまりを火箸で取り出し、それを桶の中に入れた。入れた瞬しゆん間かん、塊の周りの水が蒸じよう発はつしてジューと言う音が響ひびく。水の底に沈しずんでからも、その塊からは泡あわが立ち込め、シューという音が続く。ジェンガルはさらに同じものを次々と水に入れていった。

　水の底に沈んだそれを見て、クリトフはそれがなんであるかに気づいた。

「これは、石か？」

「そう。熱く焼けた石さ。こうすれば簡かん単たんにお湯が沸くよ」

　事も無げに言うジェンガル。確かにこうすれば、鍋なべとかで湯を沸かすよりずっと楽だ。単たん純じゆんな方法すぎて盲もう点てんだった。

　その後もジェンガルは手を水に入れて温度を見ながら石を加え、やがて丁度よくなったら中の石を全部取り出した。

「これでいい。入れるよ」

　石に少しついていたススでわずかに湯が濁にごったが、気になるほどのレベルではない。清せい潔けつな川の石を使ったのだし、問題はないはずだ。

「これ、何？　これがフロ？」

　と、子こ供どもたちは木の桶の周りを囲んでジロジロと観察している。

「そうだ。この中に入って体を温めるんだ。入ってみろ」

　と言うと、好こう奇き心しんの強い子供たちが一いつ斉せいに風ふ呂ろへ殺さつ到とうする。押おし合いへし合いの乱らん闘とうになりかける寸すん前ぜんで、クリトフは慌てて制止した。

「そんなに大勢入れるか！　順番だ、順番」

「じゃ、僕ぼくからね」

　と、一番近くにいたジーンが挙手して入る。泳ぎに来ていたのでジーンは黒いブリーフ形の水着を着たままだ。湯船にゆっくりと体を沈める。

「どうだ、ジーン？」

「ん、あ、熱いけど……きもちいい」

　と、緩ゆるんだ表情で言うジーン。遊びつかれた体がゆっくりとほぐされているようだ。湯の中で体をしっかり伸のばし、ジーンは満足げだ。

「そうだろう、風呂ってのは気持ちいいものなんだ」

「そんなにいいの、ジーン？」

「ぼくも入りたい！」

「僕も」

「わたしも！」

　と、子供たちが一いつ斉せいに群むらがってきた。また騒さわがしくなるのを、クリトフが大声で制せいす。

「こら、騒ぐな。順番だ、順番。ちゃんと全員入れるから」

　と、クリトフは子供をなだめる。気分は完全に保ほ父ふだ。

「意外と面めん倒どう見みがいいようだね」

「大きなお世話……なんだ、その手にあるのは？」

「ほら、石せつ鹼けんも持ってきたよ」

　と、ジェンガルがどこからか白い固体を取り出した。だが、以前岩の中に見つけたネズミの石鹼は村人に配ってもうないはずだ。

「今度はどこで見つけた？　リスの石鹼か？」

「違うよ。あれから僕もいろいろ試ためしてみてね、塩化ナトリウムを電気分ぶん解かいして苛か性せいソーダができたんだ。これは僕が作った奴やつ。菜な種たね油あぶらで作ってみたよ」

　と、手作りの石鹼を自じ慢まんそうに見せるジェンガル。

　塩からどうやったらソーダができるのかさっぱり理解できないクリトフだったが、細かい理り屈くつはこの際さいいい。今度はマトモそうな石鹼という事もあり、クリトフも喜んで使った。

　その石鹼で子供たちの体を丁てい寧ねいに洗あらってやる。川原の石に子供を座すわらせ、背せ中なかを石鹼をつけたタオルでこすると、こびり付いた細かな垢あかが落ちてきた。やはり川で洗うだけでは落ちてなかったようだ。

　クリトフはそのまま子供の柔やわらかい肌はだを傷きずつけないように、だが長年の垢をそぎおとすよう丁寧に全員の体を洗ってやった。

　そうして全員が風呂を終える頃にはクリトフもかなりクタクタだったが、子供たちはみな大喜びだった。初めて味わった快かい適てき感と清せい潔けつ感がたまらなく嬉うれしいのだ。

「ありがとうね、クリトフ兄ちゃん」

「すっごくよかった。またやってね」

　口々に礼を言われ、柄がらにもなく赤くなったクリトフはそっぽを向いた。

「あぁ、わかったわかった、いいからお前たちは早く家に帰れ。親が心配するぞ」

『はーい』

　子供たちを帰し、ようやく嵐あらしは去った。クリトフは座り込こみ、天を仰あおいでつぶやく。

「あぁ、疲つかれた……」

　傍かたわらのジェンガルは、クリトフと同じように子供の世話を焼いていたはずなのに汗一つかいてない。平然としたままいつものあいまいな微び笑しようを浮かべて言う。

「でも、子供たちは喜んでくれたじゃないか。それで十分だろ？」

　その言葉に、クリトフは強く頷うなずいた。

「そうだな、悪くない」

「じゃぁ、僕らもお風呂に入ろうか。僕も久ひさしぶりだな」

「あぁ、そうだな」

　二人はそこで顔を見合わせ、笑い声を上げた──理由はわからないが、何な故ぜか愉ゆ快かいだったからだ。

　──だが、二人の仕事はそれで終わりではなかった。

「クリトフさんとジェンガルさん」

　村の女じよ性せい陣じんの登場だ。うっかりしてた。子供の次は女性陣だったのだ。クリトフたちが実際に風ふ呂ろに入る前に彼女たちが来てくれたのは救いだった。

「おっと、すまない。遅おくれてしまったな。すぐに出て行く……」

「いや、今そこでうちの息むす子こに聞いたんだけど、なんでもフロっていうすばらしいものを作ってくれたそうじゃないかい」

「うちの子も大喜びだったわ。重ね重ねお礼を申し上げます」

「あぁ、そうか。別にたいしたことでは……」

「それで相談なんだけどね、そのフロってのはどんなものなんだい？」

「はい？」

「いやね、今うちの子があんまり嬉しそうに話すものだから、あたしらも興きよう味みがわいてね。よければそれを味わってみたいなと……」

「その後ろにある奴がそうなのかい？」

「へぇ、変わってるね」

　と、女性陣の興味は早くも風呂に惹ひかれているらしい。村人たちに風呂を広めるというクリトフの狙ねらいは、存外早く成じよう就じゆされそうだった。

「……どうする、ジェンガル？」

「どうするって……あの子供みたいに嬉き々きとしたご婦ふ人じん方の顔を見て、今度にしてくださいなんて言えるかい？」

「無理だ」

　頼たのまれると断ことわりきれない性せい格かくのクリトフである。そのまま村の女性陣にも入浴の説明を行い、実際に入ってもらうことになった……女性陣には無む論ろんタオルを巻まいてもらっているが、それでも目のやり場に困こまる。特に、アリス辺りが顔を赤くしてクリトフと顔をあわせようとしない。

「……こうやって、中に入って適当に体を温めたら、そっちのほうで体を洗ってくれ」

「ほぅ、そうかい」

「あぁ、これは本当に気持ちいいねぇ。子供たちが喜ぶのもよくわかるよ」

「まったくだよね」

「クリトフ君、桶おけまだあったよ」

　と、ジェンガルが棺桶（？）をさらに三つばかり持ってきた。子供のときより人数が増ふえたし、体積が子供の何倍もあるのだから桶一つではとても足りない。増ぞう設せつしなくては、夜になってしまう。

「よし、早く水の準じゆん備びしろ！」

「バケツ一つしかないんだけど」

「俺おれがちゃんともう一個見つけておいた。だからお前もやれ！」

「チッ」

「今舌した打うちしただろ、ジェンガル!!」

　クリトフは騒そう々ぞうしく叫さけびながらも忙いそがしく動き、てきぱき仕事をこなしていった。ジェンガルの方も怠なまけようとしていたが観念したのか、かいがいしく働く。

「あぁ、気持ちよかった」

「本当だねぇ、十年は若わか返がえった思いだよ」

「あらやだ。そんなに若返ったら、あたしゃまだ生まれちゃいないよ」

「本当だねぇ、あはははは」

「よく言うよねぇ、中年おばさん連中が」

　ジェンガルがクリトフの耳に小声でささやいてきた。

「ちょっと、ジェンガルさん。なんか言ったかい？」

「ご婦人方の玉のようなお肌はだが拝おがめて、いい目の保ほ養ようができたと言っただけですよ」

　いけしゃあしゃあとはこの男のためにあるような言葉だ、とクリトフは思った。

「とにかくありがとうよ」

「本当に気持ちよかったよ」

「いやぁ、今度お礼させてもらうからね」

「礼なんていらんさ、別に」

「まぁまぁ、そう言わないで」

　こうして騒々しい女性陣は帰っていった。子供たちのときの何倍も疲つかれたクリトフは思わずその場に座すわり込んでしまった。ジェンガルも汗あせを拭ふいて一息ついている。体力的にはまだ多少余よ裕ゆうがあるものの、あの騒々しさに圧おされてかなり気疲れしてしまったのだ。

「あぁ、疲れた。こんなに大変だとは、思いもしなかった」

「……疲れているところ悪いけど、何か重大なことを忘わすれちゃいないかい？」

「……その続きを言うな。俺は今、必死に忘れようとしているんだ」

「悪いけど、もう無理だね」

「……一いち応おう聞く。なんでだ？」

「だって、もう男性陣が来たから」

「はぁぁぁ」

　クリトフは重い、重いため息を吐ついた。だがそのため息も、すぐ喧けん騒そうに隠かくれてしまう。

「よぉ、クリトフにジェンガル。うちのガキと女によう房ぼうから聞いたが、いいもんがあるらしいじゃないか」

「おらたちにも、それをやってくれよ」

「……あぁ、もうわかったよ！　やりゃぁいいんだろう、やりゃぁ！」

　半ばやけくそ状じよう態たいでクリトフは叫さけんだ。ジェンガルも口には出さないが、いつもより疲れた表ひよう情じようで立ち上がる。

　そして太陽も頭をわずかに残した夕ゆう刻こく、ようやく全すべての作業は完かん了りようした。

「いやぁ、えがったえがった」

「こんなえぇもんがあるとは、知らんかったわい。長生きするもんじゃて」

「まったくまったく」

　と、男性陣も気持ちよさそうな顔で帰っていく。クリトフとジェンガルも最後に入浴したが、はっきり言って疲れが溜たまってその程てい度どではとても回かい復ふくできなかった。いったい何回桶おけのお湯を換かえただろうか？　両手でも数えられないくらいだということは間ま違ちがいないはずだ。

「……ジェンガル、生きてるか」

「こんなに疲れたのはずいぶん久ひさしぶりだよ……」

「普ふ段だんから昼ひる寝ねばかりしてるから体力落ちたんだろ」

「いうねぇ。君のほうが疲れているように見えるのは、僕ぼくの錯さつ覚かくかな？」

　何とか減へらず口を叩たたくくらいの元気は残っているが、かなりヘロヘロだ。

　だが、次に聞こえた言葉にその最後の元気もなくなってしまった。

「じゃぁ、クリトフにジェンガル。明日もよろしく頼たのむわ」

「おぉ、楽しみにしてるぞ」

「若い頃に戻ったようじゃったわい、ありがとうな、二人とも」

　みながそれぞれの帰路につく中、クリトフとジェンガルはしばし呆ぼう然ぜんと立っていた。

「……明日も、これをやるのか？」

「そうだね」

「……どうしてもか？」

「君は無む邪じや気きな笑顔で喜んでくれたみんなの期待を裏うら切ぎれるのかい？」

「……代わりにやってくれないか？」

「ごめん、無理」

「……何だか、今一いつ瞬しゆん、せめて明日一日だけでもこの村を出たいという気分になったぞ」

「頼むから言わないでよ。僕も賛さん成せいしたくなるじゃないか」

　二人の明日は長くなりそうであった……




　そこは狭せまい一室。一辺が五メートルもない正方形の部屋。家具は机つくえ一つに椅い子す二脚きやく。壁かべは剥むき出しのコンクリートで、中にいる者に冷たい圧あつ迫ぱく感を与あたえる部屋だ。

　郡ぐん都との中央の中ちゆう枢すうタワー。その中にこんな粗そ末まつな部屋があることを知る者は少ない。

　その部屋に一人座っているのはケリーだ。クリトフの馴な染じみの医者である。彼は自じ宅たくで休んでいる所をいきなり兵士に押おし込まれ、この部屋まで連行されてきたのだ。彼自身は今まで正直を信しん条じように生きてきた珍めずらしい人物で、誰だれかの恨うらみをかった記き憶おくもない。何な故ぜ自分がこんな目に遭あっているのかさっぱりわからなかった。

　しかも、もうだいぶ長い間ここにいる気がする。時計は没ぼつ収しゆうされたので時間感覚は頼りないが、少なくとも一時間はいる気がした。扉とびらには鍵かぎがかかっているし、窓まどは無い。事実上監かん禁きんであった。

　ケリーが孤こ独どくと戦い始めてどれくらいが経たっただろうか、ついにその部屋の扉が開かれた。そしてその部屋に入ってきた老人は誰あろう、市長のハーブだ。彼は相変わらずの食えない笑え顔がおと、目の輝かがやきを持って現あらわれた。傍かたわらに一人の兵士を従したがえ、ハーブはケリーの向かいの椅子に座ってきた。

「どうも、ケリー君。長く待たせてしまいましたね」

　と、ハーブはにこやかな笑みとともに言う。ある程てい度ど予想できていたことだが、やはり今回の件けんは市長の命令で兵士が動いていたのだ。

　ケリーはいささか憮ぶ然ぜんとしつつ口を開く。

「あぁ、別にその事は構かまわん。しかし市長。尋ねたい事がある」

「これは偶ぐう然ぜんですね。わたしもあなたに尋ねたい事があってここにご足労願ったのですよ」

　その言い方には、さすがにケリーもムッときた。

「足労？　ほうそうかい。手て錠じようをかけられて兵士に腕うでずくで連れてこられる事を、あんたは足労と呼よぶよう教育されたのかい」

　そう言った途と端たん、ケリーの体は椅子から転げ落ちた。一いつ緒しよに部屋にいた体たい格かくのいい兵士がいきなり殴なぐりつけてきたのだ。老ろう衰すいでだいぶ弱っていた歯が三本折れ、ケリーの口から血が流れる。ケリーがその血にむせ返ると、ハーブは兵士を窘たしなめた。

「こら、なにをするのです。暴ぼう力りよくでは、ケリー君は話す事も話してくれませんよ」

「申し訳わけありません。ですが、あまりに無礼だったもので……以後気をつけます」

　兵士は直立不動で返答する。ケリーはよろよろと立ち上がりながらその様子を眺めていたが、とんだ茶番劇げきに思えた。

　兵士を窘めるハーブの口調には厳きびしさのかけらもなかったし、兵士にも反省の色は全くない。二人とも内心と全く逆の事を言っているのは明らかだった。

　ケリーが椅子に座るのを笑いながら眺めていたハーブは、ケリーが落ち着くのを待って切り出した。

「すいませんね、部下がとんだ事をしてしまって……無む論ろんわたしは暴力を慎つつしむように常々言っているのですが、ご覧らんのとおり彼は血気盛さかんな若わか者ものです。わたしの制止も聞かずにしばしば今のような暴挙に出るのですよ。まったく、困こまったものです」

　ハーブはやはり笑みを浮うかべたままそう言った。そして、ケリーはその段階でようやく身の危き険けんを悟さとった。

　兵士はあからさまにケリーを威い嚇かくしている。ハーブのセリフはつまり、大人しく自分の言う事を聞かないとこの兵士が何をするかわからない、と脅きよう迫はくしているのだ。
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　何よりの証しよう拠ことして、笑みを浮かべたままのハーブだが、その目は全く笑わずに鋭するどい光を放っているのだ。

「いや、ワシの方も悪かった。いささか礼を欠いとったな」

　と、ケリーもそう返事をするしかなかった。

「わかっていただければ幸いです。これで我々の間の断だん裂れつは埋うまったようですね」

　にこやかなハーブ。白々しい、とケリーは心の中で吐はき棄すてた。彼は内心、この得体の知れない市長の事を嫌きらっていた。クリトフが郡ぐん都との外に出ることを黙もく認にんしたのも、この市長の下で働いていてはクリトフの自由な意思が抑よく圧あつされたままだと感じたからだ。

「さて、それでは質しつ問もんに移るとしましょう」

　にこやかなまま、ハーブは続ける。

「お呼びしたのは他でもない。ある一つの質問をしたかったからです。それさえ終われば、すぐにあなたは帰って頂いただいて結構です」

「ホゥ、何を聞きたい？」

「簡かん単たんな事です……クリトフ君の居い場ば所しよを教えていただけませんか？」

　その言葉に、ケリーは背せ中なかを冷や汗あせが流れるのを感じた──が、顔には出さずに言う。

「さて、質問の意図がよくわからんが……」

　瞬しゆん間かん、ケリーの体は部屋を舞まい、壁かべに激げき突とつした。兵士がアッパーカットを入れてきたのだ。一瞬意い識しきが遠ざかり、そして激しく咳せきこむケリー。老人に対してあまりにも容よう赦しやのない一いち撃げきだ。今のは確かく実じつにアバラにヒビが入った。

　ハーブは苦しむケリーを見て、眉まゆ一つ動かさずにやはりにこやかに言う。

「こらこら、そういう事はやめなさいと言ったでしょう」

「はっ、申し訳ありません。つい体が動いてしまいまして」

「それはともかく……ケリー君。とぼけてもらっては困りますね。こちらもだいたいの事はわかっているのですよ」

「さぁ、なんの……ことかのぉ……」

　胸むねの痛いたみに冷や汗を掻かきつつも、よろよろと椅い子すに戻もどるケリー。

「クリトフ上等兵──体力、運動能のう力りよく、瞬発力、反はん射しや神しん経けい……あらゆる身しん体たい能力が平へい均きんをはるかに上回った人物。彼ほどの男が、たとえバケモノの群むれの中に飛び込こんだとして、あれだけの大ケガをするのはどう考えても不自然なのです。ですが、診しん察さつしたあなたのカルテには不ふ審しんな点はないと……妙みような事です」

「さぁ……ワシが見た事は、全すべてカルテに書いてある。それ以外のことは、知らん」

「ジジイ、とぼけてんじゃねぇぞ！」

　兵士がケリーを摑つかみあげる。息が詰まるケリー。ハーブがやんわりと兵士を制した。

「待ちなさい。わたしの話はまだ終わっていません」

　椅子の上に乱らん暴ぼうに落とされるケリー。またもや咳きこむが、ハーブは気にせずに続ける。

「そして、クリトフ君はその後生死不明の状じよう態たいで行方ゆくえ不明──わたしはですね、彼はまだ生きていると踏ふんでいるのですよ。そして、彼と最後まで接せつ触しよくしていたのは、担たん当とう医いであるあなただ。加えてあなたは彼とは古い付き合い。きっと、彼も馴な染じみであるあなたには自分の行く先を告げたはずです」

「市長……あんたの言う事は、みんな想そう像ぞうじゃ」

　途と端たん、ケリーは床ゆかの上に転がった。兵士が椅子ごと蹴けり飛ばしたのだ。痛みにうめくケリー。今度は兵士を窘めず、ハーブが続ける。

「おやおや、随ずい分ぶん苦しそうですね。もう歳なんですから、体をいたわった方がいいですよ……クリトフ君はどこです？」

「さぁ……知らん」

　兵士がケリーを摑みあげ、鳩尾みぞおちを数回殴なぐってきた。口から血を吐くケリー。

「強ごう情じような方だ……冷静に考えてください。実を言えば、彼の行く先はある程てい度ど見当がついています」

「なら、ワシに聞かずともよかろう……」

「まぁ、わたしの話を聞きなさい。彼はバケモノの生息地に足を踏み入れたと報ほう告こくしました。ですが後で考えてみると、そのケガは怪あやしい。となると、その報告自体も怪しくなってきます。おそらく、バケモノの生息地などないはずです。実じつ際さい、そのような場所は過去数百年間、全く報告されていません。では、何な故ぜ彼はそんな虚きよ偽ぎの報告をしたか──それは、そこに何かがあるから。隠かくしたい何かがあるから、彼はあえて危き険けんな情報を流して誰も近づかないようにした。違いますか？」

　確かく信しんのこもった口調のハーブ。ケリーは弱々しくいらえた。

「……知らん」

「そう、今彼は間違いなく、例の森にいるはずです。近々、大規き模ぼな部隊で森全体を捜そう索さくします。そうすれば、彼を発見するのは時間の問題です──わかりますか？　あなたが必死に隠したところで、彼はもう逃にげられません。どっちにしろ見つかるのならば、あなたが彼をかばい立てすると後々のあなたの身が危あやういことになりますよ。わたしが欲ほしいのは、彼がそこにいるという確かく証しようです。それに無む駄だな手間をかけたくありませんので、森のどの辺りの位置にいるのかも教えて欲しいですね」

「……知らん」

　またも殴りつける兵士。鼻と口からさらに血が出てくる。

「考えてもみなさい。このまま彼が森で見つかれば、それを隠していたあなたの罪つみも問わねばなりません。今全てを言えば、あなたは彼と無関係だったと考えましょう。せっかくその歳としまで生き長らえたのです。腐くされ縁えんで付き合っていた赤の他人の小こ僧ぞう如ごときで命を粗そ末まつにするのはやめなさい」

「……市長。あんたも長く生きたならわかるだろう……ワシくらいの歳になれば、命なんぞ惜おしくも何ともない。特に、こんなひどい時代にあってはなおさらだ。殺すならば殺すがいい」

　自じ嘲ちようぎみなケリーのセリフ。だが、その瞳ひとみは決して死んではおらず、活力をたたえている。これはウソ偽いつわりのない言葉だ。彼はこのまま死んでも構かまわないと本気で考えていた。

「そうですか……ですが、あなたはそうでも他人も同じ考えとは限かぎりませんよ」

　ニヤリ、と笑みを深くしてハーブは続ける。

「どういうことだ？」

「あなたに家族はいません。ですが、家族同然に可愛かわいがっている子たちがいるでしょう？」

「まさか、市長、あんた……」

「あなたが私し財ざいを投げ打って貧ひん民みんたちに施ほどこしを行っているのは有名です。よくもまぁそんな偽ぎ善ぜんができるものだと常つね々づね感心していましたよ」

「フッ……ワシの行いを偽善と簡かん単たんに言い捨てる事のできるあんたが、市長であるのが信じられんよ」

　兵士の拳こぶしがケリーの腹はらに埋うまった。枯かれ枝えだのような体が天てん井じよう近くまで吹ふっ飛ぶ。

「ゴボッ……」

　息も絶たえ絶だえのケリーの様子に眉まゆ一つ動かさず、ハーブは言う。

「最近この郡ぐん都との食料もだいぶ少なくなってきたのですよ。それで上院議会で提てい案あんがありましてね。貧ひん民みん街がいの食料を減へらし、中流市民以上に回す分を増ふやすという提案です」

「バ、バカな……今ですら貧民は食料不足で連日餓が死し者しやが出ているのに、これ以上減らしたら……」

「そう、いくら貧民とはいえ、仮かりにも人間。わたしとしても大変心苦しい事です。ですが上院では、貧民が餓死しようとしばらくすればまた増える、むしろ多すぎる貧民を減らすためにも餓死させた方がいい、という考えが主流でしてね……後はこちらの書類にわたしがサインすればこの提案は可か決けつされます」

　ケリーの目の前に細かい文字が書かれた書類をヒラヒラさせるハーブ。

「市、市長……あんた、そこまでして……」

「ですが、あなたの返答次第ではこちらの書類、なかったものとして処しよ理りしようという気分にもなるかもしれません。さぁ、どうです？」

　ケリーは渋じゆう面めんをつくり、獣けもののような唸うなり声を上げた。今彼の胸むねでは、六十年以上の人生の中でも最大級の葛かつ藤とうが巻まき起こっていた……そして、最後にケリーは心の中で謝あやまりつつ、返答を吐いた。

「知らん、ワシは何も知らん」

　それにはさすがのハーブもムッときたようだ。眉が一瞬つりあがった──が、すぐに今笑えみを浮うかべた顔に戻もどる。いや、それは笑みだが、今までのものとは違った。今までのものよりももっと無む邪じや気きで、それでいて残ざん酷こくで、裏うらに何にもないくらい薄うすい、張はり付いた笑みだった。

「ヤレヤレ、本当に強ごう情じような人だ……やりなさい」

　ハーブが指を鳴らすと、兵士がケリーの腹を蹴り上げた。壁に激しい音を立てて激げき突とつする。口から血と歯が吹き出てきた。今のは確実に内ない臓ぞうの一部が損そん傷しようした。アバラも五、六本は折れただろう。

「もっとやって構いません」

「はっ、ですがさすがにこれ以上やってはあの世行きですよ」

　と兵士の言葉にハーブはやはり笑ったまま命令する。

「まだ死んでもらっては困ります。そうですね、ケリー君も歳をとって足あし腰こしにガタがきているでしょう。マッサージをしてさしあげなさい」

　兵士はその言葉に残ざん忍にんそうな笑みを浮かべた。ゆっくりと倒たおれたままのケリーに近づくと、頑がん丈じようなブーツに包まれた巨きよ大だいな足で、ケリーの痩やせたスネを思いっきり踏ふみつけた。ボキッと何かが折れるはっきりした音が響く。

「グギャァァァァァッッッッッ!!」

「ほぅ、マッサージ効こう果かは絶ぜつ大だいですね。あんなに元気よく起き上がりましたよ。続けてさしあげなさい。彼が自分から話したくなるくらい元気になるまで続けるのです」

　兵士はもう片かた方ほうの足も同じように踏みつけ、続いて膝ひざ、モモ、手首、肘ひじも同じように踏む。初めは地じ獄ごくに突つき落とされたような絶ぜつ叫きようを上げていたケリーも、段階が進むに連れて静かになっていく。絶叫とともに体力が流出しているのだ。最後の方にはかすかに震ふるえるだけになっていた。

　後には、手足をジグザグに曲げて床ゆかの上に投げ出した老人の、枯かれた体が横たわるのみ。かすかに痙けい攣れんしたように動くが、ケリーの目は見開かれたままで光が無い。

「……死んだでしょうか？」

　淡たん々たんと兵士が尋たずねる。

「大だい丈じよう夫ぶ。彼は歳としのわりには体は頑がん丈じようです。失神しただけですよ」

　ハーブはケリーに近づくと、血だらけの顔を抱かかえ上げ、その鼻と口に懐ふところから取り出した試験管の液えき体たいを流し込んだ。それは気つけ薬と麻ま酔すい薬を混まぜたものだ。

　ボンヤリとかすかに目に光が宿るケリー。麻酔薬のおかげで手足の痛いたみは痺しびれとともに消えていく。おまけに副作用で頭の中もボンヤリとしているので、複ふく雑ざつな考えはできない。

　ハーブはそのケリーの耳元に口を寄よせ、恐おそろしいほど優やさしい声こわ色いろで囁ささやいた。

「このままでは、あなたは確かく実じつに死にますよ」

「…………」

「あなただけではありません。多くの貧民たちも一いつ緒しよです。あなたがたった一人の男をかばったために」

「…………」

「話して、くれますね？」

　ボンヤリとしたままのケリー。だが彼は、最後まで抗あらがい続けた老人は、その悪あく魔まのささやきに乗ってしまった。かすかに首を縦たてに振ふる。

「肯こう定ていしたのですね、間違いありませんね、話すんですね」

　ケリーの眼めから涙なみだが零こぼれ落ちてきた。ケリーは年とし甲が斐いもなく滂ぼう沱だと戻した。涙と血の混じった洟はな水みずを大量に流しながら、ケリーはガクガクと首を振りつづけた。

「よろしい」

　ハーブは立ち上がり、兵士に指し示じを出す。

「彼は協力してくれるそうです。あなたが聞き出して、調書にまとめて提てい出しゆつしなさい」

「はっ、了りよう解かいしました」

　ケリーは床に倒れたまま、ひたすらむせび泣いた──自分が情なさけなかった。あんな拷ごう問もんに簡かん単たんに屈くつした自分が悔くやしかった。悪魔のささやきを振り切れなかった自分が嘆なげかわしかった。いいように手の内で弄もてあそばれた自分の存そん在ざいが、何よりも矮わい小しようで愚ぐ鈍どんに思えた。

　ハーブは後を兵士に任まかせ、ケリーの慟どう哭こくに満ちた小部屋から外に出た。

　外の通路を真まっ直すぐ進むと、自然な動作でハーブの秘ひ書しよが後ろについてきた。眼鏡めがねをかけた中年のやせた男だ。

　ハーブは歩きながら秘書官に指示を出す。

「ケリー君の件けんですが、調書を取った後彼を処しよ分ぶんしなさい」

「かしこまりました。処分方法はケースＡでよろしいですね？」

「えぇ、郡都の外に放ほうり出せば、後はバケモノが後あと腐くされなく処分してくれるでしょう」

「そのように指示を出しておきます」

　ハーブは自分の執しつ務む室しつに着くと、ゆったりとしたソファに座すわって一息ついた。

「では、私はこれで」

　と、事後処理に出ようとする秘書官。ハーブはそれを呼び止めた。

「少し待ちなさい」

「はい？」

　ハーブは懐ふところから紙を取り出すと、机つくえの上におき、万年筆でつらつらと短く書き込こむ。

「これを頼たのみます」

　と、秘書官にその紙を手て渡わたした。それは先ほどケリーに見せていた上院からの提案書だった。一番下にはたった今書かれたばかりの、インクの乾かわききらないサインがある。

「では、この提案は可決という事でよろしいのですね？」

「えぇ、上院の提案も無理からぬ事ですからね」

「了りよう承しよういたしました。そのように処理いたします」

　秘書官は一礼し、部屋から足音もなく出て行った。

　一人残ったハーブは少しうつむき、ノドの奥おくから零こぼれ落ちる含ふくみ笑いを響ひびかせながらつぶやいた。

「フ、クフフフフフ……ケリー君。あなたはあまりにも簡かん単たんに人を信じすぎです。正直すぎるのですよ、馬ば鹿かがつくほどね。今の時代を生きていく上で、正直さなど何の役にも立ちはしません。ですから、浮うき世よで苦しみ生き続けることのないよう、楽な道を選んで差し上げたのです。正直な君への、わたしからの手た向むけですよ。天国で安らかに眠ねむってくださいね」

　ゆっくりと立ち上がったハーブは薄うす暗ぐらい部屋の中を、窓まどのそばまで移い動どうした。そしてほとんど日の光の見えない暗い曇どん天てんを見上げる。

「ここで死せるあなたは幸いでしょう。あなたの告白で引き起こされる惨さん劇げきを知らないまま逝ゆけるのですから……フクククク、大だい丈じよう夫ぶですよ。あの世でも寂さびしくなどありません。あなたのお仲間が、すぐ後を追うことになりますからねぇ、フクククククク……」

　そう言うハーブの顔には、隠かくしようもない歓かん喜きの色が出ていた。長い間探さがし求めていたものをついに見つけ出したという悦よろこびが。

「さぁ、クリトフ君。あなたの居い場ば所しよはわかりました。そして、ジェンガル君との再さい会かいもすぐです。ジェンガル君の力こそが、わたしの望みを成じよう就じゆさせてくれるのです」

　ハーブは目を閉とじ、あの光景を思い出した。世界を、全すべてを滅ほろぼす、あの黒こく翼よくの圧あつ倒とう的な力を。無情に刈かり取る死神の刃やいばを。

「あぁ、我わが望みは滅び。滅びこそ我が永えい遠えんの渇かつ望ぼう。ついぞその日が訪おとずれるのですね」

　ハーブの願いは間もなく成就されよう。あの日、泥どろ沼ぬまのように腐くさった時代の中、無残にも殺され、死んでいった兄弟に誓ちかったあの日からの望みが。

　ハーブは腰こしの後ろに手を回し、ゆっくりと窓の外を睥へい睨げいした。外では激はげしい雨が降ふっており、時折り轟とどろく雷らい光こうがハーブの長い影かげを部屋に描えがき出す。

「そう、世界は死と絶望に覆おおわれています。死と絶望、それから救う事ができる力はただ一つ。それらをも上回る、大いなる破は壊かいの力のみ。全てを打ち滅ぼす絶大なる力こそが、必要なのですよ……ジェンガル君。上う手まくわたしから逃にげ出せたと思っていたのでしょうが、どうやら流れはわたしに向かっているようですね」

　そして、ハーブは哄こう笑しようした。それは溢あふれんばかりの喜き悦えつの色で染そめられた笑いだったが、どこかがねじれた笑いであった。





　第五章　住み着く場所







　そこはウェストリー。あの川原かわらでの入浴を行った翌よく日じつ、クリトフは気が重かった。また今日も昨日と同じ事をするかと思うとうんざりする。

　確たしかに言いだしっぺはクリトフだし、村人たちに風ふ呂ろの喜びを教えるという目的は達成した。だから嬉うれしくないわけではない。だが……あの方法は効こう率りつが悪すぎる。棺かん桶おけでは一度に一人しか入れないし、すぐに湯も汚れて冷めてしまうから換かえる手間もかかる。体力があまり気味のクリトフも、あの作業はうんざりだ。

　ため息をつきながら畑に水をまいていると、背はい後ごから呼ばれた。

「クリトフ君、ちょっといいかい？」

　聞き覚えのある声──いや、忘れたくても忘わすれられない声だ。軽けい快かいで、それでいて人の耳にいつまでも残るこの声の主は……

「ジェンガルか……それに、みんなも？」

　ジェンガルの方からクリトフに会いにくるというのは珍めずらしいことだった。たいていは逆ぎやくだからだ。しかも今回は、ジェンガルの背後に村人が数人いる。大工のトーガと鍛か冶じ屋やのクリスト、それに村長であるカリスト老という珍しい組み合わせだ。

「いったいどうしたんだ？」

「話があるんだけど、ちょっとだけ時間いいかな？」

　クリトフは横に並ならんで立つアリスをちらりと見た。

「私は全然かまいませんよ」

「……わかった。何のようだ？」

「まぁまぁ、こんな所で立ち話もなんだから、君の家へ行こう」

　相変わらず厚あつかましい事を平然と言う男である。この男のこういう性せい格かくには慣なれることはできても、好きにはなれなかった。

　だがしかし、その程てい度どの事で咎とがめるほどクリトフもアリスも狭きよう量りようではない。表面上はにこやかに迎むかえ入れた。もともとあまり広くないダイニングは大の男五人が座すわることでほぼ限げん界かいだった。

「それで、いったいなにをしに来たんだ？」

「まぁまぁ、そう慌あわてないで……あ、アリス君悪いね」

「粗そ茶ちやですが」

　と、アリスもここに戻もどってきてお茶の用意をしてくれた。水出しのお茶はよく冷やされており、暑くなり始めた今くらいの時間に飲むと最高の味わいだった。

　全員がそのお茶でのどを湿しめらせ終わる頃、来客を代表して村長であるカリストが口を開いた。白い口ひげを伸のばした村の最長老だが、現げん役えきの百ひやく姓しようである。

「クリトフさんや……昨日はありがとう。あのフロというもの、とても気持ちがよかった。ワシも久しぶりに昨日の夜はぐっすり眠ねむれたわい。村を代表して感かん謝しやさせてもらうぞい」

「別に、そんな大したことじゃない。気にしないでくれ」

「それで村のみんなも、あのフロのことは気に入ったようじゃ。できれば毎日でも入りたいと、意見も一いつ致ちした……だが、今のところフロを知っとるのはクリトフさんとジェンガルさんだけじゃ。だからしばらくは二人に頼たよるしかない」

　なるほど、それを頼たのみに来たというわけか、とクリトフは合点した。

「あぁ、そのことなら任まかせておけ。みんなが望むなら、いくらでも風呂の用意をしてやる」

「クリトフ君。僕ぼくらが来たのは無む論ろんそれを頼むこともあるんだけど、もっと別の用よう件けんがあるんだ」

　と、ジェンガルが口を挟はさむ。村長もうなずきながら話を続けた。

「じゃが……昨日の二人を見てみんな思ったが、あの仕事はなかなか大変じゃ。二人だけに頼むのも、申し訳わけない」

「まぁそうだが……気にするな。俺おれは体力なら余あまってるし、ジェンガルも暇ひまだけは余っている」

「後半が余よ計けいだよ」

「それに、気になるなら誰だれか数人手伝ってくれればいい。別に難むずかしい作業じゃない、単たん純じゆんな奴やつだ」

「無論僕もそう思ったけどさ、それでも効率が悪い事に変わりはない。それに昨日もそうだったけど、みんなを待たせる事になってしまう」

「そうじゃ。ワシもジェンガルさんと相談したんじゃが……フロはみんなが望むものじゃ。それならいっそのこと、もっと立りつ派ぱなものを作ればええ。その方がみんなも気持ちいいじゃろうし、喜ぶ」

「そこで、この僕が設せつ計けい図ずをかいてみたんだ」

　ジェンガルが紙を取り出し、テーブルの上に広げた。それを見てクリトフは目を大きく見開いた──それは、巨きよ大だいな浴場であった。一度に何十人もが入れる巨大な浴よく槽そうに、ゆったりとした洗あらい場。どんな天候でも大だい丈じよう夫ぶなように屋根や壁かべもあるし、ゆったりとくつろげる談だん笑しようの場まで設もうけられている。しかも川の水をくみ上げるポンプに、水を沸わかす単純なボイラーも描えがかれていた。

「どう？　これならみんなが十分くつろげるだろう？」

「うむ、確かにこれなら……しかし、こんな立りつ派ぱなものが作れるのか？」

「なに、任せとけ。それくらいのもんなら、朝飯前よ」

　と、大工のトーガが威い勢せい良く言う。隣となりの鍛冶屋のクリストも言う。

「見た事もないもんを作れって注文だが……話を聞けば単純なつくりだから、大丈夫だ」

「これは村人全員が使うものじゃから、全員が協力する。さっそく今日から作り始めるつもりじゃが、村人が交代で作業を手伝う事になったわい」

「ま、みんなで作業すれば十日で完成できるんじゃないかな？　僕も手伝うし」

「クリトフさん、納なつ得とくしてもらえたじゃろうか？」

　そう聞かれれば、クリトフは首を縦たてに振るに決まっている。反対する理由などない。

「もちろんだ。俺もすばらしい意見だと思う……が、なんでまた俺の所にわざわざ来たんだ？」

「それなんじゃが……」

「工事の指し揮きは僕がとるつもりだ。でも、その後は別だよ」

　ジェンガルがそう言うが、クリトフは意味がよくわからなかった。

「つまり、この浴場が完成した後、ここを管理する者、管理人が必要になるじゃないか。それを、風ふ呂ろの発案者である君に引き受けてもらいたいと思ってお願いに来たんだよ」

「俺が？」

「そうだよ」

「そんな……ジェンガルがやればいいじゃないか。お前のほうが頼りになるし……」

「僕はそういう肩かた書がきみたいなの、興きよう味みないし」

　それはウソだ、とクリトフは思った。面めん倒どう臭そうだからイヤなだけだ、この男は。

「村のみんなに聞いてきた。みんな、クリトフさんに任せるのがいいと言っとる。後は、あんたがどうするかじゃ」

「俺は……」

　そう頼たのまれれば、引き受けるのにやぶさかでない。だが、いきなりそんな大役を引き受けて大丈夫かという思いもある。

　何より、そんな仕事をすれば今以上に忙いそがしくなる。そうなれば家事や畑仕事ができなくなり、アリスたちに迷めい惑わくをかけることになる。それだけは避さけたいのだが……そんな内心を見み透すかしたように、台所で静かに話を聞いていたアリスが口を開いた。

「うちのことは気にしないでください。クリトフさんの、お好きなように」

「だが……」

「うちは以前も私とジーンの二人で大丈夫だったんですから。それに、私たちに気き遣づかってクリトフさんがこの話を断ことわるなら、私怒おこりますよ」

　そこまで言われては、仕方がない。だが、まだ最後の踏ふん切りがつかなかった。

「でもなぁ……」

「無む論ろん、完成後も村中の者が毎日交こう代たいで手伝いに行く。あんたはここの掃そう除じとか、維い持じとか、そういう管理をしてくれればいいんじゃ。それに見合うだけの礼なら、ちゃんとする」

「いや、礼とかいう問題じゃなくて……」

「まったく、なにを悩なやむ必要があるんだかね」

　ジェンガルが腕うでを組んで言った。

「いいかい、クリトフ君。確かに君は余よ所そ者だ、それは僕も同じだ。それを気にしてるなら、止やめたほうがいい」

「なんだと？」

「よく考えるんだ、君はね、もうこの村の一員なんだよ。そしてみんな、君の事を信しん頼らいしているんだ。そして尊そん敬けいもしている。だからみんな、君にこの仕事を任せると言っているんだよ。それなのに、君は断るのかい？　みんなの信頼を裏切るのかい、クリトフ上等兵？」

　その呼よばれ方に、クリトフははっと気づいた。そうだ、自分は村の一員だったのだ。もはやそう呼ばれていた軍人であるクリトフは過か去この人なのだ。いったいいつまでそんなことに拘こう泥でいしているのだろう？　ここでこの仕事を引き受けるのは、それは村での確かつ固こたる居い場ば所しよを作る大切な仕事、己おのれの信頼の証あかしなのだ。

「わかった。若じやく輩はい者ものだが、俺でいいなら引き受けさせてもらう」

「おぉ、そうか。引き受けてくれるか」

「よし、そうときまれば早さつ速そく作業だ。さぁ、腕がなるぜ！」

「クリトフも来てくれ。お前が管理人なんだからな」

「あ、あぁ。わかった」

「クリトフさん、うちのことなら私に任まかせてください」

　クリトフはそのまま強ごう引いんに連れ出され、その日からの作業に早速取り掛かかった。

　こうして村唯ゆい一いつの公こう衆しゆう浴場の工事は着工した……その日の午後には村の男の三分の二以上が作業を手伝いに来てくれたので、工事は大いに進しん展てんした。翌よく日じつ以い降こうも同じくらい手伝いに来るので、みな畑は大だい丈じよう夫ぶなのかとクリトフのほうが心配になるくらいである。

「なに、大丈夫さ、あっちはカカァに任せてある」

「みんなが使うもんだから、みんなで作るのは当然じゃないか」

　さも当たり前と全員が口をそろえて言う。クリトフは、これがこの村の性せい質しつなのだと今さらのように思い出した。

　こうして作業は突とつ貫かん工事並なみの速さで進み、予定を大おお幅はばに繰くり上げて一週間後の夕方には完成した。ジェンガルのかいた設せつ計けい図ずが良かったのか、トーガの腕が良かったのか、はたまた村人全員の思いが集まった結果か──その全すべてだろうが──早い完成であった。

　そしてその日、新しん装そうオープンした浴場は盛せい況きようであった、村人たちが待ちに待った風ふ呂ろ。それも、今度は広々とした広さがあるのだ。みな大喜びだった。

　クリトフは管理人として満足げにみなの笑え顔がおを眺ながめていた。彼のほうもここ数日は大忙しだったのだ。多くの洗せん面めん器きやタオルの類たぐいを調達したり、ジェンガルと一いつ緒しよになって大量の石せつ鹼けんを作ったり、目が回りそうな忙しさとはまさにそれだった。

　浴場は一つなので女性と男性用に時間を区切って使い、初日の運うん営えいはつつがなく終わった。クリトフも休むまもなく忙しく駆かけ回った。団だん欒らんの場に湯上がりでくつろぐ村人たちの間を渡わたって要望や意見などを聞きまわり、改かい善ぜん点がないかを探さがした。だが、全員が大満足だという返答だったので改善点を見つけ出すのはまだ先になりそうだった。

　そして入浴にやってきたものたちはみな、何らかの食料を持ってきた。それは野菜であったり肉であったり魚であったり……それらは全て、入り口の所のカゴに入れられていた。入浴に対する対たい価かというか、言わばお礼の品である。一人一人は思い思いの小さなものを持ってくるだけだが、村全員の分を集めるとかなりの量になる。

「こんなにあるのか？」

　と、クリトフも両手でなければもてないほどの食料の山が築きずかれていた。これをクリトフと、その日当番で手伝いに来てくれた村人とで分けるのだ。

「さてと。これを五等分すればいいんだから……」

「あぁ、クリトフ。俺おれたちはいらねえよ」

　と、手伝いに来てくれた村人は口をそろえて言った。

「え？　しかし」

「いいんだよ、俺らは自分で使う場所の仕事を手伝ったんだ。礼をもらうつもりはない」

「なら、俺だって……」

「でもあんたは別だ。俺らは午後から手伝えばいいことになってるが、あんたは朝からここの掃そう除じやらをやるんだろ？　他の仕事ができないじゃないか。だから、これはあんた一人がもらってくれ」

「そうそう、気にしないで受け取れ。あんたはこれから、それだけの価か値ちがある仕事をするんだから」

「……みんな、ありがとう。感かん謝しやする」

　としか言えなかった。余よ計けいな事を言えば、感かん情じようが爆ばく発はつして涙なみだがこぼれそうだったからだ。この時ほど村のみんながすばらしく、そして身近に感じたことはなかった。

　そしてその言葉どおり、翌日からクリトフは朝から晩ばんまで浴場の管理をした。朝は一人で浴場の掃除。広い場所なので大変だったが、数日もやるとこつを覚えたので手早くすることができた。みんなが使っていくタオルも浴場で管理しているので、いちいち洗せん濯たくして干ほさねばならない。無む論ろん他にも備び品ひんの手入れや、消しよう耗もう品ひんの補ほ充じゆうなどもクリトフの仕事だ。やることは以前よりも増ふえたが、クリトフはそこにやりがいを見み出いだしていた。こここそが自分の居い場ば所しよだと感じた。

　だから毎夜、くたくたになるまで働いて帰る時のクリトフの顔は笑顔だった。

「ただいま」

「お帰りなさい」

　と、いつもと同じ笑顔でアリスが出で迎むかえてくれる。彼女はどんなにクリトフの帰りが遅おそくとも、ランプをつけて待っていてくれるのだ。

「まだ起きていたのか？　明日も早いんじゃないのか？」

　時じ刻こくはすでに星々の映はえる夜。太陽とともに生活する村では、すでに就しゆう寝しん時間だ。

「クリトフさんだって、朝早く起きて浴場の掃除でしょう？」

「俺は大丈夫だが、アリスの体こそ平気なのか？」

「私は平気ですから」

　気丈に笑うアリス。クリトフもそれ以上はこの話題に触ふれなかった。

「今日の稼かせぎだ」

　と、両手のカゴ一いつ杯ぱいの食材をアリスに渡す。

「またこんなにたくさん……なんだか、みんなに悪いわ」

「みんな少しずつの気持ちを持ってくるだけだ。でも、村中の少しずつが集まればこれくらいの量になる」

「とてもうちだけでは食べきれない量ですね」

　アリスの何気ない一言に、クリトフは手を打った。そういうことか。初めは生せい鮮せん食品が多かったのに、最近は保ほ存ぞんの利きく乾かん物ぶつや燻くん製せいが主流であるわけは。みんなクリトフたちの事情を知って、気き遣づかってくれているのだ。

「ご飯、温めますね」

「あぁ、悪いな」

　アリスはもう食事を済すませているので、クリトフだけの食しよく卓たくとなる。でもアリスも向かいに座ってお茶を飲みながら、その日の出来事をいろいろと話してくる。

「ジーンは？」

「もう寝ねました」

「そうか……まぁ仕方ないな。明日こそ早く帰ってくる」

「あまり気にしないでください」

「わかってるさ……この煮に物もの、美う味まいな」

「えぇ、味がしみているでしょう？」

「あぁ、十分にな」

「そう言えば、今年もタマネギが豊ほう作さくになりそうですよ」

「そうか……なぁアリス」

　クリトフは決心し、前から思っていたことを口にした。

「畑仕事は大変じゃないのか？」

「いきなりなんですか？」

「いや……ただ、な」

　怪け訝げんな顔とともに答えるアリス。

「それは、楽ではありませんけど……」

「なら、もうしなくてもいいんじゃないか？」

「え？」

「君は、家事だけをやっていればいいんじゃないのか？　こういってはなんだが、畑の全部を君とジーンの二人でやるのはやはり困こん難なんだ。俺おれも手伝いたいが、とてもそんな暇ひまは無い。でもその代わり、今では俺が毎日の食い扶ぶ持ちを稼かせげるようになった。だから、今期の収しゆう穫かくが終われば、必要最さい低てい限げんだけを残してもう種まきをせずに……」

「ごめんなさい」

　アリスはそう言った。

「でも、それだけはダメです、いくらクリトフさんの言うことでも……」

「だがな、もうそんな必要は……」

「ダメなんです」

　アリスは小さく言った。

「この畑は、父と母が一生懸けん命めい、私たちのために拓ひらいたんです。だから……」

「……すまない。俺おれが悪かった」

「いえ、気にしないでください……もちろん、クリトフさんはこのまま浴場の仕事をしてください。うちなんかより、村人みんなのそっちのほうが大切ですから」

「苦労をかけるな」

「いえ、いいんです。これは私のわがままなんですから」

　そう笑うアリスの顔がなんだか儚はかなくて、それ故ゆえ愛いとしく思えた。

「…………」

「……すいません。しんみりしちゃって……来週には、タマネギの収穫です。新タマネギを使って、クリトフさんの好きなテンプラを作りますね」

「そうか。わかった。来週は、暇を作って俺も手伝いを……」

「いえ、本当に大だい丈じよう夫ぶです。クリトフさんは気にしないでください。私とジーンだけで平気ですから」

　と、またいつものように笑うアリス。クリトフは手元の皿に視し線せんを落とした。

　何な故ぜなら、アリスのその笑いがどこか寂さびしげで、目に痛いたかったからだ。




　そこは、荒こう野や。荒あれ果てた不毛の大地。今、そこには郡ぐん都との兵士たちが数千人以上も集結していた。全員軍服をきっちりと着こなし、外がい敵てき駆く逐ちく用の完全装そう備び状じよう態たいで整列している。

　そして、その指し揮きをとるのはハーブだ。彼自らがこの場所まで出向いて陣じん頭とう指揮をとっているのである。

「なるほど、あれですか」

　ハーブたちの目前にそびえるのは、巨きよ大だいな森だ。高い木が林立し、中には日の光も届とどかぬ暗黒の世界。そこが目的地であった。

「はい、クリトフ上等兵の報ほう告こくや、ケリーの自白を照らし合わせるとこの森で間ま違ちがいありません」

「そうですか。ケリー君は、ちゃんとやってくれましたか？」

「はい、洗いざらい吐はいてくれました」

「結けつ構こう結構。彼もあんな強ごう情じようを張はらねばもう少しマシな死に方もできたでしょうに」

　ハーブは立ち上がり、眼がん前ぜんのまるで彼らを阻はばまんとそびえる森の巨木を見み渡わたした。

「森の内部には異い常じよう環かん境きよう適てき応おう種しゆが多数生息していると思われ、この人数でも制せい圧あつは困こん難なんだと予想されます。森の中は狭せまく見通しが悪いので、この人数が生かしきれないでしょう」

　部下の報告に、ハーブは顔色一つ変えずに命令した。

「火をつけなさい」

「は？」

「燃もやすのですよ。邪じや魔まな木も、異常環境適応種も、森ごと全すべて焼き尽くすのです」

「ですが、それでは目標まで……」

「問題ありません。わたしの言うとおりにするのです」

「了りよう解かい！」

　すぐさま伝令が飛ぶと、十数人の兵士が森へ向かって行った。全員背せ中なかには大人ほども大きさのあるタンクを背負い、そこから伸のびたホースは手の銃じゆうへと続いている。

　そして彼らは横並びになり、森へ向けて銃を構かまえて引き金を引いた。とたん、辺りが昼間のように明るくなる──銃から出たのは、炎ほのお。それは火か炎えん放ほう射しや器きだったのだ。同時に強きよう烈れつなナパーム弾だんがいくつも発はつ射しやされ、森の入り口はたちまち赤々と毒々しい炎に彩いろどられた。千度以上に達する炎は水でも消えない業ごう火かだ。生木もたちまちのうちに炎えん上じようしていく。

　空へ届かんばかりに燃え上がる炎を、兵士たちは無表情に見ている。そしてハーブは全身を赤い光に染そめながら、いかにも楽しげにつぶやいた。

「さぁ、クリトフ君にジェンガル君、お二人とも準じゆん備びはいいでしょうか？　狂きよう騒そう劇げきの開かい幕まくですよ。まさかこの程てい度どの炎で燃えてしまうような、くだらないオチでわたしをがっかりさせないでくださいよ」

　くっくっく、とのどを鳴らして楽しげに笑う老人。

「この劇の終幕は簡かん単たんです。わたしかあなたたち、どちらか一方の滅めつ殺さつをもってこの戦いは終わります。それ以外の方法では、決して幕切れはありえません」

　ハーブは笑いながら、それでいて切なそうに身をよじらせた。

「あぁ、ついにこのわたしの悲願が、積年の渇かつ望ぼうが果たされようとしているのですね。長く、長く、気が遠くなるくらいに長い間夢ゆめ見みた我わが望みが、そう、大いなる破は滅めつの力が……すいませんが、ジェンガル君。君にはわたしの駒こまとなってもらいますよ、フクククク」

　老人の低いつぶやきは、燃え盛さかる炎の中へと吸すい込こまれていった。




　そこはウェストリーのメインストリート──と言えば聞こえはいいが、他よりも少し道みち幅はばの広い通りなだけである。

　一いち応おう村の中央を走っているのでそう呼ばれているが、農村であるウェストリーでは細かい農道が網あみの目のように走っていて、たいていの場合そっちを通ったほうが近道できるので、この通りの人通りはあまり多くない。

　その通りを、クリトフは歩いていた。時じ刻こくは深夜近く、空を星々が飾かざっている。この時刻だと、外を歩く者はまずいない。

　今日もクリトフは浴場の管理をして、今はその帰りだ。今日はすっかり遅おそくなってしまった。ただその分、両手に持った大きなカゴには今日の稼かせぎである様々な食べ物がぎっしり詰まっている。

　一日中働いていたため、クリトフもだいぶ疲つかれていた。自分でも風ふ呂ろの維い持じがここまで大変とは思わなかった。自分の経けい験けんを元に、最近では様々なサービスを増ふやしているのだが、それが仕事を増やして逆ぎやくに自分の首をしめることになっているのだ。

　例えば、湯上がりにはマッサージのサービスを行うようにしてみた。クリトフは郡都で軍にいた頃、様々な訓練を受けた。その中の格かく闘とう訓練の時、相手を倒たおすための急所と一いつ緒しよに、人体のツボとか、筋きん肉にくの構こう造ぞうを学んだのだ。その知ち識しきを応用すれば指し圧あつやマッサージを効こう果か的に行える。人を傷きずつけるために学んだ技わざが、逆に人を癒いやす事になるとは奇き妙みような感じがするものであった。

　だがこれが予想以上の人気で、風呂上がりの村人はクリトフのマッサージを受けねば帰らないまでになってしまった。連日長ちよう蛇だの列ができ、クリトフは汗あせをかきながら毎日五十人近くの人数を、腕うでの筋きん肉にくがこわばるまでマッサージし続けなくてはならない。今の所クリトフしかマッサージの技ぎ術じゆつは無いので、回転率りつが上がらない。

　また、あわせて冷たい飲料の配はい布ふも行ったのだが、こちらも大好こう評ひよう。子こ供ども向けのジュースから大人用の酒まで連日調達をしなくてはならず、正直体が幾いくつあっても足りない。

　だが、この疲れは決して辛つらいものではなかった。充じゆう実じつ感かんのある疲れだ。何よりも、村人たちは自分を必要としてくれていた。一人の対等な人間として、自分を欲ほつしてくれていた──それが何よりも嬉うれしかった。

　ふとクリトフは星空を見上げ、昔を思い出した──郡都での生活を。

　クリトフは貧ひん民みん街がいの孤こ児じだった。親は知らない。孤児院で育てられたが、あの頃ころは今以上に設せつ備びがロクなものではなかった。食料は無く、毎週誰だれかが餓うえて死んだ。衛えい生せい状じよう態たいも悪く、毎年変な疫えき病びようが流は行やって数十人単位で死んだ。クリトフが十二になった時、同年代で生き残れたのはたったの九人だった。このクリトフという名前だって、親がつけたものではない。孤児院に引き取られた時、幼おさなくて自分の名前もロクに喋しやべれなかったので、便べん宜ぎ上じようつけられた名前だ。そう言う名前のスープが好物だったからつけられただけの、安あん易いな名前だ。

　並なみ外はずれた体力を持っていたクリトフは、周囲のリーダー的存そん在ざいだった。コソ泥どろ同然の生活をしなくては生きていけなかったので、強い者がリーダーになるのは自然の成り行きだった……だが、クリトフは今思う。

　あの時、周りはクリトフを必要としていたわけではなかった。ただ単に、周りは強い奴やつについてきただけだ。リーダーが必要だったわけで、クリトフが必要だったわけではない。仮かりにあの時クリトフが死んでいても、周りは悲しみもせず、次の人間をリーダーにしただけだろう。

　その後ハーブの勧すすめで兵士になれたが、そこでも同じだ。周りはクリトフのずば抜ぬけた身しん体たい能のう力りよくに舌したを巻まいたが、クリトフ個人を必要としていたわけではない。評ひよう価かされるのはその能力のみだ。ハーブが求めたのもそれだけだった。誰もが能力を欲しただけで、クリトフという名の個こ性せいを持った人間など必要なかったのだ。

　クリトフはただの一兵士。上の命令に動く駒の一つ。代わりはいくらでもいる。クリトフが何人分もの能力を持っていたとしても、クリトフの死後新兵を数人まとめて雇やとえば損そん得とくゼロ。所しよ詮せんはその程てい度どの存在。

　周りは口々に親しげに話しかけてくる。でもわかっていた。奴らにとって自分は、すごく強い兵士Ａ程度の認にん識しきしかなかったのだ。奴らが近づくのは、自分を味方にすれば頼たよりになりそうだと思っていたからだ。

　だが、この村に来てからは違ちがった。誰もが、心のうちからクリトフを受け入れ、親しく接せつしてくる。今ここにいる自分は変わった余よ所そ者ものではなく、村の一員であるクリトフなのだ。この村は、自分を必要としているのだ。

　だからこそ、クリトフはこの村に来た。郡都とは長い付き合いだったが、兵士として働いた七年間で借りは返したと思っている。

　しかし……だがしかし、こうして一人星空を見上げていると、何な故ぜかその郡都が懐なつかしくなってきた。いつもひもじかった最低の生活。幸せを感じた事など一いつ瞬しゆんもない場所──なのに、無む性しように恋こいしかった。

　そういえば、と少しだけ思い出した。郡都でもケリーだけはクリトフを一個の人間として扱あつかってくれた。

　──ジイさん、元気でやってるかな。

　多少心配になったが、問題ないだろう。高こう齢れいであったがそのわりに頑がん丈じようだ。上流階級の医者なのだから生活は安定しているし、体調管理もしっかりしていた。あの分なら、あと二十年は生きそうな雰ふん囲い気きだった。

　と、クリトフが畑の柵さくに寄りかかって哀あい愁しゆうに浸ひたっていると、こちらに来る足音が耳に入ってきた。

　星に照らされた夜道を近づいてくる人ひと影かげ──小こ柄がらなその人物は、アリスだった。いつもと同じ麻あさのワンピース姿すがたは質しつ素そだが親しみやすく、彼女らしかった。

「どうした。女子供が出歩くには、少し遅おそいぞ」

「いえ、今日はだいぶ遅いようなので、お迎むかえです」

「……ジーンはどうした？」

「もう寝ねました。あなたを待つと言って起きていたけれど、疲つかれて眠ねむったようです」

「そうか……悪いことをしたな」

　そういえば、最近はジーンとあまり会話をしていない。村に来た頃、朝から晩まで付き合っていたのが夢ゆめのようだ。

「持ちます」

　と、アリスはクリトフの足元にあったカゴの一つに手をかけた。

「止やめとけ。女が持つには少し重おも過すぎる」

　と手を伸のばすクリトフを、アリスは逆に手を伸ばし、クリトフの手をそっと払はらった。

「こんなに硬かたくなって……」

　クリトフの腕うでは血管が浮うき出、筋きん肉にくがカチカチに固まっていた。連日マッサージで酷こく使ししているためだ。

「それが仕事だからな」

　クリトフはぶっきらぼうに言ったが、内心ではアリスに心配をかけたくないと思ってのセリフだ。そしてアリスのほうもそんなクリトフの気き遣づかいに気づいたようで、いつもと同じ微び笑しようと共に言ってのけた。

「でも、だいぶ疲れているのでしょう？　一つは私が持ちます」

　彼女のガンコさをよく知っているクリトフは、言っても無む駄だだと悟さとってそれ以上反はん論ろんしない事にした。

　アリスは両手でカゴを抱かかえあげて歩き出したが、顔が赤い。やはり重いようだ。

「あまり無理をするな」

「平気です」

　言葉少なに返答するアリス。だが、数十メートルも進むと立ち止まってしまった。腰こしを曲げて荒あらく息を吐はいている。

「だから言ったろうに」

「ハァ、ハァ……すいません。迎えに来たのに、かえって足手まといですね」

「いや、そんな事はない」

「え？」

　直前のクリトフのセリフが小声だったために聞き返したが、クリトフはそっぽを向いて答えようとはしなかった。

　アリスが持っていたカゴも持つと、クリトフは傍かたわらの空き地を指差した。

「疲れているようだな。ちょっと一休みしよう」

「すいません……」

　本当に申し訳わけなさそうに体を小さくするアリス。それを見ていると自分が弱い者イジメをしているような錯さつ覚かくをクリトフは覚えた。

　短い草が生え揃そろった地面に腰を降おろす二人。辺りには虫の鳴く音が静かに響ひびく。夜風は意外と冷たく、心地よい。

　お互たがい夜空を見上げ、話そうとしない。いや、少なくともクリトフは言いたい事がいろいろあったのだが、こういう状じよう況きようになると何を言えばいいのかわからなくなってしまったのだ。大体アリスも今夜に限かぎって何な故ぜ迎えにきたのだろう？　何か言いたいことでもあるのだろうか。だが、彼女も黙だまったまま動こうとしない。

　そして、悩なやんだ末にようやく一言だけ言葉を見つけた。

「なぁ、アリス」

「はい」

「ありがとう」

「え？」

「いや、その……迎えだ。わざわざ」

「あぁ、いえ。どういたしまして」

　会話が止まった。ぎこちない空気が漂ただよう。クリトフが次のセリフを考えていると、今度はアリスの方から切り出してきた。

「クリトフさん。いいですか？」

「なんだ」

「さっき、夜空を見上げている時寂さびしそうでした」

「……そうか」

　否ひ定ていはしない。勘かんのいい娘むすめだ。隠かくしてもすぐわかる。

「何かあったんですか？」

　静かな問いかけ。それは決して無理に答えを聞き出そうとはしない。クリトフが、別に、と一言言えば、アリスはそれ以上何も聞かないだろう。これはそういった問いだ。返答をどうするか、全すべてをクリトフの意思にゆだねているのだ。

　そしてクリトフはちょっと悩んだ末、先ほどの想おもいを口にする。

「少しな……昔を思い出していた」

「外の事ですか？」

「あぁ、郡ぐん都との事だ……変なんだ。別に、あんな郡都に大した思い出はない。苦しい生活を続けて、死にかけたことも一度や二度じゃない。最低の生活さ。頼たのまれたって戻らないと決めた……でも、そこが無む性しように恋こいしくなったんだ」
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「そうですか」

「まったく、変な話さ。この村が天国なら、向こうは地じ獄ごくも同然なのにな。今俺おれは満ち足りているのに、何であんな場所のことを思い出すのかな」

「変な話じゃありません」

　アリスがクリトフの顔を見て言ってきた。いつもの真まっ直すぐな言葉で。

「人にとって故郷ふるさととは、それだけで大切なものなのです。それがどんな場所で、どんなに不便で、どんなに辛つらい場所であっても、そこが故郷であるなら人は恋しく思うのです。故郷とは人の寄よる辺べ。あなたにとっても、そこはそれだけ重要な場所なんです」

　言うと、アリスは視し線せんをまた上に戻もどした。

「……すいません。少し偉えらそうでしたね」

「いや、そんな事はない。全くそのとおりだ……人には故郷が必要なんだな……」

「クリトフさん」

「ん？」

「やっぱり、帰りたいですか？　そこに」

「…………」

「やっぱりこんな田舎いなかより、外の世界の方がいいですよね」

「いや、そんな事はない」

　しばし考えた後、クリトフは言った。それはクリトフの正直な想いだった。

「確たしかに郡都は俺の故郷だ。だが、故郷とは寄る辺に過すぎない。異い邦ほうの地へ行った時、確かな自分を保たもつための存そん在ざいが故郷だ。しかし、俺にとっての帰るべき場所はこの村、ウェストリーだ。俺はこれから先、どれだけ遠くへ行く事があっても、必ずここへ戻ってくる。ここは俺の魂たましいの帰り場所なんだ」

「クリトフさん……」

　アリスはこっちを見て、何だか泣きそうな顔をしてきた。星に照らされた彼女の顔には、彫ほりの深い顔立ちのため陰いん影えいがはっきりついている。その様子が神しん秘ぴ的で、驚おどろくほど美しいと思った。

　そして、そんなアリスの顔を見ていると彼女の本心もわかったような気がした。普ふ段だんはガンコで生き真ま面じ目めな性せい格かくのアリス。だが今のアリスは、棄すてられた子こ供どもがようやく親を見つけた時のような顔をしている。

　両親が死に、弟を一人で育てねばならなかった彼女。それ故ゆえ大人の仮か面めんをつけねばならなかった彼女。まだ遊びたい盛さかりに、辛つらい畑仕事をせねばならなかった彼女。両親の畑を必死に守り続ける彼女。それら全てが、今のクリトフにとっては愛いとしかった。

　そして思い返してみると、クリトフは己おのれの心中をアリスに告白した事がなかった。それは今まで妙みような気負いがあったために口から出なかった言葉だが、今この状じよう況きようならすんなり言えそうだった。

「アリス……言いたい事がある」

「はい？」

　アリスはいつもと同じ笑みで聞き返してくる。それでクリトフも決心できた。

「俺は……君の事が好きだ。そして、これから先も君と、共に過すごしていきたい」

　言った。ついに告白した。クリトフは胸むねにつかえていたものがようやく取れたような気がした。

　一方、その言葉を聞いたアリスは……一いつ層そう笑みを深めて言った。

「……嬉しいです、クリトフさん。やっと、言ってくれましたね」

「あぁ、待たせてすまない」

「いえ……わざと待っていましたから」

　アリスが申し訳わけなさそうに付け加えた。

「なんだかクリトフさん、戻ってきてからずっと私たちに遠えん慮りよしていたから……その遠慮が消えるまで、私待っていたんです。ごめんなさい、卑ひ怯きような女ですね、私」

「いや……悪いのは俺さ。本当に、待たせてすまなかった」

「クリトフさん……」

　そして、二人の視線が重なり合う。その瞬しゆん間かん、世界は二人だけのものになった。

　自然、目を閉とじるアリス。クリトフに全てを任まかせたのだ。クリトフは彼女の顔にそっと顔を寄せ……と、鼻同士が触ふれるかどうかという位置で、クリトフはぴたりと止まった。そして立ち上がり、背はい後ごを振ふり返る。アリスも目を開けてクリトフを見上げた。

「どうしたんです？」

「……いや……覗のぞき見とはいい趣しゆ味みだな」

「いやぁ、お取り込こみ中申し訳ないね。話しかけ辛づらくて……」

　と、木の暗がりから出てきた痩そう身しん──いつもの地味な服を着たジェンガルだった。その肩かたにはいつもの青い小鳥もとまっている。こんな真夜中に何な故ぜ鳥が？　と一瞬気になったクリトフだが、今はそれよりも優ゆう先せんさせる事がある。

「いったい何をして……」

「どうも、ジェンガルさん。今こん晩ばんは」

　と、アリスが律りち儀ぎにあいさつを交かわす。ジェンガルは軽く笑いながら会え釈しやくする。

「あぁ、今晩は。悪かったね、アリス君。二人きりの所を邪じや魔まして」

「いえ、そんな……」

　顔を赤らめるアリス。クリトフは痛いたんできた頭を軽く振ふり、ジェンガルに詰つめ寄った。

「いったいどういうつもりだ？　お前さんのことだ。だいぶ前から俺たちを見ていたんだろう？　何の用なんだ」

「そう、それなんだよ」

　と、クリトフの鼻先に指を突つきつけてくるジェンガル。何がそうなのか脈みやく絡らくがつかめなかったが、せっかくいい雰ふん囲い気きだったところを邪魔されてクリトフは不ふ機き嫌げんだった。勇気を振りしぼって行なった告白が台なしだ。口調も自然刺とげ々とげしくなる。

「昔、人を指差すなと習わなかったのか？」

「今はそんな軽口を叩たたいているヒマはないんだよ」

　ジェンガルは珍めずらしく張はり詰めた表ひよう情じようで言う。この男もこんな顔をするという事を、クリトフは初めて知った。

「何かあったのか？」

「そうだね。とりあえず、かなり重大な事じ件けんだ。君の力がどうしても必要なんだよ」

　ジェンガルの切せつ迫ぱくした雰囲気に、クリトフも事じ態たいの深しん刻こくさを感じとった。固い口調でアリスに告げる。

「……すまないな、アリス。今夜帰るのはもっと遅おそくなりそうだ」

「いえ、気をつけてください」

　クリトフがチラリと足元のカゴに視し線せんを落とすと、アリスが微ほほ笑えんで答えた。

「大だい丈じよう夫ぶです。荷物は私が運んでおきます」

「大丈夫か？」

「今休んだから平気です」

　細い腕うでを曲げて、力ちから瘤こぶを作るような格かつ好こうをするアリス。健けな気げな彼女の様子が、何故かクリトフの胸を痛いためた。

「……本当に、すまないな」

「謝あやまらないでください。誰だれも悪くないんですから」

　アリスはそう言って太陽のような笑顔を浮うかべ、クリトフを送る。

「気をつけてください」

「あぁ……さっきの続きは、帰ってからな」

「え……」

　顔を赤くするアリスだが、かすかに首を縦たてに振った。今はそれだけで、クリトフは満足した。

「行くよ、時間があまりないんだ」

　急せかすジェンガル。クリトフは軽く手を上げ、別れを告げる。

「じゃぁ、ちょっと行ってくる」

「はい」

　軽いあいさつ。だが、それで十分だとクリトフは思っていた。何しろ、この時は事態があそこまで切迫しているとは思いもしなかったのだから。

　ジェンガルは早足で進む。長身で足が長いので、疲つかれているクリトフはついていくのも大変だった。

　そのままジェンガルは無言で村の丘の上へ歩を進めていった。その肩には鳥がとまったまま身じろぎもしない。本当に奇き妙みような小鳥だ。

　丘の上まで来たジェンガルは、前方の闇やみを指差して言う。

「見てごらん」

　だが、その先には夜闇に隠かくれた森が広がっているようにしかクリトフには見えなかった。空の星のおかげで全く見えないという事はないが、それでも真夜中なのだから見通しはよくない。でも、取り立てていつもと変化はないようだった。

「何もないと思うが……」

　どこが非ひ常じよう事態なんだ、と心の中でつぶやく。

「もっと目を凝こらして見てごらん」

「しかし……変な所は見えないぞ」

「そのまま目に全神しん経けいを集中して。瞬まばたきをしないで見るんだ」

　言われた通りにしてみる……と、妙なものが見え出した。何だか、森全体が明るくなってきたような……

　そして次の瞬間、森は火の海だった。赤々とオレンジの炎ほのおに埋うめ尽つくされた森。昼間のような明るさになっている。丘の地面には、二人の長い影かげがくっきりと描えがかれていた。

「ど、どういうことだ？　いきなり火事になったぞ……まずい、はやく避ひ難なんしなくては！」

「落ち着きな。ここまで火は来ないよ」

「何を妙な事を……」

　が、周囲を見てクリトフは息を呑のんだ。上から見下ろすとよくわかる。村の周囲の森だけは、全く燃もえていないのだ。ある地点を境さかいに、向こう側は赤々と燃えているのに、こちら側は静かな森が佇たたずんでいるだけ。くっきりと、村を囲む綺麗な円を描いて炎はそれ以上近づこうとはしなかった。

「どうなってるんだ……」

　思わずうめいた。この村に来てから奇妙な事は多かったが、今回は極きわめつけだ。何もない森と思っていたら、いきなり火事になった。こんなに燃えているのに村人たちは誰も気づいた様子がない。しかも炎は近づかない。全すべてがクリトフの理り解かいの範はん疇ちゆうを超こえていた。

「この村には……」

　ジェンガルがポツリ、と語り始める。

「この村には、外界との接せつ触しよくを避さけるための壁かべがある。誰にも見えないし、誰も触ふれられない、誰も気づかない壁が。その壁のおかげで君は外が燃えているのもわからなかったけど、意い識しきを集中させた事で幻げん覚かくをやぶって外が見えるようになったんだ」

「壁？」

「そう。君は不思議と思わなかったかい？　この森には郡ぐん都とから探たん索さくに来た兵士が今まで何十人もいた。だが、誰もがこの森には何もないと報ほう告こくした。森には凶きよう暴ぼうなバケモノが溢あふれているのに、この村には近づこうともしない」

　確たしかに、それは前からクリトフも気になっていたことだった。

「それは全て、その障しよう壁へきがあったからだよ」

「その壁はなんなんだ、なんでそんなものがあるんだ？　それをお前はなんで知っている？　なんで森は燃えている？」

　疑ぎ問もんは尽つきることなくクリトフの口から漏もれた。

「君の疑問はよくわかるよ。その疑問に答えるためにも、君を呼よんだのさ」

　クリトフはそう言って草の上に腰こしを下ろした。

「君も座すわりな。時間はもう少しだけあるからね。長い話になるし」

「……先ほどは、時間があまりないと言ってなかったか？」

「細かい事は気にしない」

　ため息をつき、クリトフは言われるまま腰を下ろした。この男には反論するだけ無む駄だだということは、今までの経けい験けん上わかっている。

「さて……取りあえず、森の外には郡都の兵士たちが数千人近くいる。彼らが森に火をつけたんだ」

「そんなに大おお勢ぜいが……何のために？」

「ここを探さがし出すためさ。どうも、ハーブさんにこの場所を気づかれたみたいなんだ」

「クッ……俺おれのせいか？」

　クリトフがここに来てからあまり日は経たっていない。今まで見つからなかったこの村が気づかれたとなると、その原げん因いんはクリトフと無関係ではないだろう。

「まぁそうだろうけど、気に病やむことはないよ。どうせいつかは見つかったことだ」

「数千人か……ハーブのジジイめ、この村を制せい圧あつする気だな」

　それにしたって、数千人は多すぎる。こんな小さな村を制圧するなら、訓練された兵士が一〇〇人もいれば十分のはずだ。

「村の制圧もあるだろうけど、一番は僕ぼくだろうね」

「どういうことだ？」

「ハーブさんは、何としてでも僕を捕つかまえたいのさ」

「何な故ぜだ？」

「僕が昔、ハーブさんの大切な物を持ち出したからだよ」

　ジェンガルがクリトフと同じ出身だという事はなんとなく気がついていたが、まさかそんな事じ件けんを起こしていたとは知らなかった。

「どういうことなんだ？」

「今からそれを説明する……それを知るには、かつて人類が繁はん栄えいを極きわめた頃ころまで戻もどらないといけない。君には全てを語ろう──今では知るものもほとんどいない、歴史の真実を」

　そう前置きして、ジェンガルは語りだした。

「かつて、そう、今となってははるかな昔。人類は興こう隆りゆうし、栄えい華がを極きわめた時代があった。それは知ってるかい？」

「あぁ、一いち応おうは」

「その頃の人類は、今では考えられないほど高度な文明を発達させていた。四季も天候も自じ在ざいに操あやつり、この星を自分たちが住みやすいように作り変えた。深い海の底から、宇う宙ちゆう──星の海まで自由に行き来できた。はるか彼方かなた、星の裏うら側がわにも、瞬まばたき一つの時間で移い動どうする事ができた。空間を自在にねじ曲げ、時の流れをも操った。当時から見れば、今残っている文明の残ざん滓しなんてものは、本当にただのかけらに過すぎないね。まぁ、とにかくそうして人類は繁栄の頂ちよう点てんに至いたった……そこで、当時の人間はあるものを作り出そうとしたんだ」

「あるもの？」

「そう、それは人類が長く夢ゆめ見み、手に入れようとしても手に入れられなかったものだ。そして人類のもちうる全すべての科学と英えい知ち、技ぎ術じゆつの結けつ晶しようとしてそれは開発された」

「いったい、それはなんなんだ？」

　ジェンガルは勿もつ体たいをつけるように間をおいた後、重々しく答えた。

「その作動原理から、高こう次じ干かん渉しよう連結型精せい神しん思念連動具象化システムと名づけられたものだ」

「……すまん、名前を聞いてもわからん」

「まぁ、そうだろうね……君にもわかりやすく説明をすると、それは人間のありとあらゆる願いを無む条じよう件けんに叶かなえる、というシステムさ。まさに夢のような代しろ物ものだ」

「そんなものができるのか？」

「当時それを作ろうとしたんだ。人間の意い識しきを読み取り、その根底にある精神エネルギーを媒ばい介かいに異い次じ元げんとの回かい廊ろうを繫つなぎ、現げん実じつ世界に具象化させるというシステムだったらしい」

「それで、できたのか？」

「できた、といっても間ま違ちがいないだろう。だがそれができた瞬しゆん間かん……人類の文明は崩ほう壊かいした。それが今で言う〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉だ。システムが起動した瞬間、人類の文明は音を立てて崩くずれ落ち、人類の多くが死んだ」

「何故だ？」

「わからない。〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の原因は、今では誰にもわからないんだ。でも結果だけははっきりしている。地球は死の星と化した。海は干ひ上あがり、世界中で異い常じよう気象や天変地異が起こった。動物は異常環かん境きように適てき応おうして獰どう猛もうとなり、バケモノと呼ばれて恐おそれられた。文明を失っても僅わずかに生き残った人間は郡都という生活単位を作ったけど、それも十分なものでないという事は君も知ってのとおりだ」

「あぁ、痛いほど知っている」

「さて、そこで話を僕の事に移うつそう……君も気付いていたようだが、僕もかつて君と同じ郡都に住んでいた」

「やはりな」

「僕はこう見えても科学者でね、文明の残滓の管理、維い持じを行っていた」

　科学者といえば郡都でも一ひと握にぎりの超ちよう上じよう層そう階かい級きゆうの存在だ。文明の残滓を任まかせられる存在なのだから、地位も高いに決まっている。ジェンガルがたまに見せた博はく識しきぶりもそれゆえのものだったのだ。

「郡都にいる頃は、他と比くらべてかなりいい生活を送っていたと自分も思うよ──そんなある日、今から十年以上昔の話だ。あるものが見つかった」

「あるもの？」

「それは一つの記き憶おく媒ばい体たいだった。かなり古いものだ。僕と同どう僚りようはそれを読み取って、何とか解かい読どくに成功した。それはかつての〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉を生き残った科学者の残した記録だった。その科学者は、かつて高次干渉連結型精神思念連動具象化システム開発者の一人だったんだ。そこに書いてあった記録を読んで、僕も初めて今話したような文明崩壊の原げん因いんを知ったんだ」

「そんなものがあったのか？」

「一いつ般ぱん人じんには知らされていないから知らなくても仕方ない。そこには、その科学者にも〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の原因はわからないと書いてあった。システムの一部に重要な欠点があったらしいけど、それを調べるだけの設せつ備びも、時間ももうなかったらしい……その科学者は〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の時に起こった災さい害がいに巻まき込こまれて大怪け我がを負って、寿じゆ命みようを縮ちぢめたらしい。その記録は死ぬ一月前に書かれたものだったよ。そして彼は、自分が死ぬ前に自分の研究結果の全てを残しておく、滅ほろび行く人類を眺ながめるのは胸が痛むが、自分にはどうしようもない。自分にできるのは、かつて自分たちが誇ほこった文明の一いつ端たんを後世に残す事だけだ、と書いてあった……そしてその最後には彼が一生をかけて研究した成果が記されていた。そう、高次干渉連結型精神思念連動具象化システムの全てが。詳しよう細さいな構造と、その製せい作さく工程があますことなくね」

「そんなものが実在したなんて……」

「それは今となっては全く理解できないシステムだった。今では失われた法ほう則そくや理り論ろんが多用されている、見た事もない設計図だった。でも、作れない事はなかった」

「理解できないのに？」

「そこには彼らがかつてシステムを作り上げた細かい過程が記録されていたからね。仕組みは理解できなかったけど、そこに書かれてあった通りの作業をすれば、当時と同じシステムを作ることは可か能のうだという結論に僕らは至いたった。理り屈くつはわからなくても、組み立て作業自体の難なん易い度どはそれほどでもない」

「かつて人類を滅ぼしかけた存在をまた作ろうというのか？」

「その科学者が〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の後、自分なりに考えた改良点というのがあったからね。〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉が起きないよう、システムには何重にもリミッターが施ほどこされてあったのさ……とにかく、僕らの報告を聞いたハーブさんは、そこに書かれたとおりにシステムを作るように言った。そして僕らは、言われるままにそれを作った。僕自身も興きよう味みがあったし、なにより科学者としての本ほん能のうが動いてね……僕らは寝ねる時間を削けずって作業に没ぼつ頭とうした」

「……できたのか？」

　ごくりとツバを飲むクリトフ。

「……僕らが作ったのは厳げん密みつに言うと、人の願いを叶かなえる能力を持った人間だ。高こう次じ干かん渉しよう連結型精せい神しん思念連動具象化システム自体は複ふく雑ざつな機械工学と生体工学、遺い伝でん子し加工術に有機金きん属ぞく物理学、空間認にん識しき学、次元時空関数論等の高度な融ゆう合ごう体ともいうべきものだ。そしてそのシステムは、人の体内に埋うめ込まれて初めて真しん価かを発はつ揮きするんだ……その研究も最初苦労の連続だった。人間にシステムを埋め込む手術は想そう像ぞうを絶ぜつする苦く痛つうが伴ともなうし、融合段だん階かいで拒きよ否ひ反はん応のうが出てしまうのがほとんどだった。成功率りつはきわめて低かった。被ひ検けん体たい一号から八四号まで、全すべて術後一時間以内に死し亡ぼうした」

　その科学者特有の、人を物のように扱あつかう言葉にクリトフはマユをひそめたが、文もん句くは言わずに黙だまっておいた。

「そこまで失敗続きだと僕も良心が痛んでね、次の被検体に立りつ候こう補ほしたんだ。それまで何人も殺してきたんだから、罪つみ滅ほろぼしの気持ちも多少はあった……手術はとんでもなく痛くて辛つらかったね、言葉では表せないくらい。そしてどんな運命の悪戯いたずらか……僕で初めて手術は成功。初めて高次干渉連結型精神思念連動具象化システムは正せい常じように動いた」

「お前さんが？」

　クリトフはマジマジと目の前の男を見つめる。痩やせた長身の男。捕とらえどころがない男とは思っていたが、この男に人のあらゆる望みを叶かなえる力があるというのか。

　ジェンガルは軽く手を上げ、手首を横に振った。途と端たん、クリトフの横にいきなりアリスが現あらわれた。あの優やさしげな微び笑しようを浮うかべた彼女が。

「なっ！」

「なるほど。君は本心から、彼女の事が好きなようだね」

　もう一度ジェンガルが手首を振ると、アリスは霞かすみのように消え失うせた。

「これが、僕の能力。相手の深しん層そう意識を読み取り、その時望んでいる事を具象化させる」

「……信じられんが、本当のようだな」

　と、疑うたがい深いクリトフもそううめくしかなかった。

「とにかく、そうして僕で初めて実験は成功し、誰だれもが狂きよう喜きした……だが、僕はそこで初めてハーブさんの本意を知った……あの人は、僕の持つ能力を人類のためでなく、別の目的に使おうとした。己おのれの野望のために使おうとしたんだ」

「ハーブのジジイ、そんな事考えていたのか」

「かつて人類がこのシステムを使おうとして、そして滅んでしまったというのに、彼は僕の能力を限げん界かいまで解かい放ほうするように命令してきた……僕はハーブさんの思想は危き険けんだと感じたね。そしてそれ以上彼にはついていけなかった。そこで僕はそれまでの全ての研究結果、記録を処しよ分ぶんして郡ぐん都との外へと逃にげ出した。それ以来ハーブさんは僕を追い続けているけど、今までは何とか逃げてこれたのさ」

「……それが、人の歴史の真相なのか」

　クリトフはそうつぶやくので精せい一いつ杯ぱいだった。あまりにも話が現実離ばなれしているのに、ジェンガルの言葉が全て真実である事がわかってしまうからだ……そうでも考えないと説明のつかない事が多い。足の骨こつ折せつが半日で治ったのも、この能力のおかげなのだ。

「そう、これが真相……だけど、話は終わりじゃない。まだ続きがあるんだよ」

「まだ？」

「そうやって僕ぼくは外へ逃げた。密ひそかに追つい跡せき部隊が跡あとを追ってきたけど、残念ながら僕は全能ともいうべき能力を持っている。全て返り討うちにした……けど、寂さびしかったよ。郡都の外は一面の荒こう野やか、一日中真っ暗な森のどちらかなんだから。人は誰もいない。来るのは異い常じよう環かん境きよう適てき応おう種しゆばかり。たまに会える人間は僕の敵てき。システムの能力を使えば郡都の外でも生き抜く事はできたけど、僕はたまらなく寂しかった……そして、悩なやんだ。今の僕は普ふ通つうの人間から見れば、バケモノと同じなんじゃないかってね。実じつ際さいそうだった。かつて世界を滅ぼしたのと同じ存在が僕なんだ。そんな僕がこのまま生き続けても、ハーブさんみたいな人を生み出すだけで何の役にも立たないんじゃないか……そう思った。そして僕は死に場所を探してさまよった。僕が死ねば、少なくとももう〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉は起きないからね」

　話が急に重くなったので、クリトフは何も言えなかった。

「長い旅路の果て、僕は今僕らがいるこの場所に来た。暗い森の奥おくのここには、何も無かった。ただ雑ざつ草そうがわずかにはえる空き地があっただけだったんだ……そこで静かに死を受け入れようと思って、三日間飲まず食わずで過ごした……実際何日たったのかわからないけど、ついに僕は倒たおれた。起き上がる力もなかった。でも、誰かに助け起こされて、水を飲まされた。その時まで、僕は水があれほど甘あまくて美う味まいものとは知らなかったよ。そして僕が意識を取り戻もどした時、この場所にはこのウェストリーがあったのさ」

「……待て、話がわからなくなった……初め、ここには何もなかったのか？」

「そう。初めここはただの木が生おい茂しげる森だった。でも僕が生と死の狭はざ間まをさまよった瞬しゆん間かん、僕の能力が無意識に解放されていたんだ。その時、僕の能力は無む限げんの広がりを持っていた。そして、世界の、そう、世界中に生きる全ての人間の望みを叶えようと、僕の能力は働いた。そして世界の願いが具象化したのが……この村なんだよ」

「そんな……この村が、作られたものだというのか？」

　クリトフは衝しよう撃げきのあまり、そう呟つぶやくのがやっとだった。

「そう、僕の能力が具象化させた全ての願いの結けつ晶しようがこの村だ……皮肉だと思ったよ。世界で人は必死に文明の残ざん滓しをかき集め、それにすがりついて生を繫つないでいる。でも、本心では誰も文明など必要とはしてなかったんだよ。ただ、大昔のように土を耕たがやして平和に暮くらしたい……世界の願いはそれだったんだよ」

　確たしかにそうだ。誰もが今の苦しい生活を離はなれ、平和で豊ゆたかな生活を夢ゆめ見みている。この村は間違いなく理り想そう郷きようなのだ。

「僕はその皮肉な現げん実じつを見ているうちに、死ぬ気が失うせた。まぁ、村人の純じゆん粋すいさに心打たれたと言ってもいいけどね、君と同じように」

　そう、クリトフが村人たちの素そ朴ぼくな真心に打たれて郡都に報ほう告こくをしなかったように……

「そして僕はそれから先、世界の願いの行き着く先を眺ながめようと思った。この村がこの先、どのような道を歩むのかを……そして僕はこの村に見えない壁かべを張はり、誰も近づけないようにして長く暮らした……そんな時、君が来た」

「俺おれ？」

「そうだ。君は誰も通れないはずの障しよう壁へきを潜くぐり抜けて入ってきた。君が入ってくるのを感じた時、驚おどろきを隠かくせなかったよ。君が来た瞬間、君の周りだけ障壁が解かい除じよされたんだ」

「何故だ？」

「わからない。でも、はっきりしている事は一つ。この村は世界の望んだものだ。この村に入れる君は、世界が待ち望んでいた人物なんだよ」

「バカな、俺はただのつまらない男だ」

「確かに初めは僕もそう思った。でも君は、あの陰いん惨さんな郡都で生まれ育ったのに、人としての心を失っていなかった。人の良心があった。君は今では珍めずらしい種の人間なんだ」

　そう言われても、クリトフにはぴんとこなかった。確かに周りからは特別扱あつかいされてきたが、自分がそんな世界に待ち望まれるほど特別だとは到とう底てい思えなかった。

「これで話はおしまい。僕はこのまま君がこの村で何を為なすのかを眺めていたかったけど、どうやら邪じや魔まが入ったようだからね」

　そしてジェンガルは立ち上がり、燃もえ盛さかる森を見た。

「森を燃やしたのは、僕らの居い場ば所しよを突つき止めるためだろう。後一時間もしないうちに火は収おさまる。そうなれば、数千の軍ぐん勢ぜいがこの村に押おし寄せてくるだろう……ハーブさんの命令で。あのハーブさんが何の対たい策さくもなしにこんな大おお掛がかりな作戦を行うとも思えないから、きっと障壁を破やぶる手もあるんだろうね」

「なら、どうするんだ？」

「迎むかえ撃うつ。世界の願いは、まだ完全に成じよう就じゆされたわけじゃないんだ。それが成されるまで、僕がこの村を守ろう」

　そう言うジェンガルの全身が淡あわく光りだした。それは全てを包み込こむほど優やさしく、そして神こう々ごうしい光だ。

「大だい丈じよう夫ぶ。たとえ一万の軍勢が来ようと、この村には誰一人近づけさせない。僕にはそれだけの力があるから」

　そう言うジェンガルの姿すがたは、豹ひよう変へんしていた。全身が純じゆん白ぱくの光に包まれているのだ。そして背せ中なかからは、その光が固まってできた大きな翼つばさがあった。片かた羽はねだけでクリトフの身長くらいある巨きよ大だいな翼が辺りを隠さんばかりに大きく広がっている。

　ジェンガル自身の姿、顔かたちや背せ格かつ好こうは変化していないのに、先ほどまでとぜんぜん違う印象をクリトフは感じた。目の前のジェンガルからは恐おそろしいほどの圧あつ倒とう的な力を感じるのだ。それは野生の本ほん能のうが感じる危き険けん信号だ。これまで何度もジェンガルが只ただ者ものではないと思ってきたが、今回はその極きよく限げんだった。目の前にただいるだけで、全身の毛穴が広がるような気がした。今までの飄ひよう々ひようとした、とらえどころのない男の姿はもはやどこにもなかった。目の前にいるのは全能なる守しゆ護ご者しやなのだ。

「俺も手伝おう。これでも、腕っ節には自信がある」

「いや、その必要はないよ……僕でも勝てない相手がいたとしたら、それは誰にも敵かなわないだろうからね」

　さらりと言う。だが、悔くやしい事にそれは事実だ。クリトフは感じていた。目の前のジェンガルが、その気になれば今の自分など瞬まばたきも終わらないうちに打ち倒すことができると。

「君を呼んだのは他でもない。万が一の事じ態たいに備えて、村のみんなを避ひ難なんさせておいて欲ほしいんだ、頼たのめるね？」

「あぁ、わかった」

「ハーブさんは本当に恐おそろしい人だよ。自分の目的のためなら手しゆ段だんも犠ぎ牲せいも選ばない。それに加えて用心深いんだ。どうもイヤな予感がする。もし何かあったら、君に知らせるからみんなを連れて逃にげて欲しい」

「どうやって知らせるんだ？」

「その時になればわかるよ。それと、今話した話は、君の胸むねにしまっておいて。もし僕に万が一のことがあった時、真相を知る者がいなくなるのは寂さびしいから話しておいたんだ」

　そう言って、ジェンガルは笑った。クリトフにはその笑いが何な故ぜか儚はかなく見えた……だから、思わず聞いた。

「ジェンガル！」

「なんだい？」

「……帰って、くるな？　すぐ会えるな？」

「当たり前じゃないか」

　ジェンガルはキッパリと言った。その一言が、クリトフを安心させる。

「ん？」

「どうした、ジェンガル」

「……外から障しよう壁へきを強ごう引いんにこじ開けようとしている。やっぱり、ハーブさんも何か対策を用意してきたみたいだね。そろそろ僕は行くよ」

「あぁ、俺も行くぞ。村中を叩たたき起こさないといけないからな」

「あぁ、お互たがい頑がん張ばろう」

　そう言って、互いは別れた。だから、クリトフはその後ジェンガルがつぶやいた言葉を聞く事はできなかった。

「また会えるかって？　当たり前じゃないか。僕の命にかえて、この村を守ってみせるさ」

　その時のジェンガルの口元には悲ひ壮そう感が漂ただよっていた……




　そこは村の外。火は収おさまった。半日以上燃もえ続けた炎ほのおは、森を焦しよう土どと化していた。

　そしてまだ熱気もおさまらない炭と灰はいの山の上を、数千の兵士たちは一いつ斉せいに進軍を開始した。誰もが迷めい彩さい服に、異い常じよう環かん境きよう適てき応おう種しゆをも倒たおし得るバトルライフルを持った完全武ぶ装そう状じよう態たいだ。服には耐たい熱ねつ処しよ理りも施ほどこされているため、少々の高温内も活動可能だ。もっとも、着ている彼らの体は汗あせだくだが。

　そんな彼らだが、炎の消えた焦土を見て思わずつぶやいた。

「なんだ、あれは」

　完全に燃やし尽つくされた焦土の中、ある一角だけまだ森が残っている。そこにある木は青々とした葉を夜よ闇やみにさらし、スス汚よごれすらついていない。明らかに異常だった。

　その場所を調べ、不ふ審しん者しやは皆殺しというのが兵士たちに下された命令だった。発はつ砲ぽうは任にん意い。こんな大おお勢ぜいで一度に動くような作戦は誰もが初体験であったが、訓練は何度も行っている。彼らはただ、命令どおりに動けばいい。彼らはただの駒こまにすぎないのだから。

　兵士たちは次々と、だが用心深く焼け残った森へと突とつ入にゆうしていった。訓練どおり、二人一組のバディシステムで行動する。咄とつ嗟さの事態にも対応可能なように互いの距きよ離りを保たもっておく。前後の間かん隔かくも前を見失わぬよう、短めの距離だ。一糸乱みだれぬ動き。訓練された兵士たちは森の中をしらみつぶしに探り、偵てい察さつする。アリ一匹ぴきも見み逃のがさない厳げん重じゆうさだ。

　先頭を歩く二人も、周囲を入念に探りながら進んでいた。そのうち、彼らは足を止めた。暗あん視しゴーグルを通した明るい視し界かいの中、木の陰かげに人の姿を見たのだ。

　相手は一人のようだった。二人は素す早ばやい動きで銃じゆう口こうを向ける。命令では殺せと言われていたが、さすがに出会い頭がしらに撃うつのは二人も気が引けていた。何しろ彼らは十八にもなっていない少年兵で、初めて野外で行う実戦だったからだ。

　相手が一人という事もあり、二人はそのままその人ひと影かげを確かく保ほし、情じよう報ほうを引き出そうと考えた。

「止まれ、動くな。手を上げてゆっくり出てこい」

　その人影は、手を上げてゆっくりと出てきた……それを見て、二人は息を呑んだ。その人間は、痩やせた長身の男だった。その怪あやしい男はこんな状じよう況きようにもかかわらず、笑っていた。それも、全てを包みこむ温あたたかな笑みを浮うかべていた。

　何より奇き妙みようなのは、男の全身が淡あわく光っている事だ。その光は暖かで優やさしいのに、どこか人を圧あつ倒とうする色があった。二人はしばし、呆ぼう然ぜんと男を見る。

　男はゆっくりと口を開いた。

「この辺りの空間をゆがめておいた。君たちがどんな道を進もうと、村へ着く前に必ず僕の前を通らなくてはならないようにね」

　ふと、二人の視界がかすんだ。こんな状況なのに、急きゆう激げきな睡すい魔まが襲おそってきたのだ。銃を支ささえる手が急に重くなって垂たれ下がった。ドサリと銃が重い音を立てて落ちた。そのまま二人はその場に昏こん倒とうする。

「大丈夫。命をとる気はない。君たちには眠ねむってもらうだけだ」

　静かな、あまりにも穏やかな声。その声こわ音ねには、何の感情も込められていなかった。

「もっとも、僕が能力を解とかない限かぎり、君たちが目覚める事はない」

　再ふたたびジェンガルの四方から、足音が向かってくる。他のグループが続々とジェンガルに向かってくるのだ。まるで砂さ糖とうに群むらがるアリのごとく、誰だれもが一直線にジェンガルの元へと近づいてくる。

「このままなら、君たちは眠ったまま衰すい弱じやく死しするだろう」

　ジェンガルは近づく者たちを手の一振りで次々と眠らせながら、ゆっくりと歩いていく。

「君たちがそうなる前に、ハーブさんがあきらめて撤てつ退たいしてくれる事を祈いのるんだね」

　そうつぶやくジェンガルの声は、静かな森の闇の奥にたちまち吸い込まれていった。





　第六章　全すべての真実の交わる場所







　そこは村。メインストリートを多くの村人が押し合うようにして進んでいた。落ち着くようにクリトフは怒ど鳴なるが、いっこうに静かにならない。平和な村人たちにとって、今回のような異い常じよう事じ態たいは経けい験けんした事がない。目を覚ましてみれば森が火事になっていたのだ。パニックを起こしていないだけでも大したものだ。

「クリトフさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「クリトフさん、僕らどうなるの？」

　と、アリスとジーンの姉弟きようだいがやって来た。二人とも着の身着のままで出てきたらしいが、その顔には幾いくつもの疑ぎ問もん符ふが表れている。

　村を覆おおっていた障しよう壁へきが消えた事により、村人たちも外が大火事になっていることに気づき、皆みな湖の方へと避ひ難なんしだしたのだ。クリトフは何とかそれを誘ゆう導どうしようと躍やつ起きになっていたが、いかんせん一人でさばくには人が多い。

「ちょうどいい。詳くわしい話は後だ。湖の近くに行ったら、村人の人数を数えて全員いるか確たしかめてくれ」

「は、はい、わかりました」

「任まかせて」

　と、二人は慌あわてて駆かけ出していった。

「走るな！　転ぶと踏ふまれるぞ」

　と怒鳴るが、二人には聞こえたかどうか……

　とは言っても、小さな村の事である。数十分もしないうちに、村の中には誰もいなくなった。クリトフは一いち応おう村の家々を確かく認にんして誰もいない事を確かめ、避難場所の湖のそばへと向かう。

　湖のそばにある開けた土地に皆はいた。少し騒さわがしいものの、全員固まっているのでいちいち指し示じを出す手間が省ける。

　と、やって来たクリトフに気づいてアリスが近づいてきた。

「クリトフさん。ジェンガルさんがいません」

「あぁ、あいつは別の所にいる。それ以外は全員いるな？」

「あ、はい。他は全員」

「よし、ありがとう」

「いえ、当然の事ですから」

　村人たちの顔を見渡すと、だいぶ落ち着いてきたのか、さっきのように無む闇やみやたらに叫さけぶ者はいない。逆ぎやくに、冷静になった村人たちはクリトフに疑問を投げつけだした。

「おい、クリトフ。いったいどうなっているんだ？　大火事だったのに、火はこっちに来ないぞ」

「兄ちゃんよ、高台から見えたが、外に大おお勢ぜい人がいたぞ。なんなんだ、あの人らは？」

「何か知らないの？」

　その疑問に答えるべきか、クリトフは迷まよった。正直に言えばパニックになるかも……でも、村人たちの好こう奇き心しんをこのまま放ほうっておくのも別の意味で危き険けんな気がした。そこで、要点を掻かい摘つまんで説明する。

「外にいるのは郡ぐん都との連中だ。奴やつらが森に火を放はなった」

「ひどい……」

「なんでそんな事を」

　と、ざわめく村人。クリトフは手を振って静かにするよう言いつつ、続ける。

「連中は、この村を手に入れるつもりさ。ここは住みやすい理り想そう郷きようだから、連中にしてみればのどから手が出るほど欲ほしいのさ」

　とだけ言っておく。ジェンガルの話はさすがに隠かくしておく事にした。言っても信じられないだろうし。

「……なんでそんなひどい事をするんじゃ」

　と、一人の老人が呟つぶやいた。

「別にワシらは欲しいものなんてありゃあせん。外の人が欲しがるなら、ワシのもんは皆やる。だから、大人しくしてもらいに行こう」

　と言うのを皮切りに、村人たちは口々に老人と同じ内ない容ようの言葉を言い出した。

　クリトフは、本気で頭痛がしてきた。村人が純じゆん粋すいな人間だとはわかっていたが、まさかここまでだったとは……

「何を言ってるんだ！　奴らはそんな生なま易やさしい相手じゃない。奴らは俺おれたちを皆殺しにする気だぞ！」

「同じ人間じゃ。話せばきっとわかる。この場所に住みたいなら、一いつ緒しよに住めばいい」

「そんな話し合いが通じるか。ハーブは……あの男は、必ず俺たちを根ね絶だやしにする。そういう男だ。奴は力ずくで奪うばうだろう」

「なら、ワシらがいなくなればいいんじゃ。住みなれた地を手放すのは寂さびしいが、またどこかに移うつり住もう。生活が苦しくなっても、別に構かまわん。争いはイヤじゃ」

　そうだそうだ、と村人が一いつ斉せいに肯こう定ていの言葉を吐はく。

「そんな悠ゆう長ちような事が言ってられるか！　ここ以外にこんないい場所があるものか！　大体、奴らは俺たちを見つければ、すぐ殺す気だ！」

「そんなバカな。いくら何でもそんなひどい事……」

「するんだよ、外の連中を甘あまく見るな！　だいたい、俺たちを生かす気が少しでもあるなら、森に火をつけたりするはずがないだろう！」

　クリトフが大声で怒ど鳴なると、村人たちはようやく事じ態たいの深しん刻こくさに気づいたのか、ざわめきだした。

「じゃぁ、ワシらは死ぬのか？」

「いやだぁ、僕ぼく死にたくないぃ！」

「どうすればいいんだぁぁ！」

　と、恐きよう慌こう状じよう態たいになりかける。クリトフは必死に叫さけんだ。

「落ち着け、落ち着くんだ！　全員無事で済すむよう、絶ぜつ対たい何とかするから静かにしろ！」

「だが、クリトフよ。あんたにそんな事ができるのか？」

　村人たちが一斉にこちらを向いた。不安のあまり、皆疑ぎ心しん暗あん鬼きにかかっているようだ。いつもは人をすぐ信じる村人も、疑うたがわしい目でクリトフを見てきた。

　ここで自分が少しでも不安な素そ振ぶりを見せれば、村人はパニックになる。何としてでもごまかさないと……クリトフは決心し、努めて明るく言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。奴らはな、実は俺たちを危き険けんな人間と勘かん違ちがいして来ているんだ。その誤ご解かいさえ解とけば帰っていく。今ジェンガルが行って何とか連中を説得しようとしている。この後俺も行く。あそこには俺の知り合いも何人かいるから、そいつらならすぐ俺のことがわかる。それで誤解さえ解ければ、連中はすぐ戻もどるさ」

　大ウソの口からでまかせな上、さっきまでの言葉と完全に矛む盾じゆんした内容だ。だが、元が純粋な村人は自信に満ちたクリトフの口調をすぐに信じた。

「なんだ、そうだったのか。なら大丈夫そうだ」

「あのジェンガルなら、きっと上う手まくやってくれる」

「それに、クリトフさんもいるからな。安心だ」

　何とか、パニックに陥おちいる事は免まぬかれたようだな、と胸むねをなでおろすクリトフ。

「クリトフさん……」

　見ると、不安な表ひよう情じようをしたアリスがそばに立っていた。

「本当に、大丈夫なんですか？」

　クリトフは努めて何気ない風を装よそおって答える。

「当然だ。何も危き険けんはない。これは念を入れて避ひ難なんしただけさ。何もなければ、夜明けには村に戻っても大丈夫だ」

「そうですか。ならいいんですけど……」

「さぁ、俺もジェンガルの所へ行って手伝わないとな」

　とクリトフは闇やみの中へ駆かけ出そうとしたが、その裾すそを誰かが摑つかんだ。

「待ってください」

「どうした、アリス」

「私も、連れて行ってください」

「バカを言うな、危険だ！」

「クリトフさんの知り合いなんでしょう？　なら危険はないんでしょう？」

　そう言われるとどうしようもない……連れて行く以外に道がない。

「しかたない。でも、絶対俺から離れるな。お前だけは何としてでも俺が守ってやるから」

「クリトフさん……はい！」

　そして、二人は一いつ緒しよに駆け出す。

「あっ、姉さーん、クリトフさーん。どこへ行くの！」

「ジーン。あなたは大人しく待っていなさい」

「安心しろ。すぐ戻る」

　ジーンの不安げな叫さけびを背せに、二人は今や誰もいない村へと戻っていった。




　そこは森の中。全身に光をまとったジェンガルはゆっくりと歩みを進めていた。

　近づいてくる兵士たちはあらかた眠ねむらせた。もうそばにはいないらしい。とりあえず一区切りはついたようだ。無む論ろんジェンガル自身にケガはない。システムの能のう力りよくを持つジェンガルを傷きずつけるなど、機き関かん銃じゆう程てい度どでは不可能なのだ。

「やれやれ、もう終わりかな？　まだ全員じゃないけど、残りはどこだろう？」

　辺りを探さぐるジェンガル。と、誰かが近づいてくるのがわかった。

　だが、今度の接せつ近きん者は妙みようだった。森の中、枝えだや葉を踏ふみ、足音が高く響ひびいているのだ。今までの兵士たちは皆自分の足音をできるだけ小さくしていた。偵てい察さつ任にん務むでそれは当然の事だ。なのに、今度の人物は自分の足音を隠かくそうともせず、こちらにやってくる。

　もう一つ奇妙な点がある。今まで兵士たちはバディシステムを忠ちゆう実じつに守り、複ふく数すうで行動していた。だが、今度の接近者は一人しかいないようだった。

　確かに相手は不ふ審しんだったが、その程度の事で攻こう撃げきをためらってしまうほど甘あまいジェンガルではない。相手がなんであれ、全力をつくす──ジェンガルは力を放はなった。人間には不可視の力。その力が当たれば、人間はたちどころに眠ってしまう。

　だが、相手に力が命中する直前、ジェンガルの力は霧む散さんした。まるで固い壁かべに当たったかのように砕くだけ、相手には何の効こう果かもない。

　ジェンガルは驚おどろきつつも、素す早ばやく立て続けに力を放った。だが、結果は同じだった。

　ゴクリ、と暗闇にツバを飲み込こむ音が響く。どうやら、次の相手は一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。いったいどんなカラクリを相手は持っているのか……

　やがて、足音の主は暗闇の奥おくから姿すがたを現あらわした。それはジェンガルにとって馴な染じみの深い人物でもあった。

「久ひさしぶりですね、ジェンガル君。十一年ぶり、でしたね？」

　そう言ってシワの多い顔を歪ゆがめて笑えみを浮うかべた男──市長、ハーブ。

「これはこれはハーブさん。ご無ぶ沙さ汰ただね」

　予想しなかった相手に驚きつつも、ジェンガルは軽い口調で言う。そもそも、なんでこんな所にこの男がいるのか？　いや、指し揮きをとるためにこの近くにいることは予想できていた。だが、こんな森の中、護ご衛えいの兵士一人すら連れずに来るとは予想だにしなかった。

　ハーブはいつも身につけているビッシリときまったスーツ姿だったが、妙なことにそのスーツにはすす汚よごれの一つもついていなかった。この森の外は一面炭と灰はいだらけの焦しよう土どのはずなのに……

　そして何よりも、たった今ジェンガルの力をこの男は弾はじいたのだ。何か切り札があるだろうとは思っていたが、まさかハーブ自らが来るとは思ってもみなかった。

「それで、ハーブさん。さっそくで悪いけど、帰ってくれないかな？　これ以上戦うのは本意でないんでね」

「おやおや、随ずい分ぶんつれないですね。せっかくの感動の再さい会かいなのに、少しくらい旧きゆう交こうを温めようという気はないのですか？」

　やはり笑みを浮かべたまま、ハーブは言う。だが、ジェンガルは気づいていた。その目は全く笑っておらず、底知れぬ悪意に満ちている事に。

「あいにくだけど、あなたとは話したくないね」

「まぁそう言わないでください……では、単刀直入にこちらの用よう件けんを伝えましょう。戻ってきなさい。そして、わたしの片かた腕うでとして働くのです」

「断ことわる。あなたの手て駒ごまになるのはゴメンだ」

　キッパリと、ジェンガルは言い切った。ハーブは気にせずに続ける。

「あなたには力があります。そう、人類が渇かつ望ぼうし、旧文明の英えい知ちの果てに生み出された究きゆう極きよくの力が。その力を活いかすことこそ、あなたに与あたえられた使命でしょう。そしてわたしがその力を見事に使いこなしてみせます」

「あなたはまだそんな夢む想そうを抱いだいているのかい？　旧文明がこの力に手を出したばかりにどうなったのか、僕ぼくはあなたに何度も見せたはずだ。その上で、まだこの力を制せい御ぎよできると思っているのかい？」

「えぇ、わたしにはできます」

「あれだけの文明を誇ほこった旧人類でさえ手におえなかった者が、滅ほろびかけの文明の残ざん滓し程度しか持たないあなたにどうできると？　とんだお笑い種ぐさだね」

「……悲しいことです。我われ々われの間に横たわる断だん裂れつがかくも深きものだとは」

　ハーブは笑ったままそう言った。口調以外に悲しむそぶりは全くない。

「お引き取り願おうか」

「そうはいきません。残念ですが、わたしに従したがわぬならあなたは排はい除じよします。あなたの力は、見み逃のがすには危き殆たいです」

「フーン。どうする気だい、ハーブさん。たとえ数千人の兵士がかかってこようと、僕にとっては小こ雨さめ程度の障しよう害がいにもなりはしない」

「大した自信だ。このわたしが、何の対たい策さくもせずここに来たと思っているのですか？」

　やはり、とジェンガルはつぶやいた。ならば、もはや手て加か減げんは無用。

　今までは相手を傷きずつけないよう眠らせるにとどめていたが、今度は本気で傷つけようとジェンガルは考えた。だがハーブを殺してしまえば兵士に命令を出す人物がいなくなるので、それは困こまる。そこで足を狙ねらって撃うち抜ぬくことにした。

　手の平に力を集中させ、一気に放出する。厚あつい鉄板をも撃ち抜く一撃だ。さすがにこれなら多少は効きくはず。

　が、結果は先ほどと一緒だった。ジェンガルの力はハーブに当たる前に四散する。

「クッ、バカな……」

　呆ぼう然ぜんとして言う。今のはかなり力を入れた一撃だったのだ……ハーブは、そんなジェンガルを嘲あざ笑わらう。

「ク、クフフフフフフ……無む駄だですよ。その力はわたしには全く通用しませんよ。そもそも、あなたが張っていた障しよう壁へきをどうやってわたしが解かい除じよしたと思っているのですか？」

　確かにそれも不思議だった。だが、どうやったのか見当もつかない。

「単たん純じゆんですよ。システムによる能力は、システムでしか破やぶる事はできない。簡かん単たんな事ですよ。実に簡単な……人類はかつての〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉によってその大部分が滅ほろんでしまいました。しかし、その〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の元げん凶きようとなった高こう次じ干かん渉しよう連結型精せい神しん思念連動具象化システム自体がどうなったのか……それを知る者は、今となってはこのわたししかいません」

　そう言うハーブの全身が光りだした。白い光。ジェンガルのそれと似にた光だが、ハーブの輝かがやきはジェンガルのそれをはるかに上回っている。

「そ、そんなバカな……」

「残念ながら、真実なのですよ、ジェンガル君」

　聞き分けのない子こ供どもを諭さとすように言うハーブ。光り輝くその全身が変へん貌ぼうしていく。禿はげ上がった頭は豊ゆたかな金きん髪ぱつに埋うめつくされ、全身のシワは見る見るうちに平らに、白はく磁じのごとく滑なめらかになっていく……そうやって現あらわれたのは、二十代前半の青年。彫ほりの深い精せい悍かんな顔立ちをした、そしてどこか神こう々ごうしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせる存在。その美貌は誰だれもが息を呑のむほどのものだったが、同時に鋭えい利りな刃は物もののごとき危険さも含ふくんだ美しさであった。全身からは常つねに白いオーラが立ちこめ、背中には薄うっすらと光でできた白い、巨きよ大だいな翼つばさがあった。周囲を覆おおいつくさんばかりの、傍かたわらの木の優ゆうに十倍はあろうかという翼だ。

「そう、かつて人類を滅めつ亡ぼうに追い込んだ全ての元げん凶きようとはこのわたしですよ」

　ハーブはニッコリと笑った。それは本当に底が知れないほど深く、それ故ゆえに恐おそろしい笑みだった。






[image: ]






「そんな、信じられない……」

「驚く事ではありません。システムの自じ己こ保ほ存ぞん機能を使えば、己の寿じゆ命みようを引き伸ばすなど造ぞう作さもないこと。もっとも、一千年も一人で生きるというのは寂さびしいものでしたがね」

　目を細めて言うハーブのその様子は少し悲しげだった……が、それもすぐにいつもの薄い笑みに覆い隠されてしまった。

　そしてジェンガルは、目の前の存在を受け入れる事ができなかった。ジェンガルはこれまで、自分の能力をハーブにだけは渡わたしたくないと思っていた。だが、相手はすでにその能力を持っていたのだ！　ならば、ハーブの目的とはなんなのだ？

「何故だい、ハーブさん」

「何がですか？」

「あなたはすでにシステムの力を持っていたのに、何で僕ぼくを欲ほつするんだ！」

「あぁ、その事ですか。簡かん単たんですよ。あなたを殺すためです」

　ハーブはなお一いつ層そう笑みを深めて、いかにも愉ゆ快かいげに言った。

「あなたから情報さえ引き出せれば、後はシステムの能力であなたを滅ぼそうと思いました。まぁ、さすがにそこまで上う手まくいくとは思っていませんでしたが、案の定直接手を下すことになりましたね……十一年前、わたしがあなたに研究を命じたのも、全てはシステムの詳しよう細さいと、マニュアルを欲したがため。下へ手たにシステムを使えば〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の再来ですからね。システム自体は、わたし以外には必要ないのですよ！」

　ハーブの全身からすさまじいまでの殺気と、圧あつ倒とう的なシステムの力が放出された。その圧力で、周囲の木が一ひと溜たまりもなく折れていった。明らかにジェンガルを上回る力。その圧あつ迫ぱくを受け、ジェンガルは背に冷や汗あせが流れるのを感じた。

「早い話、あなたは邪じや魔まなのですよ。存そん在ざい自体が鬱うつ陶とうしい。あなたがいれば、どういった形でわたしの邪魔をしてくれるかわかりませんからね。あなたがシステムの力を得た時点で、あなたの抹まつ殺さつはわたしの中で決定されたのですよ、ウククククク……」

「あなたはその力で、いったい何をしようというんだ！」

「……おしゃべりが過ぎましたね。もう十分です。さぁ、始めようではないですか。お互たがいの信じるものをかけた、命がけの狂きよう騒そう劇げきを！」

「チッ、やるしか、ないようだね」

　そう呟つぶやくジェンガルの足は震ふるえていた、全身の底冷えが止まらない。それほど、ハーブの力は圧倒的だった。勝てる気がしない……でも、ジェンガルは退ひくわけにはいかなかった。必ず守ってみせると誓ちかったのだから。

「やれるものならやってみたまえ。でも、僕とてむざむざ殺されはしない。僕を殺すなら、手足の二、三本は覚かく悟ごするんだね」

「威い勢せいがいい事ですね……ふむ、どうもこの森の奥おくに、人の気配がします。そこにクリトフ君がいるのですね？」

「今さらそれがどうしたんだい」

「見たところ、面おも白しろい場所があるようですね……あなたが能力で作った場所ですか？」

「そうだとしたら？」

「消しましょう。わたし以外のものが使った能力の痕こん跡せきなど、あってはならないのです。知りすぎてしまったクリトフ君ごと消してしまいましょう」

「それだけはさせない！　村は、この僕の身に代えても守ってみせる!!」

　ジェンガルは両手を広げて背はい後ごをかばうように立った。クック、とのどに絡からみつくような笑いを浮うかべるハーブ。

「では、あなたの身もその村も両方いただくとしますかな……行きますよ」

　ハーブの手から、力が放たれた。




　そこは暗い道。クリトフとアリスは必死に走っていた。森の方は恐ろしいほど静かだったのに、いきなり強い白光が溢あふれ出した。いったい何が起こっているのか……その光はあまりにも現げん実じつ離ばなれした感じがただよい、それ故ゆえ不安だった。ジェンガルの身を案じ、クリトフは闇やみの中を疾しつ走そうする。

『クリトフ君』

　その時、クリトフを呼ぶ声がした。否いな、声ではない。それは、クリトフの頭の中に直ちよく接せつ響ひびいてくるのだ。

「ジェンガルか！」

　思わず立ち止まって叫さけぶクリトフ。アリスが息を切らせながら立ち止まり、見上げて尋たずねてくる。

「ど、どうしたんですか、クリトフさん」

「少し静かにしていてくれ……ジェンガルなのか」

『そうだよ。今君の精神こころに直接語りかけている……用よう件けんを手短に言う。事じ態たいは最悪だ。もはや僕の手には負えない。僕自身も、もってあと一〇分だ』

「そんな、しっかりしろ、ジェンガル！」

『状じよう況きようは僕の想そう像ぞうもしなかったほうに動いている……かいつまんで言うと、ハーブさんは〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉を引き起こしたシステムの大元だったんだ。僕では敵かなわない』

　いきなりの衝しよう撃げきの事実に驚きよう愕がくしたが、今は驚いているヒマすらない。

「それで、今どこだ！　すぐ助けに行く」

『来るんじゃない！　君には君の任にん務むがあるはずだ……早く村の皆みんなを避ひ難なんさせるんだ。ハーブさんは、僕を倒した後で村も全ぜん滅めつさせる気だ。とにかく、南側は今誰もいない。村を捨すてて、どこか遠くの地へ逃にげて欲ほしい』

「俺おれも行く！　今どこなんだ、早く言え！」

『無茶を言わないでくれ。君など、僕らの前ではまさに虫ケラ同然なんだ。君が来たところでハーブさんに秒殺されるのがオチだ！　それよりも君に頼たのみがある。頼むから、僕の最さい期ごの願いを聞いてくれ』

「クッ……わかったよ」

　そう言われては、クリトフも頷うなずくしかなかった。

『君はまだ知らない事実がある。君にはそれを知る義ぎ務むがある。全ての源みなもとへ行くんだ』

「源？　なんだそれは」

『それは、世界の全ての願いの具現した……まずい、ハーブさんに見つかった』

「おい、どうした、ジェンガル！　ジェンガル！」

『クッ、防ふせぎ切れない……』

「大だい丈じよう夫ぶなのか、ジェンガル！　返事をしろ！」

『ウワァァァッ……それは……村の名前』

「名前だと？」

『それが由来……だ』

「ジェンガル！　ジェンガル！」

　だが、それ以上ジェンガルの声は聞こえてこなかった。

「クリトフさん。ジェンガルさんに何かあったんですか？」

「……アリス。事態が変わった。皆の所へ急いで戻って、逃げるんだ！　ジェンガルは失敗したらしい。南には誰もいないから、そっちから逃げろ！」

「え、クリトフさんは？」

「俺にはやらねばならない事がある。頼んだぞ。俺の願いだ。皆を無事に連れ出してくれ！　俺もすぐ行く」

「わ、わかりました！　必ず来てくださいね」

　クリトフの必死の剣けん幕まくに押おされ、アリスは反はん論ろんもせずに今来た道を逆ぎやく走そうしていく。アリスが駆かけ出すのを背はい後ごに確かく認にんし、クリトフは足を速めた。

　ジェンガルが言う力の源。初めはさっぱりわからなかった。だが、最後の途と切ぎれ途切れのジェンガルの言葉を聞いてひらめいたのだ。

　ジェンガルは村の名前と言ったのだ。それはウェストリー。そしてウェストリーとは、ｗｉｓｈ　ｔｒｅｅ。すなわち、『願いの木』がなまってできた言葉である。

　つまり全ての源とは、いつもジェンガルが寝ねていた、あの木の事なのだ！

　そして、クリトフは巨きよ木ぼくの下まで来た。真夜中、幾いく重えにも重なった枝えだの下は完全に真っ暗だった。

　ここまで全速力で走ってきたのでいくら息を吐はいても酸さん素そが足りない。だが、休んでいるヒマはない。

「……で、来たのはいいが、ここに何があるんだ？」

『よくぞ来た。待っていたぞ、クリトフ』

「いったいなんだ！」

　思わずクリトフは叫さけんだ。何しろ、目の前の巨木がいきなり輝かがやきだしたのだ。ジェンガルとよく似にた白い輝き。だが、この輝きは辺りが見えないほど強い。

　そしてその光の中、木の枝から何かが降おりてきた。それはいつもジェンガルとクリトフのそばにいた、あの青い不思議な小鳥だった。

　その小鳥の嘴くちばしが開き、そこから声が漏もれる。

『クリトフよ。わたしの声が聞こえるか』

「……なんだってんだよ。ハーブの次は喋しやべる小鳥が出てきたぞ」

　と、クリトフは思わず天を仰あおいだ。もはや事じ態たいの展てん開かいについていけない。

『時は来た、クリトフ。わたしはお前をずっと待っていた』

「待っていたって、お前は何者だよ」

『そうだな。とりあえず、世界の願いとでも名乗ろうか』

　ふと、ジェンガルの言葉が思い出される──君は、世界が待ち望んだ人物だ──

「俺をこの村に入れたのは、お前か？」

『そのとおりだ、クリトフ。そしてわたしはお前に全すべての真実を語ろう』

「あぁ……悪いけどな、今はそんなヒマがない。ジェンガルの奴やつが実はとんでもない奴だと思ったら、ハーブのジジイの方がやばくて、おまけに事実を俺は知るらしい」

　もはやクリトフ自身の言葉が支し離り滅めつ裂れつだ。だが小鳥は全く動じずに続ける。

『案ずるな。辺りをよく見ろ』

　言われて、ふとクリトフは気づいた。妙みようだ。静か過すぎる。虫の鳴き声も、風の音すらも何も聞こえない。

　辺りを振ふり返ってみても、動くものは何もない。落ちる木の葉が空中で静止していた。全てが凍こおりついたように固まっている。

『時間を凍とう結けつした。今この世界で動いているのはわたしとお前だけだ』

「……お前、ただの鳥じゃないな」

　と、クリトフの口から出たのはなんともマヌケなセリフだ。そもそも、喋る時点でただの鳥のはずがない。

　すると小鳥の全身が光となり、見る見るうちに膨ふくれ上がる……現あらわれたのは、光が固まってできたような人間だ。背せ格かつ好こうはクリトフと似ているが、その顔は目も鼻もないのっぺらぼうだ。

「ほぅ……それがお前の姿すがたってわけか？」

『違ちがう。この姿もまた仮かり初そめのもの。お前と話しやすいように、外見を合わせただけだ』

　光の人間は身じろぎもせず、淡たん々たんと語りだす。

『さぁ、クリトフよ。お前に全ての真実を語ろう』

「そんな悠ゆう長ちようなヒマはないって言ってるだろう？」

『時間は凍結されている。今我われ々われにとって時間は無む限げんにあるのだ。慌あわてる事はない』

　光の言っている事は理解できなかったが、何となく従したがったほうがいい気がした。

「わかったよ。話を聞いてやる」

『では、歴史の真相を語ろう』

「知ってる。人類が〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉で滅ほろびかけた話だろ？」

『それもまた真相の一部に過ぎない。わたしは全ての真実を語る……それにはまず、わたしの正体から話さねばならない』

「あーあー、ジェンガルとハーブに続いて、お前も何たらシステムだとか言い出すんじゃないだろうな？」

『そのとおり』

　……ここまで来ると、クリトフも驚おどろきを通り越こして呆あきれた。よくもまぁ次から次へとわけのわからん連中が、いったい何人出てくれば気が済すむのやら。

『では話そう。わたしの正体を……それは遠い遠い昔。この星からはるか離はなれた遠い星の事だ。そこに人類がいた。この星の人類がかつて繁はん栄えいの頂ちよう点てんに達した時よりもさらに高度な文明を、その星の人類は築きずき上げていた』

「あぁ……つまり、宇う宙ちゆう人じんがいたんだな？」

『お前から見ればそうなる。その星の人類は繁栄した……だが、孤こ独どくだった。何な故ぜなら、広い宇宙において、彼らの仲間はどこにもいなかったからだ』

「俺たちがいるぞ」

『その頃ころこの星はまだ生まれてすらいなかったのだ……実じつ際さいの所、統とう計けい学がく的に言ってこの宇宙で、彼らやこの星のような知的生命体が自然発生する可能性はきわめて低かった。そこで彼らは、なんとかして宇宙に仲間を増ふやそうと考えた』

「どうしたんだ？」

『わたしを作り出したのだ。わたしには人間の望みを具象化する能力がある。わたしと同型のものが数多く作られ、宇宙中に散らばっていった……我々の使命は簡かん単たんだ。宇宙を旅し、生命のある星を発見したらそこに行き、その生物の願いを叶かなえ、文明を発はつ展てんさせるのを手助けすること……宇宙に彼らの仲間を増やすために作られた存在がわたしだ』

「……ほぅ。それで、どうなったんだ？」

『わたしは長い旅の末、この星に辿たどり着いた。この星に来た時、人類はまだ木の上で生活するサルだった。彼らの願いを叶えつつ、わたしはこの星で人類が発展していくのを待った……ある者はわたしの事を神と、また別の者は悪あく魔まと呼んだ。仏、魔ま神じん、ドラゴン、魔王……様々な呼ばれ方をした』

「……お前の正体はわかった。それで、話の要点はなんなんだ？」

『今から言うところだ──わたしはこの星の人類の発展を眺ながめていた。初めは人類の願いをかなえていたわたしも、次し第だいに仕事が減へっていった』

「何な故ぜだ？」

『わたしは決して全能ではない。わたしにはいくつかの制せい約やくがある。わたしの能力はあくまで、人の願いを叶えるものだ。裏うらを返せば、人の願わない事を具象化する事はできない。そして、願いを叶えるのは、その願いを一定以上の人間が心の底から叶えて欲しいと思った時だけだ。大きい願いであればあるほど、願う人間も多くなければならない』

「面めん倒どうだな」

『これでいいのだ。人類がまだ初期の文明を築いた時、人類はまだ純じゆん粋すいだ。雨を降ふらせて欲しい、豊ほう作さくにして欲しい……そういった単たん純じゆんな願いを大おお勢ぜいの人間が願った。だからわたしは叶えてやった。だが、文明が高度になるにつれて人間の思想は高度になり、願いは多様化されていく。そうなると、願う人間が少ないのでわたしは能力を発動させる事ができない。そして次し第だいにわたしの仕事は減っていくのだ』

「なるほど、確かにそうだな」

『そしてわたしはそのまま、この星の人類の発展を末永く見守るつもりだった……だが、誤ご算さんがあった。わたしという存そん在ざいに、この星の人類は気づいてしまったのだ。そして、彼らはわたしの能力を調べ上げ、それと同じものを作り出そうとした』

「それはあの〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の事か」

『そのとおり。本来はその段だん階かいでわたしを作り出すほどの文明を彼らは持っていなかった。だが、わたし自身の存在を定義する応おう用よう理り論ろんこそ複ふく雑ざつだが、構こう造ぞう自体はシンプルなのだ。初めの発想が困こん難なんなだけで、それさえわかれば後は単純だ。彼らもわたしという実物を見て、システムを作ろうとした。しかも、彼らはわたしも想そう像ぞうだにしなかったことをした』

「どんな？」

『わたしに課せられた制約を全て解かい除じよし、どんな願いでも無む条じよう件けんに叶えるよう、新たに設せつ定ていし直したものを作り出したのだ』

「そんな事ができるのか？」

『そういったものを創そう造ぞうする点において、この星の人類はすばらしい才能を持っていた。わたし自身は人間の望みを叶えるのみで、全能でない事は話したな。彼らは高こう次じ干かん渉しよう連結型精せい神しん思念連動具象化システムの欠点を解消すべく、システム自体を人間の肉体に直接埋うめ込こんだのだ。これによりシステムと人間の思念がより直接的にリンクする事で、多くの制限が解除されたのだ』

「それが、ハーブか」

『あの固体はそう呼ばれているようだな。そして……そしてそれが起動した瞬しゆん間かん……人類の全ては音を立てて崩くずれ去っていった。お前たちが呼ぶところの〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉だ』

「〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉は何故起こったんだ？　原げん因いんは？」

『人類の願いが多様だからだ。お前にもわかりやすいよう、たとえ話をしよう。ある食べものがあったとする。Ａという人間はそれが好きで、世界中にそれがあふれていればいいと夢ゆめ見みた。Ｂという人間はそれが嫌きらいで、そんなものは消えてしまえと思った。この二人の願いを同時に叶えるには、どうすればいい？』

「……できるわけがない」

『そうだ。その場合、わたしの能力は何もしない。現状維い持じならば、どちらの願いも叶えられないという事で二人は平等だからだ。わたしの能力はあくまでも、全体が平等でなくては作用しない。ある願いを百人が願っても、二百人が叶って欲しくないと願えば、願いは逆の結果になる』

「なるほど。理り屈くつは通っているな」

『しかるに、人間たちはその制約を取り除のぞいた。高次干渉連結型精神思念連動具象化システムは全ての人間の願いを叶えるべく起動したが──全ての願いをかなえるなど不可能だった。今いった通り、多様な願いは必ずどこかで衝しよう突とつする。しかし制約が消えたことで、何としてでも願いは叶えねばならない。その矛む盾じゆんに陥おちいったシステムは──もっとも単純な答えを選んだ。すなわち、相反する願いをもつ人間双そう方ほうが消しよう滅めつすれば、全ては平等になると。そうして能力は忠ちゆう実じつに機能し、人類は滅めつ亡ぼうしていった……』

「それが〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の真相か？」

　だとしたら、なんて悲しい結末なのか……結局、人類が滅んでいったのは自じ業ごう自じ得とくなのではないか。人類がシステムなど作らなければ、人類が欲よく望ぼうの塊かたまりでなければ、システムに変な改良を加えなければ、こんな事にはならなかったのに……

『そうだ。だが、〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉はそれだけでは終わらなかった。人類の滅亡と同時に、その文明も破は壊かいされた。当時の人類は、汚お染せんされたこの星を己おのれの科学力で生物が住める環かん境きように保たもっていた──それが全て破壊された。たちまちそれまでの環境破壊の結果が表面化し、地球規き模ぼの天変地ち異いが起こった。それにより地上の生物たちも多くが絶ぜつ滅めつしてしまった……それで、全ては終わったのだと思った。だが、人類はしぶとかった。そんな状じよう態たいになってもまだ生き残り、必死に生き続けるものがいた』

「当たり前だ。俺おれたちを甘あまく見るなよ」

『わたしは無む論ろん甘くなど見なかった……わたしはそこで悩なやんだ。システムに改良を加えたあの才能は危き険けんだ。そのままいけば優すぐれた、より高度な文明を発はつ展てんさせるかもしれない。だが一歩間違えれば、己の欲望に忠ちゆう実じつなまま危険な兵器を生み出し、宇う宙ちゆうの脅きよう威いへと発展する可能性もある。こんな人類を残しておいていいものか……脅威となる前に、完全に滅ぼすべきではないかと迷った』

　話が急に危険な方向へ向いてきたのを、クリトフは敏びん感かんに感じ取った。

「おいおい、随ずい分ぶん勝手な言い草じゃないか。さっきお前も自分で言ってただろう！　〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の原げん因いんの一部はお前だって。お前さえいなければ〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉は起きなかったんじゃないか。なのに、そんなお前が俺たちを責せめるなんておかしいじゃないか！」

『その通りだ。わたしがその事を判はん断だんするべきではないと、自分でも思った。だから、わたしはこの星の人間にその判断をゆだねる事にした……クリトフ。お前に』

「俺？」

　いきなり話が自分に及およんだので、思わず叫さけぶクリトフ。

『実じつ際さいの所、誰だれでもよかった。だが、お前の精せい神しんの波動がわたしのシステムの波形と最も似に通かよっていたので、お前を選んだのだ。孤こ児じとして捨すてられていたお前にわたしの体の一部を埋うめ込んだ。その影えい響きようで、お前は他の人間より優れていたはずだ』

　確かに、クリトフはずば抜ぬけた身しん体たい能力を持っている。それは誰よりも、彼自身が心得ている事だ。

『そしてわたしはお前に様々なものを見せた。この時代を生きる者たち──他人を顧かえりみず、自分の利り益えきを優ゆう先せんさせる利り己こ主しゆ義ぎ者しや──そんな中、人間本来の良心のあり方をこの村でお前に見せた。そして、今全ての真実をお前に教えた。選せん択たくの時は来たぞ、クリトフ。この星の人類の未来を、お前にゆだねよう』

「どういうことだ？」

『お前はこんな時代を生きたにしては、純じゆん粋すいな人の心、良心という感かん情じようを失っていない。そして今、お前はあらゆるものの真相を知った。今からわたしはお前にわたしと同等の能力を与あたえよう……わたしの能力は、人の願いをかなえる。わたしは人でない故ゆえにわたし自身の願いをかなえることはできない。だが、お前は違う。お前は人間だ。お前は自分が強く望めば、あらゆる物事を引き起こす事ができる。すなわち、お前は完全に高こう次じ干かん渉しよう連結型精神思念連動具象化システムと一体化し、その真しん価かを発はつ揮きする事ができるのだ』

「ま、待て！　何な故ぜだ！　何故そうなる！」

　話が大きすぎて、クリトフが最初に感じたのは反発だけだった。

『先さきほども言ったが、お前が一番わたしの波動と似ていたし、何より精神力が強かったからだ。そこにわたしの能力が合わさった時、お前は全能の存在となる』

「それで、俺にどうしろと！」

『全てはお前の思うままにしろ。お前がどう思おうと、わたしは構かまわない。今の人類に絶ぜつ望ぼうしたなら、滅ほろぼしてしまえ。今の人類にまだ未来があるというなら、人類の救世主となれ。全すべてはお前の自由意い志しにゆだねる。この決定にはわたしは一いつ切さい関かん与よしない』

　そう言われても、クリトフにはどうすればいいのかわからなかった。だが、ボンヤリとはしていられない。雰ふん囲い気きからして、このうさんくさい何たらシステムとやらはクリトフがどんな反論をしようと、今言ったとおりのことをするのだろう。そうなった時、クリトフは自分の能力を正しく使わねばならない。

　だが、どうすればいい？　確かに人類は愚おろかだ。だいそれた力に手を出して、自分で自分の首をしめたために、今の地じ獄ごくのような世界で生きていかねばならなくなった。人は利己的で、世界は常つねに混こん沌とんとしている。ウェストリーとは大違いだ。地球を汚お染せんし尽つくし、あらゆる生物を絶ぜつ滅めつさせてきた。そんな人類に生き続ける資し格かくはあるのだろうか？

　そこでふと、クリトフは疑ぎ問もんを思い出した。

「一つ聞いていいか？」

『なんだ』

「この星の人類全ての願いを叶えたら、村が──ウェストリーが現あらわれたとジェンガルが言っていた。この村が、全ての人間の願いなのか？」

『それは違う』

　キッパリと声は言った。

「何故だ？」

『この村が出現したのはわたしにも予想外だったが──この村は、可能性が具象化したものにすぎないのだ』

「可能性？」

『そうだ。第二のシステム保ほ持じ者しやとなったあの男がここで気を失った時、その能力は自己保ほ存ぞんのために動いた。言わば生物としての本能だ。あの男が生命の危き機きに瀕ひんした時、それは自己をベースとし、あらゆる可能性の末に有りうる自分の姿を増ぞう殖しよくさせて自己の存続をはかった──言わば、この村はあの男の可能性の集合体なのだ』

「可能性の、集合体。この村の全てが？」

『そうだ。選択次し第だいで人間は様々に変わる。性格や人格も容よう易いに変わるし、生まれる日が変わっただけで性別が変化する可能性だってある。それがこの村だ』

「は、はは、そうか。これが可能性、これが人類の可能性か！」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、クリトフの心は決まった。

　そう、悩む事はない。この村でさえ、ジェンガル一人の可能性にすぎないのだ。ジェンガル一人でこれだけのものなら、人類全てではどうか？　きっと希望はあるはずだ、この村の何万倍もの希望が、必ず無限の可能性のどこかに……

「わかった。決めたぞ。どうするか、決めた」

『そうか。では、それを願え。すでにお前にはわたしの能力がある。それを使えば、事実上お前に不可能はない』

　クリトフは、そっと目を閉とじて願った。

　その瞬間、クリトフの全身も光が包む。白く、あふれんばかりの神こう々ごうしい光が。ハーブのものすら比くらべ物にならない、目の前のオリジナルとほぼ同等のあふれんばかりの白光があたりを照らし出す。同時、光はクリトフの背せに四枚まいの羽を形成する。小さな羽が何枚も集まってできた鳥のごとき、光の翼つばさ。一枚がクリトフ数人分はあろうかという巨きよ大だいな翼。それが背中からＸという文字を描えがくように広がる。

　そして、クリトフは見た。ジェンガルとハーブの姿が見えたのだ。ジェンガルは満身創そう痍い。ハーブが今まさに止とどめを刺ささんと、ジェンガルに近づいていく光景が脳のう裏りに浮うかんだ。

「ジェンガル！　この光景は……」

『システムの力だ。今現げん在ざいお前の感覚、および認にん識しき能力はシステムの影えい響きようで常じよう人じんの数万倍以上に膨ふくれ上がっている』

「なら、これは本当に起こっている事か！」

『そうだ。気になるか？』

「当然だ！」

『ならば、お前が何とかするがいい。お前の持つシステムは、オリジナルたるわたしと同等だ。お前ならばこの事じ態たいを収しゆう拾しゆうできよう』

「言われなくてもやってやるさ！」

　クリトフは叫さけび、翼を広げて空へと飛び上がった。

『クリトフよ……ハーブと呼ばれるあの男は、危き険けんだ。放置はできない。だが、その対たい処しよはきわめて難むずかしい。あの男が間ま違ちがっているわけでもないのだからな』

「？　どういう意味だ？」

『すぐにわかる。あの男への対処も含ふくめ、わたしはお前に全すべてを任まかせよう』

「あぁ、こうなったら悩んでも無む駄だだ。やってやるさ！」

　クリトフはそのまま背中の四枚の巨翼を羽ばたかせ、森の向こうへと飛んでいった。

　残ったオリジナル・システムは凍とう結けつさせていた時間を解かい除じよし、つぶやいた。

『クリトフよ……お前の試練はまだ終わっていない。むしろ、たった今始まったのだ。この星の人類の未来は全てお前が握にぎっている……未来をつかむも、滅めつ亡ぼうの扉とびらを開くも、全てはお前の選せん択たくにかかっているのだ』

　オリジナル・システムは苦く悩のうに満ちた声こわ色いろで最後に付け加えた。

『願わくは、汝なんじが正しき道を選び、旧きゆう人類の呪じゆ縛ばくを解とかんことを……わたしとて、せっかく生き残った人類を打ち滅ほろぼすようなマネは好まぬのでな』




　そこは森。今は村周辺にだけ残った暗い森の中、ジェンガルは追い詰つめられていた。

　ハーブとの力の差は圧あつ倒とう的で為なす術すべもなくやられてしまった。右ヒザから先を失って血を流しながら、ジェンガルは地に伏ふしていた。もはや身を包む光は消え、システムの能力を発動させる事もできない。全身の傷きずは小さいものを合わせればそれこそ無数にあり、失血から意い識しきが朦もう朧ろうとしていた。もはや足を失った痛いたみも感じられない。

「所しよ詮せんあなたではわたしに勝てませんよ。あなたの能力は、〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉を二度と起こさぬようにかなり制せい限げんされたものです。人類を滅亡の淵ふちまで追い込こんだわたしのシステムとは差がありすぎます」

「グッ」

　それでもジェンガルは強い光を持つ目でハーブを睨にらんだ。そうでもしないと、たちどころに意識が闇やみに飲まれそうだったからだ。

「おや、まだそんな元気があるのですか……ですが無む駄だですよ。結局は……そう、結局はこういう結末にしかならないのですからね」

　皮肉げな口調で言うハーブに、ジェンガルは掠れる声で叫んだ。

「黙だまれ！　まだ勝負はついてないよ」

「結構なことです。その勇気に敬けい意いを表して、あと一撃げきで終わらせてあげましょう」

　そう言いながら必殺の威い力りよくを込めた手をハーブは上げた。笑みを深めながら言う。

「あなたは幸いでしょう。なにしろ、このわたし自らの手によって死を与あたえられるのですからね」

　その言葉には、今までのハーブには見られなかった感情が隠かくされていた。それは非ひ常じようにわかりにくいものだが、あえて言うならば……諦あきらめと嘆なげき、それに慈じ悲ひが混まざったかのような、複ふく雑ざつなものだった。

　だがそれに気づいたものは誰もいない。ハーブ自身も己おのれの真意に気づかぬまま、ジェンガルに止めを刺さそうとしたその時、彼は新たに近づく気配を感じた。

「ん？　あれは……」

　空から一いつ瞬しゆんにしてやってきたそれは、強い力の波動を放はなってきた。それはそのままハーブの足元に当たり、彼を弾はじき飛ばす。

「何だというのですか！」

　翼つばさを曲げて体を守りつつ着地するハーブ。そのハーブとジェンガルの間に、彼が舞まい降おりてきた。全身をハーブよりも強い輝きで覆おおわれたクリトフが。

「む、お前……ハーブか？」

　対面したクリトフは驚おどろきの表情を浮うかべた。目前の青年がハーブと同一人物だとにわかにはわからなかったのだ。だが青年には間違いなくハーブの面おも影かげが、意い志しの強い目の光が残っていた。ただ、ハーブのこの姿はどこかで見覚えがあるような気がした。

「クリトフ君、何な故ぜあなたがその能のう力りよくを……」

　ハーブの方も、いきなりシステムの能力を持って現れたクリトフに驚いている。

「そんな事はどうでもいい！　大人しく退ひけ、ハーブ。そうすれば、命まではとらん」

「たしかに、どうでもいい事ですね……クフフフフフフ。まさかあなたがその能力を持っているとはね、これは愉ゆ快かいだ。嬉うれしい、歓うれしい、悦うれしいですね、まったくもって面おも白しろい」

　そう言いながらハーブは笑った。それは本当に嬉しそうな、無む邪じや気きな笑いだったが、それゆえにどこか奇き妙みようなねじれを持つ笑いだった。

「何を喜んでいる」

「だってそうではありませんか。たった今から、あなたを殺すという悦たのしみがわたしに与えられたのですからね。ジェンガル君をこのまま殺した後、村の連中を嬲なぶり殺すくらいしか楽しみがなくていささかがっかりしていたのですよ。でも、これなら楽しめそうです」

「クッ……どうしてもやる気か、ハーブ。俺おれたちほどの力を持つ者同士がぶつかれば、少なくとも片かた方ほうは確かく実じつに死ぬ事になるぞ」

「死を恐おそれるのですか？　そのように脆ぜい弱じやくな意思を持っているあなたが、わたしは羨うらやましい……話し合いは終わりです。喰くらいなさい」

　ハーブが手から力を放った。その一撃はつい先ほど、ハーブに向かって放たれたものよりもさらに強力だった。だが。

「無む駄だだ！」

　クリトフの背せの翼が伸のび、それを撫なでただけで力は消しよう滅めつした。

「ほぅ、これはなかなか強力だ……本気を出さねばなりませんね」

　と、ハーブは全く動じずに言った。それどころか、戦せん闘とうへの高まる興こう奮ふんに顔を喜き悦えつの色に染そめている。

「どうしても戦うというのか！　ハーブ！」

「えぇ、もちろんですとも！」

　ハーブは全身の白光を強めて纏まといながら、クリトフに襲おそいかかってきた。

「チッ」

　からみつくハーブをクリトフは弾き飛ばし、飛んでいくハーブを追って自身も空に舞い上がった。

「クリトフ君……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、ジェンガル……すぐ終わる」

　軽く笑い、そして勢いきおいよくハーブへ近ちか寄よるクリトフ。星の輝かがやきの映はえる夜空で、二人の翼よく人じんは対たい峙じした。

「さぁ、クリトフ君。始めましょう、殺し合いを!!」

「いったい何が望みだ、ハーブ！　そうまでして俺を殺したいか！」

「無む論ろんですとも！　さぁ!!」

　そう叫さけぶハーブが力を込めた拳こぶしで殴なぐりかかってきた。それをクリトフがガードして受け止めた。

　その瞬間、二人の手がぶつかり合った場所から光があふれ出した。強力な白い光が。その光がクリトフの目に入った瞬間、脳のう裏りにある光景が映うつし出された。

　それはあの、〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の光景。発はつ展てんする文明の上空に現あらわれた巨きよ大だいな黒こく翼よくから発せられた、圧あつ倒とう的破は壊かい力りよくの衝しよう撃げきが世界の全すべてを滅ほろぼす光景。

「これは？」

「余よ所そ見みをしている暇ひまがありますか！」

　ハーブはさらに体重をのせた拳を、システムの能力で破壊力を絶望的なまでに高めながらクリトフに放ってきた。自然、防戦一方になるクリトフ。

「ほら、その程てい度どなのですか、クリトフ君。あなたの力をみせて見なさい」

　激はげしい連撃。クリトフは相手の攻こう撃げきを受け流しつつも、脳裏に浮かぶその光景を見た。その、巨大な黒翼。世界を滅ぼした存そん在ざいである者の姿すがたを。

　黒翼の中心には、少年がいた。虚うつろな目をした金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、まだ十五に満たない少年が。その少年の腕うで。右上腕には鮮あざやかな青で番号がうたれていた。

　クリトフは前に出た。ハーブが前に突つき出すように放った拳を紙かみ一重ひとえで躱かわし、それを脇わきに挟はさんで固定した。

「何です？」

　そのままクリトフは目の前のハーブの右みぎ袖そでを引きちぎった。はたして、そこには三一〇の文字が、鮮あざやかな青で書かれてあった。

　そしてそれと同時に、触ふれ合ったハーブの腕から感情が流れ込んできた。

「チッ」

　ハーブが舌した打うちしながらクリトフの胸むねを蹴けり、無理やり距きよ離りをとってきた。たまらず吹ふっ飛ばされたクリトフだが、翼を広げて何とか空中にとどまった。

「何をするのですか、クリトフ君」

「ハーブ。お前は……」

　蹴られた胸を押おさえながら、クリトフはハーブを見た。今一いつ瞬しゆんだが流れ込んできた感情。それは……深い悲ひ哀あいだった。

「お前は……苦しいんだな」

「何をいきなり言い出すのですか、あなたは？」

　鼻先で笑うハーブに対し、クリトフは淡たん々たんと言った。

「俺は、夢ゆめで昔の光景を見た。〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の瞬間と、その前後の光景をな。どこかの研究所で、お前が水すい槽そうに入れられて苦しむ光景だ。あれは、きっとこのシステムを作っていた所だったんだな」

「何故あなたがそれを……」

「おそらく、この村が古いにしえの記き憶おくを俺に教えてくれたんだ……何もない荒こう野やで、お前の兄弟が、お前の腕の中で死ぬ光景も見た……ハーブ。今俺はお前の悲しみを一瞬感じた。それは……」

「チッ、わたしの心を勝手に見ないでいただきたい！」

　ハーブは珍めずらしく怒ど鳴なり、またもクリトフへ攻撃をしてきた。白い翼を広げ、そこから光の玉を無数に放ってきたのだ。

「いや、今わかったぞ、お前の気持ちが。お前は、旧きゆう文明の実験体なんだな、システムを生み出すための！　苦く痛つうに満ちた人体実験の末に、お前はシステムを手に入れた。だが、暴ぼう走そうしたシステムは〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉を引き起こした。お前から兄弟たちをも奪うばっていった。お前はそれ故ゆえ罪ざい悪あく感かんに悩なやんだ。それでお前は深い悲哀の末に、人類を……世界の全てを憎にくむ事に己おのれの思いを昇しよう華かさせて自己を保たもっているんだな！」

「フッ、人の心をベラベラよく喋しやべってくれますね」

　ハーブは攻撃の手は休めないまま言った。クリトフは光の壁かべを形成して防ぼう御ぎよしつつ、彼の言葉を聞く。

「そうですとも、わたしは旧人類によって生み出された実験の人形です。訂てい正せいさせてもらえば、厳げん密みつな意味でわたしには兄弟はいません。彼らはクローンです。正せい確かくには、わたし自身もクローンですがね」

「クローンだと？」

「そうですとも。システムを生み出すための実験体として、たった一つの細さい胞ぼうから生み出され、培ばい養ようされた人工人間。それがこのわたしですよ！」

　ハーブの高ぶる感情にあわせ、クリトフに迫せまる攻撃も激しさを増ましていった。

「あの時代、人体実験は法で禁きん止しされていました。それで法ほう律りつ上なんの人じん権けんもない、クローンを使ってシステムを生み出そうとしたのですよ。わかりますか？　わたしは旧人類の欲よく望ぼうのためにその出生を弄もてあそばれて生まれたのです」

　ハーブの独どく白はくを、クリトフはただ黙だまって聞いた。

「そう。失敗すれば容よう易いに命を落とし、とてつもない苦痛を伴ともなう危き険けんな手術を受けるためだけにわたしは生まれました。何もない真っ白な部屋に閉とじ込められ、必要最さい低てい限げんのカロリーのみを与あたえられながら、己の死と同義である手術の日をただ待つだけの呪のろわれた日を、わたしは送っていました。そしてわたしの番が来た時……何の因いん果がか、わたしで手術は成功し、高こう次じ干かん渉しよう連結型精せい神しん思念連動具象化システムは発動しました。そしてその瞬間……世界は滅ほろんだのですよ。何故だかわかりますか？」

「それは、人間の願いがあまりにも多すぎて……」

「違いますよ。わたしがそうなればいいと願ったからですよ！　世界など……呪のろわしい人類など滅んでしまえばいいとね！　このシステムは、他者よりも術者本人の願いを優ゆう先せんさせます。ですから、わたしの願いが現実化してあの〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉が起きたのですよ」

「何な故ぜそこまでして……」

「何故？　あなたも昔の光景を見たのならわかるでしょう！　文明が発達しても、人類の精神は幼おさないままだったのですよ。だから、己の目的のために他者の命をないがしろにし、わたしのようなクローンを生み出した。豊ゆたかな地球の環かん境きようを、汚お染せんし尽くした。そんな人類など滅んでしまえばいいのですよ！」

「…………」

「あなたが見たわたしの弟──三一一号。彼も、あの旧人類どもによって殺されたのです」

「あれは、〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉後の光景だったはずだ！　ならば、あいつを殺したのはお前自身だろう！」

「違いますよ。わたしたち実験のために作られたクローン人形には、必要最低限の身しん体たい能のう力りよくしか付ふ与よされていないのですよ。いわば、欠けつ陥かんだらけの人間にも劣おとる存在です。ですから彼──三一一号は、汚染された外気に対たい応おうできず、死んでいったのですよ。生き残ったのは、システムの自己保ほ存ぞん能力があったわたしだけ」

　ハーブは言う。笑いながら、哂わらいながら、嗤わらいながら。

「その瞬間決めましたよ、復ふく讐しゆうをね。わたしを弄んだ人類への復讐を。〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉後も生き残った人類をわたしは導みちびき、ここまで発展させました。そして、発展した人類を、今度こそ完かん膚ぷなきまでに滅めつ亡ぼうさせる。それこそが最高の復讐ではありませんか！　一度は立ち直る希望を与あたえ、次に完かん璧ぺきな絶ぜつ望ぼうを与える。絶望の味は、直前の希望が大きければ大きいほど鮮あざやかに際きわ立だつのですよ！」

「ハーブ、俺は貴き様さまを認みとめるわけにはいかない！」

　クリトフは叫さけび、今まで溜めていた全身の力を解かい放ほうした。ハーブの連続攻こう撃げきを押しのけ、クリトフの力が今度はハーブに迫せまる。ハーブは翼つばさを細かく動かし、小こ刻きざみに飛び回ってクリトフの攻撃を躱かわしていった。

「システムの力を得たのならば、あなたにもわかるでしょう？　この星の上げる悲鳴が。人類によって傷きずつけられた大地の絶ぜつ叫きようが、天空の慟どう哭こくが。人類を滅ぼす事こそ、我わが使命なのです」

　そう、確たしかにそれはクリトフも悩なやんだ。オリジナル・システムの言ったとおり、人類は己おのれの首を絞しめる危き険けんな種族なのだ。

　そしてオリジナルが、ハーブは間ま違ちがっていないといったわけもわかった。ハーブが人類を憎み、滅ぼすのには理由があった。それは確かに納なつ得とくできないわけではない。だが。

「だが……俺は人類の可か能のう性せいを信じている！　お前の好きにはさせない！　お前の気持ちはわからぬでもないが……でも、絶望と憎ぞう悪おの果てには何も生まれない。ただ破は滅めつが広がるだけだ！」

「その破滅こそ我が望みなのですよ、クリトフ君」

「お前は人類の希望も一いつ緒しよに破壊しようとしている。そんな事は、絶対にさせない！」

「止められますか、あなたに？」

「やってやるさ、ハァァブゥッ[image: ]」

　クリトフは叫び、同時ハーブに飛びかかった。全身に力をまとわりつかせた渾こん身しんの体当たりだ。

　だがハーブはその攻撃を躱した。背中の翼を広げて宙ちゆう空くうへ逃のがれ、同時に両手を振り上げて作り出した光球をクリトフめがけて投げつけてくる。

　クリトフは翼で身を守りながら、前へ進んだ。そして拳こぶしを固め、ハーブに殴なぐりかかった。ハーブも拳を突き出し、迎むかえ撃うつ。

　衝しよう撃げき──二人は等しく弾はじかれ、翼を広げてとどまった。

「クッ、力は互ご角かくか……」

　クリトフがいうとおり、二人の力はほぼ同等だった。高次干渉連結型精神思念連動具象化システムは異い星せい人じんのものなので、オリジナルに近いクリトフのほうが力は大きかった。だが、ハーブは一千年も生き続け、よりシステムに馴な染じんでいた。それが二人の力量の差を埋うめているのだ。

「わたしは、待っていたのですよ」

　クリトフより一いち段だん高い空中で翼を広げ、腕うで組ぐみをしたハーブは見下ろしながら言った。

「わたしには名はありません。人形に名など必要なく、ただ識しき別べつ番号であった三一〇号というのがわたしの呼び名の全すべてでした──あの日、三一一号を最後に腕に抱いだいた日、決めましたよ。わたしの名は、出来損ないハーブだと。人間に弄もてあそばれ、さげすまれた出で来き損そこないのわたしの手で、人類は今度こそ滅ぶのです。それがわたしの描えがく復讐劇げき……わたしの待ち望んだ復讐を、あくまで邪じや魔ま立てする気ですか、クリトフ君？」

「当たり前だ！　確かに人類は利り己こ的で、救いようがないかもしれない。だが、心優やさしき人々も、未来への可能性も人類には常つねにある。それもお前は否ひ定ていする気か？」

「悪あつ貨かは良貨を駆く逐ちくする……その可能性とやらも、業ごうの深い人間がいる限かぎりは砂さ上じようの楼ろう閣かくに過ぎぬのですよ」

「だからといって、千年も昔のお前の因いん縁ねんで、全人類を滅ぼされてたまるか！」

「所しよ詮せんはあなたも旧きゆう人類と同じですね、あなたとはわかり合えないようだ。あなたもここで滅びなさい」

「黙だまれ、お前こそ間違っている！　俺おれは絶対にお前を認めん！」

　クリトフがハーブに挑いどみかかった。二人は宙に浮ういたまま、絡からみ合う。クリトフは肉にく弾だん戦に持ち込もうとしたのだが、ハーブがクリトフにしがみついてきたのでバランスが取れない。二人はもつれ合ったまま、地面に落ちた。その衝撃で周囲の木がみな吹っ飛ぶ。だが二人は傷きず一つ負った様子もなく、素す早ばやく互たがいから離はなれた。

　そして夜よ闇やみの中睨にらみ合う二人……やがて、ハーブが口を開いた。

「終わりにしましょう。互いに全力の一撃を放ち、残ったものが勝者としませんか？」

「望むところだ」

　二人は言い、そして力を集中させた。己おのれのうちにあるシステムを限界まで発動させ、周囲から力を集めていく。

　今や二人は地上で仁に王おう立だちになり、背中の翼を空に達するくらいにまで広げて力を腕に集中させている。集中した力はまばゆい光を放ち、辺りは昼間のような明るさだった。

　そして、二人は腕を構かまえた。お互い全力だ、勝敗は必ず決する。

「さぁ、クリトフ君。これで最さい後ごです」

「おぉぉぉぉぉぉぉ[image: ]」

　クリトフは、吼ほえた。必殺の意を込め、全力の力を放出した。その力は半ば地面をえぐりながら、一直線にハーブへと飛んでいった。

　一方のハーブも、クリトフと同じく手を前に出した──が、力は放出されなかった。いったい何が起きたのか、ハーブに集中していた力が一いつ瞬しゆんのうちに霧む散さんしてしまったのだ。

「なに！」

「はは、はは、あはははははははは[image: ]」

　そして、ハーブは笑っていた。己を守る障しよう壁へきすらないという状じよう況きようで、目の前に迫せまり来るクリトフの力を見ながらハーブは笑った。それはあのどこか歪ゆがんだ笑いだったが、笑みを浮かべるハーブの顔はこれまで見たことがないほど晴れやかなものだった。

「さぁ、クリトフ君。これが本当の、最後です……」

　ハーブの全身が、力に飲み込まれた。そして圧倒的な力を持つ光の中、ハーブの全身はねじれ、曲がり、そして潰つぶされていった……




　そこは森──正せい確かくに言うならば、数分前まで森であった場所。高こう次じ干かん渉しよう連結型精せい神しん思念連動具象化システムの衝しよう突とつは激はげしく、今その場所は木々が全て消し飛んでしまった荒こう野やと化している。

　その中央に、体に淡あわい白光をまとわりつかせたクリトフが佇んでいた。そして彼の足元には、まさに満身創そう痍いという言葉が当てはまるハーブが体を半ばまで地面に埋うずめ、横たわっている。

「おい、ハーブ。しっかりしろ！」

　クリトフは自分がたった今倒たおした相手を抱かかえ起こした。体の上にのっている土を払はらいのけ、強ごう引いんに上半身を起こしてやった。

「……クリトフ君、ですか……」

　しばしの間をあけ、か細い声で応こたえが返ってきた。ハーブは薄うす目めを開けてこちらを見上げてきたが、焦しよう点てんは定まっていない。

　すでにハーブの全身を包んでいた白光は消え失せている。その原げん因いんは明白だ。ハーブの上半身、胸の部分がえぐれてしまっているのだ。泥どろと血で汚よごれた傷口はどす黒く、かすかに肋ろつ骨こつが顔をのぞかせている。常じよう人じんならば即そく死ししているほどの重じゆう傷しようである。ハーブの息があるのはひとえに、高次干渉連結型精神思念連動具象化システムの自じ己こ保ほ存ぞん機き能のうのおかげだ。

　だが、それももはや長くはないだろう。クリトフの攻撃は、ハーブの胸に埋め込こまれたシステムの中ちゆう枢すうを間違いなく破は壊かいしていた。後数分もすればシステムは機能を停止するだろう。そうなれば、ハーブの命をつなぐものは完全に消えてしまう。

「……わたしの、負けですよクリトフ君。お見事です」

　かすかな声で言うハーブ。その言葉を聴きいたクリトフはだが、何の感かん慨がいも湧わいてこなかった。それどころかむしろ、自分が何をしていたのかもわからない、滑こつ稽けいじみたものに思えてきた。

「ハーブ……お前はいったい、いったい何を考えていたんだ！　何な故ぜ俺の攻こう撃げきをよけなかった！　防ぼう御ぎよしようとすらしなかった！　お前の本当の目的は、何だったんだ！」

「それは……ゴボッ！」

　突とつ如じよ咳せき込むハーブ。のどの奥おくから血けつ塊かいがあふれ出て、目の前のクリトフの胸に赤黒い染しみを作った。

　クリトフはおもわず手をハーブの胸に伸ばした。せめて会話ができるよう、ハーブの苦く痛つうを和やわらげてやろうとしたのだ。悪人とはいえ、目の前で苦しむ人間を放ほうってはおけない。

　だが、それはなされなかった。何故なら、ハーブは瀕ひん死しの重傷とは思えない素す早ばやさでクリトフの腕をつかみ、自分から遠ざけたからだ。

「結けつ構こうです」

「だが、お前の傷は……」

「これでいいのです。これが……これがわたしの望みなのですから」

　ハーブは消え入りそうな声で言った後、またも激しく咳き込みだした。咳せきの度に口から血とツバの混まじったものが飛び散り、体を震ふるわせながらハーブは地面に手をついた。

　クリトフはそんなハーブを放っておくこともできず、とりあえず背せ中なかをさすってやった。回かい復ふくを拒こばむ以上、これくらいの事しかできない。

　しばらくたったのち、ようやく咳がおさまったハーブは心持ち落ち着いた顔でクリトフを見上げてきた。

「ありがとうございます。おかげでだいぶ楽になりましたよ」

「ハーブ、それより教えろ！　お前の言う、本当の目的とは何だ！」

　クリトフの詰きつ問もんに、ハーブは目を閉じて穏おだやかに答えた。

「……一千年前、思えばあの時全てが始まったのですね。あの日わたしは人類全てを恨うらみ、復ふく讐しゆうを誓ちかった……それは事実です」

　クリトフはうなずいた。その話は先ほど戦いながらハーブから聞いた。

「復讐──ですが、そんなものが無意味であることを程ほどなくわたしは知りました。〈災カラミテイ・オブ異・デイザスター〉の直後の世界というのは、それはひどいものでした。ありとあらゆる文明が失われた地上は死の大地と化し、わずかに生き残った人類も、飢き餓がと異い常じよう気象、異常環かん境きよう適てき応おう種しゆの襲しゆう撃げきに疫えき病びようの流行などで次々と死んでいきました。わたしが手を下さなくとも、人類の滅ほろびは必ひつ至しでした」

　ハーブはその頃を思い出すように、遠い目をしながら続ける。
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「そしてわたしは悟さとりましたよ……復讐をするまでもなく、人類は十分な罰ばつを受けていると。何より全すべての元げん凶きようであった強ごう欲よくな人間は、システムの力ですでに滅んでいましたからね……復讐は、必要ありませんでした」

「ならば何故、お前はさっきあんな事を言った！　人類を滅めつ亡ぼうへ導みちびくなど！」

「……復讐をあきらめたわたしは、とりあえず生き残った人類を救うことにしました。なんとか生き残りをかき集め、かろうじて地下に残っていた大型シェルターに隠かくれて異常気象をやり過ごし、毎日を生き延のびました。そして残った人類と手を取り合い、文明の残ざん滓しをかき集めて何とかまとまった人数が暮くらしていける生活共同体、郡ぐん都とを築きずき上げたのです。わたしは周囲から推おされて市長になりましたが、この頃ころからわたしはすでに苦しみ始めていたのです」

「苦しみだと？」

　ハーブはフッとため息をついて続けた。

「わたしのもつ高こう次じ干かん渉しよう連結型精せい神しん思念連動具象化システムには、自己防ぼう衛えい本能と自己保存機能があるのです。システムはこのわたしに全能の力とともに、不老不死を与あたえたのです──それがわたしの全ての苦しみですよ」

「何故それが苦しみなんだ？」

「……死にたくとも死ねない状じよう態たいがどのようなものか、あなたは知っていますか？　親しい者も必ずわたしをおいて先に逝いってしまう。わたしが瞬まばたきをしている間に、目の前にいる親友がその孫と代だい替がわりしている──うんざりでしたよ。人類が少しずつ昔を取り戻して移うつろいゆく中、わたしだけが何も変わらずに生き続けねばならなかった。人形であるわたしの仲間はみな天国にいるのに、わたしが彼らに会いに行く事は叶いませんでした。どれだけ願おうと、システムはわたしの死を決して認みとめてはくれなかった……システムの稼か動どうを最小まで落とせば歳をとることくらいはできましたが、数百年たっても老人のままで死ぬ事はできませんでした」

　クリトフはそのハーブの言葉を黙だまって聴きいていた。不老不死というものがどれだけ辛つらいのか……少しだけわかる気がしたからだ。子こ供どもの頃から、クリトフの周囲の人間はみな、クリトフより先に死んでいった。あの時ですら悲しかったのに、ハーブはそれを一千年間味わい続けたのだ。それがどれほど苦しいものか、今のクリトフでは想そう像ぞうもつかない。

「そして……それこそがわたしの永えい劫ごうの苦しみとなったのです。システムは、わたしに全能の力を与えてくれました。ですが、代だい償しようとしてわたしは全てを失いました。旧人類を滅ぼし、唯ゆい一いつの肉親だったクローンの兄弟たちも亡なくし、そして死すらもわたしを見み捨すてた。永劫の苦しみから逃のがれる術すべを求め……十年ほど前、その手がかりをついに見つけました」

「ジェンガルが言っていたやつだな」

「えぇ……偶ぐう然ぜん発見された過か去この記録。わたしはジェンガル君にその研究を命じました。システムを停止させる術を発見できるかもと思って。結果は彼自身がシステムの力を得ることに終わりましたが、それはわたしにとっての希望でした。システムを破は壊かいする事ができるのは、システムのみ。ジェンガル君こそがわたしに死を与えてくれる唯ゆい一いつの存在でした。ですからわたしはこの十年ほど彼を追い求めたのです。そしてこの地で彼を見つけ、彼を挑ちよう発はつして戦いました」

「貴き様さま……挑発のために村を襲おそおうとしたのか！」

「えぇ、わたしは自分の死のためなら、他がどうなろうとかまいませんでしたからね」

　クリトフは歯は軋ぎしりをした。身勝手なハーブに対する怒いかりと、逆ぎやくにそれほどまで追い込まれていたハーブへの同情心の入り混まじった複ふく雑ざつな思いだった。

「ですが、戦ってみてわかりました。ジェンガル君の制せい限げんされたシステムでは、わたしのシステムを破壊するだけの力がないと……わたしの希望は絶ぜつ望ぼうに変わりました、が、そこにあなたが現あらわれたのです、クリトフ君。わたしを超こえる力を持つあなたが……後は知っての通り、わたしは君をひたすら挑発して攻こう撃げきを誘さそい、今こうして死のうとしています」

　そういう事であったのか、とクリトフは合が点てんした。ハーブから感じたあの深い悲ひ哀あいの心も、今なら全てが納なつ得とくできた、この男の本心と共に。

「ハーブ……最後に教えろ」

「……何でしょう？」

「昔、俺がまだガキで貧ひん民みん街がいで暴あばれていた時、俺を兵士にした時のお前はなにを考えていたんだ？　ただの気まぐれなのか？　それとも、お前と似にた境きよう遇ぐうだった俺に同情でもしたのか？」

「その答えは……フッ、わたしが言うまでもないでしょう。あなたには、教えられましたよ、人類の可か能のう性せいというものを。あなたがいるのならば、この星の未来を任まかせられます」

　ハーブはそう言うと、急に力を失ったように目を閉じ、ぐったりとした。

「ハーブ、お前は……お前は安らかにこのまま死ねると思ったか！　あれだけの騒さわぎをおこして、このまま報むくいも受けずに死ねると思うのか！」

　クリトフは叫さけんだ、当然の思いである。だが、ハーブからの反はん応のうはなかった。瞳ひとみは相変わらずうつろで、もともと白かった肌はだは完全に青ざめていた。

「おい、ハーブ！　何か言ったらどうなんだ！」

「あ、あぁ……そんな所にいたんですか、三一一号」

　ハーブは薄うすく目を開け、震ふるえる手を伸のばしてクリトフの肩かたをつかんだ。

「？　何を言っているんだ、ハーブ」

「……ようやく、ようやく会えましたね、みなさん」

　クリトフは気づいた。ハーブのその光を失った瞳は、もはや何も見えていないのだと……否いな、見ているのだ、死んでいった唯一の肉親ともいうべき、クローン体の兄弟たちを。

「あぁ、長かった……長かった、気が遠くなるほど長かった……でも、もう離はなしません……これからは……みんな、一いつ緒しよに……」

　クリトフの肩に置かれた手が、落ちた。そしてハーブはそれ以上言葉を紡つむがず、それ以上動く事もなかった。

　こうして世界でもっとも純じゆん粋すいな悪人は、千年に亘わたる長き人生に幕まくを閉とじたのだった。

　クリトフはしばらく無言のまま硬こう直ちよくしていた。だがやがて、やりきれない思いをぶつけるように地面を殴なぐりつけた。

「畜ちく生しよう、卑ひ怯きよう者ものめ、ハーブ!!」

　大声でののしり、何度も右手で地面を殴った。あまりに強い力だったため地面は大きくえぐれ、クリトフの拳こぶしからも血が流れ出す──もっとも、傷きずはシステムの力ですぐにふさがってしまったが。

「お前は、本当に最悪な奴だよ、ハーブ。そんな……そんな安らかな顔をされたら、文もん句くも何も言えないじゃないか……」

　クリトフの胸むねで眠ねむるハーブのその顔は、本当に晴れやかで、穏おだやかなものであった。長年苦しみ続けた悪あく夢むから解放された者の顔として、最高のものだろう。クリトフは今まで、こんな安らかな顔で死んだ者を見たことがなかった。

「卑怯者め……」

「クリトフ君」

　呼ばれ、背はい後ごを振り返るとそこにはジェンガルがいた。右足を失った彼の傷きずも重傷だが、血は止まったようである。木の棒ぼうを杖つえのようにして、よろよろと近づいてくる。おそらくは、心配でいてもたってもいられなくなって来たのだろう。

「クリトフ君、ハーブさんは？」

「…………」

　クリトフは無言のまま立ち上がった。その胸に抱えられたハーブの姿すがたを見て、ジェンガルは軽く片かた眉まゆを上げた。

「君がやってくれたんだね？　さすがだ。これでハーブさんの野望も阻そ止しできたわけ……」

「違ちがうよ、ジェンガル」

　クリトフは静かに言った。

「違うさ……阻止はできなかった。全すべてハーブの思いどおりになったんだ」

「え？　だって、ハーブさんは……」

「違う。ハーブは、自らの死を望んでいたんだ」

「そんな……いや、やはりそういうことか」

　ジェンガルが驚おどろきつつも、うなずいた。もともとカンのいい男だし、システムの補ほ助じよもある。ハーブの目的も、もしかしたら薄々は感づいていたのかもしれない。

　クリトフはハーブの顔を少し眺ながめた後、静かに言葉を紡ぎ出した。

「だが……だが、やはり俺おれはこの男を許ゆるせないと思う。ハーブは確たしかに哀かなしい人生を送ってきた。望まない出生から、人形とそしられる最低の生活、そして全てを失う絶望も……同情の余地はある。だが、そうだとしてもこいつの今までの所業全てを赦ゆるす事はできない」

「確かにそうかもしれないけど……でも、ハーブさんの事情もわかるよ。人間は所しよ詮せん、心弱き生命体なんだ。だから千年前、あれだけ文明を発達させながら旧きゆう人類は一晩ばんで滅んでしまったんだよ。ハーブさんはあまりにも孤こ独どくすぎた。その重じゆう圧あつに耐たえ切れなかったとしても、責せめる事は……」

「そんなのは詭き弁べんだ！　人間は確かに心が弱い。だが、だからといって諦あきらめていいのか！　それで終わっていいのか！　違うだろう！　人間はだからこそ手を取り合い、明日への可能性を信じて生きていくんだ。諦めれば、そいつはその時点で死んだも同然なんだ！」

「ならば、君はどうする気なんだい？」

「……ハーブには償つぐなってもらうさ、己おのれの犯おかした罪つみをな」

　クリトフはそっと、右の手の平をハーブの胸の傷口にかざした。

「何をする気だい？」

「俺の持つ高こう次じ干かん渉しよう連結型精せい神しん思念連動具象化システムは異い星せい人じんの作り出したオリジナルとほぼ同どう格かくだ。確かに俺はハーブを殺した。だが、それで終わりではない。俺の能力ならば、死者をよみがえらせることも可能だ」

「まさか君は……」

「このように死んだ直後であるならば、俺の能力で十分蘇そ生せい可能だ。ハーブには、もう一度人生を生きて罪を償ってもらう」

「待ちなよ、クリトフ君」

　ジェンガルが声を大きくして言った。

「確かに君の気持ちはわからないでもない。むしろ僕ぼくだってハーブさんは赦せない……でも、それだけはやっちゃだめだ、クリトフ君！」

「…………」

「ハーブさんはすでに今まで千年も苦しんだのに、さらに苦しませる気なのかい？　もう十分じゃないか。それに、そんな事は死者への冒ぼう涜とくに他ほかならない。やめるんだ！」

「……悪いな、ジェンガル」

　クリトフは、ジェンガルの方を見ようともしない。ただその右手にまばゆい白光が収しゆう束そくされていく。

「もう決めたんだ」

　クリトフはその右手をハーブの胸に押おし付けた。たちまちハーブの全身が白光につつまれ、胸の大きな傷が見る見るうちにふさがっていった……そして、再ふたたび目を開けるハーブ。

　だが、変化はそれだけではなかった。ハーブの全身が縮ちぢみだしたのだ。手足がどんどん短くなっていく。それと同時にその顔が若わか返がえっていくのだ。精せい悍かんな顔立ちだったその顔が、だんだん丸みを増まして過去の世界で見た少年の顔になる。さらにまだ若返っていき、見る見るうちにそれは小さなしわだらけの赤ん坊ぼうとなった。

　赤ん坊となったハーブはクリトフの手の中で、親指をしゃぶりながら静かに眠っていた。その安らかな寝ね顔がおはかすかにハーブの面おも影かげをとどめている。

「ハーブには、もう一度生きてもらう。俺が責せき任にんを持って育ててやる。人として正しい道を教えて、人の役に立つ生き方をするようにしてやる……それがこいつの贖しよく罪ざいだ」

「クリトフ君……」

　ジェンガルは何かを言いたそうな顔で口ごもった。だがその表情を見る限り、言いたいのは文句ではないようだった。

「わかってるさ、ジェンガル。お前の言いたいことは……ハーブはあのまま永えい遠えんの眠りについていてもよかったかもしれない。でも、それじゃ悲しすぎるじゃないか」

「何がだい？」

「こいつと、こいつの死んでいった兄弟、クローンたちがさ……考えてもみろ。無理やり生み出されて、使い捨すての人生を送った。全すべては実験のために生み出されて、その実験も全ては失敗だった……それじゃ、本当にこいつらが生まれた意味なんてどこにもないじゃないか。だからさ……だから、せめてこいつ一人くらいが幸せな生き方を最後に味わったって、いいだろう？　生きていく意味を教えてやってもいいだろう？　そうする事がこいつの兄弟への手た向むけにもなるだろうし、贖罪にもなる」

「……そっか、そうだね」

「俺の考え、間違ってるか？」

　クリトフのその疑ぎ問もんに、ジェンガルは晴れやかに答えた。

「まさか、とんでもない。その逆ぎやくさ。どうやら君は、能力の正しい使い方を覚えたようだね、安心した。僕ごときが心配するほどの事ではなかったよ」

「ありがとう、そう言ってくれると嬉しい……さぁ、最後の仕上げだ。少し頼たのむ」

　と、クリトフは手の中のハーブをジェンガルに渡わたした。ジェンガルは地面の上に座すわり込こみながら、赤ん坊を受け取る。

「何をする気なんだい？」

「……とっても、素す晴ばらしい事さ」

　言い、クリトフは親指を一本立てて笑った──そのまま真っ直ぐの姿し勢せいで立ち、目を軽く閉とじて集中する。

　気分は最高だった。全身の隅すみ々ずみにまでシステムが浸しん透とうし、力がみなぎるのが感じられた。今ならば、今の自分ならどんなことでもできそうだった……実じつ際さい、それは可能だった。

　そして、クリトフは全ての能力を解かい放ほうした……世界を救うために。

　クリトフはどうすればいいのか、すでに心の中で決めていた。人類は確かに正しくない道を歩んでしまった。だが、正しくないからといって間違っていたわけではないのだ。もう一度初めから、今度は正しく歩めるよう、チャンスを与あたえるべきだ、ハーブと同じく。人の可か能のう性せいは無む限げん大だいなのだ。絶ぜつ望ぼうすれば、全てが終わってしまう。そうなる前に、生きている以上まだチャンスはあるはずである……そう考えたのだ。希望はまだあるのだから。

　甘あまい考えかもしれない。だが、甘いと言われても構かまわなかった。希望ある限かぎり、滅めつ亡ぼうを選ぶ必要はないのだから。

　今クリトフの感覚は無限の広がりを持っていた。そこにいながらにして、世界のありとあらゆるものを感じることができた。世界の広さ、空間の構こう成せいから時の流れ、世界中に生きる一人一人の息吹いぶきにいたるまで、全てを感じることができた。

　そしてクリトフが力を込めた瞬しゆん間かん、世界に変化が起きた。

　世界に点々と存そん在ざいする郡ぐん都と。その郡都の、建物が音もなく崩くずれた。同時に、世界中の文明の残ざん滓しが砂すなのように崩れ去っていく……世界中の人たちは、何が起こったかわからず呆ぼう然ぜんとするばかり。

　そう、文明にいつまでもすがりついているから混こん沌とんは消えないのだ。文明が欲ほしいなら使っても構わない。だが、すでに滅んだ文明に固こ執しゆうするのは意味がない。文明を使いたいなら、自分たちで一から作り出すべきなのだ。

　そしてクリトフは、世界をあるべき姿すがたに戻す。歪ゆがんだ地ち軸じくと地球の軌き道どうを正しい位置に戻し、組成の変わった大気を修しゆう正せい。大陸の位置を直し、元の青い清せい浄じような海を作り出し、肥ひ沃よくな土ど壌じようを世界中に撒まく。凶きよう暴ぼう化かした異い常じよう環かん境きよう適てき応おう種しゆも本来の動物の姿に変わっていく……かつての地球がそうであった姿へと、全ては戻っていく。

　それはまさしく奇き跡せき、神の御み業わざだった。全てが一瞬のうちに、正しく修正された。

　そして最後に、クリトフは世界に向けてしゃべった。その声は、世界中の人の頭に響ひびく。

「みな……人類は滅ぶ必要はない。でも、生き続けたいなら初めからやり直さないといけない。それが贖罪。古い文明にしがみついていくだけが生き方ではない。それをやめない限り、人類に明日はない……大だい丈じよう夫ぶだ。人間に文明は決して必要なものではない。人間は肥沃な大地と、クワさえあれば生きていける……それはこの俺が保ほ証しようする。もしクワの使い方がわからないなら、ウェストリーという村に聞きに来ればいい。新たな生活の仕方を、丁てい寧ねいに教える」

　そして最後に、クリトフは付け足す。

「人類の皆……今、俺たちの歴史は始まる」

　そして、クリトフは力を収おさめた。ため息をついて背はい後ごのジェンガルに向き直る。

「クリトフ君。今のは……」

「今のは、俺が正しいと思った事さ。くわしい事は後で説明する」

　言いつつ、クリトフはジェンガルに手を伸のばして立ち上がるのを助けてやった。片かた足あしがないために自力では立ち上がれないのだ。おまけに今はハーブを抱かかえている。

「ひどい傷きずだな。今治す」

「いや、いいんだよ。このままで……この傷は、僕の心の傷として一生残しておくよ。この事を二度と忘わすれないために」

「……そうか」

　ジェンガルに対し、何もクリトフは言えなかった。ジェンガルの言葉に込められた重みを悟さとったからだ。この男もこの男なりの苦く悩のうを背せ負おって生き続けねばならないのだ。

　その時、空が急に明るくなった。見ると、村の方から光の球が空へと舞まい上がったのだ。

『さらばだ、クリトフ』

　と、その声は言う。それはまさしく高次干渉連結型精神思念連動具象化システムの中ちゆう枢すう、オリジナルであった。

「まて、どこへ行く気だ！」

『この星の事は、お前に任まかせる。今やお前はわたしと同等の力を持っているのだからな。お前の選せん択たくは興きよう味み深く聞かせてもらった。悪くない選択だ、ハーブという名の男の結末も含ふくめて、悪くない……もしお前が人類の滅亡を選んでいたら、わたしはお前を跡あと形かたもなく消しよう滅めつさせていたところだ』

「お前、俺を試ためしたな！」

『そうだ。まぁ、悪く思うな』

「人に全てを任せるとか言いながら、結局選択肢しなんてなかったんじゃないか！」

『ならば言わせてもらうが……システムを危き険けん極きわまりない段だん階かいまで開発してしまったこの星の人類を全面的に信用するほど、わたしは甘くはないさ。人類代表としてお前を選ばせてもらっただけだ。まぁ、よいではないか。結局選択は正しく行われたのだから』

　やはりこのオリジナルも、一ひと筋すじ縄なわではいかない奴やつのようだ。だまされたクリトフは正直あまりいい気持ちはしなかったが、納なつ得とくできないわけではなかったので水に流す事にした。いまさらこだわっても仕方がない。

『ではさらばだ、我わが兄弟、クリトフよ。わたしはまた宇う宙ちゆうを旅し、次の星へ行く。お前の言ったとおり、これからはお前たちの歴史だ。後は任せる』

「待ってくれ。ならば、最後に俺の願いを聞いてくれ！」

『妙みような事を言う。今やお前はわたしと同等の力があると言っただろう？　自分で叶えればいい』

「そうはいかない。俺の最後の願いだ！　俺のシステムの能力を消してくれ！」

『どういう事だ？　案ずることはない。ハーブの持つシステムは強ごう引いんに設せつ定ていを曲げたために不完全な状じよう態たいでしか能力を発はつ揮きできなかった。それ故ゆえに不死で苦しむことになっていたが、お前は違う。完全な状態のシステムを持つお前には、そのような心配はない。お前は本当に全能の存在であるのだ。望むならば、己おのれの死もかなえられるぞ』

「そうだよクリトフ君、いいのかい？　せっかくの力を……」

「いや、いいんだ……本当にいいんだ。こんな能力があれば、俺はきっとこれから先、自分のために使ってしまう。今はまだ世界の滅亡を救い、ハーブを生き返らせただけだ。だが俺は自分を聖せい人じん君子だとは思っていない。これから先私し利り私し欲よくのためにシステムを使ってしまうかもしれない。今やこんな能力、ない方がいいんだ」

『……後こう悔かいしないな、クリトフ』

「あぁ、無む論ろんだ」

『ならば願え。さすれば願いは成じよう就じゆされる』

「わかった」

　目を閉とじ、集中するクリトフ……体がふっと、軽くなった気がした。

『これでいい。お前の願いは叶えた。愉ゆ快かいだな、兄弟。お前のような人間がいる限り、この星の人類はもう二度と間違った道は歩まないだろう。そしてこの星にまた悪が栄える事があろうと、お前たちならば乗り越こえられよう』

　別れが近づいているのを悟り、クリトフは一つ気になっていることをたずねた。

「なぁ、後一つ教えてくれ！　お前を作ったって言う宇宙人、どこにいるんだ？　今どうしている？」

『さぁ、わたしも知らん。何しろ、このわたし自身彼らとは五十億年も会っていない。とっくに滅んだ可能性もある』

「お前、それでいいのか？　もういない奴の命令なんて、聞く必要ないだろう」

『それは違う。彼らが今いてもいなくても、わたしの仕事は変わらない。彼らはわたしを作った。わたしが働きつづける限り、彼らがこの世から消え去ったわけではないのだ。だからわたしはこれから先も働きつづける』

「そうか……がんばれよ、兄弟」

『あぁ、今度こそ本当にさらばだ、地球の兄弟』

　そして、光は空高くへと飛び去っていった。後には、ジェンガルとクリトフ、ハーブが残された。

「……終わったな」

「あぁ、そうだね」

　言いつつ、クリトフはジェンガルからハーブを受け取り、首を支ささえるようにして抱いてやった。ハーブは相変わらず穏やかな顔で眠っている。

「無む邪じや気きなものだな……まぁいい。とりあえず村に戻ろう。ちょっといろいろありすぎて、自分でも頭の整理がつかない」

「よく言うよ、世界を救った救世主が」

「よしてくれ、ジェンガル。さぁ、帰ろう」

「そうだね、お迎むかえも来たようだし」

　木々の奥おくからは何人もの足音と、二人を呼よぶ声が響ひびいてきた。村人たちも様子がよくわからなくて、結局戻ってきたらしい。

「クリトフさーん、どこー！」

「クリトフさぁん」

　と、中でもひときわ高く響くのは、クリトフを呼ぶジーンとアリスの声だ。

「随ずい分ぶん想おもわれているようだね」

「うらやましいか？」

　と、これまでなら顔を赤らめていたクリトフも、そう軽く返せるようになっていた。

「あぁ、少しね」

「うらやましくても、やれないぞ」

「やっぱり、君は変わったよ。ふ、はははははははは……」

「お前は変わらんな。あははははははは……」

　森の中、二人の笑い声が高く響きわたった……





　終章　世界の願いの集つどう場所







　そこはウェストリーの浴場。クリトフはその日も汗あせをかきながら浴場を洗あらっていた。手伝いの人間がするというが、湯船の掃そう除じだけは人に譲ゆずれない。ここを洗うには真心と、長年の経けい験けんが必要なのだ。クリトフが毎日汗だくになりながらも掃除をしているから、客は快かい適てきに入る事ができるのだ。

　すでにあの事じ件けんから五年の月日がたっている。村も世界も新たな日にち常じようの形をようやく手に入れたところだった。

　と、その浴場に、外から駆かけてきた人物が飛び込こんできた。それはガッチリとした体たい格かくをした青年だ。

「クリトフ義に兄いさん！」

「なんだ、ジーン。そんなに慌あわてて」

　と、額ひたいに巻まいた鉢はち巻まきで汗を拭ぬぐいながらクリトフは立ち上がる。

「ジェンガルさんが、帰ってきたよ！」

「なんだ、ヤケに早いな。帰るのは一月後じゃなかったのか？」

「いいから、早く来てよ」

「わかった、今行く」

　そして外へ出て、家へ向かう。

　クリトフが我わが家の扉とびらを開けると、そこには椅い子すに座すわってお茶をゆっくりと飲むジェンガルの姿すがたがあった。

「やぁ、クリトフ君。お邪じや魔ましているよ」

　と、軽く片かた手てを上げるジェンガル。旅りよ装そうに身を包み、全身砂すなで汚よごれているので今帰ったという印象が際きわ立だっている。五年前と変わらぬ痩やせた長身に無ぶ精しようひげの生えた顔。ただし、その右足だけは違う。ズボンの裾すそからのぞくのは木の義足だ。

「早いお帰りじゃないか、ジェンガル」

「あなた、あまりそう邪じや険けんに言わないの」

　と、奥おくから茶ちや菓が子しを持ったクリトフの妻つま──アリスが出てくる。

「言いたくもなる。こいつ、いきなり帰ってきては勝手に上がりこんで、一月くらい好きなだけ飲み食いしてまたどこかへ消えていくんだぞ」

「まぁまぁ、いいじゃないか。君と僕ぼくの仲だし」

「だいたい、俺おれの能のう力りよくは確かに消えたけど、お前にはまだ残っているはずだろうが！　食事くらい自分で用意しろ！」

「悲しいよ、クリトフ君。親友に向かってそんなに冷たく当たるなんて」

　と言うが、ジェンガルの目はちっとも悲しそうではない。それどころか、出された茶菓子を無ぶ遠えん慮りよに貪むさぼっている。クリトフの顔に苦々しさが増ました。

「あなた、いいじゃないの。どうせ私たちだけでは食べきれないくらい食事はあるんだし、ジェンガルさんは私たちの恩おん人じんでしょ？」

「だがなぁ、アリス……」

「ね、いいでしょ？」

　と、五年前より格かく段だんに美しくなったアリスに微ほほ笑えまれると、クリトフはついどんな願いも聞いてしまう。

「わかったわかった」

「クリトフ君、相変わらず尻しりにしかれているね」

「大きなお世話だ！」

「あっ、ジェンガルのおじさんだ！」

　と、家の奥から五歳さいくらいの男の子が飛び出してきた。短い金きん髪ぱつの腕わん白ぱく盛ざかりの子こ供どもだ。

「お土産みやげちょーだい」

「はいはい、ハーブさん……じゃなくて、ハーブ君」

　言いながら、ジェンガルは飛行機の模も型けいを子供──ハーブに手て渡わたす。

「やったぁー！　ジーン。外へ遊びに行こう」

「こら、ハーブ。ジーン兄ちゃんって呼よべって言ってるだろう！」

「いいからいいから、先行くよぉ！」

　ハーブは勢いきおいよく駆かけ出し、体格がすっかりよくなったジーンもそれに付き合う。

「……ハーブ君も、元気なようだね」

「当たり前だ。俺が育ててるんだからな。この村の飯を食えば、どんな子供も元気百倍だ」

　と、胸むねを張はるクリトフ。

「よく言うわ。自分ではほとんど畑をいじらないのに」

　妻の囁ささやきに、クリトフは反はん論ろんする。

「仕方ないだろう。浴場の方が忙いそがしいんだ。第一、ちゃんと種まきと収しゆう穫かく期きには手伝っているだろう」

「はいはい、あなたには感かん謝しやしています、旦だん那な様さま」

　そう言い、アリスは茶菓子のなくなったカゴをもって奥へ消えていった。

「はっはっは、苦労してるね」

「まぁ、見ての通りだ……で、外の様子はどうだ？」

「初めは皆みな戸と惑まどっていたけど、そろそろ落ち着いてきた感じだね。畑もあっちこっちに広がっている」

「あぁ、最近じゃぁ、畑の作り方を聞きに来る連中もめっきり減へったからな。おかげで浴場の客入りまで減った」

「まぁ、いいじゃないか。ようやくみんな慣なれてきたんだ」

「……なぁ、ジェンガル。俺のやった事は、正しかったんだろうか？」

　ポツリと、クリトフは尋たずねる。

「さぁね。でも、世の中に本当に間違ったものがないのと同じように、本当に正しいものもないよ。もっとも、文もん句くを言うものは誰だれもいないんだ。問題はないだろう」

「そうか、そうだよな」

「……ちょっと外に出ないかい？　久ひさ々びさに村を見てみたい」

「あぁ、かまわん」

　そういって二人は連れ立って外に出た。

　平和な、五年前とほとんど変わらぬ村並み。道で通り過すぎる人誰もが振ふり返り、久々に会うジェンガルと挨あい拶さつを交かわしていく。彼は今でも村の一員なのだ。

　やがて二人はあの場所に来た。二人が始めて出会った、村の中央の丘おかに。

　そこにはかつて巨きよ木ぼくがあった。ジェンガルがいつもそばにいた木が。だが、今はない。

　五年前、木の正体であるオリジナル・システムが彼方かなたへと去っていったあの日、木は枯かれてしまったのだ。残しておいても危き険けんだったので切り、今はそこに切り株かぶが残るのみである。大人が数人でも抱かかえきれないほどの太い切り株が。

　そして切り倒たおした木の一部は、浴場のくつろぎの間に飾かざってある。あの木はいろんな意味で、村を見守っていてくれたのだから。

　ジェンガルとクリトフは切り株に腰こしを下ろし、村を見渡した。畑には青々とした葉が並び、今年も豊ほう作さくのようだった。農業を教わりに来た外の人間が数人、畑で草取りをしているのが見える。彼らも人のいい村人によってすっかり村に溶とけ込んでいた。

「この村は変わらない……でも、外の世界は確かく実じつに変化し、移うつろい、そして慣なれていっているんだね」

「なんのことだ？」

　クリトフの問いに、やがてジェンガルが答えた。

「……今日はちょっとお別れを言いに来たんだ」

「何がだ？」

「なに、これまではちょっと行けなかった、海の向こうの大陸の様子も見てこようと思ってね。でもそうなると船を探さがさないといけないし……帰ってくるのが何年先になるか、ちょっとわからないからね」

「そうか……寂さびしくなるな」

　引き止めるような事はしない。そんな事をしてもジェンガルの思いは変わらないし、それはいつかしなくてはならない事だったからだ。

「できれば俺が行きたいが……」

「君には奥さんも、子供もいるだろう。僕に任せておきなって」

「すまんな、ジェンガル。力になれなくて……」

「大だい丈じよう夫ぶ。もし何かあれば、すぐに飛んで帰ってくるから。僕にはそれだけの、能力があるのだからね」

「そうか……そうだよな」

「そうだよ、ふ、ははははは」

「あははははは」

　二人の笑いが村に響く。空は今日も快かい晴せい。蒼そう穹きゆうに輝かがやく太陽は村に惜おしみない陽光を与あたえてくれる。

　そう、そこはウェストリー。世界の願いの集つどう場所。

　そしてその村は、今日も今日とて平和であった。


（了）







　あとがき







　ありがとうございます。ありがとうございます。皆みな々みな様々に対してただただ平へい身しん低てい頭とう、感かん謝しやの至いたりにございます。選せん考こう委い員いんの皆様、授じゆ賞しよう式しきでお会いした諸しよ先せん輩ぱい方がた、関係者の皆様、担当のＨ様、イラストのCuvieキユーヴイー様、もちろんこの本を買ってくださったあなた様、ありがとうございます。八やち街またを生んでくれた父母にも、その二人を生んでくれた祖父母にも、そのまた先の……（中略）……最初のご先祖様にもありがとうございます。はげましてくれた友人たちもついでにありがとう。さらに八街の育った地球、八街を照らしてくれる太陽にもありがとう。おまけにオケラやアメンボにもありがとう。

　いきなりなんなのかと申しますと、あとがき好こう例れいの感謝の意いを述のべさせていただきました。いや、初めてのあとがきをどうしようか悩なやんでいたら、少なくとも関係者への感謝ははずせないというアドヴァイスをいただきました。それはつまり、感謝さえすれば他は好き放ほう題だいでＯＫということになります（なるか！）。しかも最初に謝意を述べることにより、読者に八街は礼れい儀ぎ正ただしい奴やつだ、という先せん入にゆう観かんを与えることもできます（姑こ息そく！）。さすがは八街、つかみはバッチリといったところですね（いや、冗じよう談だんですって）。

　なにはともあれ、多めに後あと書がきを書かねばならないそうなのでこのままいきます。八街のテンションについてこられない方は、読み飛ばすほうをお勧すすめいたします。




　とりあえずは初めましてとご挨あい拶さつすべきでしょう。八街歩あゆむと申します。特に前ぜん歴れきもないペーペーの新人、まだ学生の若じやく輩はい者ものです。記き憶おく力りよくのいい方ならば覚えている方もいるかもしれません。ドラゴンマガジン03年９月号において、第15回ファンタジア長編小説大賞で努ど力りよく賞しようを受賞した、超話題作と発表されたのが本作です……え、違う？　超、問題作の誤り？　失礼いたしました。一文字違ちがっただけで大きく意味が変わってしまいました。　一応受賞作ではあるものの、他の四人の受賞作からは発売が多少遅れてしまいました。そこには大人の事情というものがあるのですが、その分中身で勝負、ということで大幅にボリュームアップしています。手に取った方、新人の分際でこんな厚い本を出した快かい挙きよ（暴ぼう挙きよ？）を笑ってください。

　そんな八街の書いた「オラが村ぁ平和──世界の願いの集う場所──」（応おう募ぼ当とう時じの題名）が第15回富士見ファンタジア長編小説大賞において努力賞というすばらしい賞を受賞させていただきました。ですが実じつ際さいの所、この受賞はほとんど運によるものであったと言わざるを得えません。

　それはある夏の昼下がり、偶ぐう然ぜんにも八街は近所の本屋へ行きました。八街は偶然にも真っ直ぐ雑ざつ誌しコーナーへ行き、偶然ドラゴンマガジンを手に取り、偶然ファンタジア大賞の応募要よう項こうのページを開きました。偶然にもその内ない容ようが頭に焼きつき、偶然にも手元には書き上げたばかりの作品があったので、偶然記憶していた宛あて先さきを封ふう筒とうに書いて偶然入った郵便局で郵送しました。

　偶然がこれだけ続けばもはや神がかり的な超ちよう絶ぜつ奇き跡せきとしか言いようがありません。

　そしてある日、帰宅してみると留る守す番ばん電でん話わに受賞の知らせが入っているではありませんか。八街は思わず喜びのあまりコサックダンスをしたい誘ゆう惑わくに駆かられましたが、狭せまい我わが家にはそれだけのスペースがありません。その代かわりとしてつま先を頭の上まで上げる運動を数十回ほど繰くり返しました。そして息を荒あらくしながら、この喜よろこびを分かち合おうと友人に知らせることにしました。


八街　「富士見で受賞したよ」

友人Ａ「それはよかったね。で、審しん査さ委い員いんに払はらった裏うら金がねはいくら？」



　八街は友達がいのないＡに怒ど鳴なった後、Ｂに電話しました。


八街　「富士見で受賞しちゃった」

友人Ｂ「おめでとう。それで、誰だれに頼たのんで代わりに書いてもらったの？」



　八街は最後の希き望ぼうを求めて実家に電話しました。


八街　「富士見で受賞したんだけど……」

母　　「あんた、悪い人に騙だまされてるんじゃないでしょうね！」



　……八街のまわりってこーゆー人しかいないの？　ちなみに全すべて実じつ話わです。




　さて、せっかくですので内容についても多少触ふれておきましょう。とは言っても、制作秘話というべきものは特にありません。あえて言うならば……「オラが村ぁ平和」というタイトルは、受賞後の打ち合わせ段だん階かいでは変へん更こうするという路ろ線せんでした。実はこのタイトルは、八街が応募直前に全ぜん身しん全ぜん霊れいを込こめて悩なやみに悩みぬき、寝食も忘れるほど考え込むこと五分で決めたものだったので、消えることに多少の寂せき寥りようを感じました。その後紆う余よ曲きよく折せつがあって、残す方ほう針しんに変更となったのです。その結果が吉きちか凶きようかは、読んだあなたがお決めください。

　それと、本作は女性の登とう場じよう率りつが極きよく端たんに低ひくいです。アリス以外ほとんど女性がいない。名前がある女性は他に、子供のミーシャだけ。これは富士見の中でも異色の部類でしょう。別にこれは八街が男性上位主しゆ義ぎ信しん奉ぽう者しやだからではなく、ストーリーをキャラクターより先に組み立てたらこうなっていたという一つの例です。八街としてはもう少しその辺りを考えたほうがよかったかなと思わないでもありませんが、これはこれでいいとも思っています。




　ところで、あなたの一番好きなキャラクターは誰でしたか？　八街的に一番好きなのはハーブです。昔から八街は悪役が好きなのです。圧あつ倒とう的てきな力で追おい詰つめる悪役の魅み力りよくがたまりません。特に美形悪役なんかに痺しびれます。

　せっかく最後までハーブ君が残っているわけですから、彼の今後の活かつ躍やくを描えがきたいなと思わないでもありませんが、こればかりは八街が決めることではありません。全ては売り上げという無む慈じ悲ひな神様しだいです。皆様、そういうわけです。もうお買いになってくださった方は結構です、ありがとうございます、感謝の極きわみです。でも、まだ立ち読みでこれを読んでいるあなた、買ってくださいなんておこがましいことは言えません。お買い上げいただけるよう申もうし上げますとも言えません。ただ八街が言いたいのは一言、あなたの友人たちに口コミで伝えてください、こんなバカな小説があるよと。一人でも多くの人にこの小説を手にとってもらえることが、八街の望みですから。




　最後に私信を。

　某ぼう大学の文ぶん芸げい部ぶ部長でヒーヒー言っている河内Ｋ太君。深夜に何時間も愚痴長電話に付き合ってくれて感謝しています。習なら志し野の周しゆう辺へんに出しゆつ没ぼつする自じ称しようキラ・ヤマト。中学時代からの付き合いである君にも感謝。そして八街の通う東京西北方面にある大学のサークルＢ・Ｊ・Ｋの皆様も精神的な支えになりました。

　それでは皆様、次回作でお会いしましょう。





２００３年11月某日







　解説





富士見ファンタジア文庫編集部






　この全体的に漂ただよう、のどか感かんは何だろう？　何だかひどく懐なつかしい小説を読んでいるようだ。でも、これは紛まぎれもなく新しん作さく小説。２００４年デビューの新人の作品なのです。




　拡ひろがる田でん園えん、目ま映ばゆいばかりの緑みどり。木々の間を抜ぬけてくる風と澄すんだ川のせせらぎ。小鳥がさえずり、遠くで牛の鳴なく声が聞こえる……。絵に描かいたような「のどかで平和」がある村・ウェストリーの物語、それが「パラダイス・メーカー　オラが村ぁ平和」です。

　いかがでしたでしょうか？　え、まだ読んでいない？　すぐに読んでください。

　このストーリー一言で言うならば、「不ふ思し議ぎなお話」につきます。

　もう少しわかりやすく言えば、お話の根こん本ぽんになっているのは殺さつ伐ばつとした設定なのに、何な故ぜか全体的に流れる〈ほのぼの〉とした空気──。ね、不思議でしょう？

　文字で書いてしまうと何ともアンバランス。ですが、この不思議感はとにかく本編を読んでいただければご理解いただけると思います。

　このアンバランスさが、何ともたまらず良いのです。




　本作品は、第15回ファンタジア長編小説大賞で努ど力りよく賞しようを受じゆ賞しようしました。作品の持つその独どく特とくの空気が審しん査さ員いんに評ひよう価かを受けました。

　独特の空気、それは先ほど述べたものと思えます。この何とも不思議な〈八やち街また歩あゆむワールド〉に、どっぷり浸つかかってください。




　著者八街歩は、プロ作家としての第一歩を踏ふみ出したばかり。20歳になりたての若者です。みなさんの声せい援えんが、これからの彼を支ささえていきます。作品の感かん想そう、励はげましのお手紙をお待ちしています。
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